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カラー図版１

縄文時代早期後半の竪穴住居跡（Ｈ－２０）

縄文時代前期後半の竪穴住居跡調査状況（Ｈ－７ほか）



カラー図版２

溝状遺構



例 言

１．本書は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構による北海道新幹線建設事業に伴い、財

団法人北海道埋蔵文化財センター（平成２４年４月付で公益財団法人へ移行）が平成２２・２３年度に

実施した木古内遺跡の埋蔵文化財発掘調査についての報告書である。

２．調査・整理は、第２調査部第３調査課が担当した。

３．本書の執筆は、付篇を除き、村田 大・土肥研晶・新家水奈・愛場和人・大泰司統が分担し、文

責は各項目の末尾に括弧で示した。編集は愛場が行った。

４．写真の撮影は、現場では各担当者が行い、報告書掲載遺物の撮影は１部１課吉田裕吏洋が行った。

５．自然科学的分析の内容と委託・依頼先の機関、個人は、次のとおりである。

黒曜石原産地同定：�第四紀地質研究所
放射性炭素年代測定：�加速器分析研究所
炭化材樹種同定：�パレオ・ラボ
炭化種実同定：�パレオ・ラボ
Ｐ－１２出土人骨鑑定：札幌医科大学 松村博文

Ｐ－１２出土人骨の放射性炭素年代測定：�パレオ・ラボ

６．調査・報告にあたり、下記の諸機関及び各氏から御指導・御協力をいただいた。（順不同・敬称略）

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構

北海道教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課

木古内町教育委員会 木元 豊

北斗市教育委員会 森 靖裕

知内町教育委員会 高橋豊彦

松前町教育委員会 前田正憲

厚沢部町教育委員会 石井淳平

市立函館博物館 佐藤智雄、大矢京右

七飯町歴史館 山田 央

北海道考古学会 大沼忠春

北海道考古学研究所 横山英介



記号等の説明

１．確認した遺構は、下記の略号を用い、連番を付し本文及び図表中に用いた。

Ｈ：竪穴住居跡 Ｐ：土坑 ＴＰ：Ｔピット Ｆ：焼土 ＦＣ：フレイク集中

アルファベットと遺構番号の間にはハイフン「－」を入れ、発掘区（グリッド）名の表記と区別

した。また擦文文化期の竪穴住居跡はＳＨとして区別した。

２．遺構図の縮尺は、４０分の１、遺物出土状況図は２０分の１を基本とし、それ以外は任意の縮尺で、

各図にスケールを付した。平面図の「＋」は、４�方格の大グリットラインの交点で、傍らのア
ルファベット・アラビア数字は発掘区名である。遺構平面図等のドット「・」付き数値はその地

点の標高（�）を表す。
平面図の天方向は、Ｎ－５０°－Ｅで、平面図には各図に方位記号を付した。

３．遺構図の出土遺物分布については下記の記号を使用した。

黒塗り記号：覆土出土 白抜き記号：床面直上・床面出土

●：土器 ○：土器

▲：石器 △：石器

▼：フレイク ▽：フレイク

■：礫 □：礫

４．本文及び図表中では、遺構の規模を次の要領で示した。一部破壊されているものは、現存する計

測値を括弧で示した。

竪穴住居跡・土坑・Ｔピット・溝状遺構：

確認面の長径×短径／床・底面の長径×短径／確認面からの最大深（�）
焼土：長径×短径／最大厚（�）
フレイク集中：長径×短径（�）

５．遺物図の縮尺は、次のとおりで、各図にスケールを付した。

復元土器：４分の１ 拓影土器：３分の１（一部４分の１）

剥片石器：２分の１ 礫 石 器：３分の１（一部４分の１） 土・石製品２分の１

金属製品：２分の１

６．写真図版の遺物の縮尺は、復原土器：任意、拓本土器：３分の１、剥片石器：２分の１、礫石器：

６分の１を基本とし、それ以外のものは縮尺を付した。
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図版６６ Ｐ－１０４～１０８出土の拓本土器
図版６７ Ｐ－１０８～１４２・ＴＰ出土の拓本土器
図版６８ Ｈ－１～６出土の石器
図版６９ Ｈ－６～８出土の石器等
図版７０ Ｈ－８～１０出土の石器等
図版７１ Ｈ－１０～２０出土の石器等
図版７２ Ｈ－２０出土の接合資料１
図版７３ Ｈ－２０出土の接合資料２
図版７４ Ｈ－２０出土の接合資料３・４・５
図版７５ Ｈ－２０出土の接合資料６・７
図版７６ Ｈ－２０出土の石器
図版７７ Ｈ－２０～２３出土の石器
図版７８ Ｈ－２３～２９出土の石器
図版７９ Ｐ－１～４５出土の石器
図版８０ Ｐ－５１～１０２出土の石器
図版８１ Ｐ－１０４～１０８出土の石器
図版８２ Ｐ－１１２～１４２・ＦＣ出土の石器
図版８３ 包含層出土の復原土器・拓本土器（１）
図版８４ 包含層出土の拓本土器（２）
図版８５ 包含層出土の拓本土器（３）
図版８６ 包含層出土の拓本土器（４）・土製品
図版８７ 包含層出土の石器（１）
図版８８ 包含層出土の石器（２）
図版８９ 包含層出土の石器（３）
図版９０ 包含層出土の石器（４）・石製品・金属製品



�章 調査の概要

１．調査要項
事 業 名 北海道新幹線建設事業埋蔵文化財発掘調査

事業委託者 独立法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部北海道新幹線建設局

事業受託者 財団法人北海道埋蔵文化財センター（平成２４年４月付で公益財団法人へ移行）

遺 跡 名 木古内遺跡（北海道教育委員会登載番号Ｂ－０５－３）

平成２２年度

所 在 地 上磯郡木古内町字木古内５５－１ほか

調査面積 ７，７１６�
調査期間 平成２２年４月１日～平成２３年３月３１日（現地調査５月１０日～１０月２９日）

平成２３年度

所 在 地 上磯郡木古内町字木古内５６－１９ほか

調査面積 ４，３０４�
調査期間 平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日（現地調査５月９日～７月１５日）

整理期間 平成２２年１１月１日～平成２６年３月３１日

２．調査体制
平成２２年度

第２調査部 部長 西田 茂

第２調査部第３調査課 課長 村田 大（発掘担当者）

主査 土肥 研晶 主査 新家 水奈 主査 愛場 和人（発掘担当者）

主査 阿部 明義 主任 大泰司 統

平成２３年度

第２調査部 部長 三浦 正人

第２調査部第３調査課 課長 村田 大（発掘担当者）

主査 新家 水奈 主査 愛場 和人（発掘担当者） 主査 広田 良成 主査 大泰司 統

平成２４年度

第２調査部 部長 三浦 正人

第２調査部第３調査課 課長 村田 大 主査 愛場 和人

平成２５年度

第２調査部 部長 三浦 正人

第２調査部第３調査課 課長 村田 大 主査 愛場 和人

３．調査に至る経緯
北海道新幹線は、昭和４５（１９７０）年５月に成立した全国新幹線鉄道整備法に基づき、昭和４７年６月

に青森－札幌間（約３００�）を含む基本計画が決定した。
昭和５８（１９８３）年に、津軽海峡線建設に伴い、日本鉄道建設公団（当時）から北海道教育委員会
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（以下道教委）に埋蔵文化財保護のための事前協議書が提出された。

協議を受けた道教委は、昭和５８年５月に所在確認調査を、昭和５８年１１月に範囲確認調査を６，９００�
にわたって実施している。

平成１０年（１９９８）年に、北海道新幹線木古内駅の設置が決定、平成１７（２００５）年４月２７日新青森―

新函館（仮称）の工事認可書が国土交通省から鉄道建設・運輸施設整備支援機構に交付され、同年工

事が着工された。

北海道新幹線は、木古内町の行政区域内を約１５�にわたって通過する予定である。新幹線建設計画
の具体化に伴い、建設工事にかかわる木古内町内の遺跡発掘調査は、平成２１（２００９）年度から財団法

人（当時）北海道埋蔵文化財センターにより開始されている。

木古内遺跡の調査範囲（図�－１）に関しては、数度にわたって道教委による試掘調査が行われて
いる。昭和５６年１１月５日・６日に団地造成に係るものとしてＣ地区とＤ地区の一部に相当する範囲で、

昭和５８年１１月９日・１０日に主にＢ地区に相当する範囲で、昭和６２年１月１９日～２１日に縫製工場建設に

係るものとしてＤ地区の一部で、平成２１年１０月６日・７日にＡ地区で実施されている。これらの試掘

調査の結果から、発掘を必要とする面積９，５６０�が提示された（試掘未了部分は含まず）。当該地域に
おける路線の変更は不可能なことから、当センターが発掘調査を実施することとなった。

そのうち、平成２２年度は、Ａ・Ｂ・Ｃの３地区６，８９０�の調査を実施し、Ｄ地区２，６７０�については、
縫製工場の移転時期などから、着手時期は別途検討することとなった。Ａ地区は遺構確認調査範囲、

Ｂ・Ｃ地区は通常の発掘調査範囲である。表土除去作業後に、Ａ地区の北西側と南東側に包含層が残

存することが判明したため、この範囲は通常の発掘調査を行うことに変更された。

道教委は、Ｃ・Ｄ地区の北東側に隣接した地域について、住宅の移転がほぼ終了したことから、平

成２２年６月２９日・３０日に６，４００�の範囲で試掘調査を実施した。その結果、発掘を必要とする面積２，４６０
�が提示された。その後、工事工程の変更により、新たに提示された範囲のうち、Ｅ地区（６４４�）
とＦ地区（１８２�）について、追加調査することとなった。これにより、平成２２年度の調査面積は７，７１６
�となった。
平成２３年度は、Ｄ地区（２，６７０�）、Ｇ地区（１，４５４�）、Ｈ地区（１８０�）の計４，４０４�を調査するこ
ととなった。調査計画の作成中、木古内町教育委員会から、平成２３年２月から３月にかけて、木古内

町建設水道課が、Ｇ地区およびＨ地区の北東側で工事を実施した旨の連絡があった。関係機関と協議

の結果、破壊された包含層部分については遺構確認範囲とし、面積については減じないことで調整が

行われた。

図�－１ 調査範囲図
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調査は、できる限り工事を急ぎたいとの事業者の要請を受け、調査が終了した地区について、順次

引き渡しを行った。引き渡し日は、Ｈ地区は５月３０日、Ｇ地区は６月６日、Ｄ地区の東側が６月２７日、

Ｄ地区の残りが７月１５日である。

平成２２年・２３年の２か年で調査した面積の合計は、１２，０２０�となった。
（村田 大）

４．調査結果の概要
平成２２・２３年度の調査で確認した遺構は、竪穴住居跡３１軒、土坑１５３基、Ｔピット９基、溝状遺構

１か所、焼土５か所、フレイク集中４か所である。

竪穴住居跡は、縄文時代早期後半、縄文時代前期後半、縄文時代後期前葉、擦文文化期のものがあ

る。早期の住居跡は、東釧路�式相当の時期である。
土坑は、縄文時代早期後半、縄文時代前期後半、縄文時代後期前葉のものが主体である。直径１�
未満のフラスコ状の土坑が、調査区南西側と北側にまとまって分布する。また、近世以降の和人の土

坑墓が１基検出している。

溝状遺構は幅３７�、深さ４０�程の溝が２７�にわたってみられるもので、擦文文化期の木柵設置のた
めの布掘り跡の可能性がある。

出土した遺物は、土器等４２，３７３点、石器等９６，１９７点、金属製品４点である。土器は、縄文時代早期後

半の東釧路�式相当土器、東釧路�式土器、縄文時代前期の円筒下層式土器が多く、ついで縄文時代
後期前葉の土器、少量ではあるが、縄文時代早期の貝殻条痕文土器、東釧路	式土器、中茶路式土器、
縄文時代前期の春日町式土器、円筒土器上層ａ式、縄文時代晩期の土器、擦文土器などが出土している。

石器は、剥片石器ではスクレイパー、石核、フレイク、礫石器ではたたき石、扁平打製石器が多い。

表�－１ 遺物集計表

細分類 遺構 包含層
土器 �ａ ２

�ｂ ６，１０３ １６，４２８
�ａ ２４９ １０
�ｂ ７，１７７ ７，８６９
	ａ

９９
２１

	ｂ ４
�ａ ９７２ ２，６７５
�ｃ ６４ ２

 １０ ２５５
� ２１
� ６９ ４９

陶磁器など １１３
不明 ４

土製品等 土製品 ４ ６
焼成粘土塊 ８８ ７９

計 １４，８３５ ２７，５３８

金属製品 船釘・キセル ４

細分類 遺構 包含層
石器等 石刃鏃 １

石鏃 ５８ １７４
石槍またはナイフ １５ ７５
両面調整石器 ４２ １３０

石錐 ４８ ７１
つまみ付きナイフ ４７ ２０６

箆状石器 ５ １７
スクレイパー ３１８ ８５７
楔形石器 ２
石核 １５９ ２７０

Ｕフレイク
２７７

５４４
Ｒフレイク ９３
フレイク ２７，３６５ ４６，４０８
石斧 ２３ ４５
たたき石 ８０ ２３３
すり石 ２１ ４０

北海道式石冠 ５ １０
石鋸 ５ ２

扁平打製石器 １１９ １０８
砥石 ６３ ４８
石錘 ３ ３３

台石・石皿 ３４ ２８
加工痕ある礫 ２ ６
礫・原石 ６，９６７ １１，１０７
石製品 ８ ２４

旧石器 細石刃核 １
計 ３５，６６５ ６０，５３２

出土遺物 遺構 包含層 総計
点数 ５０，５００ ８８，０７４ １３８，５７４
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剥片石器はほとんどが頁岩製である。また、頁岩製の石刃鏃が１点出土している。

旧石器は、Ｈ－１０覆土から細石刃核が１点のみ出土した。

金属製品はキセルが３点出土した。 （愛場 和人）

５．遺跡の位置と環境
木古内町は、北海道の南西部、渡島半島の函館湾の西側に位置する。函館市と松前町のほぼ中間に

位置し、函館市からは約４２�西にあたる。北東側は北斗市、北西側を厚沢部町、西側を上ノ国町、南
側を知内町と町界を接している。南部は津軽海峡に面し、晴れた日には青森県下北、津軽両半島を眺

望できる。

町の地形は、細長く幅の狭い平坦地が東西１５�の海岸線に沿って発達し、海岸より数百メートル内
陸には、海岸段丘と、北側の急峻な山間部から津軽海峡へと注ぐ大小河川により形成された河岸段丘

が帯状に続く。また町域全体の９割近くが海抜１００～５００�の山岳・丘陵地帯である。山林の多くはス
ギの植林地であり、畑地・牧草地として利用されている場所もある。市街中心部は、町南部の木古内

川、佐女川両河口付近の比較的広い平坦部に形成されている。

木古内遺跡は、ＪＲ江差線木古内駅から北東へ約１�の海岸段丘上にあり、現海岸線からは直線距
離で４００�程山側に位置する。調査区は、標高約６～１２�で、北から南へ緩やかに傾斜する。調査区
南西端では、旧河川の跡が検出した。調査前の現況は、ＪＲ江差線と平行に走る町道に挟まれた住宅

地である。

６．周辺の遺跡
平成２５年度までに登載されている木古内町の遺跡は、５２か所である。遺跡の位置や概要は、木古内

２遺跡（１）・（２）（北埋調報２７８・２９３）でまとめられている。ここでは、平成２１年度より平成２５年度

までに、町内で発掘調査が行われた遺跡について述べる。

木古内町内の遺跡は、平成２１年度より北海道新幹線建設工事に伴い、大平遺跡、大平４遺跡、蛇内

２遺跡、木古内遺跡、木古内２遺跡、新道４遺跡、高規格幹線道函館江差自動車道建設工事に伴い、

大平遺跡、釜谷８遺跡、札苅５遺跡、札苅６遺跡、札苅７遺跡が、それぞれ公益財団法人（平成２３年

度まで財団法人）北海道埋蔵文化財センターにより調査されている。

大平遺跡は、平成２１～２３年度に新幹線建設工事に伴う調査、平成２５年度に高規格幹線道建設工事に

伴う調査が行われた。平成２１～２３年度の調査では竪穴住居跡５５軒、土坑２３０基（うちフラスコ状土坑

８３基、柱穴状土坑１０６基）、焼土９４か所、礫集中２か所、剥片集中１３０か所、盛土遺構（縄文時代前期

後半～中期初頭）などを検出した。遺物点数は約１８０万点で、土器は縄文時代前期後半の円筒土器下

層式が主体で、縄文時代晩期の土器や擦文土器もある。また
状耳飾り、棒状垂飾、北海道式石冠に
似た小型の軽石製石製品なども出土している。平成２５年度の調査は先の調査の３０�ほど海側で行われ
た。縄文時代晩期中葉の土坑墓を３基検出し、土器や漆塗りの縦櫛、サメの歯などが出土している。

大平４遺跡は、平成２１・２２年度が新幹線建設工事、２４・２５年度が高規格幹線道建設工事に伴う調査

が行われた。平成２１・２２年度の調査では縄文時代早期後半の竪穴住居跡２軒、土坑２８基、焼土３か所、

剥片集中１６か所を検出し、平成２４・２５年度は縄文時代中期後半の竪穴住居跡１１軒、土坑１７基、焼土１５

か所、剥片集中１３か所などを検出した。

蛇内２遺跡は、平成２１～２３年度まで調査が行われた。竪穴住居跡１５軒（うち縄文時代後期前葉１０軒）、

土坑９６基などを検出した。

４



図�－２ 遺跡の位置と周辺の地形
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木古内２遺跡は、平成２１・２２年度に調査が行われた。台地平坦部から竪穴住居跡６軒、フレイク集

中１か所を検出した。遺構の時期は縄文時代前期後半の円筒土器下層ｃ～ｄ式頃である。また、台地

から続く、標高３～７�の低位部を調査し、縄文時代前期後半の円筒土器下層ｂ式が主体的に出土し
たほか、縄文時代後期前葉の壺がほぼ完形で出土した。

札苅５遺跡、札苅６遺跡は平成２３年度に調査が行われた。

札苅５遺跡は、縄文時代前期後半の竪穴住居跡９軒、Ｔピット６基、小ピット１２６基、焼土６か所、

フレイク集中２か所を検出したほか、旧石器時代の石器群も確認されている。

札苅６遺跡は、竪穴住居跡（縄文時代中期後半、後期前葉）１３軒、土坑（主に縄文時代中期後半）

７１基、焼土２０か所、埋設土器３か所、遺物集中５か所、フレイクチップ集中３か所を検出した。また、

縄文時代中期の土偶片が複数みつかり、三角形石製品、大珠なども出土している。

釜谷８遺跡は、平成２３年度より平成２４年度まで調査が行われた。竪穴住居跡２軒、土坑２７基、Ｔピッ

ト３基、柱穴状ピット１５基、焼土６５か所、フレイクチップ集中３６か所を検出した。土器は、縄文時代

後期前葉土器のほか、貝殻文土器、爪形文が施された縄文時代早期中葉の土器も出土している。石器

は、箆状石器のトランシェ様石器が多く出土した。

札苅７遺跡は、平成２５年度に調査が行われ、縄文時代後期前葉の竪穴住居跡４軒、後期後葉８軒、

土坑４５基、焼土９か所などを検出した。土坑は、底面の直径が２�程の大型のフラスコ状土坑が１２基
検出している。

新道４遺跡は、平成２５年度に調査が行われた。昭和５９～６１年度に調査されたＢ・Ｃ・Ｄ・Ｇ地区に

隣接する７４５�を調査し、竪穴住居跡１０軒、土坑４１基、柱穴様小ピット５２基、焼土１４か所、盛土１か
所を検出した。盛土は調査区南西堺に一部が確認されたもので、時期は縄文時代後期前葉である。

（新家 水奈・愛場）
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�章 調査の方法

１．発掘区の設定
基図は、「北海道新幹線 新青森起点１１３Ｋ５００�～１１４Ｋ３００付近 補助基準点網図」（平成２０年）

を使用した。北海道新幹線計画中心線（センター）を基線とし、「Ｍライン」とした。南西から北東

方向で、遺跡付近の１１４Ｋ２００�～１１４Ｋ４００�の間は直線である。また、１１４Ｋ２００�でこの基線と直交
する線を設け、算用数字を付した。基線の方向角は３９°５０′５３″である。

グリッドは４�区画とし、Ｍラインから北西方向へＬ、Ｋ、Ｊ～Ｅと降順し、南東方向へＮ、Ｏ、
Ｐ～Ｘの平行するラインを設けた。これと直交する数字ラインは、１１４Ｋ２００�を「２０ライン」とし、
南西から北東側へと昇順する。グリッドの呼び名は、南西側の杭名とし、アルファベットと算用数字

を列記した。

平成２２・２３年度ともに、北海道新幹線建設のために設置されていた、既設３級基準点、３－NO.８

（３００８）と３－NO.９（３００９）を使用した。水準測量は、標高値のある後者の基準点から行った。

表�－１ 測量基準点一覧表

杭名 種類

世界測地系 真北
方向角
（°′″）

標高
（�） 備考平面直角座標 ��系（�） 地理座標（°′″）

Ｘ Ｙ 北緯 東経

１１４Ｋ２００� 北海道新幹線
計画 中心線

平成２２年度 調査区
グリッド杭：Ｍ－２０ －２５７，１８４．９６７ １５，８８８．２８９ ― ― ― ８．６３７ 平成２２年度

基線 南西側基準杭

１１４Ｋ３００� 北海道新幹線
計画 中心線

平成２２年度 調査区
グリッド杭：Ｍ－４５ －２５７，１０８．１９２ １５，９５２．３６５ ― ― ― １１．３２８ 平成２２年度

基線 北東側基準杭

１１４Ｋ４００� 北海道新幹線
計画 中心線

調査区外
Ｍ－７０ －２５７，０３１．４１８ １６，０１６．４４０ ― ― ― ― 平成２３年度

基線上杭

３－NO.８
（３００８） 既設３級基準点 北海道新幹線建設局

平成１７年７月２４日 新設 －２５７，５０９．３２１ １５，６３４．６０４ ４１ ４０ ５３．７ １４０ ２６ １６．１ －０ ０７ ２９．６ １０．６２２ 「点の記」
ＧＰＳ測量 埋設

３－NO.９
（３００９）

既設３級基準点
ＢＭ

北海道新幹線建設局
平成１７年７月２４日 新設 －２５７，２２５．１６１ １５，８３８．３０４ ４１ ４１ ０２．９ １４０ ２６ ２４．９ －０ ０７ ３５．５ ７．７６８ 「点の記」

ＧＰＳ測量 埋設

Ｎライン（南西－北東）
基線 方向角 ３９°５０′５３″ 各 杭間

直線距離 １００�

図�－１ グリット設定図と年度別調査区

�章 調査の方法
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２．基本層序
観察方法

土層の観察は、『土壌調査ハンドブック』（ペトロジスト懇話会１９８４）・『新版標準土色帖』を参考

に、必要な項目を設け行った。

基本層序

�層：現地表土 耕作土や盛土、攪乱層など

�層：黒色土層
黒色（１０YR１．７／１～２／１）壌土～埴壌土で、粘着性は中、堅密度は堅、�層層界は判然で
ある。層厚は２０～６０	で、近代から縄文時代早期の遺構・遺物を包含する。
�層中で２つの火山灰が認められた。
駒ヶ岳ｄスコリア（Ｋｏ－ｄ 噴出年代１６４０年）は、調査区南西側旧河道部でみられた。

色調は灰白色（１０YR８／１）、層厚は１～３	程で、点在する。白頭山苫小牧降下スコリア
（Ｂ－Ｔｍ 噴出年代１０世紀）は、擦文文化期の遺構上位の�層中でみられた。色調は暗褐
色（１０YR３／４）、層厚は８	程である。２次堆積層で腐植土と混在する部分もある。
縄文時代前期、後期の竪穴住居跡窪みの�層中では、赤褐色土がレンズ状に堆積していた。
当センター花岡による検鏡（Ｈ－８～１０試料）によれば、「どの試料も多量のプラントオパー

ルを含み、鉱物は角閃石、輝石、雲母、鉄－チタン鉱物、長石、火山ガラスなどがある。鉱

物は角が丸く、破片状となることから、土の母材は風成塵である。赤味色は熱による高温酸

化によるもので、函館市中野Ａ遺跡、中野Ｂ遺跡、石倉貝塚でみられたＰ．Ｄ．３と同様の土」

とのことである。起因は不明だが、自然焼土の堆積と考えられる。

�層：漸移層
暗褐色（１０YR３／３）～灰黄褐色（１０YR５／２）壌土で粘着性は中～強、堅密度は堅、
層
層界は漸変である。層厚は２～１５	である。


層：ローム質土
褐色（１０YR４／６）壌土で粘着性は強、堅密度は堅である。調査区南西側の舌状台地縁では

水つきとなり、グライ化し、明褐灰色（７．５YR７／２）となる。

土層断面図

比較的攪乱の影響が少ない調査区ほぼ中央のＭ３６～Ｍ４５ラインの土層断面図を掲載した。

３．調査の方法
はじめに建設機械により�層（住宅基礎の一部、ブロック塀、敷き砂利等）の除去作業を行った。
調査区域は住宅地で、その造成により広く削平・攪乱を受けており、
層まで削平される範囲もあった。
�層から
層までは人力により掘り下げた。包含層調査は層ごとに掘り下げ、出土遺物はグリット
・層ごとに取り上げた。�～
層で遺構・包含層を調査し、遺構がない場合は
層上面で調査を終了
した。またＰ・Ｑ・Ｔ・Ｖの１５ラインでは旧石器確認のため
層を幅１�、深さ１�程を人力で掘り
下げたが、遺物は出土しなかった。

遺構調査はトレンチ、半截等で土層を観察し、壁・床面・底面の確認により遺構であるかを判断し

た。土層断面を記録後、全体を掘り下げ完掘した。遺物は状況の良い土器や石器について出土状況や
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出土位置を記録した。住居跡では床面の土器・石器のみ位置を記録したものがある。それ以外は層ご

とにまとめて取り上げた。

地形測量図は、表土除去後地形と最終地形について作成した。

４．整理の方法
一次整理

現場での遺物の取り上げは、ビニール袋に「遺跡名（略：キ）・出土地点（遺構名・グリッド）・

出土層位・遺物種別・取り上げ番号（出土位置記録のもの）・取り上げ年月日」の情報を記し、遺物

を収納した。遺物は水洗・乾燥後、分類を行い、出土地点・出土層位・取り上げ番号・取り上げ年月

日の情報を「遺物カード」に記載した。遺物カードの情報は遺構別・グリッド別に遺物台帳に記載し

ていった。土器については２	以上を目安に注記作業を行った。内容は「キ・遺構グリッド名・層位
・（取り上げ番号）」で、ポスターカラーとクリアラッカーを使用した。

二次整理

遺物台帳を Excelに入力し、データ化を行い、二次整理作業の基礎データとした。

土器は分類ごとに接合を行い、遺構、包含層の順序で作業を進めた。接合作業後、復原可能のもの

は番号を与え、復原作業を行った。その後立面図等の実測図を作成した。破片は接合により大きくなっ

たもの、特徴が認識しやすい口縁部や底部の破片を中心に選び出し、拓影図および垂直方向の断面図

を組み合わせて図示した。掲載土器は観察表を作成した。

石器は遺構の石器について接合を行った。石器は完形のものを中心に器種や形態の多様性を示せる

ことを考慮し、掲載する石器を選び出し、実測図を作成した。

遺物は集計し、その結果を出土点数表、出土分布図にまとめた。

５．遺物の分類
土器の分類

土器は（公財）北海道埋蔵文化財センターの一般的な分類に準じ、縄文時代早期から擦文文化期に至

るまで�～�群に分類し、遺物の出土のみられる時期については細分類を使用している。

�群 縄文時代早期に属する土器群

ａ類：貝殻・沈線文系土器群および条痕文系土器群

ｂ類：縄文・撚糸文・絡条体圧痕文・貼付文・縄線文のあるもの

ｂ１類：東釧路�・�式に相当するもの
ｂ２類：コッタロ式に相当するもの

ｂ３類：中茶路式に相当するもの

ｂ４類：東釧路
式に相当するもの
�群 縄文時代前期に属するもの

ａ類：胎土に繊維を含み厚手で縄文が施された丸底・尖底の土器群

ｂ類：円筒土器下層式に相当する土器群

�群 縄文時代中期に属するもの


群 縄文時代後期に属する土器群
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ａ類：天佑寺式・涌元式・トリサキ式・大津式・白坂�式に相当するもの
ｂ類：ウサクマイＣ式・手稲式・ホッケマ式に相当するもの

ｃ類：堂林式・三ツ谷式・湯の里３式に相当するもの

�群 縄文時代晩期に属するもの


群 続縄文時代に属するもの

�群 擦文文化期に属するもの

土製品等 紡錘車、再生土製円盤、土器片錘がある

石器等の分類

分類に使用している器種名称は以下のとおり

縄文時代の石器

石刃鏃、石鏃、石槍またはナイフ、両面調整石器、石錐、つまみ付きナイフ、箆状石器、スクレイ

パー、楔形石器、Ｒフレイク、Ｕフレイク、フレイク、石核、石斧、たたき石、すり石、北海道式石

冠、扁平打製石器、石鋸、砥石、台石、石皿、加工痕ある礫、礫、原石、石製品

旧石器

細石刃核

�章 調査の方法
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図�－１ 遺構位置図
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�章 遺構とその遺物

１．概要
確認した遺構は、竪穴住居跡３１軒、土坑１５３基、Ｔピット９基、溝状遺構１か所、焼土５か所、フ

レイク集中３か所である。

竪穴住居跡の時期は、縄文時代早期（Ｈ－１～３・１３・１９～２１）、縄文時代前期後半（Ｈ－７～１２

・２２～２６・２８・２９）、縄文時代後期前葉（Ｈ－４・６・１４・１５・１７・１８）、擦文文化期（ＳＨ－１・２）

などがある。分布域は明瞭に分かれ、縄文時代早期の住居跡は、調査区１２～２６ラインの標高７～９�
の範囲、前期後半の住居跡は、調査区北側３４～５５ラインの標高１０～１２�の範囲、後期前葉の住居跡は、
調査区南西の標高６～７�の範囲、擦文文化期の住居跡は、９～１４ラインの標高７～８�の範囲にそ
れぞれ分布する。

土坑は、平面形が直径１�未満の円形・不整形で、断面形がフラスコ状になるものが多く、これら
は調査区南西の旧河道近くと、調査区北側３０～５５ラインの標高９～１２�の範囲とに、まとまって分布
する。時期は、出土遺物から南西端側が縄文時代前期後半から後期前葉、北側が早期後半（東釧路�
式期）の可能性がある。これ以外の土坑は、平面形が直径１�を超える楕円形・不整形で、遺物を伴
うものが多い。時期は縄文時代早期後半（Ｐ－９６・１０２・１０４・１０５・１０８・１１２・１１３）、縄文時代前期

前半（Ｐ－１００・１０７）、縄文時代前期後半（Ｐ－５８～６１・８９・９９）、縄文時代後期前葉（Ｐ－１１・１９）、

近世以降（Ｐ－１２）などがある。Ｐ－１２は底面から人骨を検出したもので、人骨鑑定や放射性炭素年

代測定結果などから近世以降の土坑墓と考えられる。

溝状遺構は、幅約３０�、深さ３０～４０�の溝が２７�にわたって、等高線に沿ってみられるものである。
底面では、柱穴が数か所で確認され、木柵跡の可能性がある。溝覆土にはＢ－Ｔｍ火山灰が堆積する

ため擦文文化期の遺構と考える。

Ｔピット・焼土・フレイク集中の時期は縄文時代である。Ｔピットは舌状台地先端部に分布する。

２．竪穴住居跡
ＳＨ－１（図�－２・３ 図版３）

位 置 Ｍ８・９・１０／Ｎ８・９・１０／Ｏ９・１０ 立 地 標高約７．５�の平坦面に位置し、
北東約９�にＳＨ－２がある。縄文時代の竪穴住居跡（Ｈ－６）を切る。
規 模 ４．７１×４．４４／４．５３×４．３／０．３１� 平 面 形 菱形

調 査 �層下部～�層面で、黒色・黒褐色土の隅丸方形の堆積を確認した。セクションａライン
より西側では�層面が残存していたが、それ以外は�層まで削平されていた。土層観察ベルトを設定
し、全体を掘り下げ、床面・壁を検出した。カマド周辺と床面では、土壌を採取し、フローテーショ

ンにより微細遺物を回収した。カマドとＨＦ－１採取の炭化材２点については、放射性炭素年代測定

を行った（付篇２・４参照）。

覆 土 ８層に分層した。覆土１～５は自然堆積層である。覆土４は白頭山－苫小牧降下火山灰

（Ｂ－Ｔｍ）で、４～８�程の厚さでほぼ住居の窪み全体を覆っていたようである。その直下には黒色
土層（覆土５）が２～３�堆積する。覆土６～８は屋根土などの崩落土と推測され、壁際で厚く堆積する。
形 態 平面形は菱形に近い隅丸方形で、床面は平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構 カマドおよび煙道と土坑２基（ＨＰ－１・２）を確認した。

�章 遺構とその遺物
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図�－２ ＳＨ－１（１）
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図�－３ ＳＨ－１（２）
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図�－４ ＳＨ－２（１）
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図�－５ ＳＨ－２（２）

�章 遺構とその遺物

１９



カマドと煙道は北西壁の中央にあり、いずれも上部は削平されていた。カマド焼土は壁から２０�程
離れた床面で検出し、その上部にカマド構築粘土と推測される礫や粘土塊混じりの粘土層があるのみ

で残存状況は悪い。カマド焼土の北東側では袖石とみられる扁平な角礫が破砕して出土した。焼土の

平面形は長径約６０�の楕円形で、被熱層は９�程である。
煙道は幅が約３０�で、壁から１．２�程まっすぐ突出する。深さは先端に向かって床面より１０�程深
くなっている。煙道覆土中には褐色粘土が少量みられた。上部が削平されているが、側面壁が筒状に

なる部分がみられたことからトンネル式の煙道と考える。

ＨＰ－１・２は直径３０�程の平面形が円形となる小土坑で、断面は皿状となる。ＨＰ－２はカマド
から西側へ６０�程の壁際にあり、粘土塊や礫混じりの焼土が充填する。柱穴は床面および住居周辺を
精査したが検出しなかった。

遺 物 遺物は�群土器４６点、たたき石１点、砥石１点、フレイク１２６点、礫８５点など３１９点出土し
たが、縄文時代後期の竪穴住居跡を切って構築されるため、縄文時代の遺物が多い。擦文文化期の遺

物はカマド周辺や壁際に分布する。

時 期 出土遺物や住居構造から擦文文化期と考える。８世紀末頃の可能性がある。

（愛場 和人）

ＳＨ－２（図�－４・５ 図版４）

位 置 Ｍ１２・１３／Ｎ１２・１３ 立 地 標高約８�の平坦面に位置し、南西側９�程にはＳＨ
－１がある。縄文時代の竪穴住居跡（Ｈ－５）を切る。

規 模 ４．０６×３．６／３．８３×３．３９／０．３６� 平 面 形 長方形

調 査 �層調査中、Ｂ－Ｔｍ火山灰が周縁にみられる隅丸方形の黒色土の堆積を確認した。グリッ
ト１３ラインに土層観察用のベルトを設定し、北東側から掘り下げていった。床面直上では炭化材が比

較的良好に残る部分があり、位置を記録し、サンプルを採取した。平坦な床面と壁の立ち上がりを確

認し、規模から住居跡と判断した。カマド周辺の土壌はフローテーションにより微細遺物を回収した。

床面とＨＦ－１土壌から採取した炭化材については樹種同定および放射性炭素年代測定を行った（付

篇２・３・４参照）。

覆 土 ８層に分層した。覆土２は掘り上げ土と推測する。覆土３はＢ－Ｔｍ火山灰で、５～８�
の厚さで窪み全体に堆積する。その下部は薄い黒色土（覆土４）があり、それ以下では概ね黒褐色土

が堆積する。

形 態 平面形は北西－南東に長軸がある隅丸長方形である。床面は平坦で壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構 カマド跡および煙道、土坑４基（ＨＰ－１～４）を確認した。

カマド跡と煙道は北西壁のほぼ中央にある。カマド構築粘土はほとんど残存しておらず、周辺には

被熱した礫・焼土が混じる黒色・黒褐色土層がみられるのみである。カマド焼土は壁から４０�程離れ
た床面で検出し、平面形は長径５０�程の楕円形となる。カマド焼土東側には袖石とみられる板状礫が破
砕して出土した。煙道は断面がＬ字となるトンネル式で、幅は２０～３０�、壁から７５�程突出する。煙道
の深さはほぼ床面と同レベルである。煙道覆土は概ね黒色土で、炭化材や被熱した小礫が少量混じる。

ＨＰ－１はカマド北側、ＨＰ－２は南西壁際の中央にある。ＨＰ－２は壁側に斜めに掘り込まれて

いる。覆土は黒色土と�層起源の黄褐色土が斑状に混じる。ＨＰ－３・４はそれぞれ住居北と西角の
外側５０～６０�で確認した。深さは３�程で、外柱穴の可能性がある。
掘り上げ土は土層断面での確認で、平面形は不明である。色調は黒褐色で、最厚部分で１０�程とな
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る。住居周囲２．５�程の範囲に広がっていたようである。
遺 物 遺物は、�群土器２３点、すり石１点、礫５１８点など７５１点出土した。小型の完形土器（図�－１０２
－１０）がカマド焼土南側床面から出土した。礫は、棒状礫が多く、住居南西側覆土を中心に出土した。

時 期 出土遺物や住居構造から擦文文化期と考える。８世紀末頃の可能性がある。 （愛場）

Ｈ－１（図�－６～８ 図版５）

位 置 Ｎ１７・１８／Ｏ１７・１８／Ｐ１７・１８ 立 地 標高約８�の平坦面に位置し、南西にはＨ
－３がある。

規 模 ６．９６×６．６８／５．９６×５．６４／０．９６� 平 面 形 ほぼ円形

調 査 Ｎ・Ｏ１８区の�層が周囲のグリッドより深く落ち込む状況を確認した。下水道の撹乱を掘
りぬいたところ、ローム質土層中から遺物が検出した。このため付近を精査すると、住居跡の一部を

検出し、その覆土に遺物が入っていることが確認された。住居跡周辺の包含層調査が�～�層に達し、
Ｏ１８杭を中心に直径約７�の円形に�層が落ち込むのが確認された。これをＨ－１とし、杭を中心に
幅５０�のベルトをほぼ東西・南北方向に設定し、周囲の包含層を掘り進めた。
�層を３０�ほど掘り下げると、住居跡の覆土上面である黄褐色土層が平坦に検出され、窪みの中央
付近で焼土（Ｆ－１）を１か所検出した。この面付近では縄文時代早期後半の土器片や頁岩フレイク

のまとまりなどが出土しており、窪み内で石器作りなどの作業が行われていたものとみられる。検出

面からの深さは住居跡西側で約１�あり、東側ほど浅くなり、壁の立ち上がりも緩やかになる。床面
は南西側で緩やかな凹凸がみられるが、全般に平らであったが、炉跡は検出されなかった。

覆 土 住居跡上位には�層の黒色土が落ち込み、下位は全般に�層起源のローム質土壌が層厚５０
�で堆積する。下位に堆積する土量から上屋構造は土葺であったとみられる。
形 態 長径約７�、短径約６．７�のほぼ円形の住居跡である。
付属遺構 小土坑１７か所（ＨＰ－１～１７）を確認した。このうち柱穴の可能性があるものはＨＰ－１

の１か所だけである。ただ、ＨＰ－１７付近の壁際で検出された柱穴の痕跡とみられるものの状況から、

削りすぎで失われているが、壁際には小柱穴が並んでいた可能性がある。

遺 物 遺物は２，７００点出土した。覆土では全般に頁岩フレイクが２，１６７点出土し、覆土上部では�群
ｂ－１類土器がみられた。石器では石鏃、石槍またはナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石

核のほか、早期と思われる赤身を帯びた蛇紋岩製の石斧、砂岩製のたたき石、すり石なども出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （土肥 研晶）

Ｈ－２（図�－９ 図版６）

位 置 Ｎ２２・２３／Ｏ２２・２３ 立 地 標高８．５�付近の平坦面
規 模 ３．６６×３．３９／３．４５×３．１７／０．２８� 平 面 形 円形

調 査 �層面で黒色～黒褐色土の円形の堆積を確認した。土層観察用のベルトを残し周囲を掘り
下げていったところ、ベルトに土坑の覆土断面がみられた。このため土坑（Ｐ－４）を先行して調査

した。その後、確認面から３０�程下で床面と壁の立ち上がりを確認し、規模や平坦な床面から竪穴住
居跡と判断した。

覆 土 覆土は７層に分層した。覆土１は�層起源の黒色土、覆土２～７が屋根土や壁などの崩落
土と考えられる。

形 態 平面形はやや多角形に近い円形となり、床面は平坦で、壁は曲線的で斜めに立ち上がる。

�章 遺構とその遺物
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図�－６ Ｈ－１（１）
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図�－８ Ｈ－１（３）
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図�－９ Ｈ－２
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図�－１０ Ｈ－３（１）
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付属遺構 小土坑３基（ＨＰ－１～３）を確認した。いずれも断面形が皿形で、深さは６～７�程で
ある。

遺 物 遺物は２５７点出土した。床面出土は�群ｂ類土器３点、石鏃１点、フレイク４２点など少ない。
時 期 周辺の遺構や出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｈ－３（図�－１０・１１ 図版７）

位 置 Ｎ１５・１６／Ｏ１５・１６／Ｐ１５・１６ 立 地 標高約７．９～８�の平坦面に位置し、北東
側にはＨ－１がある。 規 模 ８．７５×４．９９／７．８９×３．８３／０．７５� 平 面 形 不整の楕円形

調 査 �層～�層上面で黒褐色土の楕円形の堆積を確認した。土層観察用のベルトを設定し、周
辺を掘り下げていった。中央付近には大きな風倒木があり、覆土と地山�層の土色の差があまりなかっ
たため、床面や壁の立ち上がりは不明瞭であった。精査の結果、平坦な床面と斜めに立ち上がる壁を

認め、規模から住居跡と判断した。

覆 土 ６層に分層した。覆土上部（覆土１）は黒褐色土で、下部は�層主体のにぶい黄褐色・黄
褐色土層である。床面・壁の�層との境界は不明瞭である。
形 態 平面形は不整の楕円形となる。床面は概ね平坦で、壁は曲線的に立ち上がる。

付属遺構 焼土１か所を確認した。焼土は風倒木の南東側にあり、床面より上部の黄褐色覆土中にある。

遺 物 遺物は２，９３９点出土した。床面からは�群ｂ－１類土器２点、フレイク８点のみの出土で
ある。住居南側壁付近の覆土ではフレイクの集中（４３８点）がみられた。

時 期 周辺の遺構や出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｈ－４（図�－１２ 図版８）

位 置 Ｊ８・９／Ｋ８・９ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ３．０４×３．０２／２．８０×２．６４／０．３０� 平 面 形 隅丸方形に近い不整な円形

調 査 �層で黒色～黒褐色土を主とした土の堆積が認められ、不整な円形の平面形を想定できた。
土層確認用のベルトを設定し、掘り下げた。床面と想定できるおおよそ平坦な面とゆるく外側に開き

ながら立ち上がる壁を検出し、規模と付属遺構から竪穴住居跡と判断した。掘り込み面は�層中～下
位である。

覆 土 覆土１層としたにぶい黄褐色土から成る。�層由来土を含んでおり、掘り上げ土の再流入、
あるいは土葺き屋根の崩落の可能性がある。検出面で確認した、�層から連続する黒色土は廃絶後の
くぼみに自然堆積したものと考える。

付属遺構 炉跡１か所（ＨＦ－１）と小土坑６基（ＨＰ－１～６）を確認した。

ＨＰ－１は石組炉の炉石抜き取り跡を思わせる形状をしているが、実際熱を受けた可能性がある酸

化した土の分布がみられたのはＨＦ－１である。ただし住居中央のくぼみに対して、水がたまり水分

が無くなった際に含まれていた鉄分やマンガンが残され、酸化して発色した可能性がある。壁際では

壁柱穴を思わせる溝状の土坑ＨＰ－２・３及び、住居南側の不明瞭な窪みＨＰ－６がある。また、不

整な平面形をした浅い土坑ＨＰ－４・５がある。

遺 物 遺物は覆土から１８９点出土した。�群ａ類土器、フレイクが主な遺物である。�群ｂ土器
も出土するが、これは流入と考える。

時 期 住居構造と出土遺物から縄文時代後期前葉と考える。 （大泰司 統）
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図�－１２ Ｈ－４
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図�－１３ Ｈ－５（１）
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図�－１４ Ｈ－５（２）
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図�－１５ Ｈ－６（１）
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図�－１６ Ｈ－６（２）

�章 遺構とその遺物

３３



Ｈ－５（図�－１３・１４ 図版９）

位 置 Ｍ１２・１３／Ｎ１２・１３ 立 地 標高約８�の平坦面に位置し、北東側にＦＣ－１が近
接する。

規 模 （５．２６）×３．６２／（５．０）×３．３４／０．５２� 平 面 形 長方形

調 査 ＳＨ－２調査時、北西側の壁全面と一部床面に黒色土の堆積を確認した。遺構の覆土と考

え、北西側を精査すると平面形が長方形となる落ち込みであることがわかった。水道管敷設の撹乱を

掘り抜き、土層を確認したところ、床面と壁の断面がみられ、規模から住居跡と判断した。床面は中

央から南東側が皿状にやや窪んでいた。

覆 土 ６層に分層した。覆土１・２は�層黒色土主体の自然堆積層である。覆土３～６は�層を
主体とするもので屋根土、壁などの崩落・流入土と考える。

形 態 西側はＳＨ－２によって壊されているが、平面形は東西に長軸がある隅丸長方形となる。

床面は中央から南東側が窪み、段差がみられる。

付属遺構 柱穴１４か所（ＨＰ－１～１４）を確認した。柱穴は住居四隅（ＨＰ－８・１１・１２・１３）、壁

際（ＨＰ－３・７・１０・１４）、住居内側に並ぶもの（ＨＰ－２・５・６／ＨＰ－１・９）がある。径

は１３～１９�、深さは２４～５４�である。ＨＰ－１・２はやや内傾するがそれ以外はほぼまっすぐな断面
形状である。先端部は平坦もしくは丸味を帯びるものがあり、覆土は�層を主体とするものと�・�
層に少量の�層が混じるものがある。
遺 物 遺物は３１２点出土した。覆土では�群ｂ類土器４点、�群ａ類土器１点、�群ｂ類土器１５点、
つまみ付きナイフ２点、スクレイパー６点などが出土している。床面出土はフレイク８点のみである。

時 期 出土遺物から時期は縄文時代で、形態から縄文時代前期前半の可能性がある。 （愛場）

Ｈ－６（図�－１５・１６ 図版１０）

位 置 Ｍ１０／Ｎ１０ 立 地 標高約７．５�の平坦面
規 模 （３．４４）×（２．８０）／（３．１６）×－／０．３７� 平 面 形 円形・卵形？

調 査 ＳＨ－１検出時、北側に赤褐色土を伴う黒色土の堆積を確認した。ＳＨ－１調査終了後、

土層観察用ベルトを残して周辺を掘り下げた。覆土中からは礫を主体とした遺物が多く出土し、床直

上では覆土中焼土と炭化材がまとまってみられた。検出面から３０�程掘り下げたところで床面および
石組炉を検出し、住居跡と判断した。炭化材は状況のよいものを採取し、放射性年代測定を行った

（付篇２参照）。

覆 土 ７層に分層した。覆土１・２は�層起源の自然堆積層である。覆土３～７は�層黒色土に
�・�層が混じる土層で、屋根土、壁などの崩落・流入土と考えられる。覆土６は薄い砂壌土層である。
形 態 平面形は円形もしくは卵形となる。床面は平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構 石組炉（ＨＦ－１）、焼土（ＨＦ－２）、土坑３基（ＨＰ－１～３）を確認した。

ＨＦ－１は住居中央より、南西壁側に位置する。床面をやや掘り込んだ面に焼土層があり、掘り込

みの東から北側には円礫が埋め込まれる。ＨＦ－２はＨＦ－１北西側にある小型の焼土である。

土坑は住居南西壁側に３基近接している。ＨＰ－１は平面形が不整形で、浅皿状となる。覆土上部

には石皿がみられた。ＨＰ－２は柱穴の可能性があるもので、平面形は隅丸方形となる。

遺 物 遺物は３３３点出土した。覆土では�群ａ類土器やフレイク、礫が多く、北海道式石冠、石
製品もみられる。床面や付属遺構からは�群ａ類土器やフレイク、礫が少量出土する。
時 期 出土遺物から縄文時代後期前葉で、炭化材の状況から焼失住居跡である。 （愛場）
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図�－１７ Ｈ－７（１）
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図�－１８ Ｈ－７（２）

３６



Ｈ－７（図�－１７・１８ 図版１２）

位 置 Ｈ４１・４２／Ｉ４１・４２・４３／Ｊ４１・４２・４３ 立 地 標高約１０．５～１１�の平坦面
規 模 ８．１３×７．８５／７．９９×７．７１／０．９３� 平 面 形 円形

調 査 表土除去後、削平された�～�層面で円形の堆積を確認した。土層観察ベルトを十字に設
定して全体を掘り下げた。検出面から４０�程掘り下げたところで堅くしまった平坦な床面と壁を確認
し、住居跡と判断した。床面で採取した炭化材は放射性炭素年代測定を行った（付篇２参照）。

覆 土 １０層に分層した。覆土１・２・４・１０は自然堆積である。覆土２は赤褐色の自然焼土で住

居中央部に堆積する。覆土３・５～９は概ね�層を主体とする屋根土および壁の崩落土の可能性が高
い。覆土１０は焼土の可能性がある。

形 態 平面形は円形で、床面は平坦で壁はほぼ垂直に立ち上がる。

付属遺構 柱穴１７か所（ＨＰ－１～１７）を確認した。東と西壁から１～１．３�程離れて並ぶものと、
その内側に分布するものがある。径はすべて２０�以上で、３０�を超えるものもある。柱の先端形状は
平ら、もしくは丸みを持つ。ＨＰ－１・１０やＨＰ－４・１３・１６など近接して柱穴がみられる部分があ

り、ＨＰ－３・１３・１５・１６・１７は�層主体土で上部が埋め戻されている。数回の柱の更新、拡張など
が行われたと想定される。

遺 物 遺物は２，７５３点出土した。多くは覆土出土で、�群ｂ類土器が１，４６７点出土したほか、フレ
イク、礫などが多い。

時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。 （愛場）

Ｈ－８（図�－１９～２１ 図版１３）

位 置 Ｈ３８・３９・４０／Ｉ３８・３９・４０ 立 地 標高１０．５～１０．８�の平坦面
規 模 （８．６０）×（４．１０）／（８．２６）×（３．９２）／０．７６� 平 面 形 楕円形？

調 査 調査区北東側の表土除去後、調査区堺に沿って長さ８�程の規模で黒色土の堆積を確認し
た。大半を町道に削平されている。短軸にベルトを設定し、確認面から６０�程掘り下げたところ、堅
い地山の床面と壁が現れた。床面では炭化材が検出し、放射性炭素年代測定を行った（付篇２参照）。

覆 土 ６層に分層した。覆土１層は�層起源の自然堆積層で、火山灰層（Ｋｏ－ｄやＢ－Ｔｍ）
も確認できた。覆土３・４・６層は�層起源で非常に堅くしまっている。
形 態 壁の立ち上がりの角度は垂直に近く、非常に明瞭である。床面は堅固で平坦である。

付属遺構 炉跡３か所（ＨＦ－１～３）、柱穴７か所（ＨＰ－１～７）、周溝１か所を確認した。

ＨＦ－２・３は直径１�、深さ２０�程の円形の掘り込みを持つ。焼土層はいずれも�層が焼けたも
ので、非常に堅固である。柱穴は径約３０～６０�、深さ約２０～８０�である。覆土は上部が堅く、下部に
しまりが無いものが多い。深さや位置から、ＨＰ－１・３・５・６は主柱穴と考えられる。

周溝は住居北側の壁際で検出した。長さは約２�、幅は２０�弱、深さは５�程である。
遺 物 遺物は１，５５４点出土した。�群ｂ類土器は覆土、床面から８４７点出土した。他にフレイクが
５１４点と多くみられる。ＨＦ－２・３周辺からは土器やスクレイパー、フレイク、礫石器、礫がまと

まって出土し、ＨＰ－１覆土からは扁平打製石器、礫が出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代前期後半の時期と考える。 （新家）
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Ｈ－９（図�－２２～２４ 図版１４）

位 置 Ｈ３４・３５・３６／Ｉ３４・３５・３６ 立 地 標高約１０～１０．５�の平坦面
規 模 （１０．７１）×（４．８７）／（１０．５７）×（４．７５）／１．２１� 平 面 形 隅丸長方形？

調 査 調査区北境付近の�層面で、掘り上げ土と思われる黒褐色土が帯状に広がっていたことか
ら竪穴住居跡を想定した。掘り上げ土内側の黒色土堆積に土層観察用のベルトを設定し、周辺を掘り

下げた。３０�程掘り下げたところで自然焼土層を確認した。それ以下の覆土は遺物が多く、土器はつ
ぶれた状態で出土するものが数個体みられた。検出面から１�程掘り下げたところで平坦な床面と壁
を確認した。住居跡は北西側半分が町道によりすでに削平されており、今回は南東部半分程を調査し

た。ＨＦ－１上面では炭化材が検出し、放射性炭素年代測定を行った（付篇２参照）。

覆 土 １７層に分層した。覆土１～４は自然堆積層である。覆土４は赤褐色自然焼土層で６�の範
囲でレンズ状に堆積している。覆土５・６は黒色・黒褐色土が入り混じる層で周辺からの流入土の可

能性がある。覆土７～１３は�層主体で屋根土や壁の崩落土などである。覆土７上部では土器がつぶれ
たような状態で出土し、中央部は比較的平坦な土層になる。住居廃絶後のくぼみが二次的に利用され

た可能性がある。覆土７中には焼土層（９）がみられる。覆土１４～１６はＨＦ－１の掘り込みを埋め戻

した土層である。

形 態 平面形は長径１０�を超える隅丸長方形か。床面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。
付属遺構 炉跡（ＨＦ－１）１か所、土坑１基（ＨＰ－１１）、柱穴１２か所（ＨＰ－１～１０・１２・１３）

を確認した。

ＨＦ－１は住居長軸上北東壁から３�程の床面にあり、径約５５�、層厚約６�である。床面を皿状
に掘り込んだくぼみに形成され、焼土上には粘質の炭化材層がある。この掘り込みは床面と同レベル

まで�層主体土で埋め戻されている。ＨＰ－１１は浅皿状の土坑で、住居長軸上、ＨＦ－１から１�中
央よりに位置する。底面からは土器が敷き詰められるように出土した。

柱穴は南側壁長軸壁から１．１～１．５�内側に並び、径約２５～３５�で、深さ約７０～９０�のもの（ＨＰ－
１～５・７・１０）、住居中央長軸付近に並ぶ比較的浅いもの（ＨＰ－６・８・９・１３）がある。ＨＰ

－６はＨＦ－１を切って構築されている。

住居跡東～南側には５�程の幅で掘り上げ土がみられた。層厚は薄く、厚いところでも１０�程である。
遺 物 遺物は２，８３２点出土した。覆土中からは�群ｂ類～�群ａ類土器が１，７２４点出土した。潰れ
たような状態で出土するものがあり、住居廃絶後窪みに廃棄された可能性がある。床面の遺物は少な

いがＨＰ－１１坑底から円筒土器下層ｄ１期（図�－１０５－４４）の土器がまとまって出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。 （愛場）

Ｈ－１０（図�－２５～２７ 図版１５）

位 置 Ｉ３７・３８／Ｊ３６・３７・３８／Ｋ３７・３８ 立 地 標高１０．５～１０．６�の平坦面
規 模 ６．５５×５．７２／６．２２×５．５２／０．８２� 平 面 形 楕円形

調 査 �層上面で径６�程の黒色土の堆積を確認した。土層観察ベルトを設定し掘り下げたとこ
ろ、明瞭に立ち上がる壁と、平坦な床面を検出した。また、中央よりやや西よりにベンチ状の掘り込

みを検出した。その後床面から柱穴１２本を検出した。焼土や炉はなかった。

覆 土 ５層に分層した。覆土１は�層起源の自然堆積層で、赤褐色の自然焼土層も一部みられる。
覆土３は中央のベンチ状の落ち込みの覆土で、�層起源の黒色土である。覆土４・５層は�層起源の
ローム質土を含み非常に堅くしまった層である。
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図�－２８ Ｈ－１１（１）
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図�－２９ Ｈ－１１（２）

�章 遺構とその遺物

４９



形 態 平面形は南北を長軸とした楕円形で、周辺のＨ－７～９と比べると小型の住居跡である。

壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦である。

付属遺構 ベンチ構造、柱穴１２か所（ＨＰ－１～１２）を確認した。

住居床面やや南西よりに、径２�、深さ１６�程のベンチ状の掘り込みがある。平面形はほぼ円形で、
床面は平坦である。柱穴は直径約１５～４０�、深さ約３０～８０�である。覆土はいずれも非常にもろく、
しまりはない。ＨＰ－１～３・５の４本が主柱穴と思われる。

遺 物 遺物は７２９点出土した。床面では�群ｂ類土器がまとまって出土した。また穿孔を施した
石製品が、床面北西端と南東端で出土し、接合した。同じく南東端の床面からは石錐１点、扁平打製

石器１点も出土している。

時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。 （新家）

Ｈ－１１（図�－２８・２９ 図版１６）

位 置 Ｉ３９・４０／Ｊ３９・４０ 立 地 標高１０．６～１０．８�の平坦面
規 模 ４．０８×３．４８／３．９６×３．３１／０．７０� 平 面 形 楕円形

調 査 Ｈ－８の南東側包含層を調査中、�層上面で長径４�程の楕円形の黒色土の堆積を確認し
た。十字に土層観察ベルトを設定し、掘り下げたところ、ベンチ構造のある住居跡であった。また、

住居の東西壁にそれぞれ土坑の断面が検出され、Ｈ－１１はこの２つの土坑（Ｐ－６０・６１）を切って構

築されている。床面では炭化材が検出し、放射性炭素年代測定を行った（付篇２参照）。

覆 土 ５層に分層した。覆土１層は�層が自然堆積して落ち込んだもの、覆土２層は赤褐色焼土
層で、層厚は２０�強である。覆土３～５層は�・�層を起源とした埋め戻し土である。床面とベンチ
に一番近い覆土である覆土５層は非常に堅くしまる。

形 態 平面形は楕円形で、壁は明瞭に立ち上がる。床面は５０～６０�ほど掘り込まれ、平坦で非常
に堅い。ほぼ中央に長軸約２．５�のベンチ構造がある。
付属遺構 ベンチ構造、焼土１か所（ＨＦ－１）、小土坑３基（ＨＰ－５～７）、柱穴４か所（ＨＰ－

１～４）を確認した。

ベンチ構造の平面形はやや隅丸方形で、段差は２０�程である。床は平坦で堅くしまり、東側角が舌
状に若干突出している。焼土は床面西側壁際で検出した。層厚約４�で非常に堅くしまる。小土坑は
浅い土坑で、ベンチ構造の床面の長軸に沿って並ぶ。直径は２５～４５�、深さは５～１５�である。覆土
は非常に軟らかく、色味はＨＰ－１～４よりもやや明るい。

柱穴はベンチ構造の四隅に位置する。いずれも直径２０�弱と、同時期の住居跡の柱穴に比べると細
身である。深さは４０�程である。覆土は非常に軟らかく、もろい暗褐色土である。
遺 物 遺物は１５５点出土した。多くは覆土出土で、床面からは�群ｂ類土器２点、フレイク５点、
扁平打製石器破片１点、礫３点が出土したのみである。

時 期 出土遺物や住居構造から、縄文時代前期後半と考える。 （新家）

Ｈ－１２（図�－３０ 図版１７）

位 置 Ｈ４１・４２・４３

立 地 標高約１０．９�の平坦面。南東側にはＰ－５８・５９があり、Ｐ－５９に切られている。
規 模 （５．２０）×（１．７６）／（４．８７）×（１．６４）／０．２６� 平 面 形 円形？

調 査 �層面で暗褐色・黒褐色の堆積を確認した。調査区境と短軸のＴ字状に土層観察ベルトを
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図�－３０ Ｈ－１２
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設定し、周辺を掘り下げた。検出面から２０�程で平坦面を確認し、その面で柱穴が検出したことから
住居跡と判断した。住居跡は北西側が町道により削平されており、今回南東側の１／３程度を調査した。

覆 土 ３層に分層した。�層を主体とした黒褐色土・暗褐色土層で屋根土などの崩落・流入土の
可能性がある。

形 態 平面形は円形または楕円形と推測される。床面は概ね平坦で壁は緩やかに立ち上がる。周

辺の竪穴住居跡に比べ、掘り込みは浅い。

付属遺構 柱穴２か所（ＨＰ－１・２）を確認した。

ＨＰ－１は径２３�・深さ６６�、ＨＰ－２は径２７�・深さ６５�で、いずれもやや外傾し、先端形状は
平坦となる。

遺 物 遺物は８２点出土し、床直上・床面からは�群ｂ類土器２点、フレイク２点、石鋸２点と少ない。
時 期 遺物から縄文時代で、周辺の遺構から縄文時代前期後半の可能性がある。 （愛場）

Ｈ－１３（図�－３１ 図版１８）

位 置 Ｏ２５・２６／Ｐ２５・２６ 立 地 標高８．５～９�付近の緩斜面
規 模 ５．６０×４．７０／５．２０×４．２６／０．４８� 平 面 形 不整な隅丸の六角形

調 査 �層上面で灰黄褐色土の堆積を確認した。撹乱および風倒木によって大部分が破壊されて
いたが、不整な六角形の平面形を想定できた。掘り込み面は�層上位である。土層確認用ベルトを設
定し、関連する撹乱を全て掘りぬいた。そこから灰色黄褐色土を遺構覆土と想定し、調査を行った。

床面と想定できるおおよそ平坦な面とゆるく外側に開きながら立ち上がる壁を検出し、規模から竪穴

住居跡と判断した。住居西側において、床面より約２�上位から構造物の可能性がある炭化した木の
枝がまとまって出土した。放射性炭素年代測定を行った（付篇２参照）。

覆 土 覆土１層としたにぶい黄褐色土から成る。�層由来土を含んでおり、掘り上げ土の再流入、
あるいは土葺き屋根の崩落の可能性がある。

付属遺構 付属遺構は検出出来なかったが、撹乱によって破壊された可能性が高い。

遺 物 遺物は�群ｂ類土器９点、石鏃１点、フレイク２９点など計４３点出土した。
時 期 調査状況と出土遺物、周辺の遺構から縄文時代早期後半と考える。 （大泰司）

Ｈ－１４（図�－３２・３３ 図版２０）

位 置 Ｑ４・５／Ｒ４・５ 立 地 標高約７�の平坦面
規 模 ３．５７×３．３５／３．３８×３．２２／０．４２� 平 面 形 不整の円形

調 査 �～�層面において円形で中央に赤褐色土がみられる黒色・黒褐色土の堆積を確認した。
十字に土層観察ベルトを設定し、トレンチ調査を行いながら全体を掘り下げた。覆土中位では礫の集

中とその上に土器片が出土した。これはＨＦ－２上部にあたる。検出面から４０�程掘り下げたところ
で、床面・焼土・壁の立ち上がりを確認し、住居跡と判断した。床面炭化材は炭化樹種同定、石組炉

の焼土から回収した炭化材については放射性炭素年代測定をそれぞれ行った（付篇２・３参照）。

覆 土 １０層に分層した。図には現れていないが、最上面には赤褐色の自然焼土層がある。覆土１

は�層起源の自然堆積土である。覆土２はにぶい褐色土層で礫の集中がみられた。覆土７～１０は屋根
土や壁などの崩落土と考えられる。

形 態 平面形は多角形にもみえる不整円形で、南側がやや突き出る。壁はほぼ垂直もしくはやや

オーバーハングして立ち上がる。
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図�－３２ Ｈ－１４（１）
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図�－３３ Ｈ－１４（２）
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付属遺構 石組炉１か所（ＨＦ－１）、焼土１か所（ＨＦ－２）、土坑１基（ＨＰ－１）、柱穴５か所

（ＨＰ－２～６）、周溝、出入口構造を確認した。

石組炉は住居中央からやや南側にある。礫はほぼ円形に組まれ、一部抜き取られている。焼土は長

径４０�程で被熱層は約７�である。ＨＦ－２は住居中央からやや西側の床面に位置する。
ＨＰ－１は北西壁際にある径４０�程の土坑で、底面は皿状となる。覆土中からは礫が５００点程出土
した。柱穴は石組炉より北側で確認した。壁から５０�程内側に約８０～９０�の間隔でめぐり、径は６～
１０�で深さは９～２２�で先端は尖る。住居壁際には溝がほぼ全周する。長さ約１５～４０�単位の溝状の
掘り込みが連続するもので、深さは概ね５�程である。南南西側のやや突き出た壁際には出入口構造
があり、出入口と石組炉の間には２か所の礫抜き取り痕がある。

遺 物 遺物は４，７２５点出土した。内訳は�群ａ類土器４３９点、フレイク５９２点、礫３，６５７点などであ
る。ＨＦ－２上面の覆土中では３０�程の範囲から径２～４�の円礫が３，０００点近くまとまってみられ
た。また住居北側の壁際床面からは棒状礫が５０６点出土した。

時 期 出土遺物や住居構造から縄文時代後期前葉と考える。 （愛場）

Ｈ－１５（図�－３４ 図版２１）

位 置 Ｑ５・６／Ｒ５・６ 立 地 標高約７�の平坦面
規 模 （２．１４）×（１．３８）／（２．１４）×（１．３２）／０．０５� 平 面 形 円形？

調 査 �層面で焼土を確認した。周辺の黒褐色・暗褐色土層を掘り下げると、北東側でわずかに
壁の立ち上がりがみられた。焼土から北東側にかけ、床面と壁がわずかに残る住居跡と判断した。

覆 土 ３層に分層した。黒褐色～暗褐色の土層で、もっとも残りの良い部分で層厚５�程である。
形 態 形態は不明であるが、円形か。

付属遺構 炉跡２か所（ＨＦ－１・２）を確認した。ＨＦ－１は床面から３�程掘り込まれた窪みに
形成され、径３４×２８�、被熱層厚４�である。ＨＦ－２は径約３０�、被熱層厚４�で、ＨＦ－１の掘
り込みに切られる。

遺 物 遺物は１０点出土した。内訳は�群ｂ類１点、フレイク７点、礫２点である。
時 期 出土遺物から縄文時代で、住居構造から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （愛場）

Ｈ－１６（図�－３５ 図版２１）

位 置 Ｒ４／Ｓ４ 立 地 標高約６～７�の平坦面
規 模 （３．７４）×（１．４２）／（３．５５）×（１．１７）／０．６２� 平 面 形 隅丸方形？

調 査 調査区南西堺での層面で黒色土の堆積を確認した。調査区堺にそった長軸とそれに直交す

る短軸の土層観察ベルトを設定し、周辺を掘り下げた。確認面から５０�程掘り下げたところで床面と
壁の立ち上がりを認定した。住居跡は南側が用水路により削平されており、今回は住居跡北側１／３

程度を調査した。

覆 土 ８層に分層した。覆土１は自然堆積で、覆土２は漸移的に焼けた焼土層である。覆土３～

８は屋根土、壁などに関連した崩落土、流入土と考えられる。

形 態 平面形は隅丸方形か。床面は平坦で壁は急角度で立ち上がる。南東側は風倒木で壊される。

付属遺構 検出していない。

遺 物 遺物は４１４点出土した。フレイク（１９０点）や礫（９２点）が多い。土器は�群ｂ類土器、�
群ｂ類土器、�群ａ類土器がみられ、床面からは�群ｂ類土器９点、�群ａ類土器１４点が出土している。
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図�－３４ Ｈ－１５
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図�－３５ Ｈ－１６
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図�－３６ Ｈ－１７・１８（１）
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図�－３７ Ｈ－１７・１８（２）
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図�－３８ Ｈ－１７・１８（３）
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時 期 出土遺物から縄文時代である。 （愛場）

Ｈ－１７（図�－３６～３８ 図版２２）

位 置 Ｓ５ 立 地 標高約７�の平坦面
規 模 ３．１９×２．９６／２．８８×２．７５／０．４５� 平 面 形 円形

調 査 �層面で黒褐色・褐色土の円形の堆積が２つ連なって検出した。２か所の落ち込みにかか
る長い土層観察ベルトと、それに直交するベルトをそれぞれに設定した。Ｈ－１７は東側の落ち込みで、

検出面から４５�程掘り下げたところで平坦な床面と壁を確認し、住居跡と判断した。土層の観察によ
りＨ－１７が西側のＨ－１８より新しい。石組炉焼土から回収した炭化材については、放射性炭素年代測

定を行った（付篇２参照）。

覆 土 １１層（覆土２～１２）に分層した。覆土２は炭化材混じりの黒褐色土、覆土３は�層主体土
である。覆土４は漸移的に焼ける焼土層である。覆土６層は�層主体の黒色土で、少量の�層粒を含
む。覆土７～１１は屋根土や壁などの崩落・流入土の可能性がある。

形 態 平面形は円形で、床面は概ね平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構 石組炉１か所（ＨＦ－１）、炉跡１か所（ＨＦ－２）、土坑１基（ＨＰ－１）、柱穴８か所

（ＨＰ－２～９）、周溝１か所を確認した。

ＨＦ－１は住居中央よりやや南東側にある。大きな礫の抜き取り痕を挟んで２か所に焼土があり、

その周囲にそれぞれ礫の抜き取り痕がめぐっている。規模は北西側が径２９×２１�、被熱層厚が４�、
南東側が径２３×１２�、被熱層厚が２�である。ＨＦ－２は石組炉から５０�程北側にあり、円形で直径
は２９�である。
ＨＰ－１は平面形が卵形で、底面は皿状となる。柱穴は壁際をめぐっており、直径は９～１２�程で
ある。深さは１１～４８�とばらつきがあり、やや内傾するものが多い。
周溝は北西壁近くにみられる。長径６０�、幅２０�で深さは５�程度である。南東の壁際には周溝と
も礫の抜き取り痕とも判断しにくい窪みがみられる。

遺 物 遺物は３６１点出土した。土器は�群ｂ類、�群ｂ類、�群ａ類土器があるが�群ａ類土器
が多く、床面直上からも１点出土している。住居南西の壁際では８０×３０�程の範囲に棒状礫が６０点程
まとまって出土した。その中には両端に抉りが入れられた�群ｂ類土器片（未掲載）もみられた。
時 期 出土遺物や住居構造から縄文時代後期前葉と考える。 （愛場）

Ｈ－１８（図�－３６～３８ 図版２３）

位 置 Ｒ４・５／Ｓ４・５ 立 地 標高約７�の平坦面
規 模 ２．８５×２．６６／２．６９×２．５４／０．３� 平 面 形 六角形

調 査 �層面で黒褐色・褐色土の円形の堆積が２つ連なって検出した。２か所の落ち込みにかか
る長い土層観察ベルトと、それに直交するベルトをそれぞれに設定した。Ｈ－１８は西側の落ち込みで、

検出時から炭化材が多くみられた。このため炭化材を残して掘り下げ、位置を記録した。状況の良い

ものはサンプルを採り、樹種同定と放射性炭素年代測定を行った（付篇２・３）。検出面から１５�程
掘り下げたところで床面と壁を確認し、住居跡と判断した。

覆 土 炭化材を含む�層主体の暗褐色土である。
形 態 住居の平面形は一辺が１．３～１．６�程の六角形？で、東側壁際の一部がＨ－１７により壊され
ている。炭化材は中央から壁へ放射状に建材が組まれた構造が見て取れた。
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図�－３９ Ｈ－１９
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図�－４０ Ｈ－２０（１）
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図�－４２ Ｈ－２０（３）
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付属遺構 石組炉１か所（ＨＦ－１）と小土坑２か所（ＨＰ－１・２）、溝状遺構を確認した。

石組炉は住居中央よりやや南東側にある。床面を円形に掘りくぼめ、その外周に礫の抜き取り痕が

残る。ＨＰ－１・２は南東壁側にあり、礫の抜き取り痕の可能性もある。

遺 物 遺物は１５７点出土した。このうち１１４点はフレイクである。床面では�群ａ類土器、フレイ
クがみられた。

時 期 出土遺物や住居構造から縄文時代後期前葉で、炭化材の状況から焼失住居跡である。

（愛場）

Ｈ－１９（図�－３９ 図版２４）

位 置 Ｑ１２・１３ 立 地 標高約７．５�の平坦面
規 模 ３．４×３．２１／２．９６×２．９１／０．２３� 平 面 形 不整円形

調 査 �～�層で円形の暗褐色主体土の堆積を確認した。十字に土層観察用のベルトを設定し、
全体を掘り下げていった。２０�程掘り下げたところで、平坦な床面と斜めに立ち上がる壁を確認し、
規模から住居跡と判断した。

覆 土 ４層に分層した。覆土１は�層起源の自然堆積黒色土層である。覆土２・３は暗褐色土層、
覆土４は黒褐色土で、いずれも�・�層の混合土である。
形 態 平面形は不整の円形となる。床面は平坦で壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構 検出していない。

遺 物 遺物は１０３点出土した。床直上・床面からは�群ｂ－１類土器２点、つまみ付きナイフな
どが出土した。

時 期 出土遺物や周辺の遺構から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｈ－２０（図�－４０～４３ 図版２５・２６）

位 置 Ｑ１３・１４／Ｒ１３・１４／Ｓ１３・１４ 立 地 標高約７．５�の平坦面
規 模 ６．１×５．８／５．５６×５．３６／０．７８� 平 面 形 円形

調 査 �～�層面で円形の黒色土の堆積を確認した。十字に土層観察ベルトを設定し、トレンチ
調査を先行しながら全体を掘り下げていった。覆土中からは土器、フレイクなどが多く出土した。５０

～７０�程掘り下げたところで平坦な床面と壁を検出し竪穴住居跡と判断した。床面には頁岩の石核・
フレイク・フレイクチップがほぼ全面にみられた。これらは３�未満のフレイクをのぞき位置を記録
して取り上げた。また床面採取の炭化材について放射性炭素年代測定を行った（付篇２参照）。

覆 土 １０層に分層した。覆土１～３は�層起源の自然堆積土で、覆土２は火山灰の可能性もある。
覆土４～８・１０は�層主体土層で屋根土などの崩落土の可能性がある。
形 態 平面形はほぼ円形で、床面は平坦で、壁は急角度で立ち上がる。

付属遺構 土坑１基（ＨＰ－４）、柱穴１５か所（ＨＰ－１～３・５～１６）、周溝２か所を確認した。

土坑ＨＰ－４は住居中央よりやや南東側にある。平面形は不整楕円形で断面形は浅い皿状となる。

柱穴は中央部２�程の範囲を取り囲むもの（ＨＰ－３・５～９・１１・１２・１５）と、北西壁際に位置
するもの（ＨＰ－１・２・１３・１４・１６）がある。中央付近の柱穴はＨＰ－３・６・７・８・９など直

径１３～２０�、深さ２５�を超える比較的大型の柱穴である。北西壁際の柱穴は直径１０�未満で、先端形
状は丸や尖るものが多い。

周溝は住居北西と北東側の壁際にみられる。幅２０�、深さは１０�程で、長さは周溝１では約９０�、

�章 遺構とその遺物

６７



図�－４３ Ｈ－２０（４）
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周溝２では約１．５�である。いずれも剥片石器、石核、フレイクが多く出土した。なお住居ほぼ中央
床面には５０�程の範囲がやや窪み、硬くしまる部分があり、焼土層はないが炉跡の可能性がある。
遺 物 遺物は１２，９７１点出土し、床面や付属遺構からは�群ｂ－１類土器９８点、石鏃５点、両面調
整石器２点、石錐４点、スクレイパー２６点、石核１２点、頁岩フレイクが９，４０７点、石斧１点、たたき

石１点、砥石１点などが出土した。土器は覆土下位（図�－１０９－８２）、床面（図�－１０９－８３）で２
個体が潰れた状態で出土した。

フレイク・Ｒフレイク・石核は、住居床面全面から出土し、特に周溝１・２周辺や住居南壁際に集

中してみられた。これらについて接合作業を行ったところ、多くの頁岩の接合資料が得られ、７つの

接合資料（接合資料１～７）について写真、模式図を掲載した。接合資料は周溝１周辺（接合資料３

・４・６・７）、周溝２周辺（接合資料２）、住居南側フレイク集中域（接合資料１・５）にそれぞれ

主体があるが、いずれも住居内で広く接合する傾向がある。接合資料２は住居内のほか、Ｐ－１０８・

７２のスクレイパーと接合している。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。頁岩原石を持ち込み、石器製作を行っている。

（愛場）

Ｈ－２１（図�－４４・４５ 図版２７）

位 置 Ｑ１７／Ｒ１６・１７／Ｓ１７ 立 地 標高約７．６～７．８�の平坦面
規 模 ５．４５×（４．５２）／５．０８×（４．５４）／０．４４� 平 面 形 不整円形？

調 査 �層調査中、フレイクがややまとまって出土する範囲があり、ベルトを設定して周囲を掘
り下げた。その結果、北東側半分を攪乱・削平された暗褐色の堆積を�層上面で確認した。残った堆
積の輪郭はほぼ円形で、さらに掘り下げると、床面と思われる平坦で堅い床面が現れた。

覆 土 ２層に分層した。いずれも非常にしまりが良く、堅固である。�・�層を起源とする褐色
～暗褐色層である。

形 態 平面形は円形で、掘り込みは�層中である。地形標高が低い側の壁の立ち上がりは明瞭で
ある。床面は水平・平坦である。床面に周溝のような長楕円形の浅い掘り込みが１か所ある。

付属遺構 周溝１か所を検出した。床面西側の壁寄りに位置し、長さ約９０�、幅約３０�、深さ約５�
である。

遺 物 遺物は２３４点出土した。床面からは�群ｂ－１類土器７点、石鏃１点、石核５点、フレイ
ク８４点、すり石１点などが出土している。広くフレイクや石核が分布していることから、石器製作の

場であったかもしれない。

時 期 出土遺物と周辺の遺構から縄文時代早期後半と考える。 （新家）

Ｈ－２２（図�－４６～４８ 図版２８）

位 置 Ｆ４８・４９・５０／Ｇ４９・５０ 立 地 標高１１．５～１１．８�付近の緩斜面
規 模 ７．８８×（３．３２）／７．２８×（２．２４）／０．８４� 平 面 形 不整な楕円形？

調 査 表土除去後、�～�層中で黒褐色土を主体土の堆積を確認した。西側は宅地造成によって
削平されていたが、楕円形の平面形を想定できた。土層観察ベルトを設定し、掘り下げた。�層主体
土中には、赤く酸化した土のまとまりが混じっていた。さらに掘り下げて中央にくぼみを有する床面

とほぼまっすぐに立ち上がる壁を検出した。壁が開口部で屈曲して外側へ開くのは壁面が崩落したた

めと考える。規模と付属遺構から住居跡と判断した。住居南側では、床面より約２�上位から炭化し
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た木の枝がまとまって出土し、炭化樹種同定と放射性炭素年代測定を行った（付篇２・３参照）。屋

根材のような構造物が炭化した可能性もある。

覆 土 覆土４層とした黄褐色土が下半分をしめる。掘り上げ土の再流入の可能性もあるが、その

量と壁付近から中心までおおよそ水平な堆積がみられることから、土葺き屋根の崩落の可能性もある。

その上の黒褐色土は廃絶後のくぼみに自然堆積したものと考え、覆土２層は住居廃絶後のくぼみに発

生したもので、住居そのものの性質とは無関係と判断した。床面より２�程上には平面形の南側を中
心に薄く炭化物層が途切れ途切れに広がり、いくつかは炭化材形状を残していた。北側に見当たら無

いのは風倒木によって乱された可能性がある。

付属遺構 土坑２か所（ＨＰ－１・１０）と柱穴７か所（ＨＰ－２～９）を確認した。

ＨＰ－１は炉を思わせる状況で、全体的に被熱し、炭化した小型のクルミが詰まっていた。床面よ

りやや上の炭化物層とはＨＰ－１覆土１層によって連続していない。東壁際に溝状のＨＰ－１０が巡る。

小型の柱穴ＨＰ－８・９もこれに関連するものと推測する。

柱穴は長方形に近い平面形の輪郭にそって並ぶと推定される。四隅に位置するものを主柱穴とする

とＨＰ－４・５Ｂであり長方形の長辺中央に位置するのがＨＰ－６である。ＨＰ－２・３は浅く、Ｈ

Ｐ－５Ａはこの周辺の床を壊している風倒木痕に関連する可能性がある。

遺 物 遺物は３７５点出土した。床面では�群ｂ類土器４７点、フレイク、礫が出土している。なお
床面として取り上げたものは、１�程床面より上であり、覆土最下位とした方が適切とも言える。
時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。 （大泰司）

Ｈ－２３（図�－４９～５１ 図版２９）

位 置 Ｆ５０・５１・５２／Ｇ５０・５１・５２／Ｈ５０・５１ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ５．９６×５．８４／５．７０×５．７０／０．６８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�～�層中で、黒褐色土主体土の堆積を確認した。住宅基礎によって分断され
ていたが、おおよそ円形をした平面形をみてとれた。�層主体土中には、自然焼土のまとまりが混じっ
ていた。自然焼土は確認面よりやや上から分布しており、本遺構の掘り込み面も確認面より上と考え

る。土層確認ベルトを設定し、掘り下げた。中央にくぼみを有する床面とほぼまっすぐに立ち上がる

壁を検出した。壁が開口部で屈曲して外側へ開くのは壁面が崩落したためと推察できる。規模と付属

遺構から住居跡と判断した。また住居東側では床面より２～１０�程上から炭化した木の枝がまとまっ
て出土した。屋根材などの構造物の可能性を考えたが年代が新しく出ている（付篇２参照）。

覆 土 覆土３層とした黄褐色土が下半分をしめる。掘り上げ土の再流入の可能性もあるが、その

量と壁付近から中心までおおよそ水平な堆積がみられることから、土葺き屋根の崩落の可能性もある。

その上の黒褐色土は廃絶後のくぼみに自然堆積したものと考え、覆土２層は住居廃絶後のくぼみに発

生したもので、住居そのものの性質とは無関係と判断した。

付属遺構 土坑１基（ＨＰ－１５）と柱穴と思われる土坑１７か所（ＨＰ－１～１４・１６）を確認した。

柱穴は住居中央に正方形に近い輪郭にそって並ぶ。四隅に位置するものを主柱穴とするとＨＰ－１

・５・６、ＨＰ－８・９Ａ・９Ｂ、ＨＰ－１３・１４・１６、ＨＰ－３Ａ・３Ｂ・４の組み合わせである。

同じ番号でＡとした方が土層から新しい。３回の建て替えが想定されるが、セット関係は不明である。

またこの四角形の輪郭線上には主柱穴以外にも浅い土坑ＨＰ－６、ＨＰ－１０・１１・１２も並ぶ。床面中

央部分は窪んでおり、窪みの平面形内に、ＨＰ－７が主柱穴のように深く掘られている。柱穴と考え

るが、家を支えるためだけのものかどうか、用途は不明である。また柱穴を覆土の類似からＨＰ－５
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・９Ａ・１０・１１・１２・１４、ＨＰ－１・７・８、ＨＰ－６・９Ａ・１３・４・３Ａの組み合わせも想定で

きるが、四隅の主柱穴という構造は満たさない。土坑（ＨＰ－１５）は北東壁際に溝状に巡る。これは

３回の建て替えのうち一時期について壁の位置を反映している可能性がある。

遺 物 遺物は１，６６１点出土した。覆土１層からその下面では�群ｂ類土器（９５２点）を主体とする
遺物の出土があり、住居廃絶後、廃棄された可能性が高い。床面からは�群ｂ類土器１２点、石鏃１点、
石核２点、フレイク１３５点、扁平打製石器４点などが出土した。なお床面として取り上げたものは、

厳密には１�程床面より上であり、覆土最下位とした方が適切とも言える。
時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。 （大泰司）

Ｈ－２４（図�－５２ 図版３０）

位 置 Ｅ５２・５３／Ｆ５２・５３／Ｇ５２・５３ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 （５．５０）×４．６７／（５．２０）×４．５１／０．３２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 年度別の調査区の境にあり平成２１（南側）・２２年度（北側）の２か年で調査した。

削平された�層中で黒褐色土主体土の堆積を検出した。住居中央と南側は住宅基礎により破壊され
ていたが、楕円形の平面形を想定できた。土層確認ベルトを設定し、周辺を掘り下げた。床面と想定

できるおおよそ平坦な面とゆるく外側に開きながら立ち上がる壁を検出した。規模と付属遺構から住

居跡と判断した。

覆 土 ２層に分層した。にぶい黄褐色土（覆土２）が下半分をしめる。掘り上げ土の流入、あるいは

土葺き屋根の崩落の可能性がある。その上の黒褐色土は廃絶後のくぼみに自然堆積したものと考える。

付属遺構 柱穴３か所（ＨＰ－１～３）とベンチ構造を確認した。柱穴はいずれも径２０�以上で、先
端形状は平らもしくは丸みを帯びる。住居南側には段差が３～１０�のベンチ構造がある。
遺 物 遺物は６２２点出土した。覆土中では�群ｂ類土器が５４３点出土したが、床面では�群ｂ類土
器３点、�群ｂ類土器２点、スクレイパー１点、フレイク６点、扁平打製石器破片３６点、台石１点な
ど散漫である。なお床面として取り上げたものは、厳密には１�程度床面より上であり、覆土最下位
とした方が適切とも言える。

時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。 （大泰司・愛場）

Ｈ－２５（図�－５３ 図版３１）

位 置 Ｆ５４・５５／Ｇ５４・５５ 立 地 標高約１２�の平坦面
規 模 （３．３６）×（１．２５）／（３．０９）×（１．１０）／０．４３� 平 面 形 不明

調 査 表土除去後、�層面で不整形の黒褐色土の堆積を確認した。堆積中央部に土層観察用ベル
トを設定し、周辺を掘り下げた。ベンチ構造をもつ床面と壁の立ち上がりがみられたため住居跡と判

断した。北側は住宅基礎などで深く撹乱を受けており、南側の一部が残存するのみである。

覆 土 ４層に分層した。床面は黒褐色土（覆土４）で覆われ、上位には�層主体土（覆土２・３）
がみられる。

形 態 平面形は不明である。ベンチ構造があり、壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構 ベンチ構造を確認した。壁から０．４～１�内側では１０�程の段差があり、南側角には柱穴
の可能性がある窪みや幅５�程度の溝状の窪みがみられた。
遺 物 遺物は�群ｂ類土器１２点、スクレイパー１点、扁平打製石器１点、礫１点の計１５点出土した。
時 期 出土遺物や周辺の遺構から縄文時代前期後半と考える。 （愛場）
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Ｈ－２６（図�－５３ 図版３１）

位 置 Ｈ５４ 立 地 標高約１１．８�の平坦面
規 模 （２．５３）×（１．６９）／（２．５３）×（１．６０）／０．３２� 平 面 形 不明

調 査 表土除去後、�層面で不整形の黒褐色土の堆積を確認した。堆積中央に土層観察用ベルト
を設定し、周辺を掘り下げた。床面と壁の立ち上がりがみられ、柱穴が検出したため住居跡と判断し

た。南側の一部のみ残存しており、それ以外は住宅基礎・水道管などにより撹乱される。

覆 土 ４層に分層した。いずれも�層黒色土と�層褐色土の混合土層となる。
形 態 平面形は不明である。床面は平坦で壁は斜めに立ち上がる。

付属遺構 柱穴３か所（ＨＰ－１～３）を確認した。径は１５～２０�、深さは４０～６０�程で、先端形状
は丸くなる。

遺 物 遺物は覆土中からフレイクが３点出土した。

時 期 周辺の遺構から縄文時代前期後半の可能性がある。 （愛場）

Ｈ－２７（図�－５４ 図版３２）

位 置 Ｋ５４・５５／Ｌ５４・５５ 立 地 標高約１１．５～１１．７�の平坦面
規 模 ３．３８×３．１４／３．１５×２．８３／０．２３� 平 面 形 円形

調 査 �層で遺物を多く含む円形の黒色土の堆積を確認した。堆積中央部に十字状に土層観察ベ
ルトを設定し、周辺を掘り下げた。平坦な床面と壁の立ち上がりがみられたため、規模から住居跡と

判断した。

覆 土 ５層に分層した。床面は黒褐色土（覆土５）で覆われ、その上部に�層主体土（覆土３・
４）がみられる。

形 態 平面形は円形で、床面は平坦、壁は曲線的に緩やかに立ち上がる。

付属遺構 土坑１基（ＨＰ－１）を検出した。住居中央よりやや北東側にある。平面形は直径５０�を
超える楕円形で底面は皿状となる。

遺 物 遺物は１２５点出土した。覆土からは�群ｂ類土器３７点、�群ｂ類土器１７点、扁平打製石器
３点、礫３６点などが出土したが、床面からはフレイクが２点出土したのみである。

時 期 出土遺物から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｈ－２８（図�－５４ 図版３２）

位 置 Ｍ４５／Ｎ４４・４５ 立 地 標高約１０．４～１０．６�の平坦面
規 模 ３．７０×（２．８７）／３．４４×（２．７０）／０．１０� 平 面 形 楕円形

調 査 �～�層面で撹乱や風倒木の間に円形の黒色土の堆積を確認した。土層観察ベルトを設定
し、周辺を掘り下げた。平坦な床面と壁の立ち上がりがみられたため、規模から住居跡と判断した。

北東側は風倒木、中央・南東部分は撹乱により壊されている。

覆 土 黒褐色土層が堆積する。

形 態 平面形は楕円形である。床面は平坦で、壁は曲線的に緩やかに立ち上がる。

付属遺構 検出していない。

遺 物 遺物は覆土から�群ｂ類土器５３点、フレイク３７点、北海道式石冠２点など９８点出土した。
時 期 出土遺物や周辺の遺構から縄文時代前期後半と考える。 （愛場）
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Ｈ－２９（図�－５５・５６ 図版３３）

位 置 Ｍ４３・４４／Ｎ４３・４４ 立 地 標高約１０．４～１０．５�の平坦面
規 模 ５．５１×４．９７／５．３４×４．７１／０．５０� 平 面 形 楕円形

調 査 �層面で赤褐色の自然焼土層と黒色土の堆積を確認した。堆積中央部に十字に土層観察ベ
ルトを設定し、周辺を掘り下げた。焼土以下の黒色土層では土器がまとまってみられ、床面直上の黒

褐色土層では炭化材が多く検出した。炭化材は位置を記録し、残存状況のよいものについては採取し、

樹種同定および放射性炭素年代測定を行った（付篇２・３）。検出面から４０�程掘り下げたところで
平坦な床面と壁を検出し、規模から住居跡と判断した。

覆 土 １１層に分層した。覆土１は�層起源、覆土２は自然焼土層である。覆土３・４では土器が
まとまって出土した。覆土５～１１は黒褐色から暗褐色土層で、屋根土の崩落や掘り上げ土の流入土の

可能性がある。

形 態 平面形は隅丸長方形に近い楕円形である。床面は平坦で、壁は曲線的に立ち上がる。

付属遺構 土坑３基（ＨＰ－１・８・９）・柱穴８か所（ＨＰ－２～７・１０・１１）を検出した。

ＨＰ－１・８は平面形が楕円形で断面は皿状となる。覆土は住居最下部の覆土１１層と同じ土層であ

る。ＨＰ－９はいわゆる砂ピットである。平面形は直径約４０�の不整楕円形で、掘り込みは５�程で
ある。灰白色の砂が土坑縁に残存する。覆土は�層起源の褐色土で埋め戻しされた可能性がある。
主柱穴４か所（ＨＰ－２・３・４・５）を確認した。いずれも直径２０�を超えるもので、床面から
の深さは５０�を超える。先端形状はＨＰ－２が丸みを帯びる以外は平らとなる。ＨＰ－６・７・１０は
規模的に主柱穴と変わらないもので住居中央長軸上に並ぶ。ＨＰ－１１は径５�で先端形状が尖る杭状
の柱穴で、砂ピットの南西側に位置する。

遺 物 遺物は８３６点出土した。床直上・床面と付属遺構の遺物は�群ｂ類土器３点、�群ｂ類土
器５点、石錐１点、スクレイパー３点、フレイク８２点、北海道式石冠１点など少量である。

時 期 出土遺物から縄文時代前期後半で、炭化材出土状況から焼失住居跡である。 （愛場）

３．土坑
直径１�未満の土坑は、調査区南西端と北側にまとまりがみられる。調査区南西端の土坑はＰ－３

・１３～３３・３５～３９・４１・４３・４５～５１・５４・５５・５７がある。調査区北側の土坑はＰ－６２～８３・１１０・１１２・１１４

～１３０・１３２～１５３がある。それ以外は平面形が１�を超える楕円形で、遺物を伴うものが多い。

Ｐ－１（図�－５７ 図版３４）

位 置 Ｌ３１ 立 地 標高９．４�付近の緩斜面
規 模 １．０１×０．９２／０．８×０．７４／０．３１� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層面で黒褐色土の円形の堆積を確認した。長軸で半截し、ほぼ平坦な底面と斜めに立ち
上がる壁面を検出し、規模から土坑と判断した。西壁は一部オーバーハングする。

覆 土 ５層に分層した。�層起源の黒色土に�層黄褐色土が混じる黒褐色土層となる。
遺 物 �群ｂ－４類土器７７点、石錐１点、スクレイパー１点、Ｒフレイク１点、フレイク２５点、
すり石１点、礫１０点の計１１６点が出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）
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Ｐ－２（図�－５７ 図版３４）

位 置 Ｍ３０・３１ 立 地 標高９．２�付近の緩斜面
規 模 ０．３５×０．３１／０．２２×０．２／０．１１� 平 面 形 円形

調 査 �層面で礫のまとまりと黒褐色土の堆積を確認した。出土遺物を記録し、遺物取り上げ後、
北西側を半截した。皿状の底面と壁面を検出し、規模から土坑と判断した。

覆 土 ２層に分層した。上部は黒褐色土で、底面直上には暗褐色土が薄く堆積する。

遺 物 砥石２点、礫２点が出土した。砥石２点は接合した。

時 期 出土遺物から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－３（図�－５７ 図版３４）

位 置 Ｏ４・５ 立 地 標高７．０～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．９０×０．８４／１．００×０．９２／０．３６� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色～褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は
内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成される。埋め戻しと考える。
遺 物 �群ｂ類土器１点、つまみ付きナイフ１点、フレイク１点、メノウ礫１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代のもので、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－４（図�－５７ 図版３４）

位 置 Ｏ２２ 立 地 標高８．４�付近の緩斜面
規 模 １．０３×０．７４／０．８２×０．５３／０．３１� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 Ｈ－２覆土調査中、土層観察用ベルト断面に落ち込みを確認した。断面を記録し、掘り下

げたところ不整な底面と急角度で立ち上がる壁面を検出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 ５層に分層した。底面上部や壁際には黒褐色・褐色土層がみられ、その上部には�層起源
の黒色土が堆積する。土質は固くしまる。

遺 物 �群ｂ類土器１点、石鏃１点、すり石１点、フレイク７点など１２点出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代で、Ｈ－２より新しい。 （愛場）

Ｐ－５（図�－５８ 図版３４）

位 置 Ｋ２６／Ｌ２６ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．９４×０．８４／０．９３×０．９２／０．３４� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層調査中、ほぼ円形の黒色土の堆積を確認した。北西側を半截し、平坦な底面とややオー
バーハングする壁の立ち上がりを検出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 ３層に分層した。壁際に黒褐色土層が少量みられるが、主体は�層起源の黒色土で�層パ
ミスをごく少量含む。底面直上には黒色土と褐色土が斑状に混じった薄い土層がみられる。

遺 物 フレイク７点が出土した。１点は１０�を超える大型のフレイクである。
時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）
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Ｐ－６（図�－５８ 図版３４）

位 置 Ｋ２５ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．６４×０．５９／０．４３×０．３９／０．２� 平 面 形 円形

調 査 �層調査中、円形の黒褐色土の堆積を確認した。西側を半截し、平坦な底面と斜めに立ち
上がる壁を検出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 ２層に分層した。底面直上には黒色土と褐色土が斑状に混じった薄い土層がみられる。そ

の上部はすべて�層起源の黒色土で、少量の�パミスを含む。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－７（図�－５８ 図版３４）

位 置 Ｊ１６ 立 地 標高８．１�付近の緩斜面で、Ｐ－８・９が近接する。
規 模 ０．７２×０．６７／０．５１×０．５３／０．１７� 平 面 形 円形

調 査 削平された�層で円形の黒褐色土の堆積を確認した。北西側を半截し、平坦な底面と斜め
に立ち上がる壁を検出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 ２層に分層した。底面直上には黒色土と褐色土が斑状に混じった薄い土層がみられる。そ

の上部はすべて�層起源の黒色土で、少量の�パミスを含む。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－８（図�－５８ 図版３４）

位 置 Ｋ１６ 立 地 標高８．２�付近の緩斜面で、Ｐ－７・９が近接する。
規 模 ０．７１×０．６３／０．８７×０．８３／０．３４� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層で円形の黒褐色土の堆積を確認した。北西側を半截し、平坦な底面とオー
バーハングする壁の立ち上がりを検出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 ７層に分層した。黒色土主体土層と黄褐色土主体層が互層となる。人為的な埋め戻し土の

可能性が高い。

遺 物 覆土中から礫２点が出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。（愛場）

Ｐ－９（図�－５８ 図版３５）

位 置 Ｊ１５・１６ 立 地 標高８．１�付近の緩斜面で、Ｐ－７・８が近接する。
規 模 ０．４８×０．４４／０．３４×０．３４／０．１４� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層で円形の黒褐色土の堆積を確認した。北側を半截し、平坦な底面と斜めに
立ち上がる壁を検出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�層主体で�層パミスをごく少量含む。 遺 物 遺物は出土していない。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－１０（図�－５９ 図版３５）

位 置 Ｍ１８ 立 地 標高８�付近の緩斜面、２�ほど南東にＨ－１がある。
規 模 １．６５×１．３４／１．３４×１．０４／０．４９� 平 面 形 不整な隅丸方形

調 査 �層調査中、楕円形の黒褐色土の堆積を確認した。南東側を半截し、皿状の底面と斜めに
立ち上がる壁を検出した。規模から土坑と判断した。
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覆 土 覆土は６層に分層した。上部に�層主体の黒褐色土がみられるが、それ以下は�・�層主
体の暗褐色土・褐色土が堆積する。人為的な埋め戻し土の可能性がある。

遺 物 �群ｂ－４類土器２点、スクレイパー１点、石核２点、フレイク３５点、たたき石１点など
４３点が出土した。

時 期 出土遺物や周辺の遺構から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－１１（図�－５９ 図版３５）

位 置 Ｋ１３・１４ 立 地 標高７．５～８�付近の緩斜面
規 模 １．１０×０．８４／０．６２×０．７２／０．４０� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。明瞭な壁面と底面を検出したので、土
坑とした。底面はいびつであり、壁面は外側に開きながら立ち上がる。東壁のみ一か所内側にすぼまる。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土に�層が斑状に微量混じったものである。上半分については、
�～�層が混じり合った状況がみてとれる。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層によっ
て構成される。埋め戻しの可能性がある。

遺 物 覆土１層上面から�群ａ類土器がまとまって５３点出土した。ほかに�群ｂ類土器１点、礫
１点がある。

時 期 確認状況から縄文時代で、後期前葉以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２（図�－６０ 図版３６）

位 置 Ｌ１２・１３／Ｍ１２・１３ 立 地 標高７．５～８�付近の緩斜面
規 模 １．５４×０．９４／１．２３×０．７１／０．８５� 平 面 形 長方形

調 査 �層中、およびグリットライン壁面に黒褐色土とにぶい黄褐色土の広がりとして検出した。
掘り込み面は確認面より上である。平坦な底面と、ゆるく外側に立ち上がる壁面を持つ。明瞭な底面

と壁面から土坑と判断した。掘り込み面が擦文住居等と比較してかなり上であるため、中世以降の土

坑と考えられた。しかし、駒ケ岳の火山灰は分布していない場所のため、土坑の時期が近世か中世か

は不明である。完掘時に頭部と脚部と思われる骨を土坑底部より検出した。人骨は糊状であり、顔面

は土圧でつぶれたため、９０度にねじれたような状況であった。骨の分布状況から右体側を下にして、

顔面を南向きにした屈葬と考えられる。そのため位置とおおよその形状から脚部は両足の脛部分と推

測され、頸骨と腓骨と考えられる。土圧による変形で、左右の確認は出来なかった。片足の腓骨は糊

化が進み取り上げられなかった。もう片方は放射性年代計測を行うこととした。結果、土坑は近世以

降の可能性が高いと判断するに至った。また残存する人骨について形質人類学的な分析を札幌医科大

学 松村博文氏に依頼した。歯の残存状況がよかったことから、その分析が主に行われた。その結果、

和人壮年（２０～４０歳）男子の可能性が高いという結果がでた。これは屈葬であることや、放射性炭素

年代計測結果と矛盾しない。

覆 土 底面付近の覆土は�～�層の混じり合った覆土４・５層によって構成される。開口部付近
には覆土１層、�層主体土が入り込む。１層と４・５層の間に関しては�層主体土２層と�層主体土
３層が交互に堆積している。２・３層の上半と１層に関しては、別な掘り込みがからんだ、あるいは

遺体の腐敗・消滅に伴い土饅じゅうの落ち込んだものという可能性がある。掘り込み面は地表にかな

り近い。埋め戻しの土坑墓であると判断する。

遺 物 �群・	群土器、頁岩フレイク、頁岩・安山岩・珪岩の礫が出土した。四角い形状から棺
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の存在を想定し、釘を探したが検出されなかった。また、副葬品と考えられる遺物の出土はなかった。

時 期 確認状況から中世～近世以降、年代測定結果から近世～近代の墓と考える。 （大泰司）

Ｐ－１３（図�－６１ 図版３５）

位 置 Ｎ５ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 ０．７４×０．６６／０．８２×０．８４／０．４０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて明～にぶい黄褐色土の堆積を確認した。中央がややくぼむ底面と、
内側にすぼまる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土上半部は塊状の�層と�～�層が混在した土層である。下半部も同様だが、�層の比
率が高い。黒褐色土が分布する。黒褐土には�層が斑状に広がり、埋め戻しの可能性もある。
遺 物 �群ｂ類土器が２点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１４（図�－６１ 図版３７）

位 置 Ｎ４ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．８０×０．６８／０．７０×０．６０／０．３８� 平 面 形 不整な楕円形。

調 査 削平された�層中にて黒褐色～褐色土の堆積を確認した。底面は浅くくぼみ、壁面はゆるく
開きながら立ち上がるが、東部分のみ内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成される。埋め戻しと考える。
遺 物 �群ｂ土器６点、スクレイパー１点、フレイク３点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１５（図�－６１ 図版３７）

位 置 Ｎ５・Ｏ５ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６０×０．５４／０．６２×０．５６／０．３４� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて灰黄褐色土の堆積を確認した。中央がややくぼむ底面と、ほぼまっ
すぐに立ち上がる壁面を持つ。底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土上半部は�～�層が混在した土層が主体である。下半部も同様だが、�層の比率が高
い。壁面側には�層の崩落土と思われる土層が分布する。埋め戻しの可能性もある。
遺 物 �群ｂ類土器小片１点、フレイク６点、珪岩礫１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１６（図�－６２ 図版３７）

位 置 Ｎ４ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．７２×０．６４／０．７８×０．６８／０．４６� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中で黄褐色～黄橙色土の堆積を確認した。明瞭な壁面と底面を検出したの
で、土坑とした。底面はおおよそ平坦で、壁面は内側にすぼまる。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成され、埋め戻しと考える。
遺 物 �群ｂ類土器１点、スクレイパー１点、フレイク５点、安山岩礫１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）
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Ｐ－１７（図�－６１ 図版３７）

位 置 Ｎ５ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．８０×０．７４／１．００×０．９０／０．６０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて灰黄褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、内側にすぼまる
壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土から構成される。覆土下半部には黒褐色土が分布する。
埋め戻しの可能性がある。開口部の覆土１層については、削平時にずれてきた�層の可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器１４点、スクレイパー１点、フレイク１４点、礫１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１８（図�－６１ 図版３７）

位 置 Ｎ５ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５８×０．６／０．６４×０．６２／０．３０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて明黄褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、内側にすぼまる
壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土上半部は塊状の�層である。下半部には黒褐色土が分布する。黒褐土には�層が斑状
に入り込み、埋め戻しの可能性もある。

遺 物 �群ｂ類土器３点、石鏃１点、フレイク７点が出土した。

図�－６２ Ｐ－１６・１９
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時 期 確認状況から縄文時代で前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１９（図�－６２ 図版３７）

位 置 Ｍ４ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．７０×０．５６／０．７８×０．７２／０．５６� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて明黄褐色～黄褐色土の堆積を確認した。底面は浅くくぼみ、壁面は
内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成される。埋め戻しと考える。
遺 物 �群ｂ類土器２点、�群ａ類土器２７点、フレイク３点、焼成粘土塊が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、後期前葉以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－２０（図�－６３ 図版３７）

位 置 Ｎ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．７４×０．７０／０．８４×０．７８／０．３８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐色土の堆積を確認した。おおよそ平坦な底面と、内側にややすぼ
まる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層の混じり合った土によって構成される。壁面際には崩落した�層、底面直
上には�層主体の土が薄く入り込む。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器３点、フレイク６７点、扁平打製石器１点、礫３点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－２１（図�－６３ 図版３７）

位 置 Ｍ５・６／Ｎ５・６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６６×０．５８／０．９２×０．８８／０．６６� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて灰黄褐色土と黒色土の堆積を確認した。おおよそ平坦な底面と、内
側にすぼまる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層の混じり合った土によって構成される。覆土中位には�層主体の土が薄く
入り込む。開口部の�層主体土は、削平時にずれてきた土の影響もある。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器１点、頁岩フレイク１１点、礫５点が散発的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－２２（図�－６３ 図版３８）

位 置 Ｍ５ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 ０．８８×０．８０／１．０８×１．０４／０．４８� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて灰黄褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、すぼまるように
立ち上がる壁面から、土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土と、�層主体土に、塊状の�層が混在する。埋め戻しの
可能性がある。確認面の覆土７層は削平時にずれてきた土の可能性が高い。

遺 物 �群ｂ類土器３点、フレイク２２点、礫２点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）
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Ｐ－２３（図�－６４ 図版３８）

位 置 Ｍ５ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．８４×０．７８／０．７４×０．６６／０．５０� 平 面 形 四角形に近い不整な円形

調 査 削平された�層中にて灰～明褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面とまっすぐ立ち上
がる壁面から、土坑と判断した。壁は徐々に内側へすぼまる。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土に、�層主体の土や塊状の�層から構成される。埋め戻
しの可能性がある。覆土１層は削平時にずれてきた土と考える。

遺 物 �群ｂ類土器４点、フレイク５点、礫１点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－２４（図�－６３ 図版３８）

位 置 Ｍ５・６ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 ０．８４×０．７０／１．００×０．９０／０．６８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐～明黄褐色土の堆積を確認した。中央がくぼむ底面と、ややすぼ
まるように立ち上がる壁面から、土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土と、塊状の�層が混在する。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器１点、頁岩フレイク３点、台石１点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－２５（図�－６４ 図版３８）

位 置 Ｍ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５２×０．４４／０．５０×０．４２／０．４０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の広がりとして検出した。およそ平坦な底面と、ほぼまっ
すぐに立ち上がる壁面を持つ。壁面はおおむねゆるやかに外側へ開くが、南壁の一部のみ内側へやや

すぼまる。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。底面のほぼ中央に楕円形をした１０�ほどのくぼみ
がある。用途等は不明である。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。色調には�層の混在比率の多少に由来する濃淡があり、
そこに�層が散点的に混じったものである。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 Ｒフレイク１点、フレイク１点が散点的に出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－２６（図�－６４ 図版３８）

位 置 Ｌ８ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 １．２０×１．００／１．０２×１．１２／０．２８� 平 面 形 四角形に近い不整な円形

調 査 �層中にて黒褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面とまっすぐ立ち上がる壁面から、
土坑と判断した。西壁と東壁は一部オーバーハングする。

覆 土 覆土は�層主体土に、�層が小粒径でわずかに混じる。壁際には�層主体土が分布する。
埋め戻しの可能性がある。

遺 物 �群ｂ類土器１点、�群ａ類土器３点、フレイク３点、メノウ礫１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）
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Ｐ－２７（図�－６５ 図版３８）

位 置 Ｍ５ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 ０．７０×０．６２／０．６４×０．５２／０．２０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、やや広がるように
立ち上がる壁面から、土坑と判断した。

覆 土 覆土は�層主体土に�層が斑状に混じる。また底面付近には�層主体土が分布する。埋め
戻しの可能性もある。

遺 物 遺物は出土していない。

時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－２８（図�－６５ 図版３８）

位 置 Ｍ６・７ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．８０×０．６４／０．８８×０．８０／０．５４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐色土の堆積を確認した。ややくぼむがおおよそ平坦な底面と、内側
にすぼまる壁面を持つ。南壁はとりわけ著しく内側へすぼまる。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層がよく混じり合った土によって構成される。覆土中位には黒色土の土層が
薄く入り込む。埋め戻しの可能性がある。

遺 物 �群ｂ類土器５点、フレイク７点、安山岩礫１点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－２９（図�－６５ 図版３８）

位 置 Ｍ７・８／Ｎ７・８ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６８×０．６４／０．６４×０．５６／０．１� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐～黒褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、ゆるやかに外
側に立ち上がる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は上部が�層主体、下部は�層と�層が混在している。
遺 物 �群ｂ類土器２点、フレイク５点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－３０（図�－６６ 図版３９）

位 置 Ｌ８ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 ０．５８×０．５２／０．４２×０．４２／０．１６� 平 面 形 四角形に近い不整な円形

調 査 �層中にて暗褐色土の堆積を確認した。中央がやや窪む底面とゆるやかに広がりながら立
ち上がる壁面から、土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあったもの。�層の割合が多い。埋め戻しかどうかは判然としない。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）
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Ｐ－３１（図�－６６ 図版３９）

位 置 Ｍ８・９ 立 地 標高７．５�付近の緩斜面
規 模 １．４７×１．２９／１．４４×１．３８／０．７� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層調査中、黒色土中に赤褐色土の堆積を確認し、南側を半截した。底面は平坦で壁は垂
直に立ち上がり、底部付近ではややオーバーハングする部分もある。底面中央では径約２０�、深さ１２
�程の柱穴状の小土坑を検出した。
覆 土 ８層に分層した。覆土１～３は自然堆積層で、覆土１は自然焼土層である。覆土４以下は

黒褐色土・黒色土が互層となり、底部付近の黒褐色土層は細かく分層できる。

遺 物 �群ｂ類土器１０点、�群ａ類土器３７点、石槍またはナイフ１点、両面調整石器１点、スク
レイパー４点、フレイク１３０点、たたき石１点、扁平打製石器１点、砥石１点など２１４点出土した。覆

土上面では大型のスクレイパー、底面近くでは砥石、礫などが出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代後期前葉の可能性がある。 （愛場）

Ｐ－３２（図�－６６ 図版３９）

位 置 Ｍ５ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．６８×０．６０／０．６４×０．６４／０．３６� 平 面 形 六角形に近い不整な円形

調 査 削平された�層中にて暗褐色土の堆積を確認した。中央がやや窪む底面とまっすぐ立ち上
がる壁面から、土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土に、�層が斑状に点在する。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器片１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－３３（図�－６７ 図版３９）

位 置 Ｌ５ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．５２×０．４２／０．５６×０．３２／０．２０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて暗褐色土の堆積を確認した。底面は北側の方が深く窪む。壁はゆる
く広がりながら立ち上がる。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土から構成される。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器が３点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－３４（図�－６６ 図版３９）

位 置 Ｅ５２・５３ 立 地 標高１２�付近の緩斜面
規 模 ０．９１×（０．４７）／０．６０×（０．３３）／０．１３� 平 面 形 不整な円形？

調 査 Ｈ－２４調査時、北西壁際で暗褐色土の堆積を確認した。北側は撹乱を受けていたため南東

側を半截し、皿状の底面と斜めに立ち上がる壁を検出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 覆土は１層で�層起源の黒色土と�層黄褐色土が混じる。
遺 物 �群ｂ類土器１点、石鏃１点、礫１点が出土した。
時 期 Ｈ－２４を切って構築しているため、縄文時代前期後半以降と考える。 （愛場）
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Ｐ－３５（図�－６７ 図版３９）

位 置 Ｌ５ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模（０．７６）×（０．２６）／（０．８６）×（０．２４）／０．３８� 平 面 形 不整な楕円形？

調 査 削平された�層中にて暗褐色土の堆積を確認した。南側半分が電柱のアンカーによって破
壊される。中央がくぼむ底面を持つ。壁面は内側にすぼまる形状だが、南東壁のみゆるやかに外側に

ひろがる。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土から構成される。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器１点、フレイク１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－３６（図�－６７ 図版３９）

位 置 Ｌ５ 立 地 標高６．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５２×０．４４／０．６４×０．６０／０．４２� 平 面 形 隅丸四角形

調 査 削平された�層中にて暗褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と壁面から、土坑と判
断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土から構成される。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 頁岩フレイク４点が散点的に出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－３７（図�－６７ 図版４０）

位 置 Ｌ５ 立 地 標高６．５～７．０�付近の緩斜面。
規 模 ０．４２×０．４６／０．５０×０．５２／０．２０� 平 面 形 四角形に近い不整な円形

調 査 削平された�層中で暗褐色土の広がりを確認した。中央がくぼむ底面を持つ。壁面は内側
にすぼまる形状だが、南東壁はゆるやかに外側にひろがる。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土から構成される。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 メノウ礫が１点出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－３８（図�－６７ 図版４０）

位 置 Ｌ４ 立 地 標高６．５�付近の緩斜面
規 模 ０．８８×０．８０／０．８６×０．７０／０．４８� 平 面 形 四角形に近い不整な円形

調 査 削平された�層中にて暗褐色土の堆積を確認した。中央がややくぼむ底面とまっすぐ立ち
上がる壁面から、土坑と判断した。壁はおおむね徐々に外側へひらくが北壁と南東壁の一部はオーバー

ハングする。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土から構成される。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 遺物は出土しなかった。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－３９（図�－６８ 図版４０）

位 置 Ｋ６ 立 地 標高６．５�付近の緩斜面
規 模 ２．１０×２．０４／１．９０×１．８４／０．１４� 平 面 形 八角形に近い不整な方形

調 査 �層上面にて暗褐色土の広がりを確認した。掘り込み面は確認面より上だが、近いものと
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想定する。おおよそ平坦な底面とゆるく外側へ開くように立ち上がる壁面から遺構と判断した。規模

的に小型住居の可能性もあったが、深さが浅く、付属遺構のないことから土坑と判断した。

覆 土 �～�層が混ざりあったものが主体である。�層が散点的に混ざり込む事から埋め戻しの
可能性もある。

遺 物 �群ｂ類土器２点、Ｕフレイク１点、フレイク１１点、扁平打製石器１点、礫８点が出土し
た。礫は拳大の亜角礫で、土坑中央よりやや東側にまとまって出土した。

時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－４０ （図�－６８ 図版４０）

位 置 Ｎ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．７４×（０．３４）／０．６２×（０．３６）／０．３２� 平 面 形 不整な円形で隅丸方形に近い

調 査 �層上面にて黒褐色土の堆積を確認した。ＴＰ－２を挟んで現代の撹乱が連続していたた
め、当初は撹乱と判断していた。まず平面形が明瞭だったＴＰ－２を調査後にその壁面に現れた土層

断面の観察をもとに土坑を認知した。底面はおおよそ平坦である。壁面はゆるく開きながら立ち上が

るが、東側のみ内側にすぼまる。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。ＴＰ－２との新旧は不明であ

る。しかしＰ－４０覆土２層の分布を明瞭に確認できなかったのでＴピットの方が新しい可能性もある。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。床面付近から壁面にかけての覆土は�層に�層が混じ
り込んだ土によって構成される。自然堆積と考える。

遺 物 �群ｂ類土器３点、石核１点、頁岩フレイク９点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代のものと考える。 （大泰司）

Ｐ－４１（図�－６９ 図版４０）

位 置 Ｎ４ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．６２×０．６０／０．６４×０．６４／０．３６� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中で黄橙色～にぶい黄褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、
壁面は内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成される。埋め戻しと考える。
遺 物 フレイク５点が散点的に出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。

（大泰司）

Ｐ－４２（図�－６９ 図版４０）

位 置 Ｍ５ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 ０．４８×０．４８／０．８０×０．７６／０．５６� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて暗～明黄褐色土の堆積を確認した。中央はややくぼむが、ほぼ平坦
な底面と、すぼまるように立ち上がる壁面から、土坑と判断した。

覆 土 覆土の上半分は�～�層が混ざりあった土に、下半分は�層主体土に、それぞれ塊状の�
層が混在する。埋め戻しの可能性がある。確認面の覆土１層は削平時にずれてきた土の可能性がある。

遺 物 �群ｂ類土器片４点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）
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Ｐ－４３（図�－６９ 図版４０）

位 置 Ｌ６／Ｍ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．７０×０．６８／０．８８×０．７６／０．６０� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて明黄褐色土の堆積を確認した。浅く窪むが、およそ平坦な底面と内
側にややすぼまる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�層主体の明黄褐色土と�層主体の黒褐色土によって構成される。埋め戻しの可能
性がある。

遺 物 フレイク８点が散点的に出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。

（大泰司）

Ｐ－４４（図�－６９ 図版４０）

位 置 Ｎ５ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６８×０．５６／０．８６×０．７６／０．３６� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて明黄褐色土の広がりとして検出した。おおよそ平坦な底面と、内側
にすぼまる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は塊状の�層によって構成される。底面直上には�層主体の黒色土が分布する。埋め
戻しの可能性もある。

遺 物 礫１点が出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－４５（図�－７０ 図版４１）

位 置 Ｌ７・Ｌ８／Ｍ７ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．８２×０．７６／０．８４×０．７８／０．３６� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中で黒褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、おおむね内側にすぼ
まる壁面を持つ。北西壁のみゆるく外側に開く。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は上部が�層主体、下半は�層主体である。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器１点、スクレイパー１点、フレイク１６点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－４６（図�－７０ 図版４１）

位 置 Ｌ７／Ｍ７ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 １．０２×０．８４／１．０６×１．０４／０．５６� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて環状をした暗褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、内側に
すぼまる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。壁面南側のみ開口部が外側に開く

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土から構成される。底面には黒褐色土が分布する。埋め戻
しの可能性がある。開口部の覆土１層については、削平時にずれてきた�層の可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器１点、フレイク９点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－４７（図�－７０ 図版４１）

位 置 Ｍ７ 立 地 標高７．０～７．５�付近の緩斜面
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規 模 ０．７４×０．６６／０．６６×０．６６／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐～黒色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面と、ほぼまっすぐ立
ち上がる壁面を持つ。壁はおおむねゆるやかに外側にひろがるように立ち上がるが、一部東側は内側

にややすぼまる。

覆 土 覆土は上部が�層主体、下部は�層と�層が混在している。最上部の塊状に入り込む�層
は削平時に入り混んだ可能性がある。

遺 物 �群ｂ類土器３点、フレイク２９点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－４８（図�－７０ 図版４１）

位 置 Ｍ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５６×０．４４／０．６４×０．５４／０．４８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて暗黄褐色土の堆積を確認した。南西側は撹乱によって無くなってい
る。中央が浅く窪むが、およそ平坦な底面と内側にすぼまる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑

と判断した。

覆 土 覆土南西側は撹乱により不明であるが、覆土は塊状の�層によって構成され、間に�層主
体の土が入り込む。埋め戻しの可能性がある。

遺 物 フレイク２点が出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－４９（図�－７０ 図版４１）

位 置 Ｍ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．７２×０．７０／０．５２×０．４８／０．２２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて撹乱を検出した。遺物の有無を確認していたところ、暗黄褐色土の
堆積が認められた。おおよそ平坦な底面と、外側にゆるく開きながら立ち上がる壁面を持つ。明瞭な

底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土上半部は撹乱により不明である。残った下半部の覆土は塊状の�層によって構成され
る。埋め戻しの可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－５０（図�－７１ 図版４１）

位 置 Ｍ７ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６０×０．５６／０．７２×０．７６／０．４２� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。ややくぼむがおおよそ平坦な底面と、
内側にすぼまる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は開口部際あたりに塊状の�層や、�～�層がよく混じり合った土が分布するが、ほ
とんどが�層主体土で構成される。それには微量の�層が、散点的に混じる。埋め戻しの可能性もある。
遺 物 �群ｂ類土器３点、頁岩フレイク５点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）
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Ｐ－５１（図�－７１ 図版４１）

位 置 Ｎ６・Ｍ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５２×０．４４／０．８６×０．７６／０．６０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中に、黒褐色土の堆積を確認した。平坦な底面と、内側にすぼまる形状の壁
面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。開口部南側は木根と思われる撹乱で破壊されている。

覆 土 覆土は�～�層の混じり合った土によって構成される。開口部付近は�層主体で、大半は
�層と�層の混在土である。壁面際には崩落した�層が分布する。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 スクレイパー１点、Ｕフレイク１点、石核１点、フレイク１０点、礫１点が出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－５２（図�－７１ 図版４１）

位 置 Ｋ１３ 立 地 標高７．５～８�付近の緩斜面
規 模 ０．６２×０．５２／０．６０×０．６６／０．３６� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中で褐色土の堆積を確認した。底面は中央が浅くくぼむ。壁面は内側にす
ぼまるが、北壁のみ一か所外側に開く。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�～�層が混在した土層から成る。壁面付近の覆土は斑状の�層によって構成され
る。埋め戻しの可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－５３（図�－７１ 図版４２）

位 置 Ｊ１４／Ｋ１４ 立 地 標高７．５～８�付近の緩斜面
規 模 ０．９２×０．６４／１．０８×０．９０／０．５８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面は中央がくぼむ。壁面は内側にす
ぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�～�層が混在した土層から構成される。底面から壁面付近にかけての覆土は�層
主体土に斑状の�層によって構成される。壁面際の一部には壁面の崩落と思われる�層が塊状に入り
込む。埋め戻しの可能性がある。

遺 物 �群ｂ類土器小片が１点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－５４ （図�－７２ 図版４２）

位 置 Ｍ６／Ｎ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．３８×０．３６／０．３６×０．３４／０．４０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中に撹乱土層を確認した。遺物回収を目的に撹乱を掘り下げたところ、黒
褐色土の堆積を確認した。平坦な底面と、まっすぐに立ち上がる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から

土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層の混じり合った土によって構成される。上半分は�層主体。下半分は�層
と�層の混在土である。壁面際には崩落した�層が分布する。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 フレイク２点、礫４点が散点的に出土した。

時 期 確認状況から縄文時代のものと考える。 （大泰司）
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Ｐ－５５（図�－７２ 図版４２）

位 置 Ｎ４ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
規 模 （０．６４）×（０．１６）／（０．５６）×（０．１２）／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形？

調 査 削平された�層中にて黒褐色土～黄褐色土の堆積を確認した。西側の半分以上は撹乱に
よって破壊されている。底面は浅くくぼみ、壁面はゆるく開きながら立ち上がるが、東部分のみ内側

にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成される。埋め戻しと考える。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－５６（図�－７２ 図版４２）

位 置 Ｔ２２ 立 地 標高８�付近の緩斜面
規 模 １．７４×１．５０／１．１６×１．０６／０．２４� 平 面 形 六角形に近い不整な円形

調 査 �層上面にて褐色～にぶい黄褐色土の堆積を確認した。ほぼ平坦な底面とすり鉢状に立ち
上がる壁面から、土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土に、�層が小粒径で散点的に混じる事から、埋め戻しの
可能性がある。

遺 物 つまみ付きナイフ１点、フレイク１点出土した。つまみ付きナイフはゆるやかな壁面の直

上から出土し、坑底面直上とも言い得る。石器の端部は切り出し状であり、縄文時代早期後半の足形

付土板に伴うつまみ付きナイフに似る。当該期に定型的な可能性がある。また、覆土の底面に近い位

置から黒曜石フレイクが出土した。近隣に黒曜石の産地はなく、意図的に埋めた可能性もある。

時 期 縄文時代早期後半の土坑墓の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－５７（図�－７２ 図版４２）

位 置 Ｎ７／Ｏ７ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．４５×０．３９／０．３２×０．２７／０．１４� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層面で小型円形の黒色土の堆積を確認した。北側を半截し、皿状の底面と斜めに立ち上
がる壁を検出した。

覆 土 �層起源の黒色土主体で、�層パミスが少量混じる。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－５８（図�－７３ 図版４２）

位 置 Ｈ４２ 立 地 標高１０．９�付近の緩斜面。Ｐ－５９に切られる。
規 模 １．６３×１．３３／１．４２×１．０９／０．１３� 平 面 形 楕円形

調 査 Ｈ－１２調査中、南東壁際に楕円形の黒褐色・暗褐色土の堆積が２つ重なるように確認され

た。遺構の切りあいが予想されたため、それぞれの長軸に土層観察ベルトを設定するとともに、堆積

が重なる部分にもベルトを設定して掘り下げた。平坦な底面と穏やかに立ち上がる壁を確認し、土坑

と判断した。また西側の堆積は土坑Ｐ－５９であった。切りあいの先後関係は抜根跡で不明瞭だが、覆

土断面の状況から本遺構がＰ－５９に西側角を切られているものと考える。

覆 土 黒褐色土と暗褐色層が互層となる。いずれも�層黒色土と�層黄褐色土の混合土である。
遺 物 �群ｂ類土器１点、�群ｂ類土器３点、フレイク１０点、礫２点が出土した。

１１６



図�－７３ Ｐ－５８～６１

�章 遺構とその遺物

１１７



時 期 出土遺物から縄文時代と考える。Ｈ－１２より新しい。 （愛場）

Ｐ－５９（図�－７３ 図版４２）

位 置 Ｈ４２ 立 地 標高１０．９�付近の緩斜面
規 模 １．９６×１．５７／１．６２×１．１８／０．５２� 平 面 形 楕円形

調 査 Ｈ－１２調査中、南東壁際に楕円形の黒褐色・暗褐色土の堆積が２つ重なるように確認され

た。遺構の切りあいが予想されたため、それぞれの長軸に土層観察ベルトを設定するとともに、堆積

が重なる部分にもベルトを設定して掘り下げた。抜根跡が残り、底面もやや不整であったため風倒木

の可能性も考えたが、斜めに立ち上がる壁を確認し、土坑と判断した。また東側のＰ－５８との先後関

係は抜根跡で不明瞭だが、覆土断面の状況から本遺構がＰ－５８より新しく構築されたと考える。

覆 土 ４層に分層した。覆土２は遺物が多く出土し、炭化材が多く含まれていた。

遺 物 �群ｂ類土器６３点、スクレイパー４点、Ｕフレイク２点、フレイク３３点、たたき石１点、
台石１点、礫２３点が出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。Ｈ－１２・Ｐ－５８より新しい。 （愛場）

Ｐ－６０（図�－７３ 図版４３）

位 置 Ｉ３９ 立 地 標高約１０．８�の平坦面
規 模 １．９４×１．６２／（１．１０）×（０．９６）／０．２２� 平 面 形 楕円形？

調 査 Ｈ－１１調査中、西側壁に長さ約１．５�、深さ約２０�の暗褐色土の落ち込みの断面を確認し
た。平面の輪郭を精査し、ベルトを設定して掘り下げたところ、平坦な坑底面と壁の立ち上がりを確

認した。東側をＨ－１１に切られている。

覆 土 暗褐色土の１層である。

遺 物 遺物は坑底面から�群ｂ類土器片が１点出土した。覆土からは�群ｂ類土器２点、�群ｂ
類土器７点、フレイク５点、扁平打製石器片１点、礫４点が出土した。

時 期 出土遺物と類似するＰ－６１の特徴から、縄文時代前期後半と考える。 （新家）

Ｐ－６１（図�－７３ 図版４３）

位 置 Ｊ３９・４０ 立 地 標高約１０．８�の平坦面
規 模 ２．５８×２．００／（１．９０）×（１．４０）／０．３２� 平 面 形 楕円形？

調 査 Ｈ－１１調査中、東側壁に長さ約２�、深さ約３０�の暗褐色土の落ち込みの断面を確認した。
平面の輪郭を精査し、ベルトを設定した。Ｐ－６０よりもやや大きめの土坑で、平坦な坑底面とゆるや

かな壁の立ち上がりを持つ。西側をＨ－１１に切られている。

覆 土 ２層に分層した。両層とも堅くしまる。覆土１層は�層を含む暗褐色土、壁際に堆積する。
覆土２層は１層よりやや黒味を帯びた黒褐色土である。

遺 物 坑底から�群ｂ類土器２点、フレイク１点、覆土から�群ｂ類土器３１点、石核１点、フレ
イク１２６点、礫３点が出土した。

時 期 出土遺物から、縄文時代前期後半と考える。 （新家）

Ｐ－６２（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｋ４３ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
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規 模 ０．７８×０．６６／０．５２×０．４２／０．１４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中で黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は外側に開
きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。床面付近から壁面にかけての覆土は�層に�層が混じ
り込んだ土によって構成される。自然堆積と考える。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－６３（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｋ４３ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 ０．７６×０．７２／０．７０×０．６４／０．１４� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中で黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は外側に開
きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土で、覆土下半は上半よりやや褐色味がかっている。自然堆積と
考える。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－６４（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｋ４３ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 ０．５０×０．４４／０．４４×０．３６／０．０８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中で黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は外側に開
きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。床面付近から壁面にかけての覆土は�層に�層が混じ
り込んだ土によって構成される。自然堆積と考える。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－６５（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｉ４４ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 ０．５６×０．４４／０．４８×０．４０／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は外側に
開きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。当初撹乱と誤認したため土

層断面図は無い。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。自然堆積と考える。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－６６（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｉ４４ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 ０．６８×０．６２／０．５０×０．４０／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の広がりとして検出した。底面は中央がややくぼむ。壁面
は外側に開きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。当初撹乱と誤認。

覆土上半分について、土層断面図は無い。
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覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。自然堆積と考える。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－６７（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｉ４４ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 ０．６２×０．５４／０．５０×０．４８／０．２２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面は中央にくぼみを有するがおおよ
そ平坦である。壁面は東側が外側に開きながら立ち上がり、西側が内側へすぼまる。明瞭な壁面と底

面を検出したので、土坑とした。当初撹乱と判断したため、覆土上部について、土層断面図は無い。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。床面付近から壁面にかけての覆土は�層に�層が混じ
り込んだ土によって構成される。自然堆積と考える。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－６８（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｉ４４ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 ０．５８×０．５４／０．５０×０．４８／０．２２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の広がりとして検出した。底面はくぼむ。壁面は外側に開
きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。当初撹乱と判断したため、覆

土上部について、土層断面図は無い。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。床面付近から壁面にかけての覆土は、�層に�層が混
じり込んだ土によって構成される。自然堆積と考える。

遺 物 �群ｂ－４類土器が１２点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代早期後半と考える。 （大泰司）

Ｐ－６９（図�－７５ 図版４３）

位 置 Ｈ４１ 立 地 標高１０．８�付近の緩斜面
規 模 ０．６６×０．５２／０．５９×０．５９／０．３３� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層面で小型円形の黒色土の堆積を確認した。南側を半截し、平坦な底面とややオーバー
ハングする壁の立ち上がりを検出した。

覆 土 �層起源の黒色土で、�層パミスが少量混じる。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－７０（図�－７４ 図版４３）

位 置 Ｉ４３ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 ０．６０×０．５６／０．５０×０．４８／０．２０� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はくぼむ。壁面は外側に開きなが
ら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。壁面側の覆土は�層に�層が混じり込んだ土によって
構成される。自然堆積と考える。

遺 物 安山岩礫が１点出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）
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Ｐ－７１（図�－７５ 図版４３）

位 置 Ｋ３９ 立 地 標高約１０．５�の平坦面
規 模 ０．７５×０．４４／０．５４×０．３２／０．１５� 平 面 形 楕円形

調 査 Ｈ－１１の東側包含層を調査中、径７０�ほどの黒色土の堆積を確認した。半截し、断面を観
察した。平坦な坑底と緩やかに立ち上がる壁を検出した。

覆 土 覆土は黒色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 覆土から�群ｂ－４類土器片４点、フレイク１点が出土した。
時 期 出土遺物や周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺には同規模の土坑Ｐ－７０・

７２～７９があり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）

Ｐ－７２（図�－７５ 図版４３）

位 置 Ｊ４０ 立 地 標高 約１０．８�の平坦面
規 模 ０．５９×０．３４／０．５２×０．３０／０．１２� 平 面 形 楕円形

調 査 Ｈ－１１とＨ－７の間の包含層を調査中、径６０�程の黒褐色土の堆積を確認した。半截し、
平坦な坑底と緩やかに立ち上がる壁を検出した。

覆 土 黒褐色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 坑底から�群ｂ類土器片が１点出土した。
時 期 出土遺物や周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺には同規模の土坑Ｐ－７１・

７３～７９があり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）

Ｐ－７３（図�－７５ 図版４４）

位 置 Ｊ４０・４１／Ｋ４１ 立 地 標高 約１０．６�の平坦面
規 模 ０．６１×０．４３／０．４８×０．３０／０．１２� 平 面 形 楕円形

調 査 Ｈ－１１とＨ－７の間の包含層を調査中、径６０�程の黒色土の堆積を確認した。半截し、丸
みを持つ坑底と緩やかに立ち上がる壁を検出した。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 �群ｂ類土器片５点、スクレイパー２点が出土した。
時 期 出土遺物や周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺には同規模の土坑Ｐ－７１・

７２・７４～７９があり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）

Ｐ－７４（図�－７６ 図版４４）

位 置 Ｍ４０ 立 地 標高 約１０．２�の平坦面
規 模 ０．６６×０．５１／０．５３×０．４３／０．２７� 平 面 形 楕円形

調 査 調査区南東側の壁際で径６０�程の黒色土の堆積を確認した。半截し、やや傾斜があり丸み
を持つ坑底と明瞭に立ち上がる壁を検出した。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 遺物は出土しなかった。

時 期 周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺に同規模の土坑Ｐ－７１～７３・７５～７９が

あり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）
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Ｐ－７５（図�－７６ 図版４４）

位 置 Ｌ４０ 立 地 標高 約１０．２�の平坦面
規 模 ０．５８×０．４４／０．５５×０．３８／０．２２� 平 面 形 円形

調 査 調査区南東側の壁際で径６０�程の黒色土の堆積を確認した。半截し、平坦な坑底と明瞭に
立ち上がる壁を検出した。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。 遺 物 �群ｂ類土器片が１点出土した。
時 期 出土遺物や周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺に同規模の土坑Ｐ－７１～７４

・７６～７９があり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）

Ｐ－７６（図�－７６ 図版４４）

位 置 Ｌ４０ 立 地 標高約１０．２�の平坦面
規 模 ０．５３×０．３７／０．４３×０．３０／０．３５� 平 面 形 楕円形

調 査 調査区南東側の壁際で径５０�程の黒褐色土の堆積を確認した。半截し、丸みのある坑底と
明瞭に立ち上がる壁を認定した。

覆 土 黒褐色土の１層と、やや赤味を帯びた焼けの弱い焼土のような２層である。

遺 物 遺物は出土していない。

時 期 周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺に同規模の土坑Ｐ－７１～７５・７７～７９が

あり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）

Ｐ－７７（図�－７６ 図版４４）

位 置 Ｌ４０ 立 地 標高 約１０．３�の平坦面
規 模 ０．５８×０．７５／０．５４×０．６８／０．３３� 平 面 形 楕円形

調 査 調査区南東側の壁際で径６０�ほどの黒色土の堆積を確認した。半截し、やや丸みのある坑
底と、オーバーハングしながら明瞭に立ち上がる壁を認定した。小規模のフラスコ状土坑と思われる。

覆 土 黒色土の１層で堅くしまる。

遺 物 坑底から�群ｂ類土器片が１点出土した。
時 期 出土遺物や周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺に同規模の土坑Ｐ－７１～７６

・７８・７９があり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）

Ｐ－７８（図�－７６ 図版４４）

位 置 Ｌ４０ 立 地 標高 約１０．３�の平坦面
規 模 ０．５２×０．４３／０．４３×０．４１／０．２２� 平 面 形 楕円形

調 査 調査区南東側の壁際で径５０�ほどの黒色土の堆積を確認した。東側がややオーバーハング
し、坑底は傾斜する。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 �群ｂ類土器片２２点、フレイク１点、礫１点が出土した。
時 期 出土遺物や周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺に同規模の土坑Ｐ－７１～７７

・７９があり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家）
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Ｐ－７９（図�－７６ 図版４４）

位 置 Ｍ４０ 立 地 標高 約１０．３�の平坦面
規 模 ０．９３×０．５４／０．７９×０．４８／０．３４� 平 面 形 不整形

調 査 年度別調査区堺にあったため平成２０年度・２１年度の２か年で調査した。�層で黒色土～黒
褐色土の堆積を確認した。断面は北側がややオーバーハングし、坑底は傾斜する。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。 遺 物 �群ｂ－４類土器片が１点出土した。
時 期 出土遺物や周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺に同規模の土坑Ｐ－７１～７８

があり、時期・性格の似た土坑と思われる。 （新家・大泰司）

Ｐ－８０（図�－７７ 図版４４）

位 置 Ｊ４３／Ｋ４３ 立 地 標高１０．７�付近の緩斜面
規 模 （０．５２）×０．５５／（０．４２）×０．４／０．２� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層面で円形の黒色土の堆積を確認した。南西側を半截し、平坦な底面と斜めに立ち上が
る壁を認定した。土坑南西側の立ち上がりは撹乱で壊されている。

覆 土 �層起源の黒色土主体で、�層が少量混じる。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 周辺の土坑から縄文時代早期後半と考える。

（愛場）

Ｐ－８１（図�－７７ 図版４４）

位 置 Ｊ４３ 立 地 標高１０．８�付近の緩斜面
規 模 ０．５５×（０．２５）／０．３７×（０．１３）／０．０８� 平 面 形 不整な円形？

調 査 �層面で黒色土の堆積を確認した。撹乱により南西半分が破壊されており、撹乱断面に皿
状の土坑断面がみられた。残りの半分を掘り下げた。

覆 土 �層起源の黒色土主体で、�層が少量混じる。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 周辺の土坑から縄文時代早期後半と考える。

（愛場）

Ｐ－８２（図�－７７ 図版４５）

位 置 Ｌ４２／Ｍ４２ 立 地 標高１０．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６４×０．５４／０．６４×０．５２／０．１５� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 �層面で円形の黒色土の堆積を確認した。北西側を半截し、平坦な底面と斜めに立ち上が
る壁を確認した。

覆 土 �層起源の黒色土で、下部は�層パミスが多く混じる。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 周辺の土坑から縄文時代早期後半と考える。

（愛場）

Ｐ－８３（図�－７７ 図版４５）

位 置 Ｋ４２ 立 地 標高１０．５�付近の緩斜面
規 模 ０．７１×０．５３／０．４９×０．３５／０．１９� 平 面 形 楕円形

調 査 �層面で楕円形の黒色土の堆積を確認した。南側を半截し、平坦な底面と斜めに立ち上が
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る壁を確認した。

覆 土 ２層に分層した。壁際に一部暗褐色土がみられる他は、�層起源の黒色土である。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 周辺の土坑から縄文時代早期後半と考える。（愛場）

Ｐ－８４（図�－７７ 図版４５）

位 置 Ｔ１３ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５６×０．５６／０．４６×０．４４／０．１２� 平 面 形 不整な楕円形、隅丸の六角形に近い

調 査 削平された�層中、暗褐色土の堆積を確認した。おおよそ平坦な底面と、ゆるやかに外側
にひらく壁面を持つ。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の土に�層が混じる。自然堆積の可能性が高い。
遺 物 �群ｂ－１類土器が１点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代早期後半と考える。 （大泰司）

Ｐ－８５（図�－７８ 図版４５）

位 置 Ｒ１０ 立 地 標高７．３�付近の緩斜面
規 模 ０．６７×０．５５／０．４９×０．３６／０．１� 平 面 形 不整の円形

調 査 �層面で円形の黒色土の堆積を確認した。半截し、平坦な底面と斜めに立ち上がる壁を検
出した。規模から土坑と判断した。

覆 土 �層起源の黒色土である。 遺 物 �群ｂ類土器が１点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－８６（図�－７８ 図版４５）

位 置 Ｋ４４ 立 地 標高約１１�の平坦面
規 模 ０．４６×０．３２／０．４１×０．３０／０．１７� 平 面 形 円形

調 査 調査区北東側で径５０�程の黒色土の堆積を確認した。掘り込みは浅いが、坑底は平坦で壁
は明瞭に立ち上がる。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。 遺 物 遺物は出土していない。

時 期 周辺の土坑群から縄文時代早期後半と考える。周辺に同規模の土坑が複数あり、時期・性

格の似た土坑と思われる。 （新家）

Ｐ－８７（図�－７８ 図版４５）

位 置 Ｓ１１ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５６×０．５４／０．４８×０．４４／０．３２� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中で黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面はほぼまっ
すぐに立ち上がり、ゆるく外側へ開く。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層に
よって構成される。自然堆積の可能性がある。

遺 物 �群ｂ－４類土器が２点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代早期以降と考える。 （大泰司）
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Ｐ－８８（図�－７８ 図版４５）

位 置 Ｓ１０ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６６×０．６２／０．５８×０．５４／０．１０� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面は中央が浅くくぼみ、壁面はほぼ
まっすぐに立ち上がり、ゆるく外側へ開く。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。自然堆積の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－８９（図�－７８ 図版４５）

位 置 Ｐ９／Ｑ９ 立 地 標高７．４�付近の緩斜面
規 模 ２．２９×１．９５／２．１２×１．７７／０．２１� 平 面 形 不整の楕円形

調 査 削平された�層面で楕円形の黒色～黒褐色土の堆積を確認した。長軸中央に土層観察ベル
トを残し、全体を掘り下げた。平坦な底面と斜めに立ち上がる壁を検出した。長径２．３�程の比較的
大型の土坑である。底面中央には径１３�の柱穴があり、先端形状は尖る。
覆 土 ４層に分層した。層界は不明瞭だが、�層起源の黒色土と黒褐色土の互層となる。
遺 物 遺物は５６６点出土した。�群ａ類土器２点、�群ｂ類土器３１０点、フレイク２１４点の他、石
鏃、つまみ付きナイフ、箆状石器、スクレイパー、たたき石、扁平打製石器などがある。

時 期 出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （愛場）

Ｐ－９０（図�－７９ 図版４６）

位 置 Ｑ１０／Ｒ１０ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５０×０．４６／０．３６×０．３４／０．１８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は外側に
開きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。壁面付近の覆土は�層に�層が混じり込んだ土によっ
て構成される。自然堆積と考える。

遺 物 遺物は出土しなかった。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－９１（図�－７９ 図版４６）

位 置 Ｑ１０ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ０．４０×０．４０／０．３０×０．３０／０．１４� 平 面 形 不整な円形、隅丸方形に近い

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は外側に
開きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。壁面付近の覆土は�層に�層が混じり込んだ土によっ
て構成される。自然堆積と考える。

遺 物 フレイク４点が出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）
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Ｐ－９２（図�－７９ 図版４６）

位 置 Ｓ９ 立 地 標高７�付近の緩斜面、Ｐ－９３・９４と近接する。
規 模 ０．５３×０．４８／０．３２×０．２９／０．１６� 平 面 形 不整の円形

調 査 �層面で円形の黒褐色土の堆積を確認した。南西側を半截し、平坦な底面と斜めに立ち上
がる壁を検出した。

覆 土 �層起源の黒色土に�層が少量混じる。
遺 物 �群ｂ類土器３点、フレイク１点、礫１点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－９３（図�－７９ 図版４６）

位 置 Ｓ９ 立 地 標高７�付近の緩斜面、Ｐ－９２・９４と近接する。
規 模 ０．５６×０．４６／０．３６×０．３２／０．１２� 平 面 形 不整の円形

調 査 �層面で円形の黒褐色土の堆積を確認した。南西側を半截し、平坦な底面と斜めに立ち上
がる壁を検出した。

覆 土 �層起源の黒色土に�層が少量混じる。 遺 物 遺物は出土していない。

時 期 周辺のＰ－９２と規模・形状が似ており、縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－９４（図�－７９ 図版４６）

位 置 Ｒ７ 立 地 標高７�付近の緩斜面、Ｐ－９２・９３と近接する。
規 模 ０．８１×０．５４／０．６８×０．４３／０．２６� 平 面 形 不整楕円形

調 査 �層面で楕円形の黒色土の堆積を確認した。長軸南側を半截し、平坦な底面と急角度で立
ち上がる壁を検出した。

覆 土 ２層に分層した。上部が�層起源の黒色土、下部が�・�層と�層が混じる暗褐色土であ
る。覆土２は人為的な埋め戻し土の可能性がある。

遺 物 �群ｂ－３類土器１点、フレイク４点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－９５（図�－８０ 図版４６）

位 置 Ｑ９ 立 地 標高７．３�付近の緩斜面、Ｐ－９６が隣接する。
規 模 ０．５７×０．４９／０．３４×０．２８／０．１８� 平 面 形 不整の円形

調 査 �層面で楕円形の黒色土の堆積から土器がまとまって出土した。土器のまとまりを記録し、
土器を残して長軸北側を半截した。土層観察から２つの土坑があることがわかり、西側をＰ－９５、土

器のまとまり側をＰ－９６とした。本土坑がＰ－９６を切って構築している。

覆 土 �層起源の黒色土に�層が少量混じる。
遺 物 �群ｂ－４類土器９点、フレイク３点、礫１点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－９６（図�－８０ 図版４６）

位 置 Ｑ９ 立 地 標高７．３�付近の緩斜面。Ｐ－９５が隣接する。
規 模 ０．５７×０．３６／０．４９×０．２８／０．１８� 平 面 形 不整の円形
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調 査 �層面で楕円形の黒色土の堆積から土器がまとまって出土した。土器のまとまりを記録し、
土器を残して長軸北側を半截した。斜めに立ち上がる壁を確認し、土層からＰ－９５によって本遺構の

北西側が切られていることがわかった。

覆 土 �層起源の黒色土に�層が少量混じる。
遺 物 �群ｂ－４類土器が横倒しに潰れて（３２４点）出土した（図�－１１５－４６）。他に石核１点、
フレイク２点がある。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－９７（図�－８０ 図版４６）

位 置 Ｒ８ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 ０．２６×０．２４／０．２２×０．２２／０．２２� 平 面 形 不整な円形。隅丸方形に近い

調 査 �層にて灰黄褐色土の広がりを確認した。底面はおおよそ平坦である。壁面はまっすぐ立
ち上がるが東側のみやや内側にすぼまる。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�層主体土である。開口部付近に礫が並んでいた。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 覆土上部に安山岩のすり石１点と礫１点とが並んで出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－９８（図�－８０ 図版４６）

位 置 Ｐ１１／Ｑ１１ 立 地 標高７．５�付近の緩斜面
規 模 ２．５８×（１．８６）／２．２３×（１．６３）／０．２� 平 面 形 不整の楕円形

調 査 �層調査中、黒色土とにぶい黄褐色土が斑状に混じる楕円形の堆積を検出した。長軸中央
に土層観察ベルトを設定し、全体を掘り下げた。平坦な底面と緩やかに立ち上がる壁を確認し、規模

から土坑と判断した。

覆 土 ５層に分層した。南側は�層起源の黒色土主体土で、北側は�層起源の黄褐色土主体土層
となっている。

遺 物 �群ｂ類土器３点、Ｕフレイク１点、フレイク２７点、礫３０点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代前期後半の可能性がある。 （愛場）

Ｐ－９９（図�－８１ 図版４７）

位 置 Ｔ９ 立 地 標高６．９�付近の緩斜面
規 模 ２．４３×１．８９／１．８２×１．４０／０．２４� 平 面 形 楕円形

調 査 �層調査中、黒色土・褐色土が斑状に混じる楕円形の堆積を確認した。長軸中央に土層観
察ベルトを設定し、全体を掘り下げた。平坦な底面と緩やかに立ち上がる壁を確認し、規模から土坑

と判断した。

覆 土 ３層に分層した。最下層は黒褐色土が壁際からほぼ全面にみられ、その上部に褐色土・黒

色土が堆積する。人為的な埋め戻し土の可能性もある。

遺 物 �群ｂ類土器１９４点、フレイク２４２点、石斧片１点、扁平打製石器１点が出土した。土坑中
央やや南側の底面直上からは円筒土器下層ｂ式（図�－１１５－５０）が潰れて出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代前期後半と考える。 （愛場）
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Ｐ－１００（図�－８１ 図版４７）

位 置 Ｕ９ 立 地 標高 約６．８�の緩斜面
規 模 １．９０×１．５０／１．４６×１．４８／０．１４� 平 面 形 円形

調 査 調査区南側の旧河道に向かって傾斜する緩斜面上で、径２�程の黒色土の堆積を確認した。
掘り込みは浅いが、坑底は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 遺物は�群ａ類土器２４６点、つまみ付きナイフ２点、フレイク７７点、礫４点の計３２９点が出
土した。西壁寄りの覆土から尖底部（図�－１１５－５２）が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代前期前半と考える。 （新家）

Ｐ－１０１（図�－８２ 図版４７）

位 置 Ｖ５・６ 立 地 標高５．９�付近の緩斜面
規 模 ２．２６×（１．４５）／１．９３×（１．２８）／０．２２� 平 面 形 不整の円形？

調 査 旧河道縁の�層斜面で黒褐色土の堆積を確認した。斜面上部から下部へ向けて土層観察ベ
ルトを設定し、全体を掘り下げた。皿状となる底面と壁を確認した。斜面下の河道側は側溝により壊

されている。

覆 土 �層起源の黒色土に�層が均質に混じる。
遺 物 �群ｂ類土器２点、�群ａ類土器１２点、石錐１点、スクレイパー１点、フレイク１５点、扁
平打製石器１点、礫１２点が出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－１０２（図�－８２ 図版４７）

位 置 Ｔ１２・１３／Ｕ１２・１３ 立 地 標高約７�の緩斜面
規 模 ２．１４×１．８４／１．６５×１．２０／０．２３� 平 面 形 楕円形

調 査 調査区南側の旧河道に向かって傾斜する緩斜面上で、径２�ほどの黒色土の堆積を確認し
た。掘り込みは浅いが、坑底は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 �群ｂ－３類土器４７点、石錐１点、つまみ付きナイフ３点、フレイク１１点、すり石１点、
礫３点が出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （新家）

Ｐ－１０３（図�－８３ 図版４７）

位 置 Ｕ７・８ 立 地 標高 約６．６�の緩斜面
規 模 １．６４×１．４３／１．３２×１．１２／０．１２� 平 面 形 楕円形

調 査 調査区南側の旧河道に向かって傾斜する緩斜面上で、径１．５�程の黒色土の堆積を確認し
た。掘り込みは浅いが、坑底は平坦で壁は緩やかに立ち上がる。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。

遺 物 �群ｂ類土器片１点、フレイク５点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （新家）
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Ｐ－１０４（図�－８３ 図版４７）

位 置 Ｐ１４・１５／Ｑ１４・１５ 立 地 標高約８�の平坦面
規 模 ３．２４×２．７２／２．５１×１．９４／０．４６� 平 面 形 隅丸三角形？

調 査 Ｐ・Ｑ１４・１５付近の包含層調査中、遺物のまとまりと長さ３�程の黒褐色土の堆積を確認
した。掘り込みは深いところで５０�程あったと考えられる。平面形は不整形で、壁や坑底は平坦でな
く凹凸がある。柱穴や焼土等はなく、住居跡とせずに土坑とした。

覆 土 ４層に分層した。覆土１～３は黒～暗褐色土で覆土３層は非常に堅くしまる。覆土４層は

�層起源の黄褐色土で堅くしまる。
遺 物 �群ｂ－１類土器８３３点、両面調整石器２点、石錐１点、箆状石器１点、スクレイパー３点、
石核１点、フレイク３５３点、石斧１点、たたき石１点、すり石１点など１，２２８点が出土した。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （新家）

Ｐ－１０５（図�－８４ 図版４７）

位 置 Ｓ１５ 立 地 標高約７．６�の平坦面
規 模 １．３０×１．０８／１．０６×０．８４／０．３３� 平 面 形 楕円形

調 査 Ｓ１５付近の包含層調査中、径１�程の黒色土の堆積を確認した。半截し、平坦な坑底面と
緩やかに立ち上がる壁を検出した。

覆 土 ３層に分層した。いずれも堅くしまっている。

遺 物 �群ｂ－１類土器４４点、石核１点、フレイク６点、台石１点、礫２５点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （新家）

Ｐ－１０６（図�－８４ 図版４８）

位 置 Ｔ１４／Ｕ１４ 立 地 標高 約７．２�の緩斜面
規 模 ０．７７×０．６２／０．６９×０．４５／０．２２� 平 面 形 楕円形

調 査 調査区南側の旧河道に向かって傾斜する緩斜面上で、径８０�程の黒色土の堆積を確認した。
半截し、丸みを帯びる坑底面と緩やかに立ち上がる壁を検出した。

覆 土 黒色土の１層で、堅くしまる。 遺 物 �群ｂ類土器片１点、礫１点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （新家）

Ｐ－１０７（図�－８４ 図版４８）

位 置 Ｍ４９／Ｎ４９ 立 地 標高１０．５～１１�付近の緩斜面
規 模 １．０８×０．７６／０．９２×０．４２／０．２６�及びその周辺４�程 平 面 形 不整楕円形

調 査 削平された�層中から、褐灰色～黒色土の堆積を確認した。くぼむ底面と、ゆるやかに外
側にひらく壁面を持つ。底面と壁面は不明瞭である。くぼみの３か所に遺物がまとまって出土したた

め、土坑の可能性をもつものとした。しかし、木の根跡のくぼみに土器をまとめて廃棄した可能性が

高い。

覆 土 覆土は�層主体の土に�層が混じる。自然堆積の可能性が高い。
遺 物 �群ａ類土器が３か所で２８２点まとまって出土したほか、フレイクが５点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期前半の土器廃棄状況と考える。 （大泰司）
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Ｐ－１０８（図�－８５・８６ 図版４８）

位 置 Ｐ１６・１７／Ｑ１６・１７ 立 地 標高７．９�付近の緩斜面。Ｐ－１１３・１３１が切りあう。
規 模 ３．０５×２．５１／２．４５×２．０５／０．３９� 平 面 形 不整の楕円形

調 査 �層調査中、遺物がまとまって出土する範囲があった。周辺を精査したところ黒褐色土の
楕円形の堆積を確認した。長軸上に土層観察用ベルトを設定し、全体を掘り下げた。遺物は２�以上
のものについて位置を記録して取り上げた。４０�程掘り下げたところで、やや凹凸がある底面と斜め
に立ち上がる壁を確認した。また南側には本遺構とは別の落ち込みがあることがわかった。土層観察

用ベルトを延長し、土層を確認したところ南側に同規模の土坑Ｐ－１１３が連なるようにあり、本遺構

がＰ－１１３を切って構築されていることを確認した。

またＰ－１０８とＰ－１１３の間の底面に黄褐色土の楕円形の堆積がみられ、半截したところ土坑（Ｐ－

１３１）であることが判明した。土層観察などから先後関係はＰ－１１３→Ｐ－１０８→Ｐ－１３１となる。

覆 土 ６層に分層した。覆土は�層起源の黒色土と�層黄褐色土が混じる土層で埋め戻しの可能
性が高い。

遺 物 遺物は２，０６２点出土した。�群ｂ－１類土器は１，２９２点出土し、２個体が復原された（図�
－１１８－７９・８０）。ほかに石鏃１点、両面調整石器１点、石錐４点、つまみ付きナイフ１点、スクレイ

パー１９点、石核３点、フレイク６８３点、石斧１点、たたき石２点、すり石１点、石錘１点などがあり、

遺物は土坑全体に分布する。またスクレイパーがＨ－２０の接合資料２と接合した。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－１１３（図�－８５・８６ 図版４８）

位 置 Ｑ１６ 立 地 標高７．９�付近の緩斜面。Ｐ－１０８・１３１が切りあう。
規 模 （２．５６）×２．１８／（１．９８）×１．７３／０．３１� 平 面 形 不整の楕円形

調 査 Ｐ－１０８調査中、隣接する南側に遺物が多くみられる暗褐色土の堆積が認められた。

Ｐ－１０８長軸の土層観察用ベルトを延長し、土層を確認したところ、やや凹凸がある床面と斜めに

立ち上がる壁を確認した。本遺構北側はＰ－１０８およびＰ－１３１に切られている。

覆 土 �層起源の黒色土に�層が均質に混じる。
遺 物 遺物は１，４３８点出土した。内訳は�群ｂ－１類土器９７６点、石鏃１１点、両面調整石器１点、
石錐２点、スクレイパー５点、Ｕ・Ｒフレイク６点、石核５点、フレイク３３１点、たたき石１点、す

り石１点、砥石１点、台石片１点、礫９７点である。遺物は土坑南側に多く分布する。

時 期 出土遺物から縄文時代早期後半と考える。 （愛場）

Ｐ－１３１（図�－８５・８６ 図版５０）

位 置 Ｑ１６ 立 地 標高７．９�付近の緩斜面。Ｐ－１０８・１１３を切る。
規 模 １．２０×０．８７／０．９０×０．６１／０．１５� 平 面 形 不整の楕円形

調 査 Ｐ－１０８底面精査中、南東側壁際でにぶい黄褐色土の楕円形の堆積を確認した。長軸西側

を半截し、皿状の底面と壁を検出した。Ｐ－１０８・１１３を切って構築されるようである。

覆 土 �層起源の黒色土に�層が均質に混じる。
遺 物 �群ｂ－１類土器１点、Ｕフレイク１点、石核１点、フレイク４点が出土した。
時 期 出土遺物から縄文時代早期後半以降と考える。 （愛場）
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図�－８６ Ｐ－１０８・１１３・１３１（２）
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Ｐ－１０９（図�－８４ 図版４９）

位 置 Ｉ５０・５１ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．９８×（０．６８）／０．９２×（０．５４）／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�～�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。ややくぼむがおおよそ平坦な底面
と、ほぼまっすぐに立ち上がる壁面を持つ。壁面の一部は微妙に内側にすぼまる。明瞭な底面と壁面

から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成される。覆土上半は�層が主体、底面直上
と壁面付近には�層が主体の覆土が分布する。埋め戻しの可能性もある。
遺 物 フレイク９点が出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１０（図�－８７ 図版４９）

位 置 Ｉ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．４８×０．４０／０．５０×０．３８／０．１２� 平 面 形 不整な円形、隅丸方形に近い

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はいびつにくぼみ、壁面は内側に
すぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部付近は斑状の�層によって構成される。自然堆積
の可能性がある。

遺 物 遺物は出土しなかった。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１１（図�－８７・８８ 図版４９）

位 置 Ｉ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．３６×０．３６／０．４４×０．４０／０．２２� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦であり、壁面は内
側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層に
よって構成される。自然堆積の可能性がある。

遺 物 �群ｂ－４類土器１５点、フレイク１０点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１２（図�－８７・８８ 図版４９）

位 置 Ｉ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．６０×０．５２／０．５２×０．５０／０．１４� 平 面 形 不整な円形、隅丸方形に近い

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はいびつにくぼみ、壁面は開きな
がら立ち上がる。北西壁のみ内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層に
よって構成される。自然堆積の可能性がある。

遺 物 �群ｂ－４類土器４点、石核１点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）
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Ｐ－１１４（図�－８７・８８ 図版４９）

位 置 Ｊ５２ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．４８×０．４２／０．５４×０．５０／０．２２� 平 面 形 不整な円形、隅丸方形に近い

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は内側に
すぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層に
よって構成される。自然堆積の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１５（図�－８７・８８ 図版４９）

位 置 Ｈ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．４２×０．３８／０．４０×０．２８／０．１２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は内側に
すぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の土から成る。褐鉄鉱を多く含む。底部上から壁面付近にかけての覆土斑
状の�層をより多く含む。自然堆積の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１６（図�－８７・８８ 図版４９）

位 置 Ｈ５２／Ｉ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．６０×０．５４／０．５２×０．４２／０．１２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦である、壁面は開きな
がらたちあがる、西側は開口部がやや内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の土である。壁面から底面にかけては、斑状の�層がより多く混じり込む。
自然堆積の可能性がある。

遺 物 �群ｂ－４類土器２点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１７（図�－８９ 図版４９）

位 置 Ｉ５３・５４ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．８０×０．６２／０．８２×０．７８／０．２６� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中に、褐色土の堆積を確認した。中央がくぼむ底面と、内側にすぼまる壁
面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。

覆 土 覆土は�層に微量の�層が散点的に混じる土である。壁面から底面にかけては、斑状の�
層がより多く混じり込む。自然堆積の可能性が高い。

遺 物 �群ｂ－４類土器８点、頁岩フレイク２９点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１８（図�－８７・８８ 図版４９）

位 置 Ｈ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
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図�－８７ Ｐ－１１０～１１２・１１４～１１６・１１８・１１９・１２３・１２４・１２６・１２８・１２９
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図�－８８ Ｐ－１１１・１１２・１１４～１１６・１１８・１１９・１２３・１２４・１２６・１２８・１２９
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規 模 ０．５２×０．５０／０．２８×０．２６／０．２０� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中で暗褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦である、壁面は開き
ながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体で�層が微量に混じった土から成る。下半分は水の作用によるものか、褐
鉄鉱を多く含む。壁面付近は斑状の�層をより多く含む。自然堆積の可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器が１点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１１９（図�－８７・８８ 図版４９）

位 置 Ｉ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．４２×０．４０／０．４６×０．４６／０．２８� 平 面 形 不整な円形、隅丸方形に近い

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の広がりとして検出した。底面はいびつにくぼみ、壁面は
内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層に
よって構成される。自然堆積の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２０（図�－８９ 図版４９）

位 置 Ｉ４９ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．５８×０．５４／０．７０×０．６４／０．３４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はいびつにくぼみ、壁面は内側に
すぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部付近は斑状の�層によって構成される。自然堆積
の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２１（図�－８９ 図版５０）

位 置 Ｋ５１ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．４０×０．３４／０．３８×０．３６／０．２２� 平 面 形 不整な円形、隅丸方形に近い。

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はいびつにくぼみ、壁面は南側が
内側にすぼむ以外、ゆるく外側へ開く。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層に
よって構成される。自然堆積の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２２（図�－８９ 図版５０）

位 置 Ｋ５１ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．４８×０．４２／０．３２×０．３２／０．１８� 平 面 形 不整な円形、隅丸方形に近い。

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦であるが、壁面は
外側に開きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。
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図�－８９ Ｐ－１１７・１２０～１２２・１２５・１２７
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覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。壁面付近は斑状の�層によって構成される。自然堆積
の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２３（図�－８７・８８ 図版５０）

位 置 Ｈ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．４６×０．４２／０．４８×０．４６／０．２４� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦である、壁面は内側
にすぼまるが、南壁のみ微妙に開きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の土である。壁面から底面にかけては、斑状の�層がより多く混じり込む。
自然堆積の可能性がある。

遺 物 �群ｂ類土器が２点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２４（図�－８７・８８ 図版５０）

位 置 Ｈ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．３８×０．２８／０．４２×０．３８／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて暗褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面はほぼまっ
すぐに立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。西側は撹乱を受ける。

覆 土 覆土は�層主体で�層が微量に混じった土から成る。下半分は水の作用によるものか、褐
鉄鉱を多く含む。底部付近は斑状の�層をより多く含む。自然堆積の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２５（図�－８９ 図版５０）

位 置 Ｉ４７ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．７２×０．５６／０．７０×０．６４／０．２２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦で、壁面は東側が
外側へ開くが、他は内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。底部上から壁面付近にかけての覆土は斑状の�層に
よって構成される。自然堆積の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２６（図�－８７・８８ 図版５０）

位 置 Ｈ５２／Ｉ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．５０×０．３６／０．３２×０．２８／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐色土の堆積を確認した。底面は中央より東側がくぼむ、壁面西側
は開きながら立ち上がる、東側は内側にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層に微量の�層が散点的に混じる土である。壁面から底面にかけては、斑状の�
層がより多く混じり込む。自然堆積の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

１５０



Ｐ－１２７（図�－８９ 図版５０）

位 置 Ｉ４７ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．７６×０．５１／０．６６×０．３７／０．０９� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦であるが、壁面は
外側に開きながら立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の黒褐色土である。壁面付近は斑状の�層によって構成される。自然堆積
の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２８（図�－８７・８８ 図版５０）

位 置 Ｈ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．５２×０．４０／０．６４×０．５０／０．２６� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦である、壁面は内側
にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の土である。壁面から底面にかけては、斑状の�層がより多く混じり込む。
自然堆積の可能性がある。

遺 物 �群ｂ類土器が３点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１２９（図�－８７・８８ 図版５０）

位 置 Ｈ５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．３０×０．２６／０．３４×０．２８／０．２４� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�層中にて褐色土の堆積を確認した。底面はおおよそ平坦である、壁面は内側
にすぼまる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は�層主体の土である。壁面から底面にかけては、斑状の�層がより多く混じり込む。
自然堆積の可能性がある。

遺 物 覆土中から�群ｂ類土器が５点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１３０（図�－９０ 図版５０）

位 置 Ｇ５０／Ｈ５０ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 （１．３０）×１．００／（０．９０）×０．５８／０．１８� 平 面 形 不整な楕円形か

調 査 削平された�層中に、暗褐色土の堆積を確認した。おおよそ平坦な底面と、外側に開きな
がら立ち上がる壁面を持つ。明瞭な底面と壁面から土坑と判断した。開口部南側は現代の住居撹乱に

よって破壊されている。

覆 土 覆土上半は�～�層の混じり合った土によって構成される。下半は�層主体土である。層
の境界には一部�層が塊状に入り込む。埋め戻しの可能性がある。
遺 物 �群ｂ類土器２点、スクレイパー１点・Ｕフレイク５点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、前期後半以降と考える。 （大泰司）

�章 遺構とその遺物
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Ｐ－１３２（図�－９０ 図版５０）

位 置 Ｈ５１ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．８２×０．５４／０．７０×０．３４／０．３０� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。木の根と思われる攪乱が連続しており、
平面形は不明瞭であった。底面中央は浅くくぼみ、壁面は内側にすぼまるが、一部についてはほぼまっ

すぐな立ち上がりである。攪乱中の黒褐色土を掘り下げて遺物回収していた際、明瞭な壁面と底面を

検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土は黒褐色土であったが、攪乱部分といっしょに掘り抜いたので、土層観察図は無い。

遺 物 �群ｂ類土器３点、フレイク４点、安山岩礫片１点が散点的に出土した。
時 期 確認状況から縄文時代で、早期後半以降と考える。 （大泰司）

Ｐ－１３３（図�－９０ 図版５０）

位 置 Ｈ５１・５２ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．６０×０．４２／０．５６×０．５０／０．２４� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�～�層中に、黒褐色土の堆積を確認した。中央がくぼむ底面と、内側にすぼ
まりながら立ち上がる壁面を持つ。北壁のみゆるく開きながら立ち上がる。明瞭な底面と壁面から土

坑と判断した。

覆 土 覆土は�層主体の土である。壁面から底面にかけて斑状の�層が密に入り込む。自然堆積
の可能性がある。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１３４（図�－９１ 図版５１）

位 置 Ｈ４９／Ｉ４９ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．６４×０．６４／０．３２×０．３２／０．３４� 平 面 形 不整な円形

調 査 削平された�～�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面は東側がいびつにくぼみ、壁
面北東側は内側にすぼまるように立ち上がり、南西側は外側に開くように立ち上がる。明瞭な壁面と

底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 覆土上半は�層主体の黒褐色土である。下半は�層主体土に斑状の�層が加わって構成さ
れる。壁面付近は斑状の�層によって構成される。自然堆積の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１３５（図�－９０ 図版５１）

位 置 Ｈ５０ 立 地 標高１１．５～１２�付近の緩斜面
規 模 ０．７２×０．５４／０．７８×０．５２／０．３２� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて黒褐色土の堆積を確認した。おおよそ平坦な底面と、まっすぐに立
ち上がる壁面を持つ。ただし、壁面の一部は微妙に内側にすぼまる。明瞭な底面と壁面から土坑と判

断した。

覆 土 覆土は�～�層が混じり合った土によって構成される。底面直上と壁面付近には小～中粒
径の�層によって構成される。埋め戻しの可能性もある。
遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）
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Ｐ－１３６（図�－９１ 図版５１）

位 置 Ｈ４９ 立 地 標高１１～１１．５�付近の緩斜面
規 模 ０．８０×（０．６４）／０．８０×０．５８／０．３８� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 削平された�層中にて、塊状の�層が詰まった撹乱を掘り下げたところ、黒褐色土の広が
りとして検出した。底面は中央がくぼみ、壁面東側は内側にすぼまるように立ち上がり、西側は外側

に開くように立ち上がる。明瞭な壁面と底面を検出したので、土坑とした。

覆 土 残存する覆土上半は�層主体の黒褐色土である。下半は�層主体土に斑状の�層が加わっ
て構成される。壁面付近は斑状の�層によって構成される。自然堆積の可能性がある。
遺 物 フレイク１点が出土した。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

Ｐ－１３７（図�－９１ 図版５１）

位 置 Ｆ５３ 立 地 標高１２�付近の緩斜面
規 模 ０．７２×０．６９／０．５９×０．５６／０．２２� 平 面 形 不整の円形

調 査 �層で円形の黒褐色土の堆積を確認した。南西側を半截し、やや凹凸のある底面とオーバー
ハングする壁を認定した。規模から土坑と判断した。

覆 土 ３層に分層した。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－１３８（図�－９１ 図版５１）

位 置 Ｆ５４／Ｇ５４ 立 地 標高１２�付近の緩斜面
規 模 （０．７１）×０．５９／（０．７７）×０．７１／０．３� 平 面 形 不整の楕円形

調 査 �層で円形の黒褐色土の堆積を確認した。南東側を半截し、皿状の底面とオーバーハング
する壁を確認した。規模や土層から土坑と判断した。

覆 土 ３層に分層した。 遺 物 フレイク１点が出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－１３９（図�－９１ 図版５１）

位 置 Ｍ４０ 立 地 標高１０�付近の緩斜面
規 模 １．０２×０．８３／０．７９×０．５８／０．５１� 平 面 形 卵形に近い不整な楕円形

調 査 �層中にて黒褐色土の堆積を確認した。おおよそ平坦な底面とゆるやかに開きながら立ち
上がる壁面から、土坑と判断した。西側の壁面立ち上がり際の一部に木根が入り込んだ痕があり土坑

が破壊されている。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあったもの。�層の割合が多い。よく混じり合っており、埋め戻
しの可能性が高い。

遺 物 �群ｂ類土器６点、凝灰岩礫１点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代のものと考える。出土遺物は流入と考えられる。周辺の遺物出土状

況から、早期後半以降のものと考え、早期後半、前期後半、後期前葉の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１４０（図�－９１ 図版５１）

位 置 Ｍ４０ 立 地 標高１０�付近の緩斜面
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規 模 ０．８４×０．７１／０．８６×０．８０／０．４３� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 �層中にて黒褐色土の堆積を確認した。おおよそ平坦な底面を持つ。壁面はゆるく外側に
広がり、南壁が開きながら立ち上がる以外にはしだいに内側にすぼまる形状である。土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあったもの。�層の割合が多い。よく混じり合っており、埋め戻
しの可能性が高い。

遺 物 �群ｂ類土器が１点出土した。
時 期 確認状況から縄文時代と考える。出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以

降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１４１（図�－９２ 図版５１）

位 置 Ｎ３６ 立 地 標高９．５～１０�付近の緩斜面
規 模 ０．６４×０．５６／０．６６×０．５９／０．４７� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 �層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央は凹み、壁面は開きながら立ち上がって
からいったん内側にすぼまり、また開く形状である。土坑と判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあったもの。�層の割合が多い。よく混じり合っており、埋め戻
しの可能性が高い。

遺 物 遺物は出土していない。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以

降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１４２（図�－９２ 図版５１）

位 置 Ｎ３６ 立 地 標高９．５～１０�付近の緩斜面
規 模 １．０４×０．９９／１．２０×１．２６／０．５６� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層中にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央は凹み、壁面は開きながら立ち上がって
からいったん内側にすぼまり、また開く形状である。土坑と判断した。凹んだ底面の中央は南北を軸

として、木根によって、中央が盛り上がるように破壊されている。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあったもので、�層の割合が多いものが多い。よく混じり合って
おり、埋め戻しの可能性が高い。

上部の覆土１層とした部分については酸化した鉄分を含む土層である。また、中央の盛りあがり部分

についてはその西側に木根が入り込んで東側に押し出したためにできたものと考えられる。この隆起

帯の東側については底面に炭および焼土層が分布する。土層断面には示されなかったため、その上面

と下面について図示した。炭化物は上面に分布し、目立ったものについては図示した。同じ面で、白

色粘土が固まりで出土したが�層起源のものと考える。
遺 物 �群ｂ－４類土器３点、スクレイパーが１点出土した。
時 期 出土遺物は流入と考える。周辺の遺物出土状況から、縄文時代早期後半以降の可能性があ

る。 （大泰司）

Ｐ－１４３（図�－９２ 図版５２）

位 置 Ｐ３９ 立 地 標高９．７�付近の緩斜面
規 模 ０．４２×０．３６／０．３７×０．２９／０．１９� 平 面 形 不整の楕円形
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調 査 �層で楕円形の暗褐色土の堆積を確認した。長軸東側を半截し、皿状の底面とほぼ垂直で
立ち上がる壁を確認した。小型であるが、覆土が�層と�層の混合土であることから土坑と判断した。
覆 土 ２層に分層した。�層起源の黒色土に�層黄褐色土が混じるもので、覆土１には炭化材や
焼土粒が混じる。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－１４４（図�－９２ 図版５２）

位 置 Ｎ４１・４２／Ｏ４１・４２ 立 地 標高１０．１�付近の緩斜面
規 模 ０．６２×０．５９／０．６５×０．７２／０．２４� 平 面 形 不整の円形

調 査 �層で円形の黒褐色土の堆積を確認した。西側を半截し、皿状の底面とオーバーハングす
る壁を確認した。規模や土層から小型の土坑と判断した。

覆 土 ２層に分層した。�層起源の黒色土に�層黄褐色土が混じるもので、覆土１には炭化材や
焼土粒が混じる。

遺 物 遺物は出土していない。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｐ－１４５（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．６９×０．４９／０．７４×０．５６／０．３５� 平 面 形 四角形に近い不整な楕円形

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。壁面は開きながら立ち上が
るが、途中ですぼまる形状である。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 頁岩フレイクが１点出土した。

時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１４６（図�－９３）
位 置 Ｎ３１／Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．５９×０．５６／０．６５×０．６３／０．２６� 平 面 形 円形

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。壁面は開きながら立ち上が
るが、途中ですぼまる形状である。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。

時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１４７（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．５０×０．３９／０．６９×０．５７／０．２２� 平 面 形 円形

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。壁面は開きながら立ち上が
るが、途中ですぼまる形状である。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。
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時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１４８（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 （０．２８）×０．３８／（０．１５）×０．２７／０．２３� 平 面 形 楕円形

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。残存する壁面は開きながら
立ち上がる。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。

時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１４９（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．３７×０．３６／０．４２×０．３９／０．１５� 平 面 形 不整な楕円形

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。壁面は開きながら立ち上が
るが、途中ですぼまる形状である。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 覆土中から�群ｂ類土器が１点出土している。
時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１５０（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．４８×０．３６／０．４３×０．３７／０．２６� 平 面 形 不整な楕円形で三角形に近い

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。壁面は開きながら立ち上が
る。南から西側部分について、途中ですぼまる形状である。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。

時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１５１（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．５６×０．５２／０．５０×０．３５／０．２６� 平 面 形 不整な楕円形で卵型に近い

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。壁面は開きながら立ち上が
る。南側部分について、途中ですぼまる形状である。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。

時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１５２（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｐ３２・３３／Ｑ３２・３３ 立 地 標高９�付近の緩斜面
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規 模 ０．６３×０．５６／０．７２×０．６０／０．２９� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層にて灰黄褐色～黒褐色土の堆積を確認した。底面中央はややくぼむ。壁面は開きなが
ら立ち上がるが、途中ですぼまる形状である。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。

時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

Ｐ－１５３（図�－９３ 図版５２）

位 置 Ｏ３１ 立 地 標高９�付近の緩斜面
規 模 ０．５２×０．５０／０．４９×０．４４／０．１９� 平 面 形 不整な円形

調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認面より上である。半截した段階で、
木根痕の可能性が高いとし、土層断面図を残さなかった。底面中央はややくぼむ。壁面は開きながら

立ち上がる。南側部分について、途中ですぼまる形状である。完掘後、周囲の土坑と比較検討し、木

根痕の可能性もあるが、記録すべきと判断した。

覆 土 覆土は�～�層が混ざりあった土で、埋め戻し、あるいは木根の影響の可能性がある。
遺 物 遺物は出土していない。

時 期 出土遺物は流入で、周辺の遺物出土状況から早期後半以降の可能性がある。 （大泰司）

４．Ｔピット
ＴＰ－１（図�－９４ 図版５３）

位 置 Ｌ３０ 立 地 標高９～９．５�付近の緩斜面
規 模 ２．５４×０．５４／３．００×０．４６／０．８０� 平 面 形 長楕円形

調 査 �層上面にて黒色土の堆積を確認した。底面はおおよそ地表の緩斜面と同じ方向により強
く傾く。長軸両端の壁は内側にすぼむが、緩斜面の下側の方が深く抉られる。側壁はほぼまっすぐに

立ち上がる。

覆 土 �～�層がそれぞれ流入あるいは混ざり合う土層によって構成される。ほかに壁面の崩落
と推定できる、塊状の�層が認められる。自然に埋没したものと考える。
遺 物 フレイク２点、礫２点が出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

ＴＰ－２（図�－９４ 図版５３）

位 置 Ｎ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ２．９４×０．５８／２．５４×０．１８／１．３２� 平 面 形 長楕円形

調 査 削平された�層から�層にかけての面で黒色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認面よ
り上である。底面は長軸の中心部分が深くなっている。長軸両端の壁は内側にすぼむが、緩斜面の下

側の方が深く抉られる。側壁はほぼまっすぐにたちあがる。短軸断面が漏斗状なのは開口部側が崩落

したためと考える。Ｐ－４０と先後関係は不明であるが、Ｐ－４０覆土２層の分布を明瞭に確認できなかっ

たのでＴピットの方が新しい可能性もある。

覆 土 �～�層がそれぞれ流入あるいは混ざり合う土層によって構成される。ほかに、壁面の崩
落なのか、�層が塊状に分布する土層がある。また底面よりやや上に炭化物混じりの層が面的に広がっ

�章 遺構とその遺物

１６１



図�－９４ ＴＰ－１・２

１６２



図�－９５ ＴＰ－３・４

�章 遺構とその遺物

１６３



ていた。自然に埋没したものと考える。

遺 物 �群ｂ類土器６点、�群ａ類土器３４点、石鏃１点・礫、メノウや珪岩の礫が出土した。た
だし、Ｐ－４０の遺物が混在している可能性もある。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

ＴＰ－３（図�－９５ 図版５３）

位 置 Ｐ４・５ 立 地 標高７�付近の緩斜面
規 模 ２．８９×０．５１／４．４４×０．１８／１．０５� 平 面 形 長楕円形

調 査 削平された�層面で、細長い黒色土の堆積を確認した。中央部短軸に土層観察用ベルトを
設定し、全体を掘り下げた。１�程掘り下げたところで底面と壁の立ち上がりを検出した。
覆 土 底面に薄く黒褐色土が堆積し、その上部は�層起源褐色土と黒褐色土の互層となる。自然
に埋没したものと考える。

遺 物 �群ａ類土器４点、フレイク１０点、礫１２点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

ＴＰ－４（図�－９５ 図版５３）

位 置 Ｐ７ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ３．２６×０．９０／３．４６×０．３２／１．２０� 平 面 形 長楕円形

調 査 削平された�層から�層にかけての面にて黒褐色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認
面より上である。湧水が著しかったため底面全体の形状は視認できなかった。精査過程で、土の硬さ

によって確認したところでは、おおよそ平坦であった。長軸南端の壁は内側にすぼむが、これは緩斜

面の下側である。北端と側壁はほぼまっすぐにたちあがる。短軸断面が漏斗状なのは開口部側が崩落

したためと考える。

覆 土 �～�層がそれぞれ流入あるいは混ざり合う土層によって構成される。自然に埋没したも
のと考える。

遺 物 �群ｂ類土器１点、�群ｂ類土器４点、�群ａ類土器１１点、頁岩フレイク６５点、扁平打製
石器１点、礫２２点が出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

ＴＰ－５（図�－９６ 図版５３）

位 置 Ｒ７・８ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面
規 模 ３．２０×０．７０／３．３×０．１４／１．２０� 平 面 形 長楕円形

調 査 削平された�層から�層にかけての面で黒褐色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認面
より上である。底面はおおよそ地表の緩斜面と同じ方向に傾く。長軸両端の壁は内側にややすぼむ。

側壁はほぼまっすぐにたちあがる。短軸断面が漏斗状なのは開口部側が崩落したためと考える。

覆 土 流入した�～�層によって構成される。自然に埋没したものと考える。
遺 物 �群ｂ類土器４点、�群ｂ類土器１０点、�群土器６４点、	群土器９点、石鏃１点、スクレ
イパー６点、Ｕフレイク２点、フレイク２２９点、礫２６点が出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）
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ＴＰ－６（図�－９６ 図版５３）

位 置 Ｔ５・６ 立 地 標高６．５�付近の緩斜面。
平 面 形 長楕円形 規 模 ２．８２×０．７０／３．１４×０．３４／０．９２�
調 査 削平された�層から黒褐色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認面より上である。湧水
が著しかったため底面全体の形状については視認できなかった。精査過程で、土の硬さによって確認

したところでは、底面はおおよそ地表の緩斜面と同じ方向により強く傾く。長軸両端の壁は内側にす

ぼむが、緩斜面の下側の方が深く抉られる。側壁はほぼまっすぐにたちあがる。短軸断面が漏斗状な

のは開口部側が崩落したためと考える。

覆 土 �～�層がそれぞれ流入あるいは混ざり合う土層によって構成される。自然に埋没したと
考える。

遺 物 覆土中から�群ｂ類土器１６点、�群ａ類土器１９点、石鏃１点、スクレイパー２点、頁岩フ
レイク４３点、石斧１点、礫２１点が出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

ＴＰ－７（図�－９７ 図版５３）

位 置 Ｔ６・７ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
平 面 形 長楕円形 規 模 ２．５４×０．７０／３．１２×０．１６／１．０２�
調 査 �層にて黒褐色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認面より上である。湧水が著しかっ
たため底面全体の形状については視認できなかった。精査過程で、土の硬さによって確認したところ

では、底面は長軸に対して中心部分が深くなっている。長軸両端の壁は内側にすぼむ。側壁はほぼまっ

すぐにたちあがる。短軸断面が漏斗状なのは開口部側が崩落したためと考える。

覆 土 �～�層がそれぞれ流入あるいは混ざり合う土層によって構成される。
遺 物 覆土中から�群ｂ類土器１点、�群ｂ類土器１２点、�群ａ類土器８点、石核１点、フレイ
ク７１点、礫２１点が出土した。

時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

ＴＰ－８（図�－９７ 図版５３）

位 置 Ｓ６・７ 立 地 標高６．５～７�付近の緩斜面
平 面 形 長楕円形 規 模 ２．７０×０．５０／３．０４×０．２２／１．０６�
調 査 削平された�層にて黒褐色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認面より上である。湧水
が著しかったため底面全体の形状については視認できなかった。精査過程で、土の硬さによって確認

したところでは、底面はおおよそ平坦である。長軸両端の壁は内側にすぼむ。側壁はほぼまっすぐに

たちあがる。短軸断面が漏斗状なのは開口部側が崩落したためと考える。

覆 土 �～�層がそれぞれ流入あるいは混ざり合う土層によって構成される。
遺 物 �群ｂ類土器３点、�群ａ類土器３３点、スクレイパー１点、フレイク２２点、礫２９点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

ＴＰ－９（図�－９７ 図版５３）

位 置 Ｕ６ 立 地 標高６～６．５�付近の緩斜面
平 面 形 長楕円形 規 模 ２．５０×０．４０／２．８４×０．３２／０．８０�
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調 査 削平された�層にて黒褐色土の堆積を確認した。掘り込み面は確認面より上である。湧水
が著しかったため底面全体の形状については視認できなかった。精査過程で、土の硬さによって確認

したところでは、底面はおおよそ平坦である。長軸両端の壁は内側にすぼむが、緩斜面の下側の方が

深く抉られる。側壁はほぼまっすぐにたちあがる。短軸断面が漏斗状なのは開口部側が崩落したため

と考える。深さについては典型的な例と比較してより浅い。途中で掘りやめるものもあるためその型

の可能性もある。

覆 土 �～�層がそれぞれ流入あるいは混ざり合う土層によって構成される。
遺 物 �群ｂ類土器３点、�群ａ類土器５０点、フレイク１３点、礫１９点が出土した。
時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （大泰司）

５．溝状遺構
溝状遺構（図�－９８・９９ 図版５４）

位 置 Ｕ３２～３６／Ｖ３６～３８ 立 地 標高８．８～８．９�の緩斜面
規 模 （２７．２）×０．３７／（２７．２）×０．２４／０．３８�
調 査 �層上面でＢ－Ｔｍ火山灰が３０�程の幅で帯状に堆積している部分を確認した。周辺を慎
重に掘り下げていくと、火山灰の堆積は等高線に沿うような形で、調査区東端まで２０�以上続くこと
がわかった。４か所に土層観察ベルトを残し、火山灰以下の覆土を全体に掘り下げていった。３０�程
掘り下げた�層～�層上面中に底面が検出した。グリット３４ラインより東側の底面では工具による掘
削跡が連続して残っており、それより西側では柱穴列がみられた。覆土からは縄文土器や礫が少量出

土した。

溝状遺構の西側のＴ３１・３２区は撹乱などですでに�層まで掘り下げていた。�層面を精査したが柱
穴などの痕跡がみられないため、調査部分がほぼ西端になると考えている。東側は調査区外へさらに続

いているようである。Ｂ－Ｔｍ火山灰下の覆土中出土の炭化材について放射性炭素年代測定を行った。

覆 土 ３～５層に分層した。覆土１は黄褐色のＢ－Ｔｍ火山灰で３～６�の厚さで溝全面に堆積
している。その下には�層起源の黒色土が床面まで堆積する。柱穴ＭＰ－３周辺では黒色土の下部の
底面近くに�層主体の暗褐色土がみられ、柱穴の掘り方の土の可能性がある。
形 態 溝の全長は２７�を超える。溝はほぼ等高線に沿う形で２か所で緩やかに屈折し、東端では
９０度近く屈曲している様子が伺えた。溝の幅は２５～３７�、深さは概ね３０�で、最も深いところで３８�
である。底面は平らもしくは皿状に緩やかに湾曲し、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

付属遺構 柱穴４か所（ＭＰ－１～４）を確認した。また底面では工具による掘削痕がみられた。

ＭＰ－１～４は溝の西端６�程の範囲で１．３�～１．７�の間隔で底面中央から検出した。底面から１０
～３８�ほどの比較的深い柱穴である。ＭＰ－１・２・３は平面形が四角くなる。４本の柱の周辺には
深さ３～５�の浅皿状のくぼみが連続してあり、これらは深く設置された柱の間に充填するように置
かれた柱跡の可能性がある。西端部分を除いては底面には鋤によると思われる掘削痕が残るのみであ

る。掘削痕は明瞭で、刃先の角度や刃先の向きなどが捉えられた。

これらの状況や東北地方の類例から溝状遺構は柱を連続して立てるためのいわゆる「布掘り」で、

西側部分では板塀が構築されたが、他の部分では板塀は設置されなかったと考える。

遺 物 �群ｂ類土器２６点、�群ｂ類土器６点、フレイク１６点、礫７３点が出土した。本遺構には関
連しない。

時 期 時期はＢ－Ｔｍ降下以前である。溝が埋まりきらないうちにＢ－Ｔｍ火山灰が堆積してい
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ることから擦文文化期前半期と考える。 （愛場）

６．焼土
焼土は５か所で確認した。Ｆ－１がＨ－１覆土中から検出した以外は�層面での検出で、いずれも
遺物は伴わない。立地・平面形・規模・時期は以下のとおりである。

Ｆ－１（図�－１００）
位 置 Ｏ１８ 立 地 Ｈ－１覆土中央に位置する。 規 模 ０．９７×０．９３／０．１５�
平 面 形 円形 時 期 確認状況から縄文時代早期後半と考える。 （土肥）

Ｆ－２（図�－１００）
位 置 Ｍ６／Ｎ６ 立 地 標高７～７．５�付近の緩斜面 規 模 ０．７２×０．２４／０．１０�
平 面 形 不整な楕円形がふたつ連続する。 時 期 確認状況から縄文時代と考える。

Ｆ－３（図�－１００）
位 置 Ｎ８ 立 地 標高７．５�付近の緩斜面 規 模 ０．９８×０．６５／０．０６�
平 面 形 不整形 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

Ｆ－４（図�－１００）
位 置 Ｊ４０ 立 地 標高約１０．６�の平坦面
規 模 ０．４５×０．４３／０．１４� 平 面 形 円形

時 期 周辺の土坑群と同じ縄文時代早期か、あるいは周辺の住居と同じ縄文時代前期後半かどち

らかの時期と考える。 （新家）

Ｆ－５（図�－１００）
位 置 Ｑ３６ 立 地 標高９．５�付近の緩斜面 規 模 １．４６×（０．９９）／０．２２�
平 面 形 不整形 時 期 確認状況から縄文時代と考える。 （愛場）

�章 遺構とその遺物
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図�－１００ Ｆ－１～５
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７．フレイク集中
出土石器はすべて頁岩製である。時期は縄文時代で、ＦＣ－２はＰ－６１上部出土、ＦＣ－３はＨ－

９掘り上げ土直下の出土で、それぞれ縄文時代前期後半以前の時期である。

ＦＣ－１（図�－１０１）
位 置 Ｍ１３ 立 地 標高７．７�付近の平坦面、Ｈ－５に近接する。
規 模 １．１４×０．８９�
遺 物 石槍またはナイフ片１点、両面調整石器１点、つまみ付きナイフ１点、スクレイパー３点、

石核２点、フレイク１，３９２点が出土した。

ＦＣ－２（図�－１０１）
位 置 Ｊ３９・４０ 立 地 標高１０．６�付近の平坦面、Ｐ－６１上位に位置する。
規 模 １．４３×１．０７�
遺 物 �群ｂ類土器６点、�群ｂ類土器５点、石鏃片１点、フレイク８１６点が出土した。

ＦＣ－３（図�－１０１）
位 置 Ｈ３３ 立 地 標高１０．５�付近の平坦面 規 模 ０．６１×０．５６�
遺 物 両面調整石器１点、石核３点、フレイク５８点、礫４点が出土した。 （新家・愛場）

図�－１０１ ＦＣ－１～３
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８．遺構出土の遺物
（１）竪穴住居跡出土の土器・土製品

１～９はＳＨ－１出土の�群土器である。２は覆土出土で、その他は床面もしくはカマド焼土周辺
から出土した。１・２は甕の底部から胴部の復原土器で、底部は張り出し、器面には輪積痕が残る。

内外面はハケメ調整が施される。１の底部外面には、笹の葉脈痕がみられる。３～８は甕である。３

・４は口縁部で、３は口唇断面が丸みを帯び、４は角型となる。５～８は胴部である。５は４と同一

個体の可能性があり、調整様の浅い横位沈線文がみられる。６・７は輪積痕が残り、７の内面には炭

化物が付着する。８は小型の甕の底部付近で、内面は黒色、外面はタテミガキが施される。９は坏の

底部である。内黒で内外面ともミガキが施される。

１０～１４はＳＨ－２出土の�群土器である。１０はカマド焼土近くの床面直上で出土した。小型土器で、
器高６．８�、口径１０．７�、底径４．３�である。口縁部と胴部の間にはわずかながら段がある。口縁は図
正面以外打ち欠かれているが、４波状となりそうである。外面はハケメ調整後、胴部を中心にミガキ

が施される。内面はハケメ、ナデ調整がなされ、上半部には口縁割れ口を含め炭化物が付着する。１１

は小型の甕で、器厚は２～４
と薄い。内外面ともやや粗いミガキが施され、黒色を呈する。１２・１３
は同一個体の坏である。器厚は４
程で、段状の沈線がみられるが、ミガキにより不明瞭となる。１４
は土製の紡錘車で、３．３�と小型である。ヘラ痕ともとれる粗雑な沈線文が描かれる。
１５～１８はＨ－１覆土出土の�群ｂ－１類土器である。１５はやや外反する口縁部で、無文地に縄線文
が施される。１６は横位の絡条体圧痕文の他、半円形の浅い刺突文がみられる部分がある。１７・１８はや

や張り出しがみられる底部である。縄文は斜行もしくは横走気味となり、底部外面にも施される。１５

は東釧路�式相当土器、１６は東釧路�式土器である。
１９～２３はＨ－３覆土出土の�群ｂ－１類土器である。１９～２１は内面に凹凸が残り、器厚が一定しな
い。１９は口唇部がやや肥厚し、内外面にＬＲ原体による縄文が施される。内面は縦位となる。２０は撚

糸文が施文される。２１は細い綾絡文が４条みられる。２２・２３は東釧路�式土器。２２は底部で、側面に
縦位の縄端圧痕文が押捺される。胴部は同一原体での羽状縄文となる。２３は再生土製円盤未成品、片

側からの穿孔を途中でやめている。

２４～２８はＨ－４覆土出土の�群ａ類土器である。２４は直径約４�の深鉢底部で、割れ口は平坦に調
整されており、この大きさに意図的に割られた可能性がある。多条のＲＬ原体による縄文が施文され、

内面には炭化物が付着する。２５は２条の貼付帯上に縄線文が巡り、貼付間はナデられる。２６・２７は無

文地に沈線文が施文される。２６は縦の蛇行文、２７は雷文などが描かれ、一部に細い縄文がみられる。

２８は底部付近で、細い無節の縄文が縦位に施される。

２９はＨ－５覆土出土の�群ａ類土器で、口縁部に押し引き文が３条巡り、ＬＲ原体の縄文が縦行する。
３０～３２はＨ－６覆土出土の�群ａ類土器である。３０は折り返し口縁となる。３１は小型の鉢形土器で、
沈線文と細い縄文が施文されている。３２は深鉢の底部付近で、細い綾絡文が縦に施される。

３３～３９はＨ－７覆土出土の�群ｂ類土器である。３３は円筒土器下層ｄ１式で、器高３７�、口径２１�、
底径１１�の筒型の深鉢である。口縁は緩やかな４波状で、底部は中央がやや窪み、上げ底となる。口
縁部文様帯は２�程で縄線文、羽状縄文が施される。胴部は自縄自巻の原体による施文で、下半では
節がはっきりしない原体が使用される。３４～３９は円筒土器下層ｂ～ｃ式と考える。３４～３７は、いずれ

も口頸部に撚糸文が横走する。３４・３７は単軸絡条体６Ａ類で、３４は断面三角形の隆帯があり、胴部は

反撚・正撚の合撚の原体による縄文である。３５は床直上出土である。３８は薄い隆帯を挟んで上に一条、

下に２条の平行沈線があり、貼付上には斜めに刺突様の沈線が施される。３９は直径６�程の上げ底の
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底部である。

４０～４３はＨ－８出土の�群ｂ類土器である。４０は円筒土器下層ｄ２式で、底部が床面出土であるが、
主体は覆土中出土である。胴部上半から口頸部へかけ張り出し、口縁部は４波状で開く器形となる。

波頂部は窪み双頭状となる。口唇断面は三角形で、縄による縦キザミが入れられる。口頸部には無文

地にＬＲ原体を折り返して２本１組とした縄線文、胴部にはＬＲ原体の斜縄文が施される。４１～４３は

床面出土で、円筒土器下層ｂ～ｃ式と考える。４１・４３は同一個体で、口径４０�以上の大型の深鉢にな
りそうである。口頸部には絡条体圧痕文が横位に７条施され、その下に薄い隆帯が巡る。胴部は撚糸

文で、底部付近では縦位、斜位に施され、網目文状になる。４２は摩耗するが、口縁直下に縄線文が確

認できる。

４４～５７はＨ－９出土の�群ｂ類・�群ａ類土器である。４４がＨＰ－１１坑底から出土した以外は、覆
土中出土で、覆土上位からは円筒土器下層ｄ２式～円筒土器上層ａ式にかけての土器がまとまって出

土した。

４４～４６・５６は円筒土器下層ｄ１式と考える。４４・４５は胴部がやや膨らみ、口縁が開き気味となる器

形で、胴部には縄文が施される。いずれも摩耗が激しく文様がはっきりしないが、４４は縄線文・結束

羽状文、４５では３条の縄線文が確認できる。４６は器高１５�、口径１４�、底径７．４�で、斜めに開く器
形となる。縄線文、結束羽状縄文、撚糸文が施文される。底部は上げ底となる。内面はヘラ状工具で

ミガキ調整が行われる。５６はやや上げ底の底部で、胴部と底部外面に撚糸文が施される。

４７～５１・５３・５５は円筒土器下層ｄ２式である。多くは口縁部が強く外反し、底部から口縁部にかけ

まっすぐ（４８）、もしくは斜めに直線的にひろがる（５０・５１・５２・５５）筒型となる。胴部がやや張り

出す（４７・４９）ものもある。口縁部は４波状（４８～５２）が多く、双頭の突起（４９・５２）や四角形の突

起（５１）があるものがある。口頸部文様帯には折り返して２条１組とした縄線文（４７・４９）、撚りの

違う原体による矢羽状縄線文（５１・５２）、絡条体圧痕文（５０・５３）が数条横位に施される。胴部地文

は縄文、撚糸文、多軸絡条体回転文がある。内面や底部外面はいずれもよく磨かれており、底部外面

は中央がやや窪み、無文となるものが多い。

４７は平縁で１か所にのみ突起がある。縄線文が横位、縦位に施される。口唇はヘラ状工具によるキ

ザミが突起部以外全周する。胴部は撚糸文か。４９は推定で器高４５�、口径３４�、底径１５�である。底
部付近の破片２点は、Ｈ－１０覆土からの出土である。ＬＲ原体による縄文が施され、口唇には細いキ

ザミが入れられる。５０は推定で器高３２�、口径２１�、底径１１�である。薄い隆帯と口唇には縄端の圧
痕文がみられる。器面は摩耗が激しく、胎土の角礫が露出する。５１・５３・５５は多軸絡条体の回転施文

がなされる。５１は口唇にも回転施文される。５３は絡条体圧痕文と刺突列、５５は貼付上と口縁に縄線文、

刺突列が施される。

５２・５４は円筒土器上層ａ式とした。いずれも縦位の貼付をもち、撚りの異なる原体による矢羽状縄

線文、胴部には縄文が施される。５２は器高４３�、口径３３�、底径１５�で、底部から口頸部まで斜めに
直線的にひろがる。口縁部は開き、４波状となる。波頂部は双頭となり、その内面は、つまみだされ

たような形状になる。頂部からは縦位の貼付が垂下し、その貼付下位には四角形の貼付が付帯する。

口頸部と胴部の間は、内面からの成形により張り出しており、外面からは隆帯にみえる。文様は縄線

文、刺突文が施される。５４は４波状で、ボタン状の貼付がある頂部と、器内面から２本の貼付が垂下

する頂部がある。波頂部下の胴部には、縦位に綾絡文が施文される。５７は土器片再生円盤である。

５８・５９はＨ－１０出土の�群ｂ類、円筒土器下層ｄ１・ｄ２式である。５８は縦位貼付がはがれた跡が
ある。口頸部には矢羽根状の縄線文が施され、上から３条目のみ矢羽根の向きが逆になる。胴部は多

�章 遺構とその遺物
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軸絡条体回転文が施文される。５９は横位撚糸文、刺突文、結束羽状縄文が施される。

６０～６２はＨ－１１出土で、６０は円筒土器下層ｄ１式、６１は円筒土器上層ａ式か。６１は縄線文、縄端圧

痕文が施される。６２は床面出土で、綾絡文が縦位に２条みられる。

６３はＨ－１２出土の�群ｂ類土器胴部、結束？の羽状縄文がみられる。
６４はＨ－１３出土で、Ｒ原体による縄線文と縄文がみられる。�群ｂ－１類土器か。
６５～７０はＨ－１４出土の�群ａ類土器である。６５・６６は床面、床直上出土で、それ以外は覆土中出土
である。６５は胴部に貼付帯が２条巡り、貼付後に縄文が施されている。６６・６８は縄線文が施されるも

の。６６は口唇直下の貼付帯上に縄線文が施される。６８は広く剥落するが、３条の平行縄線文が確認で

きる。６７は縄文が縦位に施文される。６９・７０は胴部から底部までの破片で、開きの少ない細長い器形

となる。６９は多条ＬＲ原体の縄文で、底部付近ではＲＬ原体による縄文も一部みられる。７０は底側面

がやや張り出す部分があり、上げ底となる。

７１～７４はＨ－１６出土の�群ａ類土器で、７２～７４は床面出土である。７１は内外面に横位のミガキ調整
がみられる。７２は尖り気味の口縁でＲＬ原体の縄文が斜行、横走する。７３は細い縄文が施される。７４

は底部付近の破片で、内外面にハケメ痕が残る。

７５～７７はＨ－１７覆土出土である。７５・７７は�群ａ類土器、７６は�群ｂ類榎林式か。７５は口唇角型で、
縄端の圧痕文？が２条施される。

７８・７９はＨ－１８出土の�群ａ類土器である。７８は波状口縁で複節縄文が施文される。７９は口縁に無
文部があり、口唇は折り返し状となる。

８０・８１はＨ－１９覆土出土の�群ｂ－１類土器である。８０はＲＬ原体による縄文が施され、内面は横
位、斜位に調整痕がみられる。８１は底部縁がリング状に高まる。

８２～１０２はＨ－２０出土の�群ｂ－１類土器である。８３・８５・９３・９８は床面・床直上出土で、その他
は覆土出土である。東釧路�式土器に相当する土器群である。
８２は床面から５�程上の覆土中から横倒しの状態で潰れて出土した。器高３３�、口径３０�、底径７
�程で、口径と底径の差が大きい深鉢土器である。口縁部はやや開き、平縁だが縄端の押捺により小
波状気味となる。底部は張り出し、底面は周縁が貼付のよりリング状に高まる。口縁から胴部にかけ

てはＲ原体の縄端回転文が５条横環する。同様の文様は胴部下半部にも２条施され、その条間には幅

３�程の縄線文が間隔をあけて施文される。縄文はＲ原体の無節斜行縄文が施されるが、一部横走気
味をなる部分もある。底部外面には縄端圧痕？がみられる。器内面は条痕が一部みられるが概ねナデ

による調整で、凹凸を残す。胎土には砂粒、亜角礫が多く混じる。８３は床面出土で、底部から胴部の

復原土器である。底部から胴部に向け斜めに広がる器形で、底面は周縁がリング状に高まる。胴部・

底部外面には、ＬＲ原体による縄文が斜行、横走する。器内面は条痕が一部みられるが、概ねナデに

よる調整で、凹凸を残す。胎土には砂粒が多く混じる。

８４～８９は縄線文が施される。縄線文は平行（８５・８６・８８・８９）、斜め（８４・８７）、縦位（８６）のもの

があり、８４では同一原体を用いた縄端圧痕文が条間に施される。内面は横位の調整痕（８４）、縄文

（８６）、調整が不明瞭で凹凸が残るもの（８５・８７・８８・８９）がある。８４・８８は同一個体で、ＲＬ原体

による縄線文、縄端圧痕文、縄文が施される。縄文は縄端を意識し横位に回転させ、やや段状となる

部分があり、施文の方向を変え切り合う部分もある。８８では無文地と縄文地の間に全周しない縄線文

がみられる。８５は綾絡文が数条みられる。縄文は口縁部では斜行、綾絡文の下は切り合っている。口唇に

は縄によるキザミが入れられる。９０は押し引き文と刺突文がみられるもので�群ａ類土器の可能性も
ある。
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９１～９８は縄文が施される。斜行縄文（９１・９５・９６）を基本とするが、施文の方向を変え切り合う

（９３・９４・９７）ものがある。口唇（９３～９７）、内面（９４・９６）にも縄文が施される。９１は口径１１�程
の小型土器である。９２は口縁無文部に斜めに原体を置いての縄文施文を繰り返し、文様を構成する。

９３は綾絡文が数条みられ、口唇にはＲ原体による縄文が施文される。内面には横位調整痕が残る。９４

は胎土に５
から２�程の砂粒が多く混じる。９７は口唇がやや肥厚する。９８は底部付近で、張り出し
のある底部となりそうなものである。

９９～１０２は底部である。９９～１０１は底部外面周縁がリング状に高まるもので、底面には縄文が施され

る。１００は高台が高く、１０２は底部外面が平らで、比較的底面の厚みがある。

１０３・１０４はＨ－２１覆土出土の�群ｂ－１類土器で、１０３には綾絡文、１０４には斜位の縄線文がみられる。
１０５～１０８はＨ－２２出土の�群ｂ類土器、円筒土器下層ｂ～ｃ式である。１０５・１０６は隆帯があり、口
縁部が大きく開く器形となる。１０５は口頸部に撚糸文施文後、ナデやヘラ状工具による横位調整をし

て、縦位の縄線文を施している。１０６は不整の綾絡文、１０７は合撚の原体による縄文が施文される。１０８

は縄文が施される直立気味の底部である。

１０９～１１３はＨ－２３覆土出土の�群ｂ類、円筒土器下層ｃ式である。１０９は器高３１�、口径２８�、底
径１６�程、底部から口縁にかけ斜めに広がる器形で、口縁は４波状となる。隆帯には棒状工具による
斜め横からの刺突文が施される。口頸部には不整の綾絡文、胴部と底部外面には撚り戻し原体による

縄文が施文される。１１０は胴部から口頸部にかけわずかに斜めに広がり、ややくびれて口縁部が開く

器形である。口縁は４波状で口縁断面は丸味をもつ。複節の斜行縄文が施文される。１１１は不整の綾

絡文と縦位沈線文が施される。１１２は無文地、１１３は複節縄文地に縄線文がそれぞれ施される。

１１４～１１５はＨ－２４覆土出土の�群ｂ類土器である。１１４は絡条体圧痕文がみられる。１１５は貼付帯の
ある胴部で、撚糸文が施される。１１６はＨ－２５覆土出土の�群ｂ類土器である。摩耗がはげしいが縄
線文、撚糸文が確認できる。

１１７・１１８はＫ５４区�層出土のものがほとんどであるが、Ｈ－２７覆土出土の土器片が２点接合したた
めＨ－２７出土として扱った。�群ｂ類、円筒土器下層ｂ～ｃ式と考える。１１７・１１８は同一個体で、口
縁部には無文地に網目状撚糸文、胴部には多軸絡条体回転施文がみられ、底部は上げ底となる。

１１９・１２０はＨ－２８覆土出土の�群ｂ類土器である。口縁部は無文で、やや開き気味となる。
１２１～１２３はＨ－２９覆土出土の�群ｂ類土器である。１２１は円筒土器下層ｄ１式とした。器形は器高
３５�、口径２８�、底径１３�程で、筒形で口頸部がややくびれて開く器形である。口頸部文様帯は５�
程度で横走する撚糸文地に縄線文が上から２条・１条・３条と施される。胴部と底部外面には撚り戻

しの原体による縄文が縦行する。１２２は覆土下部出土で、撚糸文が施される。１２３は底部で摩耗が激しい。

（２）土坑・Ｔピット出土の土器・土製品

１・２はＰ－１出土の�群ｂ－４類土器、３はＰ－３出土の�群ｂ類土器胴部である。４はＰ－１０
出土で、器厚が３～４
で、口唇に縄側面の押捺がある。�群ｂ－４類土器か。
５はＰ－１４出土の�群ｂ類土器で、文様ははっきりしない。胎土には繊維が多く含まれる。
６はＰ－１１出土の�群ａ類土器である。口縁直下に薄い貼付帯が巡り、多条ＬＲの原体を貼付上では
横位、それ以外では縦位に施文する。

７はＰ－１７出土の�群ｂ類土器で、撚糸文が施される。胎土には繊維・砂粒が混じる。８はＰ－１９
出土の�群ａ類土器で、同一の破片が２７点出土している。口縁部は肥厚し、波状となり、ＬＲ原体に
よる縄文が横走する。
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９はＰ－２０、１０はＰ－２２、１１はＰ－２３、１２はＰ－２４出土の�群ｂ類土器である。９・１０には撚糸文、
１１は撚り戻し原体による縄文が施される。１３はＰ－２６出土の�群ａ類土器である。１４はＰ－２８出土の
�群ｂ類土器で、摩耗により文様は不明である。
１５～１７はＰ－３１出土の�群ａ類土器である。１５・１６は無文部、１７は綾絡文と羽状縄文が施される。
１８～３２は�群ｂ類、円筒土器下層ｂ～ｃ式である。１８・１９はＰ－３３出土の胴部と底部で、底部外面
には縄文が施される。２０・２１はＰ－３９出土で、２０は隆帯、２１には撚糸文がみられる。２２はＰ－４０出土

で、合撚の原体による縄文が施文される。２３・２４はＰ－４２出土の胴部と底部である。２５はＰ－４５出土

で不整の綾絡文が施される。２６はＰ－４６出土、２７はＰ－４７出土、２８はＰ－５０出土である。２８は結束羽状第

１種である。２９・３０はＰ－５９出土で、同一個体である。撚糸文が口頸部では横位、胴部では縦位に施文さ

れる。底部は上げ底となる。３１はＰ－６０出土で、撚糸文が施文される。３２はＰ－６１出土で断面三角形の

隆帯がある。

３３～３９は�群ｂ－４類土器である。３３はＰ－６８、３４はＰ－７１、３５はＰ－７２、３６はＰ－７５、３７はＰ－
７７、３８はＰ－７８、３９はＰ－７９出土である。３３・３６には絡条体圧痕文、３８・３９には自縄自巻ＬＲとＬＬ

原体による羽状縄文が施文される。

４０はＰ－８４出土の�群ｂ－１類土器で、内外面にＲＬ原体による縄文が施される。４１はＰ－８７出土
の�群ｂ－３類土器で、細い縦位の貼付や絡条体圧痕文が確認できる。
４２～４６はＰ－８９出土である。４２・４３・４５は円筒土器下層ａ～ｂ式、４４・４６は春日町式土器である。

４２は直線的に開く器形で、口縁部と胴部に横位に綾絡文が数条施される。地紋はＬＲ原体による縄文

である。４３は断面三角形となる隆帯があり、撚り戻し原体による縄文が施される。４５は胴部に反撚・

正撚の合撚の原体による縄文が施文される。底部には細い格子状の沈線文が描かれる。４４・４６は押し

引き文が施される。４４は縄文施文後、横位、縦位に押し引きされ、一部沈線状になる部分もある。４６

は尖底部である。

４７はＰ－９４出土の�群ｂ－３類土器である。
４８はＰ－９６覆土出土の�群ｂ－４類土器である。器高２７�、口径３０�、底径４．５�で、口縁は２突
起となる。口縁部は縄線文で幾何学文が描かれ、胴部は撚りの違う原体による羽状縄文が施文される。

底面は小型でやや窪む。４９はＰ－９８出土の�群ｂ類土器の胴部である。
５０・５１はＰ－９９出土の円筒土器下層ｂ式である。５０は坑底から５�程上位で横倒しで出土した。器
高約２４�、口径１８�、底径１０�程の筒形で、断面形が三角形の隆起帯が巡る。口頸部はＬＲ原体の縄
文、胴部および底部は反撚・正撚の合撚りの原体により縄文が施文される。内面は剥落、摩耗し、胎

土に繊維が多く混じる。５１は緩やかな波状口縁となりそうで、隆帯上は指頭による圧痕文がみられる。

５２～５５はＰ－１００出土の�群ａ類土器である。５２は縦位押し引き文がある尖底部で、上位にはＲＬ
原体による縄文が施文される。５３・５４は平縁で、縄文が施文される。５３は口縁から胴部まで多条ＲＬ

原体を横位に、それより下位は縦位に施文する。５４は多条ＬＲ原体を横位、縦位に交互に施文し、羽

状としている。５５は横位の押し引き文がみられる。

５６・５７はＰ－１０１出土の�群ａ類土器で、５６は沈線文間に櫛状工具による細い沈線が充填する。
５８～６０はＰ－１０２出土の�群ｂ－３類土器である。５８は微隆起間に調整痕が残り、一部絡条体圧痕
文が施される。６０は底部で微隆起間は縄側面圧痕文が施される。微隆起に沿って縄線文が施される部

分もある。

６１～７２はＰ－１０４出土の�群ｂ－１類、東釧路�式相当の土器である。６５～６８・７１は底面から出土
した。６１・６２は無文地に縄線文が施されるもので、６１はやや撚りのゆるい縄線文が施される。６３～６５
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は綾絡文が施文されるものである。６４は綾絡文のみがみられる。６５は綾絡文間にＲの無節縄文、それ

以外はＬＲ原体による縄文が施文される。６６～６９は縄文が施されるものである。斜行縄文（６６～６８）

・縦行縄文（６９）がある。６８は斜行縄文が一部縦気味になる。口縁はややうねるが概ね平縁である。

内面はヘラ状工具で調整される。７０～７２は底部である。いずれもＬＲ原体による斜行縄文が施文され

る。７０は底部側面に縄端の縦位圧痕文が押捺される。底部外面は平らに調整され無文である。７１・７２

は底部外面周縁が貼付により高くなる。

７３～７５はＰ－１０５出土の�群ｂ－１類、東釧路�式相当の土器である。７３は波状口縁に沿って無文
部に縄線文が施される。胴部縄文は縄端を意識して横位回転し、段状になる。７４も縄端を意識し、横

位、縦位に施文される。７５は縄線文間に２又の工具による刺突文が施される。

７６～７８はＰ－１０７出土の�群ａ類土器か。いずれも縄文のみが施され、７６・７８には内面にも縄文が
みられる。７６は胴部が張り出し。口縁部がややくびれる器形となる。平縁で、口唇は縄文施文後なで

られ、文様が不明瞭となっている。７７・７８は撚りの違う原体による羽状縄文となる。７８は切り合いが

激しい。

７９～９２はＰ－１０８出土の�群ｂ－１類、東釧路�式相当の土器で、７９・８０は縄文のみが施される復
原土器である。７９は器高２８�、口径２６�、底径５．６�程の深鉢形土器で、底部から胴部まで大きくひ
ろがり、口縁部にかけやや直立気味になる。全体にややゆがむ。ＬＲ原体による縄文が斜位、縦位に

向きをかえて施され、口唇や内面口縁部付近にも縄文がみられる。内面は指頭による凹凸が残り、胴

部から底部は横位に条痕がみられる。胎土には砂粒が混じる。８０は器高１３�、口径約１６�、底径は約
６�の小型の鉢形土器である。多条ＬＲ原体による縄文が斜行するが、一部横走気味となる部分もあ
る。底部外面や内面全体にも縄文が施される。

８１～８７は縄線文が施されるもの。８１は隆帯があり、その上下に平行して縄線文が施される。隆帯上

は縄端圧痕文が施文される。口唇は棒状工具先端でのキザミが入れられ、小波状気味となる。８２は撚

りの緩い縄線文がみられる。８３は多条の原体による平行、斜行の縄線文と縄端圧痕文が施文される。

口唇と胴部には同じ原体による縄文が施される。８４はやや波状となる縄線文が施文され、胴部、口唇

部、内面に縄文が施される。８５・８６は斜位の縄線文がみられる。８７は縄線文により円弧状の文様が描

かれる。縄線間は２又の工具による刺突文が充填される。

８８は平組紐の端部および側面の圧痕文がみられる。８９は綾絡文が施文される。

９０～９２は縄文が施されるもの。９０・９１は縄端を意識し、やや段差ができるものである。９２は内面に

も縄文があり、口唇には縄側面が押捺される。

９３はＰ－１１１出土の�群ｂ－４土器、９４はＰ－１１２出土の�群ｂ－４類の土器片再生土製品である。
９５～１０５はＰ－１１３出土の�群ｂ－１類、東釧路�式相当の土器である。９５～９７は縄線文が施される。
９５は平行、斜行、波状の縄線文により文様が構成され、縄線文下には斜位の縄端圧痕文がみられる。

胴部には綾絡文、太さの違う原体を合わせたＲＬ縄文が施文される。９７は平行、斜行、縦行、円弧状

のＬＲ原体による縄線文により文様が描かれる。明瞭ではないが渦巻き状となる部分もある。９８・９８

は同一個体で綾絡文が数条みられるものである。１００～１０２は縄文のみのもので、いずれもＲＬ原体に

よる縄文が施される。１０１は縦行縄文となり、内面にも１�程の幅で縄文がみられる。１０３～１０５は底
部で、側面がやや張り出す。１０３・１０４は底部外面周縁に高まりがあり、上げ底となる。１０４の内面に

は指頭痕が複数残る。１０５は底部外面が平らに調整される。

１０６はＰ－１１６、１０７・１０８はＰ－１１７、１０９はＰ－１１８、１１０はＰ－１２９出土の�群ｂ－４類土器である。
１１１はＰ－１３１出土の�群ｂ－１類土器で、摩耗するが、ＲＬ原体による縄文を、向きを変え施文し
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図�－１０２ ＳＨ－１・２出土の土器・土製品
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図�－１０３ Ｈ－１・３～６出土の土器・土製品
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図�－１０４ Ｈ－７・８出土の土器
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図�－１０５ Ｈ－９出土の土器（１）
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図�－１０６ Ｈ－９出土の土器（２）・土製品
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図�－１０７ Ｈ－１０～１４出土の土器

�章 遺構とその遺物

１８５



図�－１０８ Ｈ－１６～１９出土の土器
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図�－１０９ Ｈ－２０出土の土器（１）
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図�－１１０ Ｈ－２０出土の土器（２）
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図�－１１１ Ｈ－２１～２５出土の土器
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図�－１１２ Ｈ－２７～２９出土の土器
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図�－１１３ Ｐ－１～４７出土の土器
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図�－１１４ Ｐ－５０～９４出土の土器
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図�－１１５ Ｐ－９６～１０２出土の土器
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図�－１１６ Ｐ－１０４出土の土器
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図�－１１７ Ｐ－１０５・１０７出土の土器
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図�－１１８ Ｐ－１０８・１１１・１１２出土の土器・土製品
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図�－１１９ Ｐ－１１３～１４２・ＴＰ－５出土の土器
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ている。１１２はＰ－１３２出土、１１３・１１４はＰ－１４２出土の�群ｂ－４類土器である。
１１５・１１６はＴＰ－５出土の	群土器である。１１６は注口土器胴部である。 （愛場）

（３）竪穴住居跡出土の石器等

剥片石器は、石材について特にふれないものは頁岩製である。

１はＳＨ－１出土のたたき石、チャート製で火打ち石の可能性がある。

２・３はＳＨ－２出土で、２は石核としたが、チャート製で、火打ち石の可能性がある。３は砂岩

製すり石で、平滑な面が片面にある。煤が付着する。

４～１７はＨ－１覆土出土である。４・５は石鏃、６は石槍またはナイフ、７～９は石錐である。７

は黒曜石製で、原産地同定で「丸瀬布系？」という結果がでた。１０はつまみ付きナイフ、１１はスクレ

イパー、１２はＵフレイク、１３は石核である。１４は赤色を呈する蛇紋岩製の石斧で、擦り切り痕が残る。

１５は擦り切り残片で、側縁と端部にすり痕がある。１６は安山岩のすり石、１７は安山岩のたたき石である。

１８～２０はＨ－２出土である。１８は石鏃片で床面出土、１９は石錐、２０は石核である。

２１～２４はＨ－３覆土出土である。２１は両面調整石器、２２は箆状石器で、いわゆるトランシェ様石器

である。２３は石核、２４は断面三角形のすり石である。

２５～２７はＨ－４出土である。２５は石鏃、２６はスクレイパーである。２７は石核で、円礫を半割して打

面とし、剥片をとっている。

２８～３０はＨ－５出土である。２８はつまみ付きナイフ、２９・３０はスクレイパーである。

３１～３７はＨ－６覆土下位出土である。３１は石鏃で茎部にアスファルトが付着する。３２はスクレイパー、

３３は箆状石器で、側縁と下端部に粗い二次加工がなされる。３４は泥岩製のたたき石、３５は溶結凝灰岩

製の北海道式石冠、３６は安山岩製の石皿で、ＨＰ－３上部から出土した。３７は凝灰岩製の石製品で、

全面が擦られる。平坦面には穿孔が途中まで施される。

３８～５７はＨ－７出土で、４１・４２・４８・５０が床面、５４がＨＰ－４覆土中から出土した。３８は黒曜石製

の石鏃、３９は石槍またはナイフ、４０は長さ１３�程の木葉形の両面調整石器である。４１・４２は石錐、４１
はつまみ付きナイフ転用品である。４３はつまみ付きナイフである。４４は箆状石器で、両面が二次加工

され、下端部に比較的急角度の刃部がある。４５～４７はスクレイパー、４８・４９は石核である。５０は石斧

で、素材の稜部を調整し、下端部に刃部を設けている。５１は珪岩製たたき石、５２～５４は安山岩製の扁

平打製石器、５３は刃部がＶ字に調整されるが、すり痕はない。５５は凝灰岩製の石鋸で、使用部の断面

は丸くなる。５６・５７は砥石である。

５８～７１はＨ－８出土で、５８は覆土、５９～６２、６６～６８が床面、６３～６５・７０がＨＦ－３、６９がＨＰ－１、

７１がＨＦ－２出土である。５８は黒曜石製の石鏃、５９～６３はスクレイパーで、剥片の側縁に刃部を設け

る。６４は石核である。６５は安山岩製のたたき石、１稜部にすり痕がみられる。６６～７０は扁平打製石器、

６８は扁平礫、６９は扁平礫を半割した素材を利用し、それ以外は板状の素材が利用される。７１は砥石で、

擦り後につけられた、たたき痕が両面にみられる。全面に炭化物が付着する。

７２～８６はＨ－９出土で、７５・７８・７９は床面、それ以外は覆土出土である。７２は両面調整石器、７３は

つまみ付きナイフ転用の石錐である。７４・７５はつまみ付きナイフ、７４は黒曜石製で両面調整され、７５

はつまみ部が不明瞭である。７６～８０はスクレイパーである。７６は長軸両端に抉りが作出される。７７は

ラウンド状、７９は内湾する刃部がある。７８・８０は縦長剥片の側縁に刃部がみられ、８０は下端部にも刃

部がある。８１は石核で、打面調整を行い、打面を変えながら剥離を行っている

８２は石斧で、１側縁に擦り切り痕が残る。８３は泥岩製たたき石で、断面四角形の稜部はそれぞれ打
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ち欠かれ、グリップ状の加工？がなされている。８４は安山岩製の石皿である。８５・８６は石製品、８５は

条痕状の沈線が凝灰岩平坦面にみられるもので、比較的太い２条が直線的となる。８６は凝灰岩製の平

玉である。

８７～９８はＨ－１０出土で、８８・９０・９３・９６・９８は床面、９５は覆土上位、それ以外は覆土下位から出土

した。８７は石鏃で、細い茎部がある。８８・８９は石錐、いずれも機能部の断面は三角形である。９０・９１

はスクレイパーで、同一母岩の黒色頁岩が使われる。９２は細石刃核で、断面が楔形の舟形となる。打

面から側面への調整や、側面から打面への調整剥離がみられる。美利河型細石刃核の可能性がある。

９３は石核、頁岩扁平礫を素材とする。９４は石斧基部、９５は石鋸である。９６・９７は板状礫素材の扁平打

製石器。９８は石製品で、２点が住居床面の離れた場所から出土した。全面が擦られ、形状は骨刀に似

る。上部にはグリップ状の抉りが作出される。片面には２か所に直径５
程の穿孔がみられる。
９９～１０２はＨ－１１出土で、９９は覆土上位、それ以外は下位から出土した。９９はつまみ付きナイフ、

１００はスクレイパー片である。１０１は頁岩、１０２は安山岩製のたたき石である。

１０３・１０４はＨ－１２床直上出土の石鋸である。１０３は頁岩製の両面調整石器の両側縁が擦られている。

断面はＶ字状となる。１０５はＨ－１３覆土出土の石鏃である。

１０６～１１０はＨ－１４覆土出土である。１０６は石鏃で、正面図左側縁先端付近には折れ面を残す。１０７・１０８

は石槍またはナイフである。１０９は石錐で、原石を半割した素材を利用する。１１０は小型の石核である。

１１１～１１３はＨ－１６出土で１１３は床直上出土である。１１１はつまみ付きナイフ片で焼けはじけにより破

損する。１１２は石斧である。１１３はたたき石で、すり面もある。被熱により赤化する。

１１４はＨ－１７出土の安山岩製たたき石である。

１１５・１１６はＨ－１８覆土出土である。１１５はつまみ付きナイフで、全面焼けはじけがみられる。１１６は

片岩製石斧で煤が付着する。

１１７～１１９はＨ－１９出土で、１１７・１１９は床直上出土である。１１７・１１８はつまみ付きナイフ、１１９は安

山岩製のたたき石である。

Ｈ－２０接合資料について

Ｈ－２０からは多量の石器が出土し、その中には同一母岩と考えられる剥片などが多数含まれていた

ため、石器については接合作業を行った。その結果、複数の接合資料を得ており、その内良好な資料

７個体について、模式図及び写真を掲載した。掲載した接合資料の長軸方向の長さは約１０～２０�であ
る。石材は全て頁岩で、珪質分に富み石材として良質なものが多い。原礫の形状は多くが亜角礫と考

えられ、接合資料３・９を除き、比較的原礫に近い状態で遺跡内に搬入されている。石器製作の作業

工程は、まず原礫面の除去、次に素材剥片の剥離、最終的に剥片を取り尽くした残核の遺棄という流

れが多くみられる。素材剥片の剥離については、最初は石核の長軸方向に作業面を設定し、剥片剥離

を行うが、剥片剥離の進行により石核が小型化していくと、打面、作業面共に頻繁に転移する傾向が

みられる。剥離される剥片は規格性に乏しく、不定形なものが多い。ただし、接合資料２・８などで

は縦長の剥片が含まれる。また、接合資料は剥片と石核で構成され、定型的な石器はほとんど含まれ

ていない。

接合資料１（図�－１３２ 図版７２）

住居南壁際のフレイク集中域を主体とし、他に住居北側壁際、ＨＰ－４周辺の剥片が接合した。

石核２点、剥片８２点で構成される。原石は亜角礫で、分割後、原礫面を一部除去した粗い加工状態

で遺跡内に搬入されている。石材は暗灰色の頁岩で、原礫面には風化した白色部分が一部みられる。
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作業内容は、最初に上面で大きな剥離により原礫面の除去が行われ、次にその剥離面を打面にして原

石の長軸方向で剥片剥離が連続的に行われる。剥離される剥片は不定形で、折れているものが多い。

剥離された剥片には石核（１４１）として利用されるものがある。その後下面及び右側面の下部の原礫

面の除去が行われ、不定形剥片の剥離が行われる。最終的に石核（１４０）は遺棄される。

接合資料２（図�－１３２ 図版７３）

周溝２周辺の集中域を主体に、周溝１、住居南側フレイク集中など広く接合したほか、Ｐ－１０８の

スクレイパーとも接合した。

スクレイパー１点、Ｒフレイク１点、石核２点、剥片５６点で構成される。原石は亜角礫で、原礫面

を一部除去した状態で遺跡内に搬入されている。石材は暗茶色の頁岩で、原礫面には風化した黄褐色

部分が大きくみられる。作業内容は、最初に大きな剥離で正面以外の原礫面の除去が行われる。大型

の剥片が多く、石核（１４３）の素材になるものがある。次に上面及び下面を打面、右側面と左側面を

作業面に設定して剥片剥離が行われる。剥離される剥片は縦長のものが多く、スクレイパー（Ｐ－１０８

・７２）、Ｒフレイク（１４４）の素材となるものが含まれる。剥片剥離が進行して石核が小型化していく

と、頻繁に打面と作業面が転移し、剥離される剥片は不定形なものが多くなる。最終的に石核（１４５）

は遺棄される。

接合資料３（図�－１３２ 図版７４）

周溝１周辺（１３８）を主体にＨＰ－４周辺、周溝２（１３９）、住居東側の剥片など広く接合した。

石核２点、剥片２５点で構成される。原石は亜角礫で、原礫面をほぼ除去した粗い加工状態で遺跡内に

搬入されている。石材は暗茶褐色の頁岩で、原礫面には風化した黄褐色部分がみられる。石材の特徴

から、接合資料４と同一母岩と考えられる。作業内容は、最初に残っている原礫面の除去が行われ、

次に下面及び上面を打面に、左側面から正面を作業面として剥片剥離が行われる。その後、正面側と

裏面側に長軸方向で大きく分割され、各個体で剥片剥離が行われる。各個体では周縁部を打面、表裏

面を作業面として、求心状に剥片剥離が行われ、最終的に石核（１３８・１３９）は遺棄される。剥離され

る剥片はほとんどが不定形である。

接合資料４（図�－１３２ 図版７４）

周溝１の集中域を主体に、住居南側、住居中央部の剥片が接合した。

石核１点、剥片３２点で構成される。原石は亜角礫で、原礫面を一部除去した粗い加工状態で遺跡内

に搬入されている。石材は暗茶褐色の頁岩で、原礫面には風化した黄褐色部分がみられる。石材の特

徴から。接合資料３と同一母岩と考えられる。作業内容は最初に裏面の左側縁の稜付近を打面として、

平坦な剥離により主に裏面、上面、右側面の原礫面が除去される。次に正面、裏面を打面とし、右側

面、左側面を作業面として連続的に剥片が剥離され、最終的に石核は遺棄される。剥離される剥片は

不定形である。石核は図示していないが、長さ約４�、幅約４．５�、厚さ約２．５�の小型で扁平な形状
である。

接合資料５（図�－１３２ 図版７４）

石核（１４２）が住居南側のフレイク集中域から出土した。

石核１点、剥片１７点で構成される。頁岩製の亜角礫を原石とし、原礫面を一部除去した粗い加工状態

で遺跡内に搬入されている。作業内容は、最初に上面の稜を打面、原石正面から右側面を作業面に設

定して、長軸方向に連続的な剥片剥離が行われる。次に前の作業面を打面、裏面上部を作業面に設定

し、左側面に向けて横方向の比較的細かい剥片剥離が行われた後、打面を左側面に移動して大型で分

厚い剥片が剥離される。その後は打面及び作業面を転移しながら不定形の剥片を剥離し、最終的には
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石核（１４２）を遺棄する。剥離された剥片の多くに原礫面がみられ、形状は不定形なものがほとんど

である。

接合資料６（図�－１３２ 図版７５）

周溝１周辺の剥片が接合した。

剥片４０点で構成される。原石は亜角礫で、粗割後一部石核整形が行われた状態で遺跡内に搬入され

ている。石材は暗茶色の頁岩で、原礫面には風化した白色部分がみられる。石材の特徴は接合資料８

と類似する。作業内容は、最初に正面上部を打面、上面を作業面として比較的幅広で平坦な剥離が施

される。次に平坦な剥離が施された上面を打面、右側面を作業面に設定して横幅の１／２程度、縦長

の剥片剥離が行われる。最後に下面を打面、左側面を作業面として小型の剥片が剥離される。石核は

出土していない。

接合資料７（図�－１３２ 図版７５）

周溝１周辺を主体に、ＨＰ－４周辺、住居東壁際の剥片が接合した。

石核２点（１個体未掲載）、剥片３５点で構成される。原石は亜角礫で、原礫面を一部除去した粗い加

工状態で遺跡内に搬入されている。石材は暗茶色の頁岩で、原礫面には風化した白色部分みられる。

石材の特徴は接合９と類似する。作業内容は、最初に右側面上部を打面、上面を作業面として、縦長

の剥片が剥離される。その間に正面を打面、上面を作業面とする剥片剥離も少量行われており、これ

は作業面の調整剥離と考えられる。全体の１／２程度剥片剥離が行われた後、上面に打面作出のため

大きな幅広い剥片の剥離が施される。次にその剥離面を打面とし、右側面を作業面として縦長気味の

剥片が剥離される。最終的に石核は遺棄される。石核は図示していないが、長さ約４�、幅約３．５�、
厚さ約２�で、裏面が原礫面となる。剥離された剥片は比較的縦長であるが、多くは折れている。

１２０～１５２はＨ－２０出土で、１５２を除き床面もしくは付属遺構覆土出土である。１２０～１２２は石鏃であ

る。１２０・１２１は柳葉形で、側縁に折り取るような急角度の加工がなされる。１２３は両面調整石器で、

側縁が鋸歯状となる。石槍またはナイフの基部の可能性がある。１２４～１２６は石錐である。１２４・１２５は

棒状で、１２６は厚みのある剥片素材の一端に機能部がある。１２７・１２８はつまみ付きナイフである。１２７

には１側縁に鋸歯状の加工が施され、１２８は剥片の周縁に簡単な調整がなされる。１２９～１３７はスクレ

イパーで、剥片の側縁を片面から加工するだけのものが多い。１２９～１３４・１３７は縦長素材の側縁に刃

部が作出されるもので、１３０は撥形となる。１３５は内湾する刃部、１３６は鋸歯状の刃部となる。１３７は、

フレイクが数点接合し、その状況を写真図版７６に掲載した。１３８～１４３・１４５～１４７は石核で、１４４はＲ

フレイクである。前述の通り、１３８～１４５は接合資料と接合する。

１４８は蛇紋岩製の石斧、厚さ４
程と薄く、垂飾の可能性がある。１４９はメノウ製たたき石、フレイ
クのまとまりの側から出土している。１５０は断面三角形のすり石である。１５１は凝灰岩製の砥石。１５２

は覆土上位出土の石製品、凝灰岩製で端部に孔があけられる。

１５３～１５６はＨ－２１床面出土である。１５３は黒曜石製の石鏃で柳葉形となる。原産地同定で「赤井川産」

という結果がでた。１５４・１５５は石核で、いずれも原礫面を残す。１５６は断面三角形のすり石である。

１５７・１５８はＨ－２２出土、１５７はスクレイパーで、急角度刃部となる。１５８は扁平打製石器である。

１５９～１６９はＨ－２３出土で、１５９はＨＰ－１３、１６６はＨＰ－１１、１６４・１６５・１６７～１６９は床面出土である。

１５９は石鏃で、周縁に簡易な調整が入る。図正面右側縁に折れ面を残す。１６０・１６１は両面調整石器で、

鋸歯状となる部分がある。１６２はつまみ付きナイフ、１６３はスクレイパーである。１６４～１６６は石核、１６５

は図正面側で剥離が行われ、１６６は周縁から剥離が行われる。１６７は珪岩製たたき石、１６８・１６９は扁平
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打製石器である。

１７０～１７２はＨ－２４出土で１７０・１７２は床面出土である。１７０はスクレイパー、１７１は石核である。１７２

は安山岩製の台石である。

１７３・１７４はＨ－２５覆土出土で、１７３はスクレイパー、１７４は扁平打製石器である。１７５はＨ－２７覆土

出土の扁平打製石器で、片側の平坦面に敲打痕がある。１７６はＨ－２８覆土下位出土の砂岩製の北海道

式石冠である。

１７７～１８６はＨ－２９出土で、１８２はＨＰ－５、１７７・１７９・１８０・１８３・１８６は床直上出土である。１７７は

石錐で両面調整により断面菱形に加工される。使用痕はみられない。１８８はつまみ付きナイフである。

１７９～１８２はスクレイパーで、１７９・１８０は縦長剥片の側縁に刃部がある。１８３は小型の石核である。１８４

は緑色泥岩製で、石斧基部をたたき石に転用したものである。１８５は扁平打製石器である。１８６は北海

道式石冠の未成品である。大型の扁平礫を半円形に割り、割れ口を軽く擦っている。その後割れ口か

らの厚みをとる調整を行い、中央よりやや上のラインに敲打を巡らしている。

図�－１２０ ＳＨ－１・２出土の石器

２０２



図�－１２１ Ｈ－１出土の石器
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図�－１２２ Ｈ－２～５出土の石器
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図�－１２３ Ｈ－６出土の石器等
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図�－１２４ Ｈ－７出土の石器（１）
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図�－１２５ Ｈ－７出土の石器（２）
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図�－１２６ Ｈ－８出土の石器（１）

２０８



図�－１２７ Ｈ－８（２）・Ｈ－９出土の石器
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図�－１２８ Ｈ－９出土の石器等（２）
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図�－１２９ Ｈ－１０出土の石器等
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図�－１３０ Ｈ－１１～１４出土の石器
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図�－１３１ Ｈ－１６～１９出土の石器
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図�－１３２ Ｈ－２０出土の接合資料模式図
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図�－１３３ Ｈ－２０出土の石器（１）
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図�－１３４ Ｈ－２０出土の石器（２）
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図�－１３５ Ｈ－２０出土の石器（３）
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図�－１３６ Ｈ－２０（４）・Ｈ－２１・２２出土の石器等
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図�－１３７ Ｈ－２３出土の石器
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図�－１３８ Ｈ－２４・２５・２７～２９（１）出土の石器
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図�－１３９ Ｈ－２９出土の石器（２）
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（４）土坑・フレイク集中出土の石器等

１はＰ－１出土のスクレイパー片、つまみ付きナイフの可能性がある。２はＰ－２出土の砂岩製砥

石で、片面にすり痕があり、その裏側は平坦面にたたき痕がみられる。３はＰ－３出土のつまみ付き

ナイフで、やや被熱する。

４・５はＰ－４出土、４は石鏃片、５は安山岩製すり石である。６はＰ－５出土の大型フレイクである。

７～１０はＰ－１０出土である。７はスクレイパーである。８・９は石核で、８は礫を半割し、半割面

を打面として周囲を打ち欠いている。９は角柱状となるもので両端から比較的長い剥片がとられてい

る。１０はめのう製のたたき石である。

１１はＰ－１４ 、１２はＰ－１６、１３はＰ－１７出土のスクレイパーである。１４はＰ－１８出土の三角形石鏃

である。１５はＰ－２０出土の安山岩製扁平打製石器、１６はＰ－２４出土の安山岩製台石片である。１７はＰ

－２５出土のＲフレイクである。

１８～２３はＰ－３１出土である。１８は両面調整石器、１９・２２はスクレイパーである。１９は鋸歯状刃部を

もつ、２２は約１７�と大型で、石核としてもよいかもしれない。２０・２１は石核で、２０は打面を変えなが
ら剥片をとっている。２１は扁平の頁岩礫の平坦面から剥離を行っている。２３は凝灰岩製の砥石で、両

面に平滑なすり面がある。

２４はＰ－３９出土の砂岩製扁平打製石器、２５はＰ－４０出土の石核である。２６はＰ－４５出土のスクレイ

パーで、下端部を中心に炭化物が付着する。

２７・２８はＰ－５１出土で、２７はスクレイパーである。２８は石核で、打面から連続して縦長剥片がとら

れる。全面に煤が付着する。２９はＰ－５６壁面直上出土のつまみ付きナイフである。

３０・３１はＰ－５９出土で、３０はスクレイパー、３１は安山岩製の石皿である。

３２はＰ－６１出土の扁平な頁岩原石の石核、３３はＰ－７３出土のスクレイパーである。

３４～３９はＰ－８９出土である。３４は石鏃である。３５・３６はつまみ付きナイフで、押圧剥離が背面片側

から入れられる。３７は箆状石器、３８・３９はスクレイパーである。

４０はＰ－９６出土の石核、三角柱状で、一面は原礫面である。４１はＰ－９７出土の断面三角形すり石、

４２はＰ－９９出土の扁平打製石器で、いずれも安山岩製である。

４３・４４はＰ－１００出土のつまみ付きナイフ、４３は底面出土である。

４５～４７はＰ－１０１出土である。４５は石錐で被熱する。４６はスクレイパー、４７は安山岩製の扁平打製

石器である。

４８～５２はＰ－１０２出土である。４８は石錐で機能部がやや磨滅する。４９～５１はつまみ付きナイフ、背

面に押圧剥離が施される。５２は安山岩製の断面三角形すり石である。

５３～６０はＰ－１０４出土、５３・５４は両面調整石器で５３は正面左側縁に折れ面や原石面が残る。５５は底

面出土の石錐である。５６は箆状石器、５７スクレイパーである。５８は凝灰岩製の小型の石斧で、側面は

折れ面となる。刃部幅は１．２�である。５９は安山岩製のたたき石、側縁にたたき痕がある。６０は断面
三角形のすり石片である。

６１・６２はＰ－１０５出土、６１は石核で、原礫から剥離した素材の周囲から剥片をとっている。６２は安

山岩製の台石片である。

６３～７９はＰ－１０８出土である。６３は柳葉形の石鏃で、基部は調整されていない。６４・６５は石錐、棒

状で断面形が三角形となる。６６はつまみ付きナイフである。６７～７３はスクレイパーで、いずれも剥片

の側縁に簡単な刃部を持つ。６９は鋸歯状の刃部となる。７２はＨ－２０の接合資料２と接合した。７４は石

核、７５・７６はたたき石である。７７は凝灰岩製の小型の石斧、全面すられるが、側面は折れ面となる。
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幅は１．２�である。７８は断面三角形のすり石、７９は凝灰岩製の石錘である。
８０はＰ－１１２出土の石核で、剥片素材の周縁から剥離を行っている。

８１～８９はＰ－１１３出土である。８１～８３は石鏃、８１は周縁部のみを加工する。８２・８３は柳葉形で、基

部が平らとなる。８３は厚みを残す。８４は石錐で、厚みのある剥片の一端に機能部がある。８５・８６はス

クレイパー、 ８５は急角度の刃部が両側縁にあり、８６は鋸歯状で内湾する刃部がみられる。８７は石核

で、両端にある打面から縦長の剥片が剥離される。上部の打面は側面周囲から調整される。８８は珪岩

製のたたき石、８９は安山岩製の断面三角形のすり石で、２つの稜にすり痕が残る。

９０はＰ－１３０出土のスクレイパー、９１はＰ－１３１出土の石核で横長の剥片がとられている。

９２はＰ－１４２出土のスクレイパーである。

９３～９６はＦＣ－１出土である。９３は両面調整石器、９４はつまみ付きナイフ、９５・９６はスクレイパー

である。

９７・９８はＦＣ－３出土、Ｈ－９掘り上げ土直下から出土した。９７は厚みがある素材で、両面調整石

器としたが石核の可能性がある。９８は石核で、打面調整を繰り返し、図正面側の剥離が行われる。９７

・９８は同一の母岩である。 （愛場）
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図�－１４０ Ｐ－１～５・１０出土の石器
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図�－１４１ Ｐ－１４～２５出土の石器
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図�－１４２ Ｐ－３１出土の石器
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図�－１４３ Ｐ－３９～５９出土の石器

�章 遺構とその遺物

２２７



図�－１４４ Ｐ－６１～９７出土の石器

２２８



図�－１４５ Ｐ－９９～１０２出土の石器

�章 遺構とその遺物

２２９



図�－１４６ Ｐ－１０４・１０５出土の石器

２３０



図�－１４７ Ｐ－１０８出土の石器（１）

�章 遺構とその遺物

２３１



図�－１４８ Ｐ－１０８（２）・Ｐ－１１２出土の石器

２３２



図�－１４９ Ｐ－１１３～１４２出土の石器

�章 遺構とその遺物

２３３



図�－１５０ ＦＣ－１・３出土の石器

２３４



表�－１ 竪穴住居跡規模一覧

遺構名 調査区

規模（�）
平面形 付属遺構 時期 備考確認面 底面

最大深
長径 短径 長径 短径

ＳＨ－１ Ｍ８・９・１０／Ｎ８・９・１０／Ｏ９・１０ ４．７１ ４．４４ ４．５３ ４．３ ０．３１ 隅丸方形 カマド・煙道・ＨＰ－１・２ 擦文文化期前半

ＳＨ－２ Ｍ１２・１３／Ｎ１２・１３ ４．０６ ３．６ ３．８３ ３．３９ ０．３６ 隅丸長方形 カマド・煙道・ＨＰ－１～４ 擦文文化期前半

Ｈ－１ Ｎ１７・１８／Ｏ１７・１８／Ｐ１７・１８ ６．９６ ６．６８ ５．９６ ５．６４ ０．９６ 円形 ＨＰ－１～１７ 縄文時代早期後半

Ｈ－２ Ｎ２２・２３／Ｏ２２・２３ ３．６６ ３．３９ ３．４５ ３．１７ ０．２８ 円形 ＨＰ－１～３ 縄文時代早期後半？

Ｈ－３ Ｎ１５・１６／Ｏ１５・１６／Ｐ１５・１６ ８．７５ ４．９９ ７．８９ ３．８３ ０．７５ 不整楕円形 ＨＦ－１ 縄文時代早期後半

Ｈ－４ Ｊ８・９／Ｋ８・９ ３．０４ ３．０２ ２．８ ２．６４ ０．３ 不整円形 ＨＦ－１・ＨＰ－１～６ 縄文時代後期前半

Ｈ－５ Ｍ１２・１３／Ｎ１２・１３ （５．２６） ３．６２ （５．０） ３．３４ ０．５２ 長方形 ＨＰ－１～１４ 縄文時代前期前半

Ｈ－６ Ｍ１０／Ｎ１０ （３．４４） （２．８０） （３．１６） ― ０．３７ 円形・卵形？ ＨＦ－１・２・ＨＰ－１～３ 縄文時代後期前半 石組炉・先端部ピット

Ｈ－７ Ｈ４１・４２／Ｉ４１・４２・４３／Ｊ４１・４２・４３ ８．１３ ７．８５ ７．９９ ７．７１ ０．９３ 円形 ＨＰ－１～１７ 縄文時代前期後半

Ｈ－８ Ｈ３８・３９・４０／Ｉ３８・３９・４０ （８．６０） （４．１０） （８．２６） （３．９２） ０．７６ 楕円形？ ＨＦ－１～３・ＨＰ－１～７・周溝 縄文時代前期後半 ＨＦ－２・３掘り込み

Ｈ－９ Ｈ３４・３５・３６／Ｉ３４・３５・３６ （１０．７１）（４．８７）（１０．５７）（４．７５） １．２１ 隅丸長方形？ ＨＦ－１・ＨＰ－１～１３ 縄文時代前期後半 掘り上げ土

Ｈ－１０ Ｉ３６・３７・３８／Ｊ３６・３７・３８／Ｋ３６・３７・３８ ６．５５ ５．７２ ６．２２ ５．５２ ０．８２ 楕円形 ＨＰ－１～１２ 縄文時代前期後半 中央部掘り込み

Ｈ－１１ Ｉ３９・４０／Ｊ３９・４０ ４．０８ ３．４８ ３．９６ ３．３１ ０．７ 楕円形 ＨＦ－１・ＨＰ－１～７ 縄文時代前期後半 ベンチ構造

Ｈ－１２ Ｈ４１・４２・４３ （５．２０） （１．７６） （４．８７） （１．６４） ０．２６ 円形？ ＨＰ－１・２ 縄文時代前期後半

Ｈ－１３ Ｏ２５・２６／Ｐ２５・２６ ５．６ ４．７ ５．２ ４．２６ ０．４８ 不整六角形 縄文時代早期後半

Ｈ－１４ Ｑ４・５／Ｒ４・５ ３．５７ ３．３５ ３．３８ ３．２２ ０．４２ 不整円形 ＨＦ－１・２・ＨＰ－１～７・周溝 縄文時代後期前葉 石組炉・出入口

Ｈ－１５ Ｑ５・６／Ｒ５・６ （２．１４） （１．３８） （２．１４） （１．３２） ０．０５ 円形？ ＨＦ－１・２ 縄文時代後期前葉

Ｈ－１６ Ｒ４／Ｓ４ （３．７４） （１．４２） （３．５５） （１．１７） ０．６２ 隅丸方形？ 縄文時代

Ｈ－１７ Ｓ５ ３．１９ ２．９６ ２．８８ ２．７５ ０．４５ 円形 ＨＦ－１・２・ＨＰ－１～９・周溝１ 縄文時代後期前葉

Ｈ－１８ Ｒ４・５／Ｓ４・５ ２．８５ ２．６６ ２．６９ ２．５４ ０．３ 六角形？ ＨＦ－１・ＨＰ－１・２・周溝 縄文時代後期前葉 焼失住居

Ｈ－１９ Ｑ１２・１３ ３．４ ３．２１ ２．９６ ２．９１ ０．２３ 不整円形 縄文時代早期後半

Ｈ－２０ Ｑ１３・１４／Ｒ１３・１４／Ｓ１３・１４ ６．１ ５．８ ５．５６ ５．３６ ０．７８ 円形 ＨＰ－１～１６・周溝１・２ 縄文時代早期後半 石器製作趾

Ｈ－２１ Ｑ１７／Ｒ１６・１７／Ｓ１７ ５．４５ （４．５２） ５．０８ （４．５４） ０．４４ 不整円形？ 周溝１ 縄文時代早期後半

Ｈ－２２ Ｆ４８・４９・５０／４９・５０ ７．８８ （３．３２） ７．２８ （２．２４） ０．８４ 不整楕円形 ＨＰ－１～１０ 縄文時代前期後半 クルミピット

Ｈ－２３ Ｆ５０～５２／Ｇ５０～５２／Ｈ５０・５１ ５．９６ ５．８４ ５．７ ５．７ ０．６８ 不整楕円形 ＨＰ－１～１６ 縄文時代前期後半

Ｈ－２４ Ｅ５２・５３／Ｆ５２・５３／Ｇ５２・５３ （５．５０） ４．６７ （５．２０） ４．５１ ０．３２ 不整楕円形 ＨＰ－１～３ 縄文時代前期後半 ベンチ構造

Ｈ－２５ Ｆ５４・５５／Ｇ５４・５５ （３．３６） （１．２５） （３．０９） （１．１０） ０．４３ 不明 縄文時代前期後半

Ｈ－２６ Ｈ５４ （２．５３） （１．６９） （２．５３） （１．６０） ０．３２ 不明 ＨＰ－１～３ 縄文時代前期後半

Ｈ－２７ Ｋ５４・５５／Ｌ５４・５５ ３．３８ ３．１４ ３．１５ ２．８３ ０．２３ 円形 ＨＰ－１ 縄文時代

Ｈ－２８ Ｍ４５／Ｎ４４・４５ ３．７ （２．８７） ３．４４ （２．７０） ０．１ 楕円形 縄文時代前期後半

Ｈ－２９ Ｍ４３・４４／Ｎ４３・４４ ５．５１ ４．９７ ５．３４ ４．７１ ０．５ 楕円形 ＨＰ－１～１１ 縄文時代前期後半 焼失住居

表�－２ 土坑等の規模一覧（１）

遺構 調査区

規模（�）
備考確認面 底面

最大深
長径 短径 長径 短径

Ｐ－１ Ｌ３１ １．０１ ０．９２ ０．８ ０．７４ ０．３１

Ｐ－２ Ｍ３０・３１ ０．３５ ０．３１ ０．２２ ０．２ ０．１１

Ｐ－３ Ｏ４・５ ０．９ ０．８４ １ ０．９２ ０．３６

Ｐ－４ Ｏ２２ １．０３ ０．７４ ０．８２ ０．５３ ０．３１

Ｐ－５ Ｋ２６／Ｌ２６ ０．９４ ０．８４ ０．９３ ０．９２ ０．３４

Ｐ－６ Ｋ２５ ０．６４ ０．５９ ０．４３ ０．３９ ０．２

Ｐ－７ Ｊ１６ ０．７２ ０．６７ ０．５１ ０．５３ ０．１７

Ｐ－８ Ｋ１６ ０．７１ ０．６３ ０．８７ ０．８３ ０．３４

Ｐ－９ Ｊ１５・１６ ０．４８ ０．４４ ０．３４ ０．３４ ０．１４

Ｐ－１０ Ｍ１８ １．６５ １．３４ １．３４ １．０４ ０．４９

Ｐ－１１ Ｋ１３・１４ １．１ ０．８４ ０．６２ ０．７２ ０．４

Ｐ－１２ Ｌ１２・１３／Ｍ１２・１３ １．５４ ０．９４ １．２３ ０．７１ ０．８５

Ｐ－１３ Ｎ５ ０．７４ ０．６６ ０．８２ ０．８４ ０．４

Ｐ－１４ Ｎ４ ０．８ ０．６８ ０．７ ０．６ ０．３８

Ｐ－１５ Ｏ５ ０．６ ０．５４ ０．６２ ０．５６ ０．３４

Ｐ－１６ Ｎ４ ０．７２ ０．６４ ０．７８ ０．６８ ０．４６

Ｐ－１７ Ｎ５ ０．８ ０．７４ １ ０．９ ０．６

Ｐ－１８ Ｎ５ ０．５８ ０．６ ０．６４ ０．６２ ０．３

Ｐ－１９ Ｍ４ ０．７ ０．５６ ０．７８ ０．７２ ０．５６

Ｐ－２０ Ｎ６ ０．７４ ０．７ ０．８４ ０．７８ ０．３８

Ｐ－２１ Ｍ５・６／Ｎ５・６ ０．６６ ０．５８ ０．９２ ０．８８ ０．６６

Ｐ－２２ Ｍ５ ０．８８ ０．８ １．０８ １．０４ ０．４８

Ｐ－２３ Ｍ５ ０．８４ ０．７８ ０．７４ ０．６６ ０．５

Ｐ－２４ Ｍ５・６ ０．８４ ０．７ １ ０．９ ０．６８

Ｐ－２５ Ｍ６ ０．５２ ０．４４ ０．５ ０．４２ ０．４

Ｐ－２６ Ｌ８ １．２ １ １．０２ １．１２ ０．２８

Ｐ－２７ Ｍ５ ０．７ ０．６２ ０．６４ ０．５２ ０．２

Ｐ－２８ Ｍ６・７ ０．８ ０．６４ ０．８８ ０．８ ０．５４

Ｐ－２９ Ｍ７・８／Ｎ７・８ ０．６８ ０．６４ ０．６４ ０．５６ ０．１

Ｐ－３０ Ｌ８ ０．５８ ０．５２ ０．４２ ０．４２ ０．１６

Ｐ－３１ Ｍ８・９ １．４７ １．２９ １．４４ １．３８ ０．７ ＳＰ－１柱穴

Ｐ－３２ Ｍ５ ０．６８ ０．６ ０．６４ ０．６４ ０．３６

Ｐ－３３ Ｌ５ ０．５２ ０．４２ ０．５６ ０．３２ ０．２

Ｐ－３４ Ｅ５２・５３ ０．９１ （０．４７） ０．６ （０．３３） ０．１３

Ｐ－３５ Ｌ５ （０．７６） （０．２６） （０．８６） （０．２４） ０．３８

Ｐ－３６ Ｌ５ ０．５２ ０．４４ ０．６４ ０．６ ０．４２

Ｐ－３７ Ｌ５ ０．４２ ０．４６ ０．５ ０．５２ ０．２

Ｐ－３８ Ｌ４ ０．８８ ０．８ ０．８６ ０．７ ０．４８

Ｐ－３９ Ｋ６ ２．１ ２．０４ １．９ １．８４ ０．１４

Ｐ－４０ Ｎ６ ０．７４ （０．３４） ０．６２ （０．３６） ０．３２

Ｐ－４１ Ｎ４ ０．６２ ０．６ ０．６４ ０．６４ ０．３６

Ｐ－４２ Ｍ５ ０．４８ ０．４８ ０．８ ０．７６ ０．５６

遺構 調査区

規模（�）
備考確認面 底面

最大深
長径 短径 長径 短径

Ｐ－４３ Ｌ６／Ｍ６ ０．７ ０．６８ ０．８８ ０．７６ ０．６

Ｐ－４４ Ｎ５ ０．６８ ０．５６ ０．８６ ０．７６ ０．３６

Ｐ－４５ Ｌ７・８／Ｍ７ ０．８２ ０．７６ ０．８４ ０．７８ ０．３６

Ｐ－４６ Ｌ７／Ｍ７ １．０２ ０．８４ １．０６ １．０４ ０．５６

Ｐ－４７ Ｍ７ ０．７４ ０．６６ ０．６６ ０．６６ ０．２４

Ｐ－４８ Ｍ６ ０．５６ ０．４４ ０．６４ ０．５４ ０．４８

Ｐ－４９ Ｍ６ ０．７２ ０．７ ０．５２ ０．４８ ０．２２

Ｐ－５０ Ｍ６・７ ０．６ ０．５６ ０．７２ ０．７６ ０．４２

Ｐ－５１ Ｍ６／Ｎ６ ０．５２ ０．４４ ０．８６ ０．７６ ０．６

Ｐ－５２ Ｋ１３ ０．６２ ０．５２ ０．６ ０．６６ ０．３６

Ｐ－５３ Ｊ１４／Ｋ１４ ０．９２ ０．６４ １．０８ ０．９ ０．５８

Ｐ－５４ Ｍ６／Ｎ６ ０．３８ ０．３６ ０．３６ ０．３４ ０．４

Ｐ－５５ Ｎ４ （０．６４） （０．１６） （０．５６） （０．１２） ０．２４

Ｐ－５６ Ｔ２２ １．７４ １．５ １．１６ １．０６ ０．２４

Ｐ－５７ Ｎ７／Ｏ７ ０．４５ ０．３９ ０．３２ ０．２７ ０．１４

Ｐ－５８ Ｈ４２ １．６３ １．３３ １．４２ １．０９ ０．１３

Ｐ－５９ Ｈ４２ １．９６ １．５７ １．６２ １．１８ ０．５２

Ｐ－６０ Ｉ３９ １．９４ １．６２ （１．１０） （０．９６） ０．２２

Ｐ－６１ Ｊ３９・４０ ２．５８ ２ （１．９０） （１．４０） ０．３２

Ｐ－６２ Ｋ４３ ０．７８ ０．６６ ０．５２ ０．４２ ０．１４

Ｐ－６３ Ｋ４３ ０．７６ ０．７２ ０．７ ０．６４ ０．１４

Ｐ－６４ Ｋ４３ ０．５ ０．４４ ０．４４ ０．３６ ０．０８

Ｐ－６５ Ｉ４４ ０．５６ ０．４４ ０．４８ ０．４ ０．２４

Ｐ－６６ Ｉ４４ ０．６８ ０．６２ ０．５ ０．４ ０．２４

Ｐ－６７ Ｉ４４ ０．６２ ０．５４ ０．５ ０．４８ ０．２２

Ｐ－６８ Ｉ４４ ０．５８ ０．５４ ０．５ ０．４８ ０．２２

Ｐ－６９ Ｈ４１ ０．６６ ０．５２ ０．５９ ０．５９ ０．３３

Ｐ－７０ Ｉ４３ ０．６ ０．５６ ０．５ ０．４８ ０．２

Ｐ－７１ Ｋ３９ ０．７５ ０．４４ ０．５４ ０．３２ ０．１５

Ｐ－７２ Ｊ４０ ０．５９ ０．３４ ０．５２ ０．３ ０．１２

Ｐ－７３ Ｊ４０・４１／Ｋ４１ ０．６１ ０．４３ ０．４８ ０．３ ０．１２

Ｐ－７４ Ｍ４０ ０．６６ ０．５１ ０．５３ ０．４３ ０．２７

Ｐ－７５ Ｌ４０ ０．５８ ０．４４ ０．５５ ０．３８ ０．２２

Ｐ－７６ Ｌ４０ ０．５３ ０．３７ ０．４３ ０．３ ０．３５

Ｐ－７７ Ｌ４０ ０．５８ ０．７５ ０．５４ ０．６８ ０．３３

Ｐ－７８ Ｌ４０ ０．５２ ０．４３ ０．４３ ０．４１ ０．２２

Ｐ－７９ Ｍ４０ ０．５８ ０．５８ （０．４４） （０．３６） ０．３４

Ｐ－８０ Ｊ４３／Ｋ４３ （０．５２） ０．５５ （０．４２） ０．４ ０．２

Ｐ－８１ Ｊ４３ ０．５５ （０．２５） ０．３７ （０．１３） ０．０８

Ｐ－８２ Ｌ４２／Ｍ４２ ０．６４ ０．５４ ０．６４ ０．５２ ０．１５

Ｐ－８３ Ｋ４２ ０．７１ ０．５３ ０．４９ ０．３５ ０．１９

Ｐ－８４ Ｔ１３ ０．５６ ０．５６ ０．４６ ０．４４ ０．１２

�章 遺構とその遺物

２３５



表�－２ 土坑等の規模一覧（２）

遺構 調査区

規模（�）
備考確認面 底面

最大深
長径 短径 長径 短径

Ｐ－８５ Ｒ１０ ０．６７ ０．５５ ０．４９ ０．３６ ０．１

Ｐ－８６ Ｋ４４ ０．４６ ０．３２ ０．４１ ０．３ ０．１７

Ｐ－８７ Ｓ１１ ０．５６ ０．５４ ０．４８ ０．４４ ０．３２

Ｐ－８８ Ｓ１０ ０．６６ ０．６２ ０．５８ ０．５４ ０．１

Ｐ－８９ Ｐ９／Ｑ９ ２．２９ １．９５ ２．１２ １．７７ ０．２１ ＳＰ－１柱穴

Ｐ－９０ Ｑ１０／Ｒ１０ ０．５ ０．４６ ０．３６ ０．３４ ０．１８

Ｐ－９１ Ｑ１０ ０．４ ０．４ ０．３ ０．３ ０．１４

Ｐ－９２ Ｓ９ ０．５３ ０．４８ ０．３２ ０．２９ ０．１６

Ｐ－９３ Ｓ９ ０．５６ ０．４６ ０．３６ ０．３２ ０．１２

Ｐ－９４ Ｒ７ ０．８１ ０．５４ ０．６８ ０．４３ ０．２６

Ｐ－９５ Ｑ９ ０．５７ ０．４９ ０．３４ ０．２８ ０．１８

Ｐ－９６ Ｑ９ ０．５７ ０．３６ ０．４９ ０．２８ ０．１８

Ｐ－９７ Ｒ８ ０．２６ ０．２４ ０．２２ ０．２２ ０．２２

Ｐ－９８ Ｐ１１／Ｑ１１ ２．５８ （１．８６） ２．２３ （１．６３） ０．２

Ｐ－９９ Ｔ９ ２．４３ １．８９ １．８２ １．４ ０．２４

Ｐ－１００ Ｕ９ １．９ １．５ １．４６ １．４８ ０．１４

Ｐ－１０１ Ｖ５・６ ２．２６ （１．４５） １．９３ （１．２８） ０．２２

Ｐ－１０２ Ｔ１２・１３／Ｕ１２・１３ ２．１４ １．８４ １．６５ １．２ ０．２３

Ｐ－１０３ Ｕ７・８ １．６４ １．４３ １．３２ １．１２ ０．１２

Ｐ－１０４ Ｐ１４・１５／Ｑ１４・１５ ３．２４ ２．７２ ２．５１ １．９４ ０．４６

Ｐ－１０５ Ｓ１５ １．３ １．０８ １．０６ ０．８４ ０．３３

Ｐ－１０６ Ｔ１４／Ｕ１４ ０．７７ ０．６２ ０．６９ ０．４５ ０．２２

Ｐ－１０７ Ｍ４９／Ｎ４９ １．０８ ０．７６ ０．９２ ０．４２ ０．２６

Ｐ－１０８ Ｐ１６・１７／Ｑ１６・１７ ３．０５ ２．５１ ２．４５ ２．０５ ０．３９

Ｐ－１０９ Ｉ５０・５１ ０．９８ （０．６８） ０．９２ （０．５４） ０．２４

Ｐ－１１０ Ｉ５２ ０．４８ ０．４ ０．５ ０．３８ ０．１２

Ｐ－１１１ Ｉ５２ ０．３６ ０．３６ ０．４４ ０．４ ０．２２

Ｐ－１１２ Ｉ５２ ０．６ ０．５２ ０．５２ ０．５ ０．１４

Ｐ－１１３ Ｑ１６ （２．５６） ２．１８ （１．９８） １．７３ ０．３１

Ｐ－１１４ Ｊ５２ ０．４８ ０．４２ ０．５４ ０．５ ０．２２

Ｐ－１１５ Ｈ５２ ０．４２ ０．３８ ０．４ ０．２８ ０．１２

Ｐ－１１６ Ｈ５２／Ｉ５２ ０．６ ０．５４ ０．５２ ０．４２ ０．１２

Ｐ－１１７ Ｉ５３・５４ ０．８ ０．６２ ０．８２ ０．７８ ０．２６

Ｐ－１１８ Ｈ５２ ０．５２ ０．５ ０．２８ ０．２６ ０．２

Ｐ－１１９ Ｉ５２ ０．４２ ０．４ ０．４６ ０．４６ ０．２８

Ｐ－１２０ Ｉ４９ ０．５８ ０．５４ ０．７ ０．６４ ０．３４

Ｐ－１２１ Ｋ５１ ０．４ ０．３４ ０．３８ ０．３６ ０．２２

Ｐ－１２２ Ｋ５１ ０．４８ ０．４２ ０．３２ ０．３２ ０．１８

Ｐ－１２３ Ｈ５２ ０．４６ ０．４２ ０．４８ ０．４６ ０．２４

Ｐ－１２４ Ｈ５２ ０．３８ ０．２８ ０．４２ ０．３８ ０．２４

Ｐ－１２５ Ｉ４７ ０．７２ ０．５６ ０．７ ０．６４ ０．２２

Ｐ－１２６ Ｈ５２／Ｉ５２ ０．５ ０．３６ ０．３２ ０．２８ ０．２４

Ｐ－１２７ Ｉ４７ ０．７６ ０．５１ ０．６６ ０．３７ ０．０９

Ｐ－１２８ Ｈ５２ ０．５２ ０．４ ０．６４ ０．５ ０．２６

遺構 調査区

規模（�）
備考確認面 底面

最大深
長径 短径 長径 短径

Ｐ－１２９ Ｈ５２ ０．３ ０．２６ ０．３４ ０．２８ ０．２４

Ｐ－１３０ Ｇ５０／Ｈ５０ （１．３０） １ （０．９０） ０．５８ ０．１８

Ｐ－１３１ Ｑ１６・１７ １．２ ０．８７ ０．９ ０．６１ ０．１５

Ｐ－１３２ Ｈ５１ ０．８２ ０．５４ ０．７ ０．３４ ０．３

Ｐ－１３３ Ｈ５１・５２ ０．６ ０．４２ ０．５６ ０．５ ０．２４

Ｐ－１３４ Ｈ４９／Ｉ４９ ０．６４ ０．６４ ０．３２ ０．３２ ０．３４

Ｐ－１３５ Ｈ５０ ０．７２ ０．５４ ０．７８ ０．５２ ０．３２

Ｐ－１３６ Ｈ４９ ０．８ （０．６４） ０．８ ０．５８ ０．３８

Ｐ－１３７ Ｆ５３ ０．７２ ０．６９ ０．５９ ０．５６ ０．２２

Ｐ－１３８ Ｆ５４／Ｇ５４ （０．７１） ０．５９ （０．７７） ０．７１ ０．３

Ｐ－１３９ Ｍ４０ １．０２ ０．８３ ０．７９ ０．５８ ０．５１

Ｐ－１４０ Ｍ４０ ０．８４ ０．７１ ０．８６ ０．８ ０．４３

Ｐ－１４１ Ｎ３６ ０．６４ ０．５６ ０．６６ ０．５９ ０．４７

Ｐ－１４２ Ｎ３６ １．０４ ０．９９ １．２ １．２６ ０．５６

Ｐ－１４３ Ｐ３９ ０．４２ ０．３６ ０．３７ ０．２９ ０．１９

Ｐ－１４４ Ｎ４１・４２／Ｏ４１・４２ ０．６２ ０．５９ ０．６５ ０．７２ ０．２４

Ｐ－１４５ Ｏ３１ ０．６９ ０．４９ ０．７４ ０．５６ ０．３５

Ｐ－１４６ Ｎ３１／Ｏ３１ ０．５９ ０．５６ ０．６５ ０．６３ ０．２６

Ｐ－１４７ Ｏ３１ ０．５ ０．３９ ０．６９ ０．５７ ０．２２

Ｐ－１４８ Ｏ３１ （０．２８） ０．３８ （０．１５） ０．２７ ０．２３

Ｐ－１４９ Ｏ３１ ０．３７ ０．３６ ０．４２ ０．３９ ０．１５

Ｐ－１５０ Ｏ３１ ０．４８ ０．３６ ０．４３ ０．３７ ０．２６

Ｐ－１５１ Ｏ３１ ０．５６ ０．５２ ０．５ ０．３５ ０．２６

Ｐ－１５２ Ｐ３２・３３／Ｑ３２・３３ ０．６３ ０．５６ ０．７２ ０．６ ０．２９

Ｐ－１５３ Ｏ３１ ０．５２ ０．５ ０．４９ ０．４４ ０．１９

ＴＰ－１ Ｌ３０ ２．５４ ０．５４ ３ ０．４６ ０．８

ＴＰ－２ Ｎ６ ２．９４ ０．５８ ２．５４ ０．１８ １．３２

ＴＰ－３ Ｐ４・５ ２．８９ ０．５１ ４．４４ ０．１８ １．０５

ＴＰ－４ Ｐ７ ３．２６ ０．９ ３．４６ ０．３２ １．２

ＴＰ－５ Ｒ７・８ ３．２ ０．７ ３．３ ０．１４ １．２

ＴＰ－６ Ｔ５・６ ２．８２ ０．７ ３．１４ ０．３４ ０．９２

ＴＰ－７ Ｔ６・７ ２．５４ ０．７ ３．１２ ０．１６ １．０２

ＴＰ－８ Ｓ６・７ ２．７ ０．５ ３．０４ ０．２２ １．０６

ＴＰ－９ Ｕ６ ２．５ ０．４ ２．８４ ０．３２ ０．８

溝状遺構
Ｕ３２・３３・３４・３５・
３６／Ｖ３６・３７・３８

（２７．２） ０．３７ （２７．２） ０．２４ ０．３８ 柱穴４か所

Ｆ－１ Ｏ１８ ０．９７ ０．９３ ― ― ０．１５

Ｆ－２ Ｍ６／Ｎ６ ０．７２ ０．２４ ― ― ０．１

Ｆ－３ Ｎ８ ０．９８ ０．６５ ― ― ０．０６

Ｆ－４ Ｊ４０ ０．４５ ０．４３ ― ― ０．１４

Ｆ－５ Ｑ３６ １．４６ （０．９９） ― ― ０．２２

ＦＣ－１ Ｍ１３ １．１４ ０．８９ ― ― ―

ＦＣ－２ Ｊ３９・４０ １．４３ １．０７ ― ― ―

ＦＣ－３ Ｈ３３ ０．６１ ０．５６ ― ― ―

表�－３ 付属遺構規模一覧（１）

ＳＨ－１
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ６１ ３５ １０

ＨＰ－１ ３０ ２９ １７ １８ ９ 円形・断面皿状

ＨＰ－２ ２８ ２５ １４ １１ １０ 楕円形・断面皿状

ＳＨ－２
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ５３ ３８ ７

ＨＰ－１ ５５ ３７ ２８ ２３ １８

ＨＰ－２ ２９ ２８ ２２ １８ ２７

Ｈ－１
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ９６ ９５ １５ 覆土中

ＨＰ－１ ２４ １０ ４３ 柱穴

ＨＰ－２ １７ ８ １９ 柱穴

ＨＰ－３ １４ ７ ２４ 柱穴

ＨＰ－４ １２ ７ ２０ 柱穴

ＨＰ－５ １６ ９ ３１ 柱穴

ＨＰ－６ １３ ７ １９ 柱穴

ＨＰ－７ １３ ６ ２１ 柱穴

ＨＰ－８ １８ ８ １３ 柱穴

ＨＰ－９ ２０ ８ ３１ 柱穴

ＨＰ－１０ １６ ５ １８ 柱穴

ＨＰ－１１ １４ ５ ２５ 柱穴

ＨＰ－１２ １６ ５ ５１ 柱穴

ＨＰ－１３ １６ ６ １９ 柱穴

ＨＰ－１４ １０ ４ ２５ 柱穴

ＨＰ－１５ １４ １０ ２３ 柱穴

ＨＰ－１６ １３ ４ ２０ 柱穴

ＨＰ－１７ １６ ５ ２１ 柱穴

溝状遺構 ５１ ２３ ４２ １４ ６

Ｈ－２
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＰ－１ ３９ ３０ ３６ ２５ ７ 楕円形

ＨＰ－２ ２１ １８ １０ １０ ６ 不整形・断面皿状

ＨＰ－３ ２８ ２４ １４ １０ ６ 不整形・断面皿状

Ｈ－３
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ６３ ４４ ５ 覆土中

ＨＰ－１ １４ ６ ３１

Ｈ－４
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ７６ ５６ ６

ＨＰ－１ ４３ ４０ ３９ ３３ ９

ＨＰ－２ ４４ １３ ３０ ４ ５

ＨＰ－３ ４７ ２０ ３９ ９ ８

ＨＰ－４ ３８ ２６ ３１ １７ ５

ＨＰ－５ ３１ ２７ ２５ ２１ １８

Ｈ－５
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＰ－１ １４ １０ ３４ 柱穴・内傾

ＨＰ－２ １３ １０ ３０ 柱穴・内傾

ＨＰ－３ １３ １０ ３６ 柱穴

ＨＰ－４ １９ １５ ５１ 柱穴

ＨＰ－５ １３ ５ ２４ 柱穴

ＨＰ－６ １４ ７ ２６ 柱穴

ＨＰ－７ １６ ７ ３２ 柱穴

ＨＰ－８ １８ ９ ５４ 柱穴

ＨＰ－９ １３ ６ ３６ 柱穴

ＨＰ－１０ １６ ６ ４２ 柱穴

ＨＰ－１１ １６ ７ ３３ 柱穴

ＨＰ－１２ １６ ４ ３４ 柱穴

ＨＰ－１３ １３ １０ ２６ 柱穴

ＨＰ－１４ １５ ５ ４６ 柱穴

２３６



Ｈ－１１
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ２６ １７ ４

ＨＰ－１ ２０ １９ １２ １２ ３６ 柱穴

ＨＰ－２ １８ １６ １４ １２ ４４ 柱穴

ＨＰ－３ １６ １５ １２ １１ ４２ 柱穴

ＨＰ－４ １２ １１ １０ １０ ４３ 柱穴

ＨＰ－５ ４５ ４２ ２９ ２６ １５ 柱穴

ＨＰ－６ ３６ ３２ １８ １８ ８ 柱穴

ＨＰ－７ ２５ １９ １７ １３ ５ 柱穴

Ｈ－１２
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＰ－１ ２３ １５ ６６ 柱穴・外傾

ＨＰ－２ ２７ １５ ６５ 柱穴・外傾

Ｈ－１４
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ４０ ３６ ７

ＨＦ－２ ４９ ４１ ５

ＨＰ－１ ４０ ３６ ２４ １８ １１

ＨＰ－２ ６ ２ １３ 柱穴

ＨＰ－３ ９ ６ １３ 柱穴

ＨＰ－４ ８ ２ １８ 柱穴

ＨＰ－５ １０ ３ ２２ 柱穴

ＨＰ－６ ６ ２ １６ 柱穴

ＨＰ－７ ６ ２ ９ 柱穴

Ｈ－１５
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ３４ ２８ ４

ＨＦ－１掘り込み ３８ ３８ ２９ ２５ ３

ＨＦ－２ ３１ （２６） ４

Ｈ－１７
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１Ａ ２９ ２１ ４

ＨＦ－１Ｂ ２３ １２ ２

ＨＦ－２ ２９ ２７ ２

ＨＰ－１ ５７ ３８ ３３ ２２ ８

ＨＰ－２ １２ ６ ３９ 柱穴

ＨＰ－３ ９ ６ ２０ 柱穴

ＨＰ－４ １０ ４ ３６ 柱穴

ＨＰ－５ １１ ２ ４８ 柱穴

ＨＰ－６ １０ ３ １１ 柱穴

ＨＰ－７ １２ ６ ３５ 柱穴

ＨＰ－８ １１ ４ ２３ 柱穴

ＨＰ－９ １０ ３ ２１ 柱穴

周溝１ ６０ ２０ ５０ １３ ９

Ｈ－１８
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ３７ ３２ ３

ＨＦ－１掘り込み ７１ ６６ ６４ ５５ ６

ＨＰ－１ ３８ ２３ ２０ １２ ８

ＨＰ－２ ２７ １５ １２ ４ １５

周溝１ ４２ １０ ３９ ６ ５

周溝２ ２７ １１ ２１ ４ ５

Ｈ－２０
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＰ－１ １０ ３ ２１ 柱穴

ＨＰ－２ ９ ３ ２１ 柱穴

ＨＰ－３ ２４ １０ ６１ 柱穴

ＨＰ－４ ４８ ３７ ３１ ２４ １３ 柱穴

ＨＰ－５ ２１ １９ １０ ９ ９ 柱穴

ＨＰ－６ １７ ７ ４４ 柱穴

ＨＰ－７ １７ ５ ３４ 柱穴

ＨＰ－８ １６ ６ ２９ 柱穴

ＨＰ－９ １３ ７ ５１ 柱穴

ＨＰ－１０ １０ ４ １５ 柱穴

ＨＰ－１１ １３ ６ ２４ 柱穴

ＨＰ－１２ ９ ４ １６ 柱穴

ＨＰ－１３ ９ ３ ２８ 柱穴

ＨＰ－１４ ８ ２ ２６ 柱穴

ＨＰ－１５ ２１ ９ ４１ 柱穴

ＨＰ－１６ ８ ２ ２７ 柱穴

周溝１ １４９ ２４ １３６ ２２ １４

周溝２ ８８ １９ ７８ １２ ９

表�－３ 付属遺構規模一覧（２）

Ｈ－６
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ３７ ２９ ３

ＨＦ－１掘り込み ５２ ４０ ４８ ３５ ７ 石組炉

ＨＦ－２ ２４ ２０ ３

ＨＰ－１ ４１ ３６ ２３ １７ ５ 不整形

ＨＰ－２ ２０ １６ １２ ７ １０ 楕円形

ＨＰ－３ ３２ ２０ ２０ １０ １２ 楕円形

Ｈ－７
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＰ－１ ３８ ２４ ７５ 柱穴

ＨＰ－２ ５３ ３８ １２ ６７ 柱穴

ＨＰ－３ ２９ ２０ ４５ 柱穴

ＨＰ－４Ａ ３７ ２１ ５６ 柱穴

ＨＰ－４Ｂ ９ ７６ 柱穴

ＨＰ－５ ４１ ２４ １８ ７２ 柱穴

ＨＰ－６ ４８ ４１ ２１ ８１ 柱穴

ＨＰ－７ ４４ １８ ７０ 柱穴

ＨＰ－８ ３４ １３ ５８ 柱穴

ＨＰ－９ ６０ ４７ ２１ ７８ 柱穴

ＨＰ－１０ ３６ ２２ ７２ 柱穴

ＨＰ－１１ ２１ １１ ５１ 柱穴

ＨＰ－１２ ２５ ２１ １６ ４０ 柱穴

ＨＰ－１３ ５８ ３６ １８ ６０ 柱穴

ＨＰ－１４ ３１ １７ ４２ 柱穴

ＨＰ－１５ ２５ ２０ ４７ 柱穴

ＨＰ－１６ ３２ ２１ ６５ 柱穴

ＨＰ－１７ ３２ ２２ ６１ 柱穴

Ｈ－８
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ７６ ７０

ＨＦ－２ １１６ １００ ９２ ７４ ２２

ＨＦ－３ １０４ （８３） ８４ （７２） ２０

ＨＰ－１ ４７ ４１ ２０ １８ ７４ 柱穴

ＨＰ－２ ３４ ３１ ２４ ２２ ２５ 柱穴

ＨＰ－３ ５７ ４８ ３２ ２７ ６７ 柱穴

ＨＰ－４ ２９ ２４ １６ １４ ２６ 柱穴

ＨＰ－５ ４３ ４２ ２２ １９ ８６ 柱穴

ＨＰ－６ ３７ ３７ １６ １６ ５８ 柱穴

ＨＰ－７ ２４ ２２ １２ １２ １９ 柱穴

周溝 ２００ ２７ １９０ ２０ ５

Ｈ－９
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＦ－１ ５７ ５２ ７ 焼土

ＨＦ－１ １３５ １０６ １１１ ９２ ６ 掘り込み

ＨＰ－１ ２９ １６ ７３ 柱穴

ＨＰ－２ ２９ １９ ７９ 柱穴

ＨＰ－３ ２９ ６ ９１ 柱穴

ＨＰ－４ ４７ ３０ １６ ８３ 柱穴

ＨＰ－５ ２５ １２ ８８ 柱穴

ＨＰ－６ ２７ ９ １８ 柱穴

ＨＰ－７ ４２ ３７ １４ ９３ 柱穴

ＨＰ－８ ２６ １２ ２０ 柱穴

ＨＰ－９ ２４ ７ ３７ 柱穴

ＨＰ－１０ ２２ １８ ２６ 柱穴

ＨＰ－１１ ７１ ５０ ５８ ４０ ７ 柱穴

ＨＰ－１２ ２９ １０ ３７ 柱穴

ＨＰ－１３ ９ ５ １３ 柱穴

Ｈ－１０
検出面（�） 底面（�）

深さ・厚さ（�） 備考
長径 短軸径 長軸径 短軸径

ＨＰ－１ ２６ ２４ ２３ ２３ ８８ 柱穴

ＨＰ－２ ３４ ３２ ２２ ２１ ６８ 柱穴

ＨＰ－３ ４２ ２９ ３２ ２３ ６９ 柱穴

ＨＰ－４ ２５ ２１ １３ １２ ４３ 柱穴

ＨＰ－５ ２６ ２４ １７ １７ ４８ 柱穴

ＨＰ－６ ２４ ２２ １３ １２ ４９ 柱穴

ＨＰ－７ １５ １４ １２ １２ ４０ 柱穴

ＨＰ－８ １３ １３ １１ １０ ２５ 柱穴

ＨＰ－９ ２５ ２４ １６ １５ ５０ 柱穴

ＨＰ－１０ ２５ ２１ １９ １８ ５２ 柱穴

ＨＰ－１１ ２８ （２３） ２４ （２３） ４９ 柱穴

ＨＰ－１２ １８ １８ ７ ６ ６１ 柱穴

�章 遺構とその遺物

２３７



表�－３ 付属遺構規模一覧（３）

Ｈ－２１
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

周溝 ９０ ２９ ６７ ２０ ５

Ｈ－２２
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＨＰ－１ ８０ ６６ ７０ ５７ ２６

ＨＰ－２ ２７ ２３ １６ １８ １４ 柱穴

ＨＰ－３ ２９ ２８ ２４ ２０ １０ 柱穴

ＨＰ－４ ４６ ３７ １９ ２０ ６１ 柱穴

ＨＰ－５Ａ ５４ ３８ ３１ ２６ ２３

ＨＰ－５Ｂ ２０ １０ ４５ 柱穴

ＨＰ－６ ２５ ２４ ４９ 柱穴

ＨＰ－７ ３０ ２５ ３０ ２５ ２６

ＨＰ－８ ３１ ２０ １２ ９ ６ 柱穴

ＨＰ－９ ２０ ６ １０ 柱穴

ＨＰ－１０ １０７ ４７ １０２ ３９ ６

Ｈ－２３
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＨＰ－１ ４２ ２１ ６７ 柱穴

ＨＰ－２ ２９ ２１ ５３ 柱穴

ＨＰ－３Ａ ２３ ２３ ３８ 柱穴

ＨＰ－３Ｂ （１８） １９ ３１ 柱穴

ＨＰ－４ ３０ １８ ７２ 柱穴

ＨＰ－５ ２８ ２８ ４６ 柱穴

ＨＰ－６ ２１ １３ ８ 柱穴

ＨＰ－７ ２９ １２ ４８ 柱穴

ＨＰ－８ ３９ ２０ ７１ 柱穴

ＨＰ－９Ａ ２４ １５ ５７ 柱穴

ＨＰ－９Ｂ ２２ １０ ６２ 柱穴

ＨＰ－１０ １５ １２ ２９ 柱穴

ＨＰ－１１ １６ １５ ３６ 柱穴

ＨＰ－１２ ２０ １７ ３０ 柱穴

ＨＰ－１３ ４０ １８ ６５ 柱穴

ＨＰ－１４ ２２ ２２ ３１ 柱穴

ＨＰ－１５ １００ ２０ ９７ １４ ８ 周溝

ＨＰ－１６ ２６ １２ ３３ 柱穴

Ｈ－２４
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＨＰ－１ ２１ １３ ３０ 柱穴

ＨＰ－２ ２０ ８ ４４ 柱穴

ＨＰ－３ ２０ １２ ５３ 柱穴

Ｈ－２６
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＨＰ－１ ２２ ２２ １０ １０ ６４ 柱穴

ＨＰ－２ ２９ ２８ １４ １１ ５３ 柱穴

ＨＰ－３ ２１ １９ １２ ９ ５０ 柱穴

Ｈ－２７
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＨＰ－１ ５９ ５３ ３０ ２９ １４

Ｈ－２９
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＨＰ－１ ５１ ４５ ４０ ２４ １２

ＨＰ－２ ３１ ２５ １８ １６ ５３ 主柱穴

ＨＰ－３ ３７ ３３ ２３ １８ ５７ 主柱穴

ＨＰ－４ ３０ ２７ １２ １１ ６６ 主柱穴

ＨＰ－５ ４３ ３５ ２４ ２１ ６７ 主柱穴

ＨＰ－６ ２４ ２１ １５ １２ ６１ 柱穴

ＨＰ－７ ２３ ２３ １３ １２ ４１ 柱穴

ＨＰ－８ ４１ ２９ ２３ １６ １２

ＨＰ－９ ４３ ４０ ３２ ３１ ６ 砂ピット

ＨＰ－１０ ２０ １９ １５ １２ ２７ 柱穴

ＨＰ－１１ ７ １ ２６ 柱穴

Ｐ－３１
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＳＰ－１ ２４ ２４ １８ １７ １２

Ｐ－８９
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＳＰ－１

溝状遺構
Ｈ－１１ 検出面（�）

底面（�） 深さ・厚さ（�）
備考 長径 短軸径 長軸径

ＭＰ－１ １４ １３ ８ ７ １１ 柱穴

ＭＰ－２ ２２ １８ １６ １１ ３９ 柱穴

ＭＰ－３ ３６ ２３ ２５ １７ ２８ 柱穴

ＭＰ－４ ２０ １７ １３ １３ １９ 柱穴

表�－４ 遺構出土遺物一覧（１）

遺構 層位

土器 剥片石器類 礫石器類

土製品 合計�群
ｂ類

�群
ａ類

�群 焼成
粘土塊

石鏃
つまみ付
きナイフ

スクレイ
パー

Ｕ・Ｒフレイク 石核 フレイク 石斧 たたき石 すり石 砥石 礫・原石

ＳＨ－１
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�章 遺構とその遺物
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１２
１

１
１

１５

Ｈ
－
２６

床
面

３
３

計
３

３

Ｈ
－
２７

覆
土

３７
１７

１
３

２６
３

３６
１２
３

床
面

２
２

計
３７

１７
１

３
２８

３
３６

１２
５

Ｈ
－
２８

覆
土

４
６

２
２

１４
覆
土
焼
土

５３
３１

８４
計

４
５３

３７
２

２
９８

Ｈ
－
２９

覆
土

３１
２０
８

１
２

１
２

４
３９
３

１
１

１
８９

７３
４

床
直
上

１
１

１
２

１
６５

１
３

７５
床
面

２
１２

２
１６

Ｈ
Ｐ
－
２
覆
土

３
３

Ｈ
Ｐ
－
５
覆
土

４
１

５
Ｈ
Ｐ
－
９
覆
土

１
１

Ｈ
Ｐ
－
１０
覆
土

１
１

Ｈ
Ｐ
－
１１
覆
土

１
１

計
３４

２１
３

１
２

２
２

７
１

４７
５

２
１

１
９５

８３
６

�章 遺構とその遺物

２４１



表
�
－
４
遺
構
出
土
遺
物
一
覧
（
５
）

遺
構

層
位

土
器

剥
片
石
器
類

礫
石
器
類

合
計

	
群
ｂ
類

�
群
ａ
類

�
群
ｂ
類

�
群
ａ
類



群

不
明

石
鏃

石
槍
ま
た
は

ナ
イ
フ

両
面
調
整

石
器

石
錐

つ
ま
み
付
き

ナ
イ
フ

箆
状
石
器
ス
ク
レ
イ

パ
ー

Ｕ
・
Ｒ

フ
レ
イ
ク

石
核

フ
レ
イ
ク

石
斧
類

た
た
き
石

す
り
石

扁
平

打
製
石
器

砥
石

石
錘

台
石
・

石
皿

礫
・
原
石

Ｐ
－
１

覆
土

７７
１

１
１

２５
１

１０
１１
６

計
７７

１
１

１
２５

１
１０

１１
６

Ｐ
－
２

覆
土

２
２

４
計

２
２

４

Ｐ
－
３

覆
土
１

１
１

１
１

４
計

１
１

１
１

４

Ｐ
－
４

覆
土

１
１

１
７

１
１

１２
計

１
１

１
７

１
１

１２

Ｐ
－
５

覆
土

７
７

計
７

７

Ｐ
－
８

覆
土

２
２

計
２

２

Ｐ
－
１０

覆
土

２
１

２
３５

１
２

４３
計

２
１

２
３５

１
２

４３

Ｐ
－
１１

覆
土

１
５３

１
５５

計
１

５３
１

５５

Ｐ
－
１２

覆
土

１
１

３
４

９
計

１
１

３
４

９

Ｐ
－
１３

覆
土

２
２

計
２

２

Ｐ
－
１４

覆
土

６
１

３
１０

計
６

１
３

１０

Ｐ
－
１５

覆
土

１
６

１
８

計
１

６
１

８

Ｐ
－
１６

覆
土

１
１

５
１

８
計

１
１

５
１

８

Ｐ
－
１７

覆
土

１４
１

１４
１

３０
計

１４
１

１４
１

３０

Ｐ
－
１８

覆
土

３
１

７
１１

計
３

１
７

１１

Ｐ
－
１９

覆
土

２
２７

３
３２

計
２

２７
３

３２

Ｐ
－
２０

覆
土

３
６７

１
３

７４
計

３
６７

１
３

７４

Ｐ
－
２１

覆
土

１
１１

５
１７

計
１

１１
５

１７

Ｐ
－
２２

覆
土

３
２２

２
２７

計
３

２２
２

２７

Ｐ
－
２３

覆
土

４
５

１
１０

計
４

５
１

１０

Ｐ
－
２４

覆
土

１
３

１
５

計
１

３
１

５

Ｐ
－
２５

覆
土

１
１

２
計

１
１

２

Ｐ
－
２６

覆
土

１
３

３
１

８
計

１
３

３
１

８

Ｐ
－
２８

覆
土

５
７

１
１３

計
５

７
１

１３

Ｐ
－
２９

覆
土

２
５

７
計

２
５

７

２４２



表
�
－
４
遺
構
出
土
遺
物
一
覧
（
６
）

遺
構

層
位

土
器

剥
片
石
器
類

礫
石
器
類

合
計

	
群
ｂ
類

�
群
ａ
類

�
群
ｂ
類

�
群
ａ
類



群

不
明

石
鏃

石
槍
ま
た
は

ナ
イ
フ

両
面
調
整

石
器

石
錐

つ
ま
み
付
き

ナ
イ
フ

箆
状
石
器
ス
ク
レ
イ

パ
ー

Ｕ
・
Ｒ

フ
レ
イ
ク

石
核

フ
レ
イ
ク

石
斧
類

た
た
き
石

す
り
石

扁
平

打
製
石
器

砥
石

石
錘

台
石
・

石
皿

礫
・
原
石

Ｐ
－
３１

覆
土

１０
３７

１
１

４
３

３
１３
０

１
１

１
２２

２１
４

計
１０

３７
１

１
４

３
３

１３
０

１
１

１
２２

２１
４

Ｐ
－
３２

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
３３

覆
土

３
３

計
３

３

Ｐ
－
３４

覆
土

１
１

１
３

計
１

１
１

３

Ｐ
－
３５

覆
土

１
１

２
計

１
１

２

Ｐ
－
３６

覆
土

４
４

計
４

４

Ｐ
－
３７

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
３９

覆
土
１

２
１

１１
１

８
２３

計
２

１
１１

１
８

２３

Ｐ
－
４０

覆
土

３
１

９
１３

計
３

１
９

１３

Ｐ
－
４１

覆
土

５
５

計
５

５

Ｐ
－
４２

覆
土

４
４

計
４

４

Ｐ
－
４３

覆
土

８
８

計
８

８

Ｐ
－
４４

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
４５

覆
土

１
１

１６
１８

計
１

１
１６

１８

Ｐ
－
４６

覆
土

１
９

１０
計

１
９

１０

Ｐ
－
４７

覆
土

３
２９

３２
計

３
２９

３２

Ｐ
－
４８

覆
土

２
２

計
２

２

Ｐ
－
５０

覆
土

３
５

８
計

３
５

８

Ｐ
－
５１

覆
土

１
１

１
１０

１
１４

計
１

１
１

１０
１

１４

Ｐ
－
５３

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
５４

覆
土

２
４

６
計

２
４

６

Ｐ
－
５６

覆
土

１
１

壁
面
直
上

１
１

計
１

１
２

Ｐ
－
５８

覆
土

１
３

１０
２

１６
計

１
３

１０
２

１６

Ｐ
－
５９

覆
土

６３
４

２
３３

１
１

２３
１２
７

計
６３

４
２

３３
１

１
２３

１２
７

�章 遺構とその遺物

２４３



表
�
－
４
遺
構
出
土
遺
物
一
覧
（
７
）

遺
構

層
位

土
器

剥
片
石
器
類

礫
石
器
類

合
計

	
群
ｂ
類

�
群
ａ
類

�
群
ｂ
類

�
群
ａ
類



群

不
明

石
鏃

石
槍
ま
た
は

ナ
イ
フ

両
面
調
整

石
器

石
錐

つ
ま
み
付
き

ナ
イ
フ

箆
状
石
器
ス
ク
レ
イ

パ
ー

Ｕ
・
Ｒ

フ
レ
イ
ク

石
核

フ
レ
イ
ク

石
斧
類

た
た
き
石

す
り
石

扁
平

打
製
石
器

砥
石

石
錘

台
石
・

石
皿

礫
・
原
石

Ｐ
－
６０

覆
土
１

２
７

５
１

４
１９

坑
底

１
１

計
２

８
５

１
４

２０

Ｐ
－
６１

覆
土

７
１

１０
９

３
１２
０

覆
土
１

２４
１７

４１
坑
底

２
１

３
計

３３
１

１２
７

３
１６
４

Ｐ
－
６８

覆
土

１２
１２

計
１２

１２

Ｐ
－
７０

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
７１

覆
土
１

４
１

５
計

４
１

５

Ｐ
－
７２

坑
底

１
１

計
１

１

Ｐ
－
７３

覆
土
１

５
２

７
計

５
２

７

Ｐ
－
７５

覆
土
１

１
１

計
１

１

Ｐ
－
７７

坑
底

１
１

計
１

１

Ｐ
－
７８

覆
土
１

２２
１

１
２４

計
２２

１
１

２４

Ｐ
－
７９

覆
土
１

１
１

計
１

１

Ｐ
－
８４

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
８５

覆
土
１

１
１

計
１

１

Ｐ
－
８７

覆
土

２
２

計
２

２

Ｐ
－
８９

覆
土

２
３０
８

２
１

２
１

２
３

２１
２

１
１

４
２３

５６
２

坑
底

２
２

４
計

２
３１
０

２
１

２
１

２
３

２１
４

１
１

４
２３

５６
６

Ｐ
－
９１

覆
土

４
４

計
４

４

Ｐ
－
９２

覆
土

３
１

１
５

計
３

１
１

５

Ｐ
－
９４

覆
土

１
４

５
計

１
４

５

Ｐ
－
９５

覆
土

９
３

１
１３

計
９

３
１

１３

Ｐ
－
９６

覆
土

３２
４

１
２

３２
７

計
３２
４

１
２

３２
７

Ｐ
－
９７

覆
土

１
１

２
計

１
１

２

Ｐ
－
９８

覆
土

３
１

２５
３０

５９
坑
底
直
上

１
１

坑
底

１
１

計
３

１
２７

３０
６１

２４４



表
�
－
４
遺
構
出
土
遺
物
一
覧
（
８
）

遺
構

層
位

土
器

剥
片
石
器
類

礫
石
器
類

合
計

	
群
ｂ
類

�
群
ａ
類

�
群
ｂ
類

�
群
ａ
類



群

不
明

石
鏃

石
槍
ま
た
は

ナ
イ
フ

両
面
調
整

石
器

石
錐

つ
ま
み
付
き

ナ
イ
フ

箆
状
石
器
ス
ク
レ
イ

パ
ー

Ｕ
・
Ｒ

フ
レ
イ
ク

石
核

フ
レ
イ
ク

石
斧
類

た
た
き
石

す
り
石

扁
平

打
製
石
器

砥
石

石
錘

台
石
・

石
皿

礫
・
原
石

Ｐ
－
９９

覆
土

１８
９

２４
０

１
１

４３
１

坑
底
直
上

５
２

７
計

１９
４

２４
２

１
１

４３
８

Ｐ
－
１０
０

覆
土

２４
６

１
７５

３
３２
５

底
面

１
２

１
４

計
２４
６

２
７７

４
３２
９

Ｐ
－
１０
１

覆
土

２
１２

１
１

１５
１

１２
４４

計
２

１２
１

１
１５

１
１２

４４

Ｐ
－
１０
２

覆
土

４７
１

２
９

５９
底
面

１
２

１
３

７
計

４７
１

３
１１

１
３

６６

Ｐ
－
１０
３

覆
土

２
２

坑
底

１
３

４
計

１
５

６

Ｐ
－
１０
４

覆
土

２０
１

１
２

１１
２

５
３２
１

覆
土
１

３６
６

２
１

１
２１
７

１
１

１３
６０
２

覆
土
３

４５
１

１
１１

１
２

６１
底
面

２２
１

１
１

１
３

１３
４

２４
４

計
８３
３

２
１

１
３

７
１

３５
３

１
１

１
２４

１２
２８

Ｐ
－
１０
５

覆
土

４４
１

６
１

２５
７７

計
４４

１
６

１
２５

７７

Ｐ
－
１０
６

覆
土
１

１
１

２
計

１
１

２

Ｐ
－
１０
７

�
２５
２

５
２５
７

覆
土

３０
３０

計
２８
２

５
２８
７

Ｐ
－
１０
８

覆
土

１２
９２

１
１

４
１

１９
１７

３
６８
３

１
２

１
１

３６
２０
６２

計
１２
９２

１
１

４
１

１９
１７

３
６８
３

１
２

１
１

３６
２０
６２

Ｐ
－
１０
９

覆
土

９
９

計
９

９

Ｐ
－
１１
１

覆
土

１５
１０

２５
計

１５
１０

２５

Ｐ
－
１１
２

覆
土

４
１

５
計

４
１

５

Ｐ
－
１１
３

覆
土

９７
６

１１
１

２
５

６
５

３３
１

１
１

１
１

９７
１４
３８

計
９７
６

１１
１

２
５

６
５

３３
１

１
１

１
１

９７
１４
３８

Ｐ
－
１１
６

覆
土

２
２

計
２

２

Ｐ
－
１１
７

覆
土

８
２９

３７
計

８
２９

３７

Ｐ
－
１１
８

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
１２
３

覆
土

２
２

計
２

２

Ｐ
－
１２
８

覆
土

３
３

計
３

３

Ｐ
－
１２
９

覆
土

５
５

計
５

５

Ｐ
－
１３
０

覆
土

２
１

５
８

計
２

１
５

８

�章 遺構とその遺物

２４５



表
�
－
４
遺
構
出
土
遺
物
一
覧
（
９
）

遺
構

層
位

土
器

剥
片
石
器
類

礫
石
器
類

合
計

	
群
ｂ
類

�
群
ａ
類

�
群
ｂ
類

�
群
ａ
類



群

不
明

石
鏃

石
槍
ま
た
は

ナ
イ
フ

両
面
調
整

石
器

石
錐

つ
ま
み
付
き

ナ
イ
フ

箆
状
石
器
ス
ク
レ
イ

パ
ー

Ｕ
・
Ｒ

フ
レ
イ
ク

石
核

フ
レ
イ
ク

石
斧
類

た
た
き
石

す
り
石

扁
平

打
製
石
器

砥
石

石
錘

台
石
・

石
皿

礫
・
原
石

Ｐ
－
１３
１

覆
土

１
１

１
４

７
計

１
１

１
４

７

Ｐ
－
１３
２

覆
土

３
４

１
８

計
３

４
１

８

Ｐ
－
１３
６

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
１３
８

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
１３
９

覆
土

６
１

７
計

６
１

７

Ｐ
－
１４
０

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
１４
２

覆
土

３
１

４
計

３
１

４

Ｐ
－
１４
５

覆
土

１
１

計
１

１

Ｐ
－
１４
９

覆
土

１
１

計
１

１

２４６



表�－４ 遺構出土遺物一覧（１０）

遺構 層位
土器 剥片石器類 礫石器類

合計	群
ｂ類

�群
ｂ類

�群
ａ類

�群
ｃ類 
群 石鏃 石槍または

ナイフ
両面調
整石器

つまみ付き
ナイフ

スクレ
イパー

Ｕ・Ｒフ
レイク 石核 フレ

イク 石斧 扁平
打製石器

礫・
原石

ＴＰ－１
覆土 ２ ２ ４

計 ２ ２ ４

ＴＰ－２
覆土 ６ ３４ １ １ ６５ １４ １２１

計 ６ ３４ １ １ ６５ １４ １２１

ＴＰ－３
覆土 ４ １０ １２ ２６

計 ４ １０ １２ ２６

ＴＰ－４
覆土 １ ４ １１ ６５ １ ２２ １０４

計 １ ４ １１ ６５ １ ２２ １０４

ＴＰ－５
覆土 ４ １０ ６４ ９ １ ６ ２ ２２９ ２６ ３５１

計 ４ １０ ６４ ９ １ ６ ２ ２２９ ２６ ３５１

ＴＰ－６
覆土 １６ １９ １ ２ ４３ １ ３３ １１５

計 １６ １９ １ ２ ４３ １ ３３ １１５

ＴＰ－７
覆土 １ １２ ８ １ ７１ ２１ １１４

計 １ １２ ８ １ ７１ ２１ １１４

ＴＰ－８
覆土 ３ ３３ １ ２２ ２９ ８８

計 ３ ３３ １ ２２ ２９ ８８

ＴＰ－９
覆土 ３ ５０ １３ １９ ８５

計 ３ ５０ １３ １９ ８５

溝－１
覆土 ２４ ６ １６ ７３ １１９
覆土下 ２ ２

計 ２６ ６ １６ ７３ １２１

Ｆ－１
焼土 １ １

計 １ １

Ｆ－２
焼土 １ ３ ４

計 １ ３ ４

Ｆ－５
焼土 ２ ２

計 ２ ２

ＦＣ－１
� ２ １ ３ ２ １３９２ １４００

計 ２ １ ３ ２ １３９２ １４００

ＦＣ－２
� ６ ５ １ ８１６ ８２８

計 ６ ５ １ ８１６ ８２８

ＦＣ－３
Ｈ－９掘り上げ土 １ ３ ５８ ４ ６６

計 １ ３ ５８ ４ ６６

表�－５ 遺構掲載土器一覧（１）

図 番号 図版 出土地点 層位 分類 部位 器種 色調 胎土 口縁・形態等／文様等／地文 内面 点数
備考

（器高×口径×底径）

�－１０２ １ ５５ ＳＨ－１

覆土

� 底部 甕 浅黄橙１０YR８／３ 砂粒 ／／縦ハケメ 横ハケ・ナデ

２

（１１．５）×―×８．７カマド １

床面 １

�－１０２ ２ ５５
ＳＨ－１ 覆土

� 底部 甕 灰白１０YR８／２ 輝石 ／／浅い縦ハケメ・底部笹葉痕 深いハケメ
１

（７．４）×―×７．４
Ｏ９ � ２

�－１０２ ３ ５５ ＳＨ－１ 床面 � 口縁 甕 黒褐１０YR３／２ 長石 平縁／／横、斜めハケメ 横ハケ １

�－１０２ ４ ５５ ＳＨ－１
床面

� 口縁 甕 浅黄橙１０YR８／３ 砂粒・輝石 平縁／／横ハケメ
１

カマド ３

�－１０２ ５ ５５ ＳＨ－１ 床面 � 胴部 甕 にぶい黄橙１０YR６／３ 平縁／浅い沈線文／ 横ハケ １ 割られる

�－１０２ ６ ５５ ＳＨ－１ カマド � 胴部 甕 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒 ／／縦ハケメ 横ハケ １ 輪積み痕

�－１０２ ７ ５５ ＳＨ－１ 床面 � 胴部 甕 にぶい橙７．５YR６／４ 輝石 ／／縦ハケメ・ヘラ痕 横ハケ・炭化物 ４ 輪積み痕

�－１０２ ８ ５５ ＳＨ－１ 床面 � 胴部 甕 にぶい黄橙１０YR７／４ ／／縦ハケメ・縦ミガキ 黒色 ３

�－１０２ ９ ５５ ＳＨ－１ 床面 � 底部 坏 にぶい黄橙１０YR７／４ 石英 ／／ミガキ 黒・ミガキ １

�－１０２ １０ ５５ ＳＨ－２ 床直 � 全体 小型土器 にぶい褐色１０YR５／３ 輝石 ４波状／段／縦ハケメ、ミガキ 横ハケ・ナデ・炭化物 １ ６．８×１０．７×４．３

�－１０２ １１ ５５ ＳＨ－２ 覆土 � 口縁 甕 褐灰１０YR４／１ 平縁／／ハケ→ミガキ 黒・ミガキ １１

�－１０２ １２ ５５
ＳＨ－２ カマド

� 口縁 坏 灰黄褐１０YR５／２ 平縁／段状沈線文／ミガキ 黒・ミガキ
１

Ｏ１２ 
 １

�－１０２ １３ ５５ ＳＨ－２ 床直 � 底部 坏 褐灰１０YR４／１ ／／ミガキ １

�－１０２ １４ ５５ ＳＨ－２ 床直 土製品 紡錘車 にぶい黄橙１０YR７／３ 沈線文 １

�－１０３ １５ ５９ Ｈ－１ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 石英 平縁／縄線文（弧状、縦、横）／ 指頭ナデ １ 口唇側面圧痕

�－１０３ １６ ５９ Ｈ－１ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 丸軸絡条体圧痕文・刺突文 炭化物・ナデ ４ 補修孔

�－１０３ １７ ５９ Ｈ－１ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ ／RL底面も 炭化物 ２

�－１０３ １８ ５９ Ｈ－１ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 ／LR ７

�－１０３ １９ ５９ Ｈ－３ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 ／／LR 縄文 １

�－１０３ ２０ ５９ Ｈ－３
覆土

�ｂ 胴部 深鉢 褐灰１０YR４／１ 輝石 ／Ｌ撚糸文斜行／ 炭化物
２

風倒木 １

�－１０３ ２１ ５９ Ｈ－３ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 褐灰１０YR６／１ 石英 ／綾絡文／LR 横位調整 ２

�－１０３ ２２ ５９
Ｈ－３ 覆土

�ｂ 底部 深鉢 橙７．５YR６／６ 長石 LR羽状・縦位の縄端側面圧痕
３

Ｐ１５ 
 １

�－１０３ ２３ ５９ Ｈ－３ 覆土 土製品 胴部 土製円盤 灰黄褐１０YR６／２ 長石 絡条体圧痕文

�－１０３ ２４ ５６ Ｈ－４ 覆土 �ａ 底部 深鉢 にぶい黄橙 RL縄文 炭化物 １ （４．７）×（８．２）×４．４

�－１０３ ２５ ５９ Ｈ－４ 覆土下 �ａ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 平縁／貼付上縄線文・無文部／LR １

�－１０３ ２６ ５９
Ｈ－４ 覆土

�ａ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 山形突起／蛇行沈線文／LR
２

Ｊ９ 
 ８

�－１０３ ２７ ５９
Ｈ－４ 覆土

�ａ 口縁 深鉢 にぶい黄橙 平縁／沈線雷文／LR
６

Ｊ９ 
 １４

�－１０３ ２８ ５９ Ｈ－４ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 ／／無節 ４

�－１０３ ２９ ５９ Ｈ－５ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい橙１０YR６／４ 長石 平縁／押引文／LR ２

�－１０３ ３０ ５９ Ｈ－６ 覆土 �ａ 口縁 深鉢 灰白色１０YR７／１ 折り返し口縁／沈線／ 横位調整 １

�－１０３ ３１ ５９ Ｈ－６ 覆土 �ａ 口縁 鉢 にぶい橙１０YR６／４ 輝石・石英 平縁／沈線文・磨り消し／LR １

�章 遺構とその遺物

２４７



表�－５ 遺構掲載土器一覧（２）

図 番号 図版 出土地点 層位 分類 部位 器種 色調 胎土 口縁・形態等／文様等／地文 内面 点数
備考

（器高×口径×底径）

�－１０３ ３２ ５９ Ｈ－６ 覆土 �ａ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ ／細い綾絡文縦位／RL 炭化物 ２

�－１０４ ３３
５６ Ｈ－７ 覆土 
ｂ

全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 繊維
緩やかな４波状／縄線文・結束羽状／自縄自

巻２種？・底面にも
ナデ

４５
３７．０×２１．０×１１．０

５６ Ｈ－７ 覆土下位 
ｂ １５１

�－１０４ ３４ ５９ Ｈ－７ 覆土２ 
ｂ 口縁 深鉢 橙７．５YR６／６ 繊維 ／貼付帯・短軸絡条体６Ａ／正撚・反撚の合撚 明赤褐 ５

�－１０４ ３５ ５９ Ｈ－７ 床直 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 石英 平縁／撚糸文横走／ ２

�－１０４ ３６ ５９ Ｈ－７ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR４／３ 砂粒・繊維 平縁／撚糸文横走／撚糸文 １０

�－１０４ ３７ ５９ Ｈ－７ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 石英 波状／短軸絡条体６Ａ・綾絡文／LR ナデ ２

�－１０４ ３８ ５９ Ｈ－７ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 ／貼付帯・沈線文／撚糸文縦、斜め 黒色 １

�－１０４ ３９ ５９ Ｈ－７ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 揚げ底／／Ｒ撚糸文 ３

�－１０４ ４０ ５６

Ｈ－８ 床面


ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 繊維 ４波状・口唇縄キザミ／LR縄線文／LR 焼成良

９

３０．０×２６．０×１１．８

Ｈ－８ 覆土 ４５

Ｈ３８ � １

Ｈ３８ 
 ２０

Ｈ３９ 
 ３

�－１０４ ４１ ６０ Ｈ－８ 床 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい褐７．５YR５／３ 長石 ４３と同一／絡条体圧痕文・貼付上刺突文／Ｒ撚糸文 ミガキ ３３

�－１０４ ４２ ６０ Ｈ－８ 床 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 繊維 ／縄線文／ ナデ ５

�－１０４ ４３ ６０ Ｈ－８ 床 
ｂ 底部 深鉢 にぶい褐１０YR５／３ ４１と同一／／Ｒ撚糸文縦、斜め ミガキ １１

�－１０５ ４４ ５６ Ｈ－９ ＨＰ－１１ 
ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／４ 繊維 平縁／縄線文・結束羽状／RL ６７ （２４．０）×１９．０×―

�－１０５ ４５ ５６ Ｈ－９ 覆土 
ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 繊維 平縁／縄線文／LR 炭化物 ８１ ２３．２×１２．０×１０．０

�－１０５ ４６ ５６ Ｈ－９ 覆土 
ａ 全体 深鉢 橙７．５YR７／６ 砂粒 平縁／すだれ状縄文／撚糸文 縦ミガキ ２１ １５．０×１４．０×７．４

�－１０５ ４７ ５６ Ｈ－９ 覆土 
ｂ 全体 深鉢 橙５YR６／６ 砂粒 １突起・キザミ／LR縄線文／撚糸文 ３２ １９．２×１２．８×９．０

�－１０５ ４８ ５６

Ｈ－９ 床直


ｂ 全体 深鉢 橙７．５YR６／６ ４波状・口唇縄キザミ／縄線文・刺突文／撚糸文

２

２９．９×２２．３×１１．０Ｈ－９ ＨＦ－１ ２２

Ｈ－９ 覆土 ３３

�－１０５ ４９ ５６

Ｈ－９ 覆土


ｂ 全体 深鉢 橙７．５YR６／６ ４波状・口唇キザミ／縄線文／LR ミガキ

３１

４７．８×３２．８×１４．７

Ｈ－１０ 覆土 ２

Ｈ３５ 
 ２

Ｊ３６ 
 １

Ｊ３７ 
 １

�－１０５ ５０ ５７ Ｈ－９ 覆土 
ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 角礫 ４波状／隆帯・絡条体圧痕文／LR ミガキ ６０ ３２．０×２１．２×１０．８

�－１０６ ５１ ５７
Ｈ－９ 覆土


ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ４波状／縄線文／多軸絡条体
４３

４４．８×３３．５×１４．７
Ｈ３４ 
 ２１

�－１０６ ５２ ５７ Ｈ－９ 覆土 �ａ 全体 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ ４波状／縦位貼付・縄線文・刺突文／LR縄文 ミガキ ７４ ４３．９×３３．３×１５．０

�－１０６ ５３ ６０ Ｈ－９ 覆土 
ｂ 口～胴 深鉢 橙７．５YR６／６ 長石・繊維 平縁／絡条体圧痕文・刺突文／多軸絡条体 炭化物 １８

�－１０６ ５４ ６０ Ｈ－９ 覆土 
ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR 繊維 ４突起・ボタン状貼付／縦位・横位貼付・縄線文・キザミ／LR・縦綾絡文 ６

�－１０６ ５５ ６０
Ｈ－９ 覆土


ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 繊維 ／縄線文・隆帯・刺突文／多軸絡条体 ミガキ
２７

Ｈ３４ 
 １

�－１０６ ５６ ５７ Ｈ－９ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 橙７．５YR６／６ 繊維 ／結束羽状／撚糸文・底面も ミガキ ３９ 上げ底

�－１０６ ５７ ６０ Ｈ－９ 覆土 
ｂ 胴部 土製品 灰白色１０YR８／２ 撚糸文 １

�－１０７ ５８ ６０
Ｈ－１０ 床


ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 ４突起？／縦貼付痕／多軸絡条体
７

Ｈ－１０ 覆土下位 ４

�－１０７ ５９ ６０ Ｈ－１０ 覆土下位 
ｂ 口縁 深鉢 明黄褐１０YR７／６ 平縁／口縁撚糸横走／すだれ状縄文 ミガキ １

�－１０７ ６０ ６０ Ｈ－１１ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR４／３ 平縁／縄線文・結束羽状／撚糸文 ミガキ １

�－１０７ ６１ ６０ Ｈ－１１ 覆土 �ａ 口縁 深鉢 明黄褐１０YR７／６ 平縁／縄線文・縄端圧痕文・貼付／ ミガキ １

�－１０７ ６２ ６０ Ｈ－１１ 床 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／縦２条縄線文／撚糸文 １

�－１０７ ６３ ６１ Ｈ－１２ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／／結束？羽状 １

�－１０７ ６４ ６１ Ｈ－１３ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ ／縄線文／Ｒ 横位調整 １

�－１０７ ６５ ５７ Ｈ－１４ 床直 �ａ 胴～底 深鉢 浅黄橙１０YR８／４ ／貼付帯／LR 横・斜め調整痕 ７ （１５．２）×―×１０．０

�－１０７ ６６ ６１ Ｈ－１４ 床面 �ａ 口縁 深鉢 明黄褐１０YR７／６ 砂粒 平縁／貼付帯／RL １

�－１０７ ６７ ６１ Ｈ－１４ 覆土 �ａ 口縁 深鉢 にぶい褐７．５YR５／４ 平縁／／RL 焼成良 ３

�－１０７ ６８ ６１ Ｈ－１４ 覆土 �ａ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 平縁／LR縄線文／LR 調整痕・底部炭化物 １１

�－１０７ ６９ ６１ Ｈ－１４ 覆土 �ａ 胴～底 深鉢 橙７．５YR６／６ ／／多条 LR・RL 調整痕 １４

�－１０７ ７０ ５７ Ｈ－１４ 覆土 �ａ 胴～底 深鉢 ／／RL・上げ底 煤 ７

�－１０８ ７１ ６１
Ｈ－１６ 覆土

�ａ 口縁 深鉢 黒褐１０YR３／２ 石英 平縁／／横ミガキ、無文
１

Ｓ４ 
 １

�－１０８ ７２ ６１ Ｈ－１６ 床面 �ａ 口縁 深鉢 黒褐１０YR３／２ 平縁／／多条 RL 縦ミガキ ２ 補修孔

�－１０８ ７３ ６１ Ｈ－１６ 床面 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ ／／撚糸文 １

�－１０８ ７４ ６１ Ｈ－１６ 床面 �ａ 底部 深鉢 黒褐１０YR３／２ ／／浅い条痕 調整痕・にぶい橙 ２

�－１０８ ７５ ６１ Ｈ－１７ 覆土２ �ａ 口縁 深鉢 黒褐１０YR３／２ 長石 平縁／縄端圧痕／多条 LR ミガキ １

�－１０８ ７６ ６１ Ｈ－１７ 覆土３ 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 波状／隆帯・キザミ／撚糸文 １

�－１０８ ７７ ６１ Ｈ－１７ 覆土１ 
ｂ 胴部 深鉢 褐灰１０YR４／１ 砂粒 ／綾絡文／LR 黒・縦ミガキ １

�－１０８ ７８ ６１ Ｈ－１８ トレンチ 
ｂ 口縁 深鉢 浅黄橙１０YR８／４ 輝石 波状／／LRL 焼成良 １

�－１０８ ７９ ６１ Ｈ－１８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 口縁折り返し状／無文／LR 焼成良 ２ 炭化材付着

�－１０８ ８０ ６１ Ｈ－１８ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 輝石 ／／RL 横調整痕 ２

�－１０８ ８１ ６１ Ｈ－１９ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 輝石 ／／上げ底 １

�－１０９ ８２ ５７ Ｈ－２０ 覆土下位 �ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 平縁／縄端回転文／無節 凹凸 １１７ ３２．５×２９．５×７．３

�－１０９ ８３ ５７ Ｈ－２０ 床面 �ｂ 胴～底 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 ／／LR・底外面も・上げ底 調整痕 ３４ （１４．３）×―×７．７

�－１０９ ８４ ６１ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 砂粒 ８８と同一口唇縄文／縄線文・縄端圧痕文／RL 調整痕・炭化物 ８

�－１０９ ８５ ６１ Ｈ－２０
床面

�ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 輝石 口唇縄刻み／RL縄線文・綾絡文／RL 凹凸
４

覆土下位 ８

�－１０９ ８６ ６１ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 口唇縄端刺突／縄線文／多条 RL LR ２

�－１０９ ８７ ６１ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ ／縄線文／LR 炭化物 ２ 補修孔

�－１０９ ８８ ６１ Ｈ－２０
覆土

�ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 砂粒 ８４と同一／／RL 炭化物
４

覆土下位 １

�－１０９ ８９ ６２ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 輝石 ／縄線文／LR 指頭痕 ２

�－１０９ ９０ ６２ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ ／押引文・刺突文／ 剥離 １

�－１０９ ９１ ６２ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 平縁／／多条 LR 凹凸 ７

�－１０９ ９２ ６２ Ｈ－２０
覆土

�ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒 平縁・口唇縄端圧痕／／RL 炭化物
１

覆土下位 １

２４８



表�－５ 遺構掲載土器一覧（３）

図 番号 図版 出土地点 層位 分類 部位 器種 色調 胎土 口縁・形態等／文様等／地文 内面 点数
備考

（器高×口径×底径）

�－１０９ ９３ ６２ Ｈ－２０
床面

�ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 平縁・口唇Ｒ縄文／綾絡文／LR 横位調整痕
９

炭化物
覆土下位 １

�－１１０ ９４ ６２ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒 平縁・口唇 LR／／LR LR・凹凸 ２５ ２�以上の砂粒
�－１１０ ９５ ６２ Ｈ－２０ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 長石・砂粒 平縁／／多条 RL 指頭・凹凸・炭化物 １９

�－１１０ ９６ ６２ Ｈ－２０ 覆土下位 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 平縁・口唇 LR／／LR 縄文・条痕 ２

�－１１０ ９７ ６２ Ｈ－２０
覆土

�ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 平縁・口唇 LR／／多条 RL
３

覆土下位 ５

�－１１０ ９８ ６２ Ｈ－２０ 床面 �ｂ 底部 深鉢 浅黄橙１０YR８／４ 砂粒 底部張り出し／／RL １

�－１１０ ９９ ５７ Ｈ－２０ 覆土１ �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ ／／RL・上げ底 ４

�－１１０ １００ ６２ Ｈ－２０ 覆土１ �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒 ／／LR底外面も・上げ底 ２

�－１１０ １０１ ６２ Ｈ－２０ 覆土１ �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 上げ底／／RL ４

�－１１０ １０２ ６２ Ｈ－２０ 覆土１ �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／４ 砂粒 ／／RL １ 底面平ら

�－１１１ １０３ ６２ Ｈ－２１ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 黒１０YR２／１ 平縁／綾絡文／RL 横位調整痕 １ 補修孔

�－１１１ １０４ ６２ Ｈ－２１ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 砂粒 平縁・口唇 RL／縄線文・縄文／ 炭化物 ３

�－１１１ １０５ ６３ Ｈ－２２ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 明黄褐１０YR７／６ 繊維 平縁／LR縄線文・条痕・貼付帯／LR羽状 ２

�－１１１ １０６ ６３ Ｈ－２２
床面


ｂ 口縁 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 平縁／不整綾絡文／Ｒ撚糸文
１

覆土 ４

�－１１１ １０７ ６３ Ｈ－２２ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 明黄褐１０YR７／６ 繊維 ／／合撚 ２

�－１１１ １０８ ６３ Ｈ－２２ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 やや上げ底／LR・底外面 LR ３

�－１１１ １０９ ５８ Ｈ－２３ 覆土 
ｂ 全体 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 ４波状／綾絡文・隆帯／反撚 ミガキ １０５ ３０．８×２７．３×１５．５

�－１１１ １１０ ５８ Ｈ－２３ 覆土 
ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ ４波状／／複節 ２８

�－１１１ １１１ ６３ Ｈ－２３ 覆土下位 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 平縁／沈線文・不整綾絡文／ ミガキ ３

�－１１１ １１２ ６３ Ｈ－２３ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 波状／LR縄線文／LR ３

�－１１１ １１３ ６３ Ｈ－２３ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒・石英 折り返し／縄線文／複節 １

�－１１１ １１４ ６３ Ｈ－２４ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 平縁／絡条体圧痕文／ １

�－１１１ １１５ ６３ Ｈ－２４ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 繊維多 ／隆帯／Ｒ撚糸文 ２

�－１１１ １１６ ６３ Ｈ－２５ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／４ 繊維多 ／縄線？貼付はがれる／撚糸文 ２

�－１１２ １１７ ６３
Ｈ－２７ 覆土


ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 １１８と同一／網目状撚糸文／多軸絡条体 褐色７．５YR４／６
２

Ｋ５４ 
 ２８

�－１１２ １１８ ６３ Ｋ５４ 
 
ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 繊維 ／／多軸絡条体・上げ底 １０

�－１１２ １１９ ６３ Ｈ－２８ 覆土下 
ｂ 口縁 深鉢 橙７．５YR６／６ 繊維 緩やかな波状／無文部／反撚・撚糸文 ミガキ ４

�－１１２ １２０ ６３ Ｈ－２８ 覆土下 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 １１９と同一／無文部／反撚 ２

�－１１２ １２１ ５８
Ｈ－２９ 覆土


ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 繊維 緩やかな波状／縄線文・撚糸文／反撚縄文？縦行・底面も 炭化物
１１９

３４．９×２７．８×１３．３
Ｎ４４ 
 １

�－１１２ １２２ ６３ Ｈ－２９ 覆土下位 
ｂ 胴部 深鉢 浅黄橙１０YR８／４ 繊維 ／／撚糸文縦・斜めに施文 １

�－１１２ １２３ ６３ Ｈ－２９ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 長石 ２

�－１１３ １ ６４ Ｐ－１ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 橙７．５YR６／６ ／自縄自巻羽状／ 炭化物 ３

�－１１３ ２ ６４ Ｐ－１ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 石英 ／自縄自巻羽状／ 炭化物 ６

�－１１３ ３ ６４ Ｐ－３ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 ／／LR １

�－１１３ ４ ６４ Ｐ－１０ 覆土３ �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 平縁／自縄自巻Ｌ／ １

�－１１３ ５ ６４ Ｐ－１４ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 ／不整綾絡文？／ １ 摩耗

�－１１３ ６ ６４ Ｐ－１１ 覆土 �ａ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 砂粒 平縁・口縁貼付帯／多条 LR ３２

�－１１３ ７ ６４ Ｐ－１７ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 繊維・砂粒 ／／Ｌ撚糸文 １

�－１１３ ８ ６４ Ｐ－１９ 覆土 �ａ 口縁 深鉢 橙７．５YR７／６ 波状／／多条 LR １

�－１１３ ９ ６４ Ｐ－２０ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 ／／Ｌ撚糸文 １

�－１１３ １０ ６４ Ｐ－２２ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 明黄褐１０YR７／６ 繊維 底部付近／／Ｒ撚糸文 １

�－１１３ １１ ６４ Ｐ－２３ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ ／／反撚 縦調整 １

�－１１３ １２ ６４ Ｐ－２４ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 明黄褐１０YR７／６ 繊維多 摩耗で不明／／ １

�－１１３ １３ ６４ Ｐ－２６ 覆土 �ａ 胴部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 石英 ／／ １

�－１１３ １４ ６４ Ｐ－２８ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 繊維 摩耗で不明／／ ２

�－１１３ １５ ６４ Ｐ－３１ 覆土 �ａ 胴部 深鉢 灰黄褐１０YR４／２ 石英 ／沈線文・磨り消し／ １

�－１１３ １６ ６４ Ｐ－３１ 覆土 �ａ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 輝石 ／磨り消し／ 浅黄橙 １

�－１１３ １７ ６４ Ｐ－３１ 覆土 �ａ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 石英 ／綾絡文／RL・LR羽状 炭化物 １

�－１１３ １８ ６４ Ｐ－３３ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維・砂粒 ／／LR １

�－１１３ １９ ６４ Ｐ－３３ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 底部外面縄文／／ １

�－１１３ ２０ ６４ Ｐ－３９ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 繊維 ／貼付上つまみ／ １

�－１１３ ２１ ６４ Ｐ－３９ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 橙７．５YR６／８ ／／撚糸文 １

�－１１３ ２２ ６４ Ｐ－４０ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 橙７．５YR７／６ 繊維・砂粒 ／／直前段合撚 炭化物 ３

�－１１３ ２３ ６４ Ｐ－４２ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 橙７．５YR６／８ 繊維 ／／撚糸文？ １

�－１１３ ２４ ６４ Ｐ－４２ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 橙７．５YR７／６ 繊維 ／／胴部・底外面 LR、上げ底 １

�－１１３ ２５ ６４ Ｐ－４５ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 黒褐１０YR３／２ 角礫 ／不整綾絡文／LR 橙 １

�－１１３ ２６ ６４ Ｐ－４６ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 繊維 ／／LR １

�－１１３ ２７ ６４ Ｐ－４７ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 ／／撚糸文 １

�－１１４ ２８ ６４ Ｐ－５０ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 ／／結束？・撚糸文 １

�－１１４ ２９ ６４ Ｐ－５９ 覆土 
ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維 平縁？外反／横位撚糸文／Ｌ撚糸文 ９

�－１１４ ３０ ６４ Ｐ－５９ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 橙７．５YR６／６ 繊維 ２９と同一・上げ底 ４

�－１１４ ３１ ６４ Ｐ－６０ 坑底 
ｂ 胴部 深鉢 浅黄橙１０YR８／４ 砂粒 ／／Ｌ撚糸文 １

�－１１４ ３２ ６４ Ｐ－６１ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 繊維 ／隆帯／ ２

�－１１４ ３３ ６４ Ｐ－６８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 平縁／絡条体圧痕文／ 炭化物 ３

�－１１４ ３４ ６４ Ｐ－７１ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 砂粒 ／縄端圧痕・自縄自巻羽状／ 炭化物 １

�－１１４ ３５ ６４ Ｐ－７２ 坑底 �ｂ 口縁 深鉢 灰黄褐１０YR５／２ 平縁／撚糸文・孔／ １

�－１１４ ３６ ６４ Ｐ－７５ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ ／絡条体圧痕文／ １

�－１１４ ３７ ６５ Ｐ－７７ 坑底 �ｂ 胴部 深鉢 黒褐１０YR３／２ 石英 ／自縄自巻？／ １

�－１１４ ３８ ６５ Ｐ－７８ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 黒褐１０YR３／２ 石英 ／絡条体圧痕文／自縄自巻 LR・LL ２

�－１１４ ３９ ６５ Ｐ－７９ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／絡条体圧痕文／自縄自巻 LR・LL １

�－１１４ ４０ ６５ Ｐ－８４ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 灰黄褐１０YR４／２ 砂粒 ／／RL RL １

�－１１４ ４１ ６５ Ｐ－８７ 覆土 �ｂ‐３ 胴部 深鉢 黒褐１０YR３／２ ／微隆起・絡条体圧痕文／ にぶい黄橙 １

�－１１４ ４２ ６５ Ｐ－８９ 覆土上 
ｂ 口～胴 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維・長石 平縁／不整綾絡文／LR ２１ 補修孔

�－１１４ ４３ ６５ Ｐ－８９ 覆土 
ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 繊維・長石 平縁／隆帯／直前段反撚 ８ 補修孔

�－１１４ ４４ ６５ Ｐ－８９ 覆土 
ａ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 石英 平縁／縦・横押引文／ ６

�章 遺構とその遺物

２４９



表�－５ 遺構掲載土器一覧（４）

図 番号 図版 出土地点 層位 分類 部位 器種 色調 胎土 口縁・形態等／文様等／地文 内面 点数
備考

（器高×口径×底径）

�－１１４ ４５ ６５ Ｐ－８９ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 橙７．５YR６／６ ／／LRと RRのＲ撚り・底部沈線文格子状 ４ 上げ底

�－１１４ ４６ ６５ Ｐ－８９ 覆土 
ａ 胴部 深鉢 灰黄褐１０YR４／２ ／押引文／尖底 １ 底部付近

�－１１４ ４７ ６５ Ｐ－９４ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 砂粒 ／細い貼付帯／LR 炭化物 １

�－１１５ ４８ ５８
Ｐ－９６ 覆土

�ｂ 口～胴 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 長石 ２突起／／RL・LR羽状 ナデ・ヘラ状工具
１７１

２７．１×３０．２×４．５
Ｐ－９５ 覆土 ３

�－１１５ ４９ ６５ Ｐ－９８ 覆土 
ｂ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ ／／撚糸文 炭化物 １

�－１１５ ５０ ５８ Ｐ－９９ 覆土 
ｂ 全体 深鉢 橙７．５YR６／６ 繊維多 緩やかな波状／断面三角貼付帯／LR・LRと RRのＲ撚り 剥落 ８９ ２３．８×１７．５×１０．０

�－１１５ ５１ ６５ Ｐ－９９ 覆土 
ｂ 口～胴 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 繊維多 波状／隆帯上指頭／LR １０

�－１１５ ５２ ５８ Ｐ－１００ 覆土 
ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 白 ／／押引文 １４ ６．６×―×―

�－１１５ ５３ ６５ Ｐ－１００ 覆土 
ａ 口～胴 深鉢 褐１０YR４／４ 砂粒 平縁／／多条 RL 黒色 １３ 摩耗

�－１１５ ５４ ６５ Ｐ－１００ 覆土 
ａ 口～胴 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維 ／／多条 LR ３１

�－１１５ ５５ ６５ Ｐ－１００ 覆土 
ａ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／押引文／ 炭化物 １

�－１１５ ５６ ６５ Ｐ－１０１ 覆土 �ａ 口縁 深鉢 灰黄褐１０YR６／２ 輝石 平縁／沈線文／LR １

�－１１５ ５７ ６５ Ｐ－１０１ 覆土 �ａ 胴部 深鉢 灰黄褐１０YR６／２ 輝石 ／沈線文／ １

�－１１５ ５８ ６５ Ｐ－１０２ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 輝石 ／微隆起・絡条体圧痕文／ ３

�－１１５ ５９ ６５ Ｐ－１０２ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／微隆起・絡条体圧痕文／ ５

�－１１５ ６０ ５８ Ｐ－１０２ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／微隆起・絡条体圧痕文／ ６

�－１１６ ６１ ６６ Ｐ－１０４ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 平縁・口唇 LR／緩い縄線文／LR 横位調整痕 ８ 補修孔

�－１１６ ６２ ６６ Ｐ－１０４ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 白 平縁 LR／縄線文／LR LR ４

�－１１６ ６３ ６６ Ｐ－１０４ 覆土 �ｂ 口縁 鉢？ にぶい橙７．５YR６／４ 平縁／綾絡文／LR １

�－１１６ ６４ ６６ Ｐ－１０４ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／綾絡文／ ２

�－１１６ ６５ ６６ Ｐ－１０４ 底面 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 平縁／綾絡文／LRとＲ結束 LR・炭化物 ５

�－１１６ ６６ ６６ Ｐ－１０４
覆土

�ｂ 口縁 深鉢 灰黄褐１０YR５／２ 砂粒 平縁／／多条 LR 横位調整痕
１

底面 ４

�－１１６ ６７ ６６ Ｐ－１０４ 底面 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 平縁／／多条 RL 指頭調整 ４

�－１１６ ６８ ６６ Ｐ－１０４ 底面 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 平縁／／多条 RL 横位調整痕・炭化物 ２１

�－１１６ ６９ ６６ Ｐ－１０４
覆土

�ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒・石英 平縁 LR／／LR縦気味 炭化物
２

補修孔
覆土１ １

�－１１６ ７０ ６６ Ｐ－１０４
覆土

�ｂ 底部 深鉢 にぶい橙７．５YR７／４ ／底部縄端縦圧痕／多条 LR
６

底部外面平ら
覆土１ １

�－１１６ ７１ ６６ Ｐ－１０４ 床 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒 上げ底／／LR 炭化物 ２

�－１１６ ７２ ６６ Ｐ－１０４ 覆土１ �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 上げ底／／LR １

�－１１７ ７３ ６６ Ｐ－１０５ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 波状／縄線文／RL RL ３ 縄端意識

�－１１７ ７４ ６６ Ｐ－１０５ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 橙７．５YR６／６ 砂粒 ／／RL RL・炭化物 ７ 縄端意識

�－１１７ ７５ ６６ Ｐ－１０５ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 黒褐１０YR３／２ 平縁／RL縄線文・２又工具刺突文／ 炭化物 １

�－１１７ ７６ ６６ Ｐ－１０７ 覆土 
ａ 口～胴 深鉢 橙７．５YR６／６ 繊維 ／／LR LR １１

�－１１７ ７７ ６６ Ｐ－１０７ 覆土 
ａ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 繊維 ／／RL・LR 横位調整痕 １３

�－１１７ ７８ ６６ Ｐ－１０７ 覆土 
ａ 胴部 深鉢 黄橙７．５YR７／８ 繊維 ／／RL RL・横位調整痕 ３

�－１１８ ７９ ５８
Ｐ－１０８ 覆土

�ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 平縁／／LR 口縁付近縄文・凹凸
９２

２８．２×２６．０×５．６
Ｑ１６ 
 １５

�－１１８ ８０ ５８ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 全体 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 平縁／／LR LR・炭化物 １９ １３．２×１６．０×５．７

�－１１８ ８１ ６６ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 小波状／LR縄線文・隆帯・綾絡／LR 炭化物 ４ 口唇縄キザミ

�－１１８ ８２ ６６ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 平縁・縄キザミ／LR縄線文／LR 炭化物 １

�－１１８ ８３ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 灰黄褐１０YR５／２ 石英 平縁・LR／LR縄線文／多条 LR １６

�－１１８ ８４ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 長石 波状・LR／LR縄線文／多条 LR 多条 LR １０

�－１１８ ８５ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 灰黄褐１０YR４／２ 平縁・縄圧痕／RL縄線文／LR 炭化物 １ 縄端意識・焼成良

�－１１８ ８６ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 平縁 LR／LR縄線文／多条 LR 条痕・炭化物 １

�－１１８ ８７ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 平縁／RL縄線文・２又工具刺突／ ２

�－１１８ ８８ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 平縁組紐回転／平組紐圧痕？／多条 LR LR・炭化物 ４

�－１１８ ８９ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 砂粒 平縁 LR／綾絡文／多条 LR 多条 LR ４

�－１１８ ９０ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒 平縁 RL／／RL 炭化物 ２ 縄端意識

�－１１８ ９１ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ ／／RL 敲打痕 １ 縄端意識

�－１１８ ９２ ６７ Ｐ－１０８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄褐１０YR５／３ 砂粒 小波状・縄線文／／多条 LR LR ７

�－１１８ ９３ ６７ Ｐ－１１１ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 橙７．５YR６／６ 輝石 ／／自縄自巻 ２

�－１１８ ９４ ６７ Ｐ－１１２ 覆土 �ｂ 胴部 土製品 橙７．５YR６／６ 輝石 ／綾絡文／自縄自巻 １

�－１１９ ９５ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 口～胴 深鉢 橙７．５YR６／６ 輝石 平縁・縄圧痕／RL縄線文・綾絡文／RL 炭化物 １４

�－１１９ ９６ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 平縁／RL縄線文／ １

�－１１９ ９７ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 浅黄橙１０YR８／３ 砂粒 ／LR縄線文／LR 炭化物 １６

�－１１９ ９８ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 平縁／綾絡文／RL 横位調整痕・炭化物 ５ ９９と同一

�－１１９ ９９ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 砂粒 平縁／綾絡文／RL 炭化物 １ ９８と同一

�－１１９ １００ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 砂粒 平縁／／RL 横位調整痕・炭化物 ３ 条間あく

�－１１９ １０１ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ 平縁／／RL RL ５

�－１１９ １０２ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／３ 平縁／／RL 横位調整痕・炭化物 １０

�－１１９ １０３ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 ／／LR・上げ底 炭化物 １

�－１１９ １０４ ６７ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 ／／RL・上げ底 指頭 １

�－１１９ １０５ ５８ Ｐ－１１３ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ ／／LR・上げ底 ２

�－１１９ １０６ ６７ Ｐ－１１６ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR６／３ ／／LRL？ １

�－１１９ １０７ ６７ Ｐ－１１７ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 灰黄褐１０YR５／２ 波状／綾絡文／ 横位調整痕 ２

�－１１９ １０８ ６７ Ｐ－１１７ 覆土 �ｂ 底部 深鉢 明褐７．５YR５／６ 輝石 ／／平底 １

�－１１９ １０９ ６７ Ｐ－１１８ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 浅黄橙１０YR８／３ 砂粒 平縁／／自縄自巻？ １

�－１１９ １１０ ６７ Ｐ－１２９ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 灰黄褐１０YR４／２ ／綾絡文・絡条体圧痕文／ ２

�－１１９ １１１ ６７ Ｐ－１３１ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 ／／LR・底外面 LR 横位調整痕 １

�－１１９ １１２ ６７ Ｐ－１３２ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 にぶい橙７．５YR６／４ 石英 ／綾絡文／ １ 底部付近

�－１１９ １１３ ６７ Ｐ－１４２ 覆土 �ｂ 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 平縁／貼付・絡条体圧痕文・撚糸文／ １

�－１１９ １１４ ６７ Ｐ－１４２ 覆土 �ｂ 胴部 深鉢 明褐７．５YR５／６ 輝石 ／綾絡文／自縄自巻 １

�－１１９ １１５ ６７ ＴＰ－５ 覆土 � 口縁 深鉢 にぶい黄橙１０YR７／４ 波状／沈線文・三叉文／LR ミガキ ２

�－１１９ １１６ ６７ ＴＰ－５ 覆土 � 胴部 注口 にぶい黄橙１０YR７／４ ／ミガキ／ 黒色 １

２５０



表�－６ 遺構出土掲載石器等一覧（１）

図番号 番号 図版 器種名 遺構／発掘区 層位 石材等 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 備考

�－１２０ １ ５５ たたき石 ＳＨ－１ 床面 チャート １１．７ １０．３ ６．１ ９０５ 火打ち石？被熱
�－１２０ ２ ５５ 石核 ＳＨ－２ 床面 チャート ６．７ ７．９ ６．８ ４２０ 火打ち石
�－１２０ ３ ５５ すり石 ＳＨ－２ 床面 砂岩 ２３．７ １２．１ ５．２ １９６０ 煤付着
�－１２１ ４ ６８ 石鏃 Ｈ－１ 覆土３ 頁岩 ３．７ ２．１ ０．８ ５．３
�－１２１ ５ ６８ 石鏃 Ｈ－１ 覆土２ 頁岩 ３．８ ２．３ ０．６ ３．８８
�－１２１ ６ ６８ 石槍またはナイフ Ｈ－１ 覆土１ 頁岩 ５．７ ２．５ ０．８ ８．７８
�－１２１ ７ ６８ 石錐 Ｈ－１ 覆土１ 黒曜石 ２．５ １．２ ０．６ １．３４ 丸瀬布系？
�－１２１ ８ ６８ 石錐 Ｈ－１ 覆土２ 頁岩 ４．５ １．２ ０．４ ２．３５
�－１２１ ９ ６８ 石錐 Ｈ－１ 覆土２ 頁岩 ４．８ ２．１ ０．４ ４．２７
�－１２１ １０ ６８ つまみ付きナイフ Ｈ－１ 覆土１ 頁岩 ７．７ ２．５ ０．５ ７．５７
�－１２１ １１ ６８ スクレイパー Ｈ－１ 覆土２ 頁岩 ９．０ ７．１ ２．０ ８５．６２
�－１２１ １２ ６８ Ｕフレイク Ｈ－１ 覆土２ 頁岩 １１．２ ３．０ ０．９ ２２．０１
�－１２１ １３ ６８ 石核 Ｈ－１ 覆土２ 頁岩 ６．５ ８．７ ２．７ １４５．７
�－１２１ １４ ６８ 石斧 Ｈ－１ 覆土１ 蛇紋岩 （５．８） ４．０ １．２ ４６．９
�－１２１ １５ ６８ 擦り切り残片 Ｈ－１ 覆土２ 蛇紋岩 ４．５ ２．４ ０．４ ５．４８
�－１２１ １６ ６８ すり石 Ｈ－１ 覆土２ 安山岩 １１．４ ８．８ ６．０ ８５０
�－１２１ １７ ６８ たたき石 Ｈ－１ 覆土２ 安山岩 １２．５ ７．３ ４．５ ６１０
�－１２２ １８ ６８ 石鏃 Ｈ－２ 床面 頁岩 １．７ １．０ ０．３ ０．３８
�－１２２ １９ ６８ 石錐 Ｈ－２ 覆土２ 頁岩 ３．１ １．８ ０．５ ２．５５
�－１２２ ２０ ６８ 石核 Ｈ－２ 覆土２ 頁岩 ３．８ ４．３ １．６ ３０．２４
�－１２２ ２１ ６８ 両面調整石器 Ｈ－３ 覆土２ 頁岩 ３．９ ２．３ ０．７ ５．３４
�－１２２ ２２ ６８ 箆状石器 Ｈ－３ 覆土３ 頁岩 ３．８ ３．３ １．１ １２．５７ トランシエ様
�－１２２ ２３ ６８ 石核 Ｈ－３ 覆土２ 頁岩 ６．１ ４．７ ３．１ ７８．５８
�－１２２ ２４ ６８ すり石 Ｈ－３ 覆土２ 砂岩 １０．１ １５．１ ５．８ １０４０
�－１２２ ２５ ６８ 石鏃 Ｈ－４ 覆土２ 頁岩 ３．４ １．８ ０．５ ２．６５
�－１２２ ２６ ６８ スクレイパー Ｈ－４ 覆土 頁岩 ７．９ ５．４ ２．５ ５０．５７
�－１２２ ２７ ６８ 石核 Ｈ－４ ベルト 頁岩 ４．１ ５．０ ６．９ １１８．８６
�－１２２ ２８ ６８ つまみ付きナイフ Ｈ－５ 覆土２ 頁岩 ９．０ ３．１ １．０ １９．３９
�－１２２ ２９ ６８ スクレイパー Ｈ－５ 覆土２ 頁岩 ６．２ ４．４ １．６ １０．０１
�－１２２ ３０ ６８ スクレイパー Ｈ－５ 覆土 頁岩 ４．３ ３．５ １．６ １６．３１
�－１２３ ３１ ６８ 石鏃 Ｈ－６ 覆土１ 頁岩 ２．７ １．５ ０．５ １．６１ アスファルト付着
�－１２３ ３２ ６８ スクレイパー Ｈ－６ 覆土２ 頁岩 ６．９ ４．７ ２．２ ６２．２
�－１２３ ３３ ６８ 箆状石器 Ｈ－６ 覆土２ 頁岩 １０．６ ６．０ ３．２ １２８．４１
�－１２３ ３４ ６８ たたき石 Ｈ－６ 覆土２ 泥岩 ９．５ ６．８ ２．５ ２０３．９
�－１２３ ３５ ６８ 北海道式石冠 Ｈ－６ 覆土２ 溶結凝灰岩 １０．３ １２．６ ５．８ １０５０
�－１２３ ３６ ６９ 石皿 Ｈ－６ 覆土２ 安山岩 ２８．６ ２２．１ ５．９ ４７５０
�－１２３ ３７ ６９ 石製品 Ｈ－６ 覆土２ 凝灰岩 １０．７ ６．４ １．８ １００．５
�－１２４ ３８ ６９ 石鏃 Ｈ－７ 覆土２ 黒曜石 ３．０ １．７ ０．４ １．２
�－１２４ ３９ ６９ 石槍またはナイフ Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 ９．８ ２．７ １．１ ２２．６９
�－１２４ ４０ ６９ 両面調整石器 Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 １３．２ ６．０ ２．７ １７２．３
�－１２４ ４１ ６９ 石錐 Ｈ－７ 床面 頁岩 ７．９ ２．２ １．０ １１．６１
�－１２４ ４２ ６９ 石錐 Ｈ－７ 床面 頁岩 ３．９ ２．２ ０．５ ３．５４
�－１２４ ４３ ６９ つまみ付きナイフ Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 ７．３ ２．７ １．３ １２．８５
�－１２４ ４４ ６９ 箆状石器 Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 ７．６ ３．２ １．５ ４０．０７
�－１２４ ４５ ６９ スクレイパー Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 ８．０ ４．０ １．０ ２６．３４
�－１２４ ４６ ６９ スクレイパー Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 ５．８ ３．８ １．３ １９．５４
�－１２４ ４７ ６９ スクレイパー Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 ５．４ ５．１ １．６ １９．４８
�－１２４ ４８ ６９ 石核 Ｈ－７ 床直上 頁岩 ７．８ ８．５ ３．５ １３５．７４
�－１２５ ４９ ６９ 石核 Ｈ－７ 覆土２ 頁岩 ７．２ ８．２ ５．６ ２４５．６６
�－１２５ ５０ ６９ 石斧 Ｈ－７ 床直上 泥岩 １０．２ ２．３ １．２ ４０．９２
�－１２５ ５１ ６９ たたき石 Ｈ－７ 覆土２ 珪岩 １２．８ ５．８ ３．８ ４５０
�－１２５ ５２ ６９ 扁平打製石器 Ｈ－７ 覆土２ 安山岩 ９．１ １７．５ ３．２ ４９５
�－１２５ ５３ ６９ 扁平打製石器 Ｈ－７ 覆土２ 安山岩 ７．３ ９．７ ２．７ １９３．９８
�－１２５ ５４ ６９ 扁平打製石器 Ｈ－７ ＨＰ－４覆土 安山岩 １０．２ １５．５ ４．１ ９９０
�－１２５ ５５ ６９ 石鋸 Ｈ－７ 覆土２ 凝灰岩 ８．２ １８．１ １．３ １８４
�－１２５ ５６ ６９ 砥石 Ｈ－７ 覆土２ 凝灰岩 １１．８ ７．２ ３．５ ２２３．４ 煤付着
�－１２５ ５７ ６９ 砥石 Ｈ－７ 覆土２ 凝灰岩 ８．２ ３．６ １．５ ４１．３ 煤付着
�－１２６ ５８ ６９ 石鏃 Ｈ－８ 覆土２ 黒曜石 ３．２ １．５ ０．４ １．４
�－１２６ ５９ ６９ スクレイパー Ｈ－８ 床面 頁岩 ５．７ ３．３ １．０ １３．４６
�－１２６ ６０ ６９ スクレイパー Ｈ－８ 床面 頁岩 ７．２ ６．１ ２．０ ３８．５９
�－１２６ ６１ ６９ スクレイパー Ｈ－８ 床面 頁岩 ６．７ ４．６ １．７ ２５．５３
�－１２６ ６２ ６９ スクレイパー Ｈ－８ 床面 頁岩 ４．８ ４．３ １．４ １６．８
�－１２６ ６３ ７０ スクレイパー Ｈ－８ ＨＦ－３ 頁岩 ４．２ ５．６ １．６ ２９．３８
�－１２６ ６４ ７０ 石核 Ｈ－８ ＨＦ－３ 頁岩 ７．５ ６．９ ３．９ １１１．１４
�－１２６ ６５ ７０ たたき石 Ｈ－８ ＨＦ－３ 安山岩 １４．８ ５．０ ５．７ ５４５
�－１２６ ６６ ７０ 扁平打製石器 Ｈ－８ 床面 安山岩 ７．５ １２．２ １．９ １８１．８
�－１２６ ６７ ７０ 扁平打製石器 Ｈ－８ 床面 安山岩 ６．９ ５．７ ２．１ １１３．２
�－１２６ ６８ ７０ 扁平打製石器 Ｈ－８ 床面 安山岩 ７．５ ８．９ ３．４ ３４０ 煤付着
�－１２７ ６９ ７０ 扁平打製石器 Ｈ－８ ＨＰ－１ 片岩 １９．１ ９．４ ３．９ ８５０
�－１２７ ７０ ７０ 扁平打製石器 Ｈ－８ ＨＦ－３ 安山岩 ６．８ １７．９ ２．２ ３５５
�－１２７ ７１ ７０ 砥石 Ｈ－８ ＨＦ－２ 凝灰岩 １１．９ ９．８ ３．８ ３９０ 炭化物付着
�－１２７ ７２ ７０ 両面調整石器 Ｈ－９ 覆土２ 頁岩 ６．５ ５．４ ２．０ ６０．５９
�－１２７ ７３ ７０ 石錐 Ｈ－９ 覆土２ 頁岩 ７．５ ２．２ ０．７ ６．２７
�－１２７ ７４ ７０ つまみ付きナイフ Ｈ－９ 覆土２ 黒曜石 ９．４ ３．４ ０．９ ２４．７７
�－１２７ ７５ ７０ つまみ付きナイフ Ｈ－９ 床面 頁岩 ７．０ ４．４ １．０ １４．５７
�－１２７ ７６ ７０ スクレイパー Ｈ－９ 覆土２ 頁岩 ５．９ ５．０ １．３ ２８．２５
�－１２７ ７７ ７０ スクレイパー Ｈ－９ 覆土２ 頁岩 ４．２ ３．５ １．２ １５．５２
�－１２８ ７８ ７０ スクレイパー Ｈ－９ 床面 頁岩 ７．６ ４．５ １．２ ３３．１４
�－１２８ ７９ ７０ スクレイパー Ｈ－９ 床面 頁岩 ３．７ ４．０ ０．８ ６．６３
�－１２８ ８０ ７０ スクレイパー Ｈ－９ 覆土２ 頁岩 ８．６ ３．１ １．３ ２３
�－１２８ ８１ ７０ 石核 Ｈ－９ 覆土２ 頁岩 ８．２ ８．１ ４．７ ２６９．０８
�－１２８ ８２ ７０ 石斧 Ｈ－９ 覆土２ 泥岩 ９．２ ４．２ ２．１ １３７．２２
�－１２８ ８３ ７０ たたき石 Ｈ－９ 覆土２ 泥岩 １４．１ ５．１ ３．６ ３１０

�章 遺構とその遺物
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表�－６ 遺構出土掲載石器等一覧（２）

図番号 番号 図版 器種名 遺構／発掘区 層位 石材等 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 備考

�－１２８ ８４ ７０ 石皿 Ｈ－９ 覆土２ 安山岩 １１．６ １３．３ ３．６ ９５０
�－１２８ ８５ ７０ 石製品 Ｈ－９ 覆土１ 凝灰岩 １０．９ ６．５ ２．６ １１２．８ 線刻
�－１２８ ８６ ７０ 石製品 Ｈ－９ 覆土２ 凝灰岩 ２．６ ２．８ ０．８ ２．３９ 平玉
�－１２９ ８７ ７０ 石鏃 Ｈ－１０ 覆土４ 頁岩 ２．０ １．４ ０．４ ０．９６
�－１２９ ８８ ７０ 石錐 Ｈ－１０ 床面 頁岩 ７．１ １．４ ０．６ ７．９４
�－１２９ ８９ ７０ 石錐 Ｈ－１０ 覆土４ 頁岩 ６．１ ３．１ １．０ １１．４７
�－１２９ ９０ ７０ スクレイパー Ｈ－１０ 床面 頁岩 ５．８ ３．９ ０．８ １６．３９
�－１２９ ９１ ７０ スクレイパー Ｈ－１０ 覆土４ 頁岩 ３．６ ４．２ ０．７ ８．６４
�－１２９ ９２ ７０ 細石刃核 Ｈ－１０ 覆土４ 頁岩 ４．１ ７．４ ２．２ ５２．５７ 旧石器・美利河型
�－１２９ ９３ ７０ 石核 Ｈ－１０ 床面 頁岩 ２．７ ６．４ ３．７ ６９．５７
�－１２９ ９４ ７０ 石斧 Ｈ－１０ 覆土４ 泥岩 １１．０ ４．９ ２．４ １９０．５
�－１２９ ９５ ７０ 石鋸 Ｈ－１０ 覆土１ 安山岩 （３．８） （６．８） １．０ ３０．３
�－１２９ ９６ ７１ 扁平打製石器 Ｈ－１０ 床面 安山岩 ９．２ １５．５ １．９ ２７８．７
�－１２９ ９７ ７１ 扁平打製石器 Ｈ－１０ 覆土４ 安山岩 ９．９ １３．５ １．６ １７２．６
�－１２９ ９８ ７１ 石製品 Ｈ－１０ 床面 粘板岩 ２６．８ ５．１ ２．４ ３０７ 骨刀に似る
�－１３０ ９９ ７１ つまみ付きナイフ Ｈ－１１ 覆土１ 頁岩 ７．０ ２．６ １．０ １０．７５
�－１３０ １００ ７１ スクレイパー Ｈ－１１ 覆土５ 頁岩 ２．３ ３．１ ０．６ ３．５７
�－１３０ １０１ ７１ たたき石 Ｈ－１１ 覆土５ 頁岩 １０．７ ７．０ ３．７ ４１０
�－１３０ １０２ ７１ たたき石 Ｈ－１１ 覆土５ 安山岩 ９．７ ６．４ ３．２ ２８３．３
�－１３０ １０３ ７１ 石鋸 Ｈ－１２ 床直上 頁岩 ９．８ ６．２ １．７ １０５．９
�－１３０ １０４ ７１ 石鋸 Ｈ－１２ 床直上 安山岩 ４．７ ８．５ １．１ ５１．７
�－１３０ １０５ ７１ 石鏃 Ｈ－１３ 覆土 頁岩 ２．８ １．６ ０．４ １．４
�－１３０ １０６ ７１ 石鏃 Ｈ－１４ 覆土１ 頁岩 １．７ ２．３ ０．５ １．４６
�－１３０ １０７ ７１ 石槍またはナイフ Ｈ－１４ 覆土２ 頁岩 ７．１ ３．０ １．２ １８．３
�－１３０ １０８ ７１ 石槍またはナイフ Ｈ－１４ 覆土１ 頁岩 ５．９ ４．８ １．４ ３２．２８
�－１３０ １０９ ７１ 石錐 Ｈ－１４ 覆土１ 頁岩 ５．７ ４．８ ２．０ ４９．９３
�－１３０ １１０ ７１ 石核 Ｈ－１４ 覆土２ 頁岩 ３．１ ４．０ １．６ １５．８４
�－１３１ １１１ ７１ つまみ付きナイフ Ｈ－１６ 覆土１ 頁岩 ４．１ ２．０ ８．０ ４．５９
�－１３１ １１２ ７１ 石斧 Ｈ－１６ 覆土２ 片岩 １０．１ ４．６ ２．１ １５４．７
�－１３１ １１３ ７１ たたき石 Ｈ－１６ 床直上 安山岩 ２０．３ １０．５ ３．４ ７６０ すり面あり
�－１３１ １１４ ７１ たたき石 Ｈ－１７ 覆土３ 安山岩 ８．９ ４．５ ２．１ １２３．３
�－１３１ １１５ ７１ つまみ付きナイフ Ｈ－１８ 覆土 頁岩 ３．３ ２．４ ０．６ ３．２２
�－１３１ １１６ ７１ 石斧 Ｈ－１８ 覆土 片岩 ５．９ ３．０ ０．８ ２３．４
�－１３１ １１７ ７１ つまみ付きナイフ Ｈ－１９ 床直上 頁岩 ７．７ ３．５ １．４ ３３．３
�－１３１ １１８ ７１ つまみ付きナイフ Ｈ－１９ 覆土 頁岩 ８．９ ４．３ １．７ ２６．７
�－１３１ １１９ ７１ たたき石 Ｈ－１９ 床直上 安山岩 １２．０ ８．６ ４．６ ６７０
�－１３３ １２０ ７１ 石鏃 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ２．９ １．６ ０．５ ２．０４
�－１３３ １２１ ７１ 石鏃 Ｈ－２０ ＨＰ－４ 頁岩 ３．６ １．４ ０．４ １．４５
�－１３３ １２２ ７１ 石鏃 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ２．６ ２．０ ０．５ ２．０１
�－１３３ １２３ ７１ 両面調整石器 Ｈ－２０ 覆土 頁岩 ４．４ ３．３ １．２ １２．７７
�－１３３ １２４ ７１ 石錐 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ２．３ １．１ ０．４ ０．９１
�－１３３ １２５ ７１ 石錐 Ｈ－２０ ＨＰ－４ 頁岩 ４．８ ２．０ ０．７ ６．４６
�－１３３ １２６ ７６ 石錐 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ５．９ ６．１ １．８ ５６．４９
�－１３３ １２７ ７６ つまみ付きナイフ Ｈ－２０ 床面 頁岩 ５．３ ２．５ １．１ ９．９３
�－１３３ １２８ ７６ つまみ付きナイフ Ｈ－２０ 床面 頁岩 ４．２ ３．０ ０．９ ５．９７
�－１３３ １２９ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 ５．０ ２．４ ０．５ ９．７
�－１３３ １３０ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 ４．９ ３．６ １．４ １５．４６
�－１３３ １３１ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 ５．０ ２．６ ０．８ ７．２１
�－１３３ １３２ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 ８．４ ４．５ １．２ ３１．８１
�－１３３ １３３ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 １１．０ ５．６ １．４ ６９．６６
�－１３３ １３４ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 ８．５ ５．６ ２．１ ７４．６４
�－１３３ １３５ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 ５．５ ４．５ ２．２ ４０．７９
�－１３３ １３６ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 ６．２ ６．４ １．８ ５２．４
�－１３４ １３７ ７６ スクレイパー Ｈ－２０ 床面 頁岩 １３．０ ５．０ ３．７ ２０８ 接合
�－１３４ １３８ ７６ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ７．４ ７．０ ３．５ １３５．７８ 接合３
�－１３４ １３９ ７６ 石核 Ｈ－２０ 周溝１ 頁岩 ６．７ ９．１ ３．６ ２１９．５６ 接合３
�－１３４ １４０ ７６ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ７．１ ６．１ ４．１ １１４．６１ 接合１
�－１３４ １４１ ７６ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ７．５ ６．８ ２．９ １３１．７４ 接合１
�－１３４ １４２ ７６ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ８．７ ９．０ ７．９ ５５０ 接合５
�－１３５ １４３ ７７ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ８．８ ９．０ ７．８ ６１０ 接合２
�－１３５ １４４ ７７ Ｒフレイク Ｈ－２０ 床面 頁岩 １２．１ ６．６ ３．４ ２９２．７４ 接合２
�－１３５ １４５ ７７ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 １１．９ １２．４ ９．７ １００１ 接合２
�－１３６ １４６ ７７ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ５．３ ４．６ ２．８ ５４．７５
�－１３６ １４７ ７７ 石核 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ６．３ ４．３ ２．６ ５９．０２
�－１３６ １４８ ７７ 石斧 Ｈ－２０ 床面 片岩 ６．２ ２．０ ０．４ ７．８
�－１３６ １４９ ７７ たたき石 Ｈ－２０ 床面 頁岩 ７．５ ５．９ ４．０ ２３５．９
�－１３６ １５０ ７７ すり石 Ｈ－２０ 床面 安山岩 ８．４ １５．７ ４．６ ８９０
�－１３６ １５１ ７７ 砥石 Ｈ－２０ 床面 凝灰岩 ８．２ ７．６ １．５ ８９．８
�－１３６ １５２ ７７ 石製品 Ｈ－２０ 覆土１ 凝灰岩 ６．４ ５．２ ２．０ ３８．７
�－１３６ １５３ ７７ 石鏃 Ｈ－２１ 床面 黒曜石 ３．１ ０．９ ０．４ １．０６ 赤井川
�－１３６ １５４ ７７ 石核 Ｈ－２１ 床面 頁岩 ３．１ ５．５ ３．５ ５１．０２
�－１３６ １５５ ７７ 石核 Ｈ－２１ 床面 頁岩 ４．１ ６．５ ４．２ ８８．６１
�－１３６ １５６ ７７ すり石 Ｈ－２１ 床面 安山岩 ７．３ １２．３ ５．４ ７３０
�－１３６ １５７ ７７ スクレイパー Ｈ－２２ 覆土３ 頁岩 ３．４ ３．６ １．６ １４．３３
�－１３６ １５８ ７７ 扁平打製石器 Ｈ－２２ ＨＰ－５覆土 安山岩 ８．２ ８．８ ２．０ １８４
�－１３７ １５９ ７７ 石鏃 Ｈ－２３ ＨＰ－１３覆土 頁岩 ２．４ １．５ ０．３ ０．６
�－１３７ １６０ ７７ 両面調整石器 Ｈ－２３ 覆土３ 頁岩 ８．１ ５．９ ２．３ ８７．２
�－１３７ １６１ ７７ 両面調整石器 Ｈ－２３ 覆土３ 頁岩 ８．０ ３．３ １．８ ４３．５
�－１３７ １６２ ７７ つまみ付きナイフ Ｈ－２３ 覆土３ 頁岩 ５．１ ２．９ １．２ ６．１６
�－１３７ １６３ ７７ スクレイパー Ｈ－２３ 覆土３ 頁岩 ４．６ ３．６ ０．９ ８．９
�－１３７ １６４ ７８ 石核 Ｈ－２３ 床面 頁岩 ３．９ ６．５ １．８ ４２．８
�－１３７ １６５ ７８ 石核 Ｈ－２３ 床面 頁岩 ５．８ ６．１ ３．２ ８０．６
�－１３７ １６６ ７８ 石核 Ｈ－２３ ＨＰ－１１覆土 頁岩 ５．４ ５．８ ２．７ ７０．５
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表�－６ 遺構出土掲載石器等一覧（３）

図番号 番号 図版 器種名 遺構／発掘区 層位 石材等 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 備考

�－１３７ １６７ ７８ たたき石 Ｈ－２３ 床面 珪岩 １２．９ ６．８ ３．７ ４９０
�－１３７ １６８ ７８ 扁平打製石器 Ｈ－２３ 床面 安山岩 ８．０ ８．６ ３．５ ２７５
�－１３７ １６９ ７８ 扁平打製石器 Ｈ－２３ 床面 安山岩 ８．０ １０．３ ４．３ ４５０
�－１３８ １７０ ７８ スクレイパー Ｈ－２４ 床面 頁岩 ４．６ ５．０ １．３ ２３．３
�－１３８ １７１ ７８ 石核 Ｈ－２４ 覆土 頁岩 ３．３ ２．７ ２．６ １１．９
�－１３８ １７２ ７８ 台石 Ｈ－２４ 床面 安山岩 １１．６ （９．５） ２．５ ４００
�－１３８ １７３ ７８ スクレイパー Ｈ－２５ 覆土 頁岩 ６．１ ３．７ １．０ １７．１
�－１３８ １７４ ７８ 扁平打製石器 Ｈ－２５ 覆土 安山岩 ７．８ ７．７ ２．３ １７９
�－１３８ １７５ ７８ 扁平打製石器 Ｈ－２７ 覆土 安山岩 ９．５ １６．１ ２．８ ４５０
�－１３８ １７６ ７８ 北海道式石冠 Ｈ－２８ 覆土 砂岩 １０．１ １３．８ ６．７ １２３０
�－１３８ １７７ ７８ 石錐 Ｈ－２９ 床直上 頁岩 ８．２ １．５ ０．８ ８．７
�－１３８ １７８ ７８ つまみ付きナイフ Ｈ－２９ 覆土２ 頁岩 ７．２ ３．１ ０．８ １４．４
�－１３８ １７９ ７８ スクレイパー Ｈ－２９ 床直上 頁岩 ８．８ ５．３ １．７ ６５．２１
�－１３８ １８０ ７８ スクレイパー Ｈ－２９ 床直上 頁岩 ４．３ ２．７ ０．８ ７．３５
�－１３９ １８１ ７８ スクレイパー Ｈ－２９ 覆土 頁岩 ６．８ ２．６ １．２ ９．９３
�－１３９ １８２ ７８ スクレイパー Ｈ－２９ ＨＰ－５覆土 頁岩 ５．９ ５．２ １．５ ３６．５５
�－１３９ １８３ ７８ 石核 Ｈ－２９ 床直上 頁岩 ２．２ ３．９ ２．３ １５．６
�－１３９ １８４ ７８ たたき石 Ｈ－２９ 覆土２ 緑色泥岩 １０．３ ４．８ ３．１ ２７３
�－１３９ １８５ ７８ 扁平打製石器 Ｈ－２９ 覆土２ 安山岩 ８．２ １１．９ ２．３ ２５７
�－１３９ １８６ ７８ 北海道式石冠 Ｈ－２９ 床直上 安山岩 １２．０ １８．７ １０．２ ２９００
�－１４０ １ ７９ スクレイパー Ｐ－１ 覆土 頁岩 ２．８ ５．３ １．０ ７．８５
�－１４０ ２ ７９ 砥石 Ｐ－２ 覆土 砂岩 １９．７ ８．８ ２．１ ２９０
�－１４０ ３ ７９ つまみ付きナイフ Ｐ－３ 覆土１ 頁岩 ６．８ ５．７ １．２ ２９．０５
�－１４０ ４ ７９ 石鏃 Ｐ－４ 覆土 頁岩 ２．１ １．７ ０．４ １．１９
�－１４０ ５ ７９ すり石 Ｐ－４ 覆土 安山岩 ８．１ ８．２ ５．２ ５２０
�－１４０ ６ ７９ フレイク Ｐ－５ 覆土 頁岩 １１．６ ７．５ ３．１ １２０．４４
�－１４０ ７ ７９ スクレイパー Ｐ－１０ 覆土 頁岩 ６．２ ６．４ ２．１ ６１．６１
�－１４０ ８ ７９ 石核 Ｐ－１０ 覆土 頁岩 ４．８ ５．７ ４．４ １１２．４
�－１４０ ９ ７９ 石核 Ｐ－１０ 覆土３ 頁岩 ７．０ ４．１ ３．６ ９５．６８
�－１４０ １０ ７９ たたき石 Ｐ－１０ 覆土 めのう １３．０ ７．８ ６．３ ７９０
�－１４１ １１ ７９ スクレイパー Ｐ－１４ 覆土 頁岩 ７．７ ４．７ １．１ １９．０５
�－１４１ １２ ７９ スクレイパー Ｐ－１６ 覆土 頁岩 ７．７ ４．７ １．７ ３６．８８
�－１４１ １３ ７９ スクレイパー Ｐ－１７ 覆土 頁岩 ３．５ ３．０ ０．８ ８．４５
�－１４１ １４ ７９ 石鏃 Ｐ－１８ 覆土 頁岩 ２．２ １．７ ０．５ １．２４
�－１４１ １５ ７９ 扁平打製石器 Ｐ－２０ 覆土 安山岩 ８．１ １２．５ ３．５ ４５０
�－１４１ １６ ７９ 台石 Ｐ－２４ 覆土 安山岩 １２．０ ９．０ ８．２ １１６０
�－１４１ １７ ７９ Ｒフレイク Ｐ－２５ 覆土 頁岩 ７．９ ６．５ ２．６ １０７．２６
�－１４２ １８ ７９ 両面調整石器 Ｐ－３１ 覆土 頁岩 ２．９ ３．３ ０．９ ８．９４
�－１４２ １９ ７９ スクレイパー Ｐ－３１ 覆土 頁岩 ８．８ ６．７ １．９ ７４．３１
�－１４２ ２０ ７９ 石核 Ｐ－３１ 覆土 頁岩 ４．５ ４．２ ３．０ ４９．５５
�－１４２ ２１ ７９ 石核 Ｐ－３１ 覆土 頁岩 ８．４ ８．０ ３．３ １７４．１５
�－１４２ ２２ ７９ スクレイパー Ｐ－３１ 覆土上面 頁岩 １７．８ １６．１ ４．３ １３５０
�－１４２ ２３ ７９ 砥石 Ｐ－３１ 覆土上面 凝灰岩 ２２．７ １９．８ ４．３ １５３０
�－１４３ ２４ ７９ 扁平打製石器 Ｐ－３９ 覆土１ 砂岩 ８．５ １１．９ ２．４ ３４０
�－１４３ ２５ ７９ 石核 Ｐ－４０ 覆土 頁岩 ３．７ ４．３ ２．６ ３７．５３
�－１４３ ２６ ７９ スクレイパー Ｐ－４５ 覆土 頁岩 ７．９ ３．２ １．４ ２１．８
�－１４３ ２７ ８０ スクレイパー Ｐ－５１ 覆土 頁岩 ５．７ ４．０ １．２ １７．２４
�－１４３ ２８ ８０ 石核 Ｐ－５１ 覆土 頁岩 ５．８ ９．７ ６．２ ２８７．２５
�－１４３ ２９ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－５６ 壁面直上 頁岩 ７．２ ２．８ ０．９ １０．７１
�－１４３ ３０ ８０ スクレイパー Ｐ－５９ 覆土 頁岩 ４．５ ３．６ ０．９ １１．３２
�－１４３ ３１ ８０ 石皿 Ｐ－５９ 覆土 安山岩 ２８．０ １３．９ ４．５ ２５００
�－１４４ ３２ ８０ 石核 Ｐ－６１ 覆土 頁岩 ４．８ ４．３ ２．５ ５９．６３
�－１４４ ３３ ８０ スクレイパー Ｐ－７３ 覆土１ 頁岩 ６．５ ５．７ １．８ ８５．９
�－１４４ ３４ ８０ 石鏃 Ｐ－８９ 覆土 頁岩 ３．５ １．６ ０．７ ３．３
�－１４４ ３５ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－８９ 覆土 頁岩 ４．５ １．８ ０．８ ５．２５
�－１４４ ３６ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－８９ 覆土 頁岩 ６．７ ２．７ ０．８ １０．３
�－１４４ ３７ ８０ 箆状石器 Ｐ－８９ 覆土 頁岩 ７．３ ３．３ １．７ ３４
�－１４４ ３８ ８０ スクレイパー Ｐ－８９ 覆土 頁岩 ８．５ ２．９ １．０ ２１．１
�－１４４ ３９ ８０ スクレイパー Ｐ－８９ 覆土 頁岩 ５．７ ８．４ ２．７ ８８．９
�－１４４ ４０ ８０ 石核 Ｐ－９６ 覆土 頁岩 ４．２ ４．５ ３．０ ５９．６
�－１４４ ４１ ８０ すり石 Ｐ－９７ 覆土 安山岩 ８．７ １６．７ ８．０ ８５．９
�－１４５ ４２ ８０ 扁平打製石器 Ｐ－９９ 覆土 安山岩 ５．４ １０．８ １．８ ３．３
�－１４５ ４３ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－１００ 底面 頁岩 ５．９ ２．２ ０．７ ６．３８
�－１４５ ４４ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－１００ 覆土 頁岩 ５．０ ２．５ １．２ １４．２４
�－１４５ ４５ ８０ 石錐 Ｐ－１０１ 覆土 頁岩 ２．９ １．５ ０．７ ２．８５
�－１４５ ４６ ８０ スクレイパー Ｐ－１０１ 覆土 頁岩 ４．６ ４．２ １．４ ２８．９４
�－１４５ ４７ ８０ 扁平打製石器 Ｐ－１０１ 覆土 安山岩 ７．０ （７．０） １．８ １２６
�－１４５ ４８ ８０ 石錐 Ｐ－１０２ 覆土 頁岩 ６．２ １．７ １．０ ９．３
�－１４５ ４９ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－１０２ 覆土 頁岩 ７．１ ２．９ １．０ １５．０６
�－１４５ ５０ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－１０２ 覆土 頁岩 ５．７ ２．４ ０．８ ６．５９
�－１４５ ５１ ８０ つまみ付きナイフ Ｐ－１０２ 底面 頁岩 １０．３ ４．７ ０．９ ２５．４２
�－１４５ ５２ ８０ すり石 Ｐ－１０２ 底面 安山岩 １０．７ １４．６ ４．９ １０００
�－１４６ ５３ ８１ 両面調整石器 Ｐ－１０４ 覆土１ 頁岩 ４．２ ２．１ １．２ ７．８７
�－１４６ ５４ ８１ 両面調整石器 Ｐ－１０４ 覆土１ 頁岩 ５．９ ４．８ ２．１ ６４．１３
�－１４６ ５５ ８１ 石錐 Ｐ－１０４ 底面 頁岩 ５．０ ２．２ ０．５ ３．６２
�－１４６ ５６ ８１ 箆状石器 Ｐ－１０４ 底面 頁岩 ８．５ ４．２ ２．６ ７７．３４
�－１４６ ５７ ８１ スクレイパー Ｐ－１０４ 覆土 頁岩 ８．８ ６．７ ２．１ ９０．２８
�－１４６ ５８ ８１ 石斧 Ｐ－１０４ 覆土３ 凝灰岩 ３．５ １．３ ０．５ ３．２９
�－１４６ ５９ ８１ たたき石 Ｐ－１０４ 覆土１ 安山岩 １０．０ ５．６ ２．５ ２０３
�－１４６ ６０ ８１ すり石 Ｐ－１０４ 覆土１ 安山岩 ７．３ １０．０ ４．９ ３６０
�－１４６ ６１ ８１ 石核 Ｐ－１０５ 覆土 頁岩 ９．９ １１．１ ３．８ ３６０
�－１４６ ６２ ８１ 台石 Ｐ－１０５ 覆土 安山岩 （６．７） （６．８） ３．９ ２１０
�－１４７ ６３ ８１ 石鏃 Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ２．６ １．１ ０．３ ０．８８
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表�－６ 遺構出土掲載石器等一覧（４）

図番号 番号 図版 器種名 遺構／発掘区 層位 石材等 長さ（�） 幅（�） 厚さ（�） 重量（�） 備考

�－１４７ ６４ ８１ 石錐 Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ４．７ １．８ ０．８ ７．０６
�－１４７ ６５ ８１ 石錐 Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ４．３ １．３ ０．６ ３．２２
�－１４７ ６６ ８１ つまみ付きナイフ Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ７．５ ２．５ １．２ １３．２５
�－１４７ ６７ ８１ スクレイパー Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ２．７ ４．２ ０．８ ８．１２
�－１４７ ６８ ８１ スクレイパー Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ５．０ ３．８ １．５ ２３．０１
�－１４７ ６９ ８１ スクレイパー Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ７．４ ７．５ １．８ ７１．８１
�－１４７ ７０ ８１ スクレイパー Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 １０．０ ５．１ １．５ ５０．１
�－１４７ ７１ ８１ スクレイパー Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 １２．７ ６．８ １．４ １００．６
�－１４７ ７２ ８１ スクレイパー Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 １４．３ ８．７ ２．４ １８６ 接合資料２
�－１４７ ７３ ８１ スクレイパー Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ７．８ ４．０ １．６ ２８．１
�－１４８ ７４ ８１ 石核 Ｐ－１０８ 覆土 頁岩 ４．６ ４．６ ２．７ ５３．７
�－１４８ ７５ ８１ たたき石 Ｐ－１０８ 覆土 泥岩 ９．９ ４．８ ２．９ １６４
�－１４８ ７６ ８１ たたき石 Ｐ－１０８ 覆土 砂岩 １４．３ ９．３ ４．５ ６６０
�－１４８ ７７ ８１ 石斧 Ｐ－１０８ 覆土 凝灰岩 ５．５ １．３ ０．６ ４．９８
�－１４８ ７８ ８１ すり石 Ｐ－１０８ 覆土 安山岩 ８．３ １２．３ ５．２ ５５０
�－１４８ ７９ ８１ 石錘 Ｐ－１０８ 覆土 凝灰岩 ９．２ ９．９ ２．９ ３５０
�－１４８ ８０ ８２ 石核 Ｐ－１１２ 覆土 頁岩 ８．７ ８．４ ２．４ １６０．３
�－１４９ ８１ ８２ 石鏃 Ｐ－１１３ 覆土 頁岩 ２．４ １．２ ０．３ ０．７４
�－１４９ ８２ ８２ 石鏃 Ｐ－１１３ 覆土 頁岩 ３．５ １．２ ０．４ １．１４
�－１４９ ８３ ８２ 石鏃 Ｐ－１１３ 覆土 頁岩 ４．０ １．２ ０．６ ２．３８
�－１４９ ８４ ８２ 石錐 Ｐ－１１３ 覆土 頁岩 ５．４ ４．１ ２．１ ３５．７７
�－１４９ ８５ ８２ スクレイパー Ｐ－１１３ 覆土 頁岩 ８．８ ４．４ ２．２ ７３．５１
�－１４９ ８６ ８２ スクレイパー Ｐ－１１３ 覆土 頁岩 ８．３ ４．６ ２．２ ４９．９２
�－１４９ ８７ ８２ 石核 Ｐ－１１３ 覆土 頁岩 ４．６ ３．２ ３．５ ４０．３４
�－１４９ ８８ ８２ たたき石 Ｐ－１１３ 覆土 珪岩 ９．０ ５．９ ３．８ ２５７
�－１４９ ８９ ８２ すり石 Ｐ－１１３ 覆土 安山岩 ７．６ （９．３） ６．８ ６４０
�－１４９ ９０ ８２ スクレイパー Ｐ－１３０ 覆土 頁岩 ６．５ ４．６ １．０ ２５．４１
�－１４９ ９１ ８２ 石核 Ｐ－１３１ 覆土 頁岩 ４．３ １０．５ ７．０ ３００
�－１４９ ９２ ８２ スクレイパー Ｐ－１４２ 覆土 頁岩 ６．２ ３．８ １．１ １７．８２
�－１５０ ９３ ８２ 石槍またはナイフ ＦＣ－１ 
 頁岩 ５．０ ３．７ １．７ ２５．１３
�－１５０ ９４ ８２ つまみ付きナイフ ＦＣ－１ 
 頁岩 ６．８ ２．８ １．０ １２．１７
�－１５０ ９５ ８２ スクレイパー ＦＣ－１ 
 頁岩 ７．０ ４．６ １．６ ３５．８５
�－１５０ ９６ ８２ スクレイパー ＦＣ－１ 
 頁岩 ７．３ ５．０ ２．１ ７０．２６
�－１５０ ９７ ８２ 両面調整石器 ＦＣ－３ Ｈ－９堀上土下 頁岩 １１．６ ８．２ ４．８ ３５５ ９８と同一母岩
�－１５０ ９８ ８２ 石核 ＦＣ－３ Ｈ－９堀上土下 頁岩 ５．９ ９．３ ５．７ ２５０．２１ ９７と同一母岩
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�章 包含層の遺物

１．土器・土製品
包含層からは土器２７，４５３点、土製品６点、焼成粘土塊７９点が出土した。

土器は�群ｂ類土器が１６，４２８点、�群ｂ類土器が７，８６９点、�群ａ類土器が２，６７５点で、その他�群
ａ類土器、�群ａ類土器、�群ｂ類土器、�群ｃ類土器、�群土器、�群土器が少量出土する。

�群ａ類土器（１）
�群ａ類土器は、Ｋ４５区から２点出土した。１は貝殻条痕文が内外面に施される。

�群ｂ類土器
�群ｂ類土器は１６，４２８点出土した。�群ｂ－１類土器、ｂ－３類土器、ｂ－４類土器に細分される。

�群ｂ－１類土器は約６，０００点出土した。東釧路�式相当の土器が主体で、縄線文・刺突文・綾絡文
・縄文などが施されるものである。東釧路�式土器も少量みられる。�群ｂ－４類土器は約８，３００点
出土した。調査区北側に広く分布する。破片が細かく、復原できたものはない。�群ｂ－３類土器は
ごく少量の出土である。

�群ｂ－１類土器（２～１６）
Ｈ－１・２０・２１、Ｐ－１０８・１１３などの縄文時代早期後半の遺構周辺、１３～２４ラインに多く分布する。

２～１５は東釧路�式相当の土器、１６は東釧路�式土器である。
２・３は隆帯があるもので、いずれも多条の原体による縄文が斜位、横位に施文される。２は隆帯

上に中空の工具による横からの刺突文が施される。３は薄い貼付上と、その上下に縄線文が施され、

口唇部は棒状工具で刺突される。

４は中空工具による刺突文がみられるもの。無文地に平行、斜めの刺突列が見てとれる。内面は横

位の条痕が残る。

５～７は無文地に縄線文が施されるものである。５は縄線文のほか、縄端圧痕文がみられる。６は

口唇および口唇直下内外面に縄文が施され、縦、斜位の縄線文が施文される。７は縄線文により三角

形が構成される。

８は条痕文がみられるものである。横位に条痕が施された後、間隔をおいて斜位に条痕が連続して

ひかれる。

９・１０は同一個体で、撚糸文が施される。口唇には棒状工具による刺突文がみられる。

１１～１４は縄文が施されるものである。１１は器厚が薄く、口縁から丸みをもってすぼまっていく器形

である。縄文施文後の横位条痕文が口唇直下など数条観察される。内面には全面に条痕がみられる。

１２は撚りの違う原体を交互に施文し、羽状となる。東釧路�式土器の可能性がある。１３・１４はＬＲ原
体により、口唇や内面にも縄文が施文される。

１５は底部である。底部はやや上げ底で縄文が施される。内面には指頭による調整痕が残る。

１６は絡条体圧痕文が横位、縦位に施され、口縁部は肥厚する。

�章 包含層の遺物
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�群ｂ－３類土器（１７）
１７は細い貼付帯があり、縦位の短縄文がみられる。

�群ｂ－４類土器（１８～２８）
調査区北側２９～５５ラインを中心に出土する。北側の小型土坑群と分布域が重なる。

１８は絡条体圧痕文が施される。器面の横位調整により微隆起状の段がみられる。１９は縄端圧痕文、

絡条体圧痕文が施される。２０は縄線文、撚糸文により鋸歯状、波状の文様が描かれている。２１は横位

に魚骨回転文が施される。２２は絡条体圧痕文、押引文、綾絡文が施される。

２３～２５・２８には自縄自巻の原体による羽状縄文が施され、２３・２５は綾絡文がみられる。２８は底部で、

条がややみだれる。２６は絡条体、２７は連続刺突列とその下位には絡条体圧痕文が施される。

�群ａ類土器（２９～３１）
Ｐ１２区、Ｐ３９区から１０点出土した。

２９は押引文が施される。３０・３１は尖底である。３０は絡条体圧痕文が施され、３１は摩耗により文様不

明で、胎土には繊維が含まれる。

�群ｂ類土器（３２～４０）
調査区全体から７，８６９点出土した。調査区南西の舌状台地先端やＨ－７～１２、２２～２９周辺にまとま

る傾向がある。円筒土器下層ｂ～ｄ式がある。

３２・３３は復原土器である。３２は器高２２�、口径１６�、底径９�程の筒型で、口頸部は屈曲し、口縁
部はやや開く器形となる。口縁は緩やかな波状で、口頸部には横位の条痕文がみられる。胴部は撚糸

文が縦、斜行する。円筒土器下層ｄ式である。３３はＨ－９掘り上げ土下から出土した。底部から胴部

の復原で、撚糸文が胴部と底部外面に施される。胎土に繊維はあまり含まない。

３４・３５はいずれも断面形が三角形となる隆帯があり、指頭による圧痕文が施される。口頸部には不

整の綾絡文が施文され、胎土には繊維を多く含む。円筒土器下層ｂ式である。３４は隆帯上下で不整の

綾絡文が施され、胴部は撚糸文が縦位に施文される。３５は地文に縄文が施される。

３６は波状口縁で、口頸部には撚糸文・綾絡文が横位に施文される。内面は磨かれる。

３７は波頂部で、縄線文が菱形に施されている。円筒土器下層ｃ式である。

３８・３９は円筒土器下層ｄ２式で縦位の貼付があるもの。いずれも縄線文や縄によるキザミがみられ、

内面は磨かれる。３８は胴部に多軸絡条体の回転文が施文される。３９は縦位貼付の痕跡が残る。胴部に

は撚糸文が施される。

４０は底部で上げ底となる。細い原体の撚糸文が胴部に施される。

�群ａ類土器（４１）
�群ａ類土器は２１点出土した。
４１は波頂部で、横位とボタン状の貼付があり、刺突文が施される。波頂部には棒状工具による刺突

がなされる。胴部は複節の縄文が施文される。

�群ａ類土器（４２～６７）
�群ａ類土器は調査区南西側を中心に２，６７５点出土した。Ｈ－１４～１８など縄文時代後期前葉の遺構
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と分布が重なる。涌元式～大津式土器である。

４２・４３は復原土器である。４２は器高７�、口径８�、底径４．４�の小型鉢形土器で、口縁部には縄
線文、胴部にＬＲ原体による縄文が施される。４３は底部から胴部まで復原された深鉢形土器で、底径

は６．６�である。全体にゆがみ、底部はやや上げ底となる。胴部はヘラ状工具による縦位の調整痕が
みられる。

４４・４５は貼付帯があるものである。４４は２条の薄い貼付があり、貼付上と体部では原体の方向を変

えて、縄文を施文している。４５は壺形に近い土器で、貼付上下や口頸部に縄線文が施される。

４６～６０は沈線文が施されるものである。沈線により渦巻き状（４９）、弧線文（５０）、カニバサミ状（５１）、

蛇行文（５２）、雷文（５３・５７）、乙字状（５４）、波状（５９）などの文様が描かれる。４９～５１・５３・５４・

５８～６０には磨り消し文がみられる。

４６は縄文地に細い沈線文、４７は無文地に浅い沈線文が描かれる。４８は壺形土器の口縁部である。４９

の地紋は無節縄文である。５０・５２は鉢形土器で、内面にも沈線文が施される。５４・５５は同一個体、無

文地に沈線文が描かれる。５６は波状口縁で、太い沈線で方形に区画され、沈線間には櫛状の工具で条

痕状の沈線も施される。５７・５８は同一個体で、底径４�程の小型土器である。５９・６０も同一個体で、
胎土は緻密で焼成が良い。

６１・６２は縄文が施されるものである。６１は波状口縁で、多条のＬＲ原体による縄文が横走する。６２

は複節の縄文が施される。

６３～６５は無文のものである。６３は口唇断面が角型で、縦位の調整痕が内外面に残る。６４は小突起が

ある口縁部、６５は折り返し状の口縁で、縄文施文後、磨り消された可能性がある。

６６・６７は底部である。底部外面は無文、平らで、体部には縄文が施される。６６は底部側面に縄線文が

１条施文される。

�群土器（６８～７６）
�群土器は２５５点出土した。６８は縄文地に爪形文がみられる小破片である。６９は沈線文、三叉文が
みられる。

７０～７４は鉢形もしくは浅鉢形土器である。口頸部は７４以外屈曲し、無文もしくは平行沈線文が施文

される。胴部は細い原体による縄文が縦位、斜位に施される。７０～７３には瘤状の貼付が施される。７２

の口唇角には細い棒状工具によるキザミが入れられる。７３は細い先端の工具により、刺突文、沈線文

が施される。７４は幅広の沈線文が巡る。

７５はキザミにより小波状となる深鉢形土器である。７６は壺形土器の頸部である。

�群土器（７７・７８）
�群土器は４９点出土した。７７・７８は甕の口縁部で、ハケメ調整痕が残る。

土製品

７９～８３は土器片再生の土製品である。いずれも割れ口は軽く研磨されている。７９・８２は�群ｂ－４
類土器、８０は�群ｂ－１類土器、８１・８３は�群土器が利用される。
７９は４つの孔があけられる土製品である。８０～８２は再生土製円盤で、８２は未成品である。８３は両端

に抉りが作出される。土器片錘と考えられる。 （愛場）
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図�－１ 包含層出土土器分布図（１）
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図�－２ 包含層出土土器分布図（２）
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図�－３ 包含層出土の土器（１）
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図�－４ 包含層出土の土器（２）
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図�－５ 包含層出土の土器（３）
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図�－６ 包含層出土の土器（４）
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図�－７ 包含層出土の土器（５）・土製品
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２．石器等
包含層出土の石器は、剥片石器２，４４０点、フレイク４６，４０８点、礫石器５５３点、礫・原石１１，１０７点、石

製品２４点である。剥片石器では、スクレイパー８５７点、Ｕフレイク５４４点、石核２７０点などが多く、つ

いでつまみ付きナイフ２０７点、石鏃１７４点がある。石材は、ほとんどが頁岩である。

礫石器では、たたき石、扁平打製石器が多くみられ、石斧や砥石などは少ない。

器種別の分布は、概ね遺構の分布域と重なり、あまり偏りはないが、スクレイパー、石核、フレイ

クは、縄文時代早期の住居跡周辺に多い傾向がある。また旧河道付近のＵ・Ｖ・Ｗ４～１５区では、石

核、たたき石、扁平打製石器が多く出土した。

石刃鏃（１）

１は石刃鏃とした。頁岩製で、わずかに湾曲した石刃素材を利用する。側縁は基部近くでやや丸味

を帯び、周縁の加工は背面、腹面の順で行われている。Ｑ１７区出土で、周辺には東釧路�式相当期の遺
構があるため、これに伴う可能性がある。

石鏃（２～２０）

石鏃は１７４点出土した。調査区全域でみられるが、５～２３ラインにややまとまる傾向がある。三角

形鏃、有茎鏃が比較的多い。４～６・１０・２０は黒曜石製で２・５は赤井川産という同定結果がでた。

それ以外は頁岩製である。

２～４は柳葉形で、２は基部が内湾し、３は側縁がやや鋸歯状となる。５・６は菱形に近いもの、

７～１５は三角形である。７～１０は基部が内湾し、１１～１５は基部が直線的となる。１０・１４・１５は側縁が

曲線的となる。１６～２０は有茎のもので、１８は基部にアスファルトが付着する。

石槍またはナイフ（２１～２７）

石槍またはナイフは７５点出土した。平面形は、柳葉形２１・２３・２４、木葉形２２・２６、五角形２５・２７が

あり、破損品が多い。

両面調整石器（２８～３２）

両面調整石器は１３０点出土した。破損して全体形状が不明のものが多い。木葉形に調整されるが、

明瞭な尖頭部がみられないもの（２８・２９）、円形に加工されるもの（３０）、石核の可能性のあるもの

（３１・３２）などがある。

石錐（３３～３８）

石錐は７１点出土した。両面加工で棒状のもの（３３～３６）、剥片の一端に機能部を設けるもの（３７・

３８）がある。３４は上部が薄く加工される。３５は剥片の折れ面を利用する。３８は原石面のある、比較的

大きな剥片が利用される。先端部の断面は三角形となる。

つまみ付きナイフ（３９～４５）

つまみ付きナイフは２０６点出土した。３９～４２は、背面側縁に腹面加工のための打面を作出するもの

で、縄文時代早期後半の特徴がある。３９は下端部に急角度の刃部がある。

４３・４４は両面加工のものである。４４は下端部が磨滅して光沢があり、石錐として利用されている。
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図�－８ 包含層出土石器分布図（１）
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図�－９ 包含層出土石器分布図（２）
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図�－１０ 包含層出土石器分布図（３）
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図�－１１ 包含層出土石器分布図（４）

�章 包含層の遺物

２６９



図�－１２ 包含層出土の石器（１）

２７０



図�－１３ 包含層出土の石器（２）
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図�－１４ 包含層出土の石器（３）
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図�－１５ 包含層出土の石器（４）
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図�－１６ 包含層出土の石器（５）
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図�－１７ 包含層出土の石器（６）
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図�－１８ 包含層出土の石器（７）
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図�－１９ 包含層出土の石器（８）・石製品・金属製品
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４５は縦長剥片の打瘤部につまみ部分が設けられる。

箆状石器（４６～５３）

箆状石器は１７点出土した。４６は長方形に近く、４７～５１は撥形となる。４９は上端部、側縁、下端部と

も急角度の加工がなされる。５１はいわゆるトランシェ様石器で、刃部には原石面が残る。

５２・５３は小型の楕円形で、両面全面に二次加工が施される。

スクレイパー（５４～６０）

スクレイパーは８５７点出土した。調査区全域に分布するが、縄文時代早期の住居跡周辺やＵ・Ｖ・

Ｗ－４～１５の旧河道部近くにやや多く分布する傾向がある。スクレイパーは剥片の形状を変えず、側

縁の一部に刃部がみられるものが多い。

５４・５７は下端部にラウンド状の急角度刃部がみられる。５５は破損するが長方形に近い形状のもので、

急角度の刃部が形成される。５６は剥片長軸両端に抉りが入れられ、下端部に刃部がある。５９は縦長剥

片素材を利用する。右側縁は背面、腹面交互の調整により、鋸歯状となる。

楔形石器（６１）

楔形石器は２点出土した。６１は両端に刃潰れがみられ、断面は台形状となる。

石核（６２～６６）

石核は２７０点出土した。

６２～６４は円礫を素材とする。６４は円礫を半割した面を打面とし、周囲を打ち欠いている。６５は厚み

がある剥片の周縁を剥離する。６６は打面を変えながら、比較的縦長の剥片をとっている。

石斧（６７～７４）

石斧は４５点出土した。

６７・６８・７０は蛇紋岩製である。６７は擦り切りにより、３つ以上の石のみを製作しようとしたもので、

左側縁は折りとられている。６８は右側縁が直線的で擦り切りの痕跡が残る。６９は泥岩で、沈線状の条

痕が全面にみられる。７１は安山岩製である。原石面を残す破片を利用する。７２は緑色泥岩製でいわゆ

る丸のみに近い形状となる。７３は安山岩製で両側面中央には敲打により抉りが入れられる。７４は小型

で、両側縁には折れ面が残る。Ｐ－１０８などの土坑から同様のものが出土しているため、縄文時代早

期後半期の遺物である可能性が高い。

たたき石（７５～７７）

たたき石は２３３点出土した。破損するものが多い。

７５は両面に深いたたき痕が、２か所みられる。楕円素材を棒状に加工している。７６は稜部に浅いた

たき痕がある。７７は長軸両端にたたき痕があるが、扁平打製石器の可能性がある。

すり石（７８・７９）

すり石は４０点出土した。７８・７９は１稜部にすり痕が残る。７８は断面三角形で、すり面には敲打痕が

残る。

２７８



石鋸（８０・８１）

２点出土した。８０・８１は小破片で、断面がＶ字状となる。

扁平打製石器（８２～８６）

扁平打製石器は１０８点出土した。板状礫や扁平礫が利用される。

長軸両端に抉りがいれられるもの（８２・８４）がある。８２は下端部がＶ字状に加工され、一部条痕状

のすり痕が残る。８５は上端が折れ面となる。８６は断面三角形で稜部のすり面をＶ字状に再加工する。

図正面や上部には条痕がみられる。

北海道式石冠（８７・８８）

北海道式石冠は１０点出土した。破損品が多く、８７は唯一の完形品である。

砥石（８９～９１）

砥石は４８点出土した。板状礫の平面を利用するものが多い。

８９は軽石製で１面が平坦なすり面となっている。９０は板状礫の両面が擦られており、やや湾曲する

部分もある。９１はやや厚い素材で敲打後、１面が平滑に擦られている。

石錘（９２～９５）

石錘は３３点出土した。

９２は出土中、最も小型のものである。９４は３抉で、被熱し赤みを帯びる。９５は安山岩製で、礫長軸

に溝が巡るものである。

石製品（９６～９９）

石製品は２４点出土した。

９６は板状の砥石に貫通孔があり、他にも浅い穿孔が６か所程穿たれている。右側面にはすり痕があ

る。平坦面両面には錆色の物質が付着する。９７は破損するが、凝灰岩礫に穿孔の跡がみられるもので

ある。９８は凝灰岩製で、側縁にキザミが入れられ、鋸歯状となる。９９は軽石を研磨し、円形に加工し

たものである。

３．金属製品
金属製品は４点出土した。キセル３点、舟釘１点である。キセルについて図示した。

１００～１０２は銅製のキセルである。１００は雁首、１０１は吸い口で、Ｗ３４区から出土した。いずれも内部

には木質部が残る。１０２は吸い口部分で、先端が破損する。 （愛場）

�章 包含層の遺物

２７９



表�－１ 掲載土器一覧（１）

図 番号 図版
出土
地点

層位 分類 部位 器種 色調 胎土 口唇・形態等／文様等／地文 内面 点数
備考

（器高×口径×底径）

�－３ １ ８３ Ｋ４５ � �ａ 胴部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ 砂粒 横位条痕文 横条痕 ２

�－３ ２ ８３ Ｐ１６ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ 縄文／隆帯・刺突文／多条 LR 横調整痕 １３

�－３ ３ ８３ Ｑ１６ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ 刺突／隆帯・ＲＬ縄線文／多条 LR 縄文 ２

�－３ ４ ８３ Ｑ１６ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ 縄端圧痕文／刺突文／ 横条痕 ２ 口縁やや外反

�－３ ５ ８３ Ｑ１６ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 灰黄褐１０YR５／３ 縄端圧痕文／ＲＬ縄線文・縄端圧痕文／ ２

�－３ ６ ８３ Ｑ１６ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／３ 砂粒 LR／LR縄線文／LR 縄文・炭化物 １

�－３ ７ ８３ Ｏ３２ � �ｂ－１ 胴部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／３ ／LR縄線文で三角形／ ２

�－３ ８ ８３ Ｑ１５ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／３ ＲＬ／条痕文／ＲＬ 条痕 ３

�－３ ９ ８３ Ｍ３２ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 灰黄褐１０YR５／２ 刺突文／／撚糸文？ ２

�－３ １０ ８３ Ｍ３１ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 灰黄褐１０YR５／２ 刺突文／／撚糸文？ １

�－３ １１ ８３ Ｊ９ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ 平縁／条痕文／LR 条痕文 ２８

�－３ １２ ８３ Ｏ１８ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／３ 平縁／／RL・LR羽状 １２ �ａ？

�－３ １３ ８３ Ｑ１４ � �ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい褐７．５YR５／４ 多条 LR／／多条 LR 縄文・横調整痕 ４

�－３ １４ ８４
Ｎ１４ �

�ｂ－１ 口縁部 深鉢形 にぶい褐７．５YR５／５ 多条 LR／／多条 LR LR
１

補修孔
Ｎ１５ � １

�－３ １５ ８４ Ｐ１６ � �ｂ－１ 底部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／３ ／／胴部・底面 LR 指頭 １

�－４ １６ ８４
Ｐ２２ �

�ｂ－１ 口縁部 深鉢形 褐７．５YR４／６ 平縁／絡条体圧痕文／
３

口縁部肥厚・丸軸
Ｑ２２ � ２

�－４ １７ ８４ Ｗ９ � �ｂ－３ 胴部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ ／貼付帯・ＲＬ縄線文／ 炭化物 １

�－４ １８ ８４ Ｕ３２ � �ｂ－４ 胴部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ ／細い絡条体圧痕文、段状／ 爪跡 １ 補修孔

�－４ １９ ８４ Ｑ２２ � �ｂ－４ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／３ 平縁／縄端圧痕文・絡条体圧痕文／ 炭化物 １

�－４ ２０ ８４ Ｑ４２ � �ｂ－４ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／３ 砂粒 口唇尖る／撚糸文・縄線文／ ３

�－４ ２１ ８４ Ｋ３７ � �ｂ－４ 口縁部 深鉢形 橙７．５YR６／６ 波状／魚骨回転文／縄文？ 炭化物 ３

�－４ ２２ ８４ Ｏ３１ � �ｂ－４ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４
口唇尖る／絡条体圧痕文・骨？による押

引文・綾絡文
２

�－４ ２３ ８４ Ｊ４８ � �ｂ－４ 口縁部 深鉢形 橙７．５YR６／６ ／縄文・綾絡文／自縄自巻 R・L １０

�－４ ２４ ８４ Ｐ４３ � �ｂ－４ 口縁部 深鉢形 灰黄褐１０YR５／２ ／／自縄自巻 R・L ２ 焼成良

�－４ ２５ ８４ Ｐ４２ � �ｂ－４ 口～底 鉢形 浅黄橙１０YR８／４ ／綾絡文／自縄自巻 R・L 条痕 ２

�－４ ２６ ８４ Ｊ４８ � �ｂ－４ 口縁部 深鉢形 にぶい黄褐１０YR５／３ ／絡条体／ 調整痕 １２

�－４ ２７ ８４

Ｋ３７ �

�ｂ－４ 口縁部 深鉢形 橙７．５YR６／６ 口唇尖る／刺突文・絡条体／

１

Ｌ３７ � １０

Ｌ３７ � １

�－４ ２８ ８４ Ｐ４４ � �ｂ－４ 底部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ ／／自縄自巻Ｌ ２

�－４ ２９ ８４ Ｌ８ 風倒木 �ａ 胴部 深鉢形 黒褐１０YR３／２ ／／押引文曲線 炭化物 １

�－４ ３０ ８４ Ｔ３３ � �ａ 底部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／３ ／／絡条体 ２ 尖底

�－４ ３１ ８４ Ｓ１７ � �ａ 底部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ 不明 １ 尖底

�－５ ３２ ８３ Ｎ４５ 風倒木 �ｂ 口～底 深鉢形 にぶい橙７．５YR６／４ やや波状／条痕文／撚糸文・自縄自巻？ 繊維 ４６ ２２．７×１６．０×９．０

�－５ ３３ ８３ Ｉ３４ Ｈ－９掘り上げ土 �ｂ 胴～底部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ ／／撚糸文、底部外面にも 縦ミガキ ８１ （１２．５）×（１４．０）×１０．０

�－５ ３４ ８４ Ｏ２５ � �ｂ 口縁部 深鉢形 にぶい黄褐１０YR５／３ 繊維
平縁／不整綾絡文・貼付上指頭／

Ｒ撚糸文
繊維 ２８

�－５ ３５ ８５ Ｐ２５ � �ｂ 口縁部 深鉢形 にぶい橙７．５YR６／４ 繊維
平縁／縄文・不整綾絡文・貼付上指頭／

多条 LR
繊維 ６

�－５ ３６ ８５ Ｅ５１ 風倒木 �ｂ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４
平縁／撚糸文・綾絡文・貼付帯／

Ｒ撚糸文
光沢 １

�－５ ３７ ８５ Ｇ５１ � �ｂ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ 波状／縄線文菱形／ 良 １

�－５ ３８ ８５ Ｈ３４ � �ｂ 口縁部 深鉢形 黒褐１０YR３／２ 縦位貼付・縄線文／多軸絡条体回転文 黒光沢 ６

�－５ ３９ ８５ Ｎ３７ � �ｂ 口縁部 深鉢形 灰黄褐１０YR５／２ 縦位貼付・縄線文／縄線文／撚糸文 光沢 ３

�－５ ４０ ８５ Ｊ３４ Ｈ－９掘り上げ土 �ｂ 底部 深鉢形 橙７．５YR６／６ 細いＲ撚糸文／ ミガキ １１

�－５ ４１ ８５ Ｕ７ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ 波状／ボタン状貼付・刺突文／複節 １

�－６ ４２ ８３ Ｕ５ � �ａ 口～底 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／３ 突起？／縄線文／LR ７ ７．３×８．３×４．４

�－６ ４３ ８３
Ｊ８ �

�ａ 胴～底部 深鉢形 灰黄褐１０YR６／２ ／／無文（ヘラ状工具縦調整痕） 調整痕
２

（１４．３）×─×６．６
Ｊ９ � ２１

�－６ ４４ ８５ Ｏ９ � �ａ 胴部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ 砂粒 ／貼付帯／LR羽状 １

�－６ ４５ ８５ Ｖ７ � �ａ 口縁部 壺形 にぶい褐７．５YR６／４ 石英・長石 平縁／縄線文・貼付上刺突文／LR 光沢 ２

�－６ ４６ ８５ Ｖ６ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／３ 石英・長石 平縁／沈線文／LR １

�－６ ４７ ８５ Ｌ８ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄褐１０YR４／３ 平縁／沈線文／無文 １

�－６ ４８ ８５ Ｋ９ � �ａ 口縁部 壺形 黒褐１０YR３／２ 平縁／沈線文／ＲＬ ひび割れ １

�－６ ４９ ８５ Ｊ８ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ 平縁／沈線文（渦巻）／無節 ８

�－６ ５０ ８５ Ｌ９ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／４ 波状／弧状沈線文・磨り消し／LR 沈線・縄文 ６

�－６ ５１ ８５ Ｋ９ � �ａ 胴部 深鉢形 黒褐１０YR３／２ ／沈線文・磨り消し／LR １

�－６ ５２ ８５ Ｊ９ � �ａ 口縁部 深鉢形 褐７．５YR４／６ 平縁／沈線文（蛇行）／無文 沈線 ５

�－６ ５３ ８５ Ｊ７ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR７／４ ／沈線文（雷）・磨り消し／無節 ５

�－６ ５４ ８５

Ｊ９ �

�ａ 口縁部 深鉢形 褐７．５YR４／６ 平縁／沈線文（乙）／磨り消し

３

Ｊ９ � ２

Ｊ１０ � １

�－６ ５５ ８６

Ｊ９ �

�ａ 底部 深鉢形 褐７．５YR４／６ 石英・長石 ／／磨り消し

２

５４と同一
Ｊ９ � １

Ｊ１０ � ２

Ｊ１０ � １

�－６ ５６ ８６ Ｖ５ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０YR６／３ ／沈線文・櫛状沈線／ 炭化物 １

�－６ ５７ ８６ Ｖ７ � �ａ 口縁部 深鉢形 灰白１０YR８／２ 平縁／沈線文（雷）／LR １

�－６ ５８ ８６ Ｖ６ � �ａ 底部 深鉢形 灰白１０YR８／２ ５７と同一の底部 １

２８０



表�－１ 掲載土器一覧（２）

図 番号 図版
出土
地点

層位 分類 部位 器種 色調 胎土 口唇・形態等／文様等／地文 内面 点数
備考

（器高×口径×底径）

�－６ ５９ ８６ Ｊ８ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ６／４ 平縁／沈線文（波型）・磨り消し／ＬＲ １

�－６ ６０ ８６ Ｊ８ � �ａ 底部 深鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ６／４ ５９と同一の底部 ４

�－７ ６１ ８６
Ｕ４ �

�ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／４ 平縁／／ＬＲ横走
２

補修孔
Ｕ４ � ２

�－７ ６２ ８６ Ｖ８ � �ａ 口縁部 深鉢形 黒褐１０ＹＲ３／２ 平縁／／複節 ２

�－７ ６３ ８６ Ｔ５ � �ａ 口縁部 深鉢形 灰黄褐１０ＹＲ６／２ 平縁／／無文 縦調整 ２

�－７ ６４ ８６ Ｊ９ � �ａ 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／４ 小突起／／無文 黒色 ３

�－７ ６５ ８６ Ｊ９ � �ａ 口縁部 深鉢形 橙７．５ＹＲ６／６ 折り返し口縁／／無文（磨り消し？） ７

�－７ ６６ ８６ Ｌ９ � �ａ 底部 深鉢形 黒褐１０ＹＲ３／２ 砂粒・長石 ／縄線文／ＲＬ １

�－７ ６７ ８６ Ｖ６ � �ａ 底部 深鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ６／４ 石英・長石 ／／ＬＲ 黒色 １

�－７ ６８ ８６ Ｔ１４ � � 胴部 深鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／３ ／爪形文／ＬＲ １

�－７ ６９ ８６ Ｒ８ � � 胴部 深鉢形 灰黄褐１０ＹＲ６／２ ／沈線文・三叉文／ 黒色 ２ 補修孔

�－７ ７０ ８６ Ｋ２７ � � 口縁部 浅鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／４ 平縁／沈線文・瘤状貼付／ＬＲ縦位 ４

�－７ ７１ ８６ Ｐ２９ � � 口縁部 浅鉢形 灰黄褐１０ＹＲ６／２ 平縁／沈線文・瘤状貼付／ＬＲ縦位 １ 摩耗

�－７ ７２ ８６
Ｋ２７ �

� 口縁部 鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／２ 平縁／沈線文／ＬＲ縦位 炭化物
５

Ｋ２７ � １５

�－７ ７３ ８６ Ｖ１３ � � 口縁部 浅鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／４ ／刺突文・沈線文／ＬＲ縦位 １

�－７ ７４ ８６ Ｖ３２ � � 口縁部 浅鉢形 灰白１０ＹＲ８／２ 平縁／沈線文／ＬＲ縦位 １

�－７ ７５ ８６ Ｔ１４ � � 口縁部 深鉢形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／３ 砂粒 小波状／／ＬＲ ２

�－７ ７６ ８６ Ｏ３１ � � 頸部 壺形 にぶい黄橙１０ＹＲ７／３ ／／無文 ２

�－７ ７７ ８６ Ｏ１２ � � 口縁部 甕 浅黄橙１０ＹＲ８／３ 砂粒 ／／ハケメ １

�－７ ７８ ８６ Ｖ９ � � 口縁部 甕 にぶい黄橙１０ＹＲ６／４ 砂粒 ／／ハケメ １

�－７ ７９ ８６ Ｌ４９ � �ｂ－４ 胴部 土製品 橙７．５ＹＲ６／６ 再生土製品・綾繰文 １

�－７ ８０ ８６ Ｑ２１ � �ｂ－１ 胴部 土製円盤 浅黄橙１０ＹＲ８／４ 再生土製円盤・撚糸文 １

�－７ ８１ ８６ Ｐ２１ � � 胴部 土製円盤 橙７．５ＹＲ６／６ 再生土製円盤・結束羽状 １

�－７ ８２ ８６ Ｊ４９ � �ｂ－４ 胴部 土製円盤 にぶい黄橙１０ＹＲ７／２ 再生土製円盤未成品 １

�－７ ８３ ８６ Ｍ９ � � 胴部 土器片錘 にぶい黄橙１０ＹＲ７／４ 土器片錘 １

�章 包含層の遺物
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表�－２ 包含層出土掲載石器一覧（１）

図番号 番号 図版 器種名 遺構／発掘区 層位 石材等 長さ（	） 幅（	） 厚さ（	） 重量（
） 備考

�－１２ １ ８７ 石刃鏃 Ｑ１７ � 頁岩 ３．４ １．０ ０．３ ０．９５
�－１２ ２ ８７ 石鏃 Ｐ１５ � 黒曜石 ３．７ １．０ ０．４ １．１５ 赤井川
�－１２ ３ ８７ 石鏃 Ｉ３０ � 頁岩 （５．７） １．３ ０．４ ２．５８
�－１２ ４ ８７ 石鏃 Ｒ２１ � 頁岩 ４．３ １．５ ０．５ ２．７８
�－１２ ５ ８７ 石鏃 Ｉ５３ � 黒曜石 ２．１ １．１ ０．３ ０．４１ 赤井川
�－１２ ６ ８７ 石鏃 Ｑ９ � 黒曜石 ２．２ １．４ ０．４ １．０１
�－１２ ７ ８７ 石鏃 Ｐ１９ � 頁岩 ３．２ １．９ ０．５ １．８９
�－１２ ８ ８７ 石鏃 Ｒ１７ � 頁岩 ２．２ １．４ ０．４ ０．８
�－１２ ９ ８７ 石鏃 Ｐ６ � 頁岩 ２．５ １．６ ０．５ １．６７
�－１２ １０ ８７ 石鏃 Ｖ１７ � 黒曜石 ２．３ １．２ ０．３ ０．６９
�－１２ １１ ８７ 石鏃 Ｋ２４ � 頁岩 （２．２） １．５ ０．４ ０．８３
�－１２ １２ ８７ 石鏃 Ｕ３９ � 頁岩 ２．９ １．７ ０．４ １．１４
�－１２ １３ ８７ 石鏃 Ｒ３５ � 頁岩 ２．８ １．８ ０．３ １．３８
�－１２ １４ ８７ 石鏃 Ｏ２６ � 頁岩 ３．５ １．５ ０．４ １．５８
�－１２ １５ ８７ 石鏃 Ｔ４５ � 頁岩 ４．６ ２．８ ０．６ ６．９１
�－１２ １６ ８７ 石鏃 Ｈ３９ � 頁岩 ２．３ １．１ ０．４ ０．８４
�－１２ １７ ８７ 石鏃 Ｕ９ � 頁岩 ２．５ １．７ ０．４ ０．８６
�－１２ １８ ８７ 石鏃 Ｍ４０ � 頁岩 ３．３ １．５ ０．６ ２．０３ アスファルト付着
�－１２ １９ ８７ 石鏃 Ｍ２８ � 頁岩 ４．１ １．５ ０．５ １．８１
�－１２ ２０ ８７ 石鏃 Ｊ４８ � 黒曜石 ２．８ １．７ ０．４ １．７５
�－１２ ２１ ８７ 石槍またはナイフ Ｍ２４ � 頁岩 ７．２ １．５ ０．８ ８．９６
�－１２ ２２ ８７ 石槍またはナイフ Ｋ３３ � 頁岩 ６．５ ４．０ １．１ ２３．６
�－１２ ２３ ８７ 石槍またはナイフ Ｖ８ � 頁岩 １０．１ ３．０ ０．９ ２９．６
�－１２ ２４ ８７ 石槍またはナイフ Ｎ４４ � 頁岩 １１．４ ３．５ １．３ ４４．７
�－１２ ２５ ８７ 石槍またはナイフ Ｒ２１ � 頁岩 ６．３ ３．０ ０．８ １２．６
�－１２ ２６ ８７ 石槍またはナイフ Ｊ７ � 頁岩 １０．１ ４．５ ２．０ ６９．３
�－１２ ２７ ８７ 石槍またはナイフ Ｋ１５ � 頁岩 １１．９ ６．４ １．９ １２３．６
�－１３ ２８ ８７ 両面調整石器 Ｋ８ � 頁岩 １２．８ ５．８ １．９ １３８．０１
�－１３ ２９ ８７ 両面調整石器 Ｎ３２ � 頁岩 １２．６ ５．９ ２．４ １７１．４
�－１３ ３０ ８７ 両面調整石器 Ｖ９ � 頁岩 ６．４ ４．８ １．７ ５４．５
�－１３ ３１ ８７ 両面調整石器 Ｏ８ � 頁岩 ９．４ ６．０ ２．０ １３３．５３
�－１３ ３２ ８７ 両面調整石器 Ｕ８ � 頁岩 ８．６ ５．２ ２．１ ７６．２８
�－１３ ３３ ８８ 石錐 Ｐ４０ � 頁岩 ３．１ １．２ ０．７ ２．３６
�－１３ ３４ ８８ 石錐 Ｏ３３ � 頁岩 ３．１ １．７ ０．７ ３．２８
�－１３ ３５ ８８ 石錐 Ｓ２０ � 頁岩 ５．２ １．２ ０．８ ４．２４
�－１３ ３６ ８８ 石錐 Ｏ１８ � 頁岩 ７．５ ２．０ ０．９ ９．８２
�－１３ ３７ ８８ 石錐 Ｖ６ � 頁岩 １２．９ ６．０ １．９ ８７．１
�－１４ ３８ ８８ 石錐 Ｖ５ � 頁岩 １４．２ ９．６ ４．９ ３６０
�－１４ ３９ ８８ つまみ付きナイフ Ｊ４０ � 頁岩 ５．１ ２．９ ０．９ １０．６８
�－１４ ４０ ８８ つまみ付きナイフ Ｍ５０ � 頁岩 ５．２ ４．２ １．１ １１．９８
�－１４ ４１ ８８ つまみ付きナイフ Ｐ８ � 頁岩 ７．３ ３．５ １．２ １３．３６
�－１４ ４２ ８８ つまみ付きナイフ Ｋ４９ � 頁岩 １１．６ ４．２ １．３ ２９．５２
�－１４ ４３ ８８ つまみ付きナイフ Ｊ３４ � 頁岩 １０．８ ３．２ １．０ ３０．０３
�－１４ ４４ ８８ つまみ付きナイフ Ｇ５２ � 頁岩 ９．０ ３．４ １．２ ２４．４９
�－１４ ４５ ８８ つまみ付きナイフ Ｐ２５ � 頁岩 ８．５ ３．６ １．２ ２１．６１
�－１４ ４６ ８８ 箆状石器 Ｒ８ � 頁岩 ７．０ ４．１ １．４ ３９．３
�－１４ ４７ ８８ 箆状石器 Ｖ８ � 頁岩 ５．４ ３．８ １．３ ２６．９
�－１４ ４８ ８８ 箆状石器 Ｒ１２ � 頁岩 ６．９ ３．５ １．６ ３２．６
�－１５ ４９ ８８ 箆状石器 Ｐ１６ � 頁岩 ８．６ ５．１ １．６ ７４．８
�－１５ ５０ ８８ 箆状石器 Ｐ１５ � 頁岩 ７．５ ６．５ １．７ ４６．９
�－１５ ５１ ８８ 箆状石器 Ｍ４４ � 頁岩 ６．５ ５．１ １．６ ４７．８６
�－１５ ５２ ８８ 箆状石器 Ｌ３７ � 頁岩 ２．１ ３．０ ０．７ ４．３９
�－１５ ５３ ８８ 箆状石器 Ｍ４３ � 頁岩 ３．９ ２．２ ０．８ ７．８３
�－１５ ５４ ８８ スクレイパー Ｋ５８ � 頁岩 ４．０ １．８ ０．９ ５．５
�－１５ ５５ ８８ スクレイパー Ｒ４４ � 頁岩 ７．８ ５．９ １．５ ５８
�－１５ ５６ ８８ スクレイパー Ｍ４０ � 頁岩 ４．９ ７．７ ０．８ ２２．４
�－１５ ５７ ８９ スクレイパー Ｗ９ � 頁岩 ５．２ ４．２ ２．２ ３２．１
�－１５ ５８ ８９ スクレイパー Ｖ９ � 頁岩 １０．４ ３．８ １．４ ４９．４１
�－１５ ５９ ８９ スクレイパー Ｒ１５ � 頁岩 １１．２ ４．１ １．７ ４２．９１
�－１５ ６０ ８９ スクレイパー Ｎ１７ � 頁岩 ３．７ ６．３ ２．３ ５５．９３
�－１６ ６１ ８９ 楔形石器 Ｏ１７ � 頁岩 ３．１ １．２ ０．９ ２．６９
�－１６ ６２ ８９ 石核 Ｖ５ � 頁岩 ９．１ ７．５ ４．０ ３００
�－１６ ６３ ８９ 石核 Ｖ１６ � 頁岩 ５．７ ７．０ ５．４ ２２４．５７
�－１６ ６４ ８９ 石核 Ｑ４４ � 頁岩 ４．７ ８．２ ３．３ １４５．１３
�－１６ ６５ ８９ 石核 Ｐ１３ � 頁岩 ７．２ ７．８ ３．２ １６２．７７
�－１６ ６６ ８９ 石核 Ｊ８ � 頁岩 ５．３ ４．４ ６．２ １２２．３２
�－１７ ６７ ８９ 石斧 Ｕ１３ � 虻紋岩 （５．５） ２．９ ０．８ ２１．８ 擦り切り
�－１７ ６８ ８９ 石斧 Ｎ１６ � 虻紋岩 ８．４ ２．８ １．１ ３５．６
�－１７ ６９ ８９ 石斧 Ｏ４０ � 頁岩 ７．８ ２．５ １．５ ３７．２ 線刻
�－１７ ７０ ８９ 石斧 Ｊ３６ � 虻紋岩 １０．５ ５．１ ２．１ １７５．３
�－１７ ７１ ８９ 石斧 Ｊ２５ � 安山岩 （５．５） ２．９ １０．８ ２１０．８
�－１７ ７２ ８９ 石斧 Ｕ４ � 安山岩 （１３．４） ４．５ ３．２ ３５５
�－１７ ７３ ８９ 石斧 Ｕ３８ � 安山岩 １２．９ ４．８ ３．３ ３４０
�－１７ ７４ ８９ 石斧 Ｏ１７ � 頁岩 ８．６ １．４ ０．９ １２．９
�－１７ ７５ ８９ たたき石 Ｎ４３ � 頁岩 １４．２ ６．０ ３．５ ３００
�－１７ ７６ ８９ たたき石 Ｊ６０ � 砂岩 １４．３ ６．４ ３．４ ４６０
�－１７ ７７ ８９ たたき石 Ｕ８ � 安山岩 ９．２ ８．０ ７．４ ７００
�－１７ ７８ ８９ すり石 Ｐ７ � 安山岩 ８．６ １４．３ ６．６ ８６０
�－１７ ７９ ８９ すり石 Ｏ３６ � 安山岩 １０．２ １２．３ ４．２ ８００
�－１７ ８０ ８９ 石鋸 Ｉ３６ Ｈ－９掘り上げ土 安山岩 ３．６ ３．６ １．３ ２７．１
�－１７ ８１ ８９ 石鋸 Ｎ４１ � 安山岩 （４．１） （５．８） １．０ ３０．９
�－１８ ８２ ９０ 扁平打製石器 Ｈ３８ � 頁岩 ４．０ １０．９ １．８ １０１．２
�－１８ ８３ ９０ 扁平打製石器 Ｇ５１ � 安山岩 ７．９ １６．５ ２．８ ５００
�－１８ ８４ ９０ 扁平打製石器 Ｈ４７ � 安山岩 ８．０ １４．６ ３．２ ６００
�－１８ ８５ ９０ 扁平打製石器 Ｖ５ � 安山岩 ７．２ １５．９ ２．１ ３１０
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表�－２ 包含層出土掲載石器一覧（２）

図番号 番号 図版 器種名 遺構／発掘区 層位 石材等 長さ（	） 幅（	） 厚さ（	） 重量（
） 備考

�－１８ ８６ ９０ 扁平打製石器 Ｖ７ � 凝灰岩 ９．９ （１６．０） ５．９ ８９０
�－１８ ８７ ９０ 北海道式石冠 Ｈ３２ � 安山岩 １１．６ １５．５ ７．６ １４９０
�－１８ ８８ ９０ 北海道式石冠 Ｍ７ � 安山岩 （１０．０） （１１．３） ７．３ １１００
�－１８ ８９ ９０ 砥石 Ｖ５ � 軽石 ９．０ ６．７ ３．０ １９．９
�－１８ ９０ ９０ 砥石 Ｋ７ � 凝灰岩 １３．２ ５．９ １．１ １００．６
�－１９ ９１ ９０ 砥石 Ｋ２４ � 凝灰岩 １９．２ ７．８ ７．４ ９９５
�－１９ ９２ ９０ 石錘 Ｒ２２ � 砂岩 ５．３ ６．７ １．７ ９０．９
�－１９ ９３ ９０ 石錘 Ｏ２８ � 珪岩 ６．８ ８．６ ２．９ ２３１．３
�－１９ ９４ ９０ 石錘 Ｗ１１ � 安山岩 ８．３ ８．８ ２．９ ３４０
�－１９ ９５ ９０ 石錘 Ｎ１７ � 安山岩 １０．３ ６．０ ４．６ ４００
�－１９ ９６ ９０ 石製品 Ｎ１７ � 砂岩 ８．５ ５．４ １．３ ６１．６ 有孔
�－１９ ９７ ９０ 石製品 Ｏ１９ � 泥岩 ５．３ ４．７ １．１ １９．９ 有孔
�－１９ ９８ ９０ 石製品 Ｎ１６・Ｐ１５ �・� 凝灰岩 ６．０ ３．８ ０．８ １４．９
�－１９ ９９ ９０ 石製品 Ｈ４２ � 軽石 ６．８ ５．９ ２．４ ２９．５
�－１９ １００ ９０ キセル Ｗ３４ � 銅製品 ５．６ １．１ １．５ １２．４５ 雁首
�－１９ １０１ ９０ キセル Ｗ３４ � 銅製品 ７．６ １．３ １．５ １５．８３ 吸口
�－１９ １０２ ９０ キセル Ｍ１８ � 銅製品 ６．５ １．１ ０．９ ２．５１ 吸口
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�章 まとめ

１．遺構について
縄文時代早期後半（�群ｂ－１類）の竪穴住居跡は、６軒（Ｈ－１・３・１３・１９～２１）検出した。
平面形は、Ｈ－３が不整の楕円形、Ｈ－１３が不整形である以外、円形となる。大きさは、Ｈ－３が

長径９�程で、円形のものは直径３～７�程とばらつきがみられる。いずれも炉跡はないが、Ｈ－２０
では、床面ほぼ中央に窪んでやや硬くなる面がある。柱穴は、Ｈ－１・２０で住居中央付近を巡る太い

ものと、北側壁際の細いものがみられた。また壁際に周溝を持つもの（Ｈ－１・２０・２１）がある。

Ｈ－１・２０・２１では、剥片石器が多量に出土し、特にＨ－２０では石核や不定形剥片の接合資料が得

られた。頁岩原石を持ち込み、石器の製作をおこなっていた跡と考えられる。Ｐ－１０８出土のスクレ

イパーと接合する例があるため、同時期の土坑であると考えられる。

縄文時代前期後半の竪穴住居跡は、１３軒（Ｈ－７～１２・２２～２６・２８・２９）検出した。

平面形は円形・楕円形で、大きさは４�未満～１０�以上である。楕円形のものが大きい傾向がある。
柱穴は主柱穴４本（Ｈ－７・１０・１１・２３・２９）と、６本以上（Ｈ－８・９・２２）のものがあり、柱の

位置から、建て替えが想定されるもの（Ｈ－７・２３）もある。炉跡は、掘り込みを伴うもの（Ｈ－８

・９・１１？・２２・２３？）が多く、中央もしくは長軸上に設置される。付属遺構は、ベンチ構造（Ｈ－

１１・２５）、周溝（Ｈ－８・２２・２３）、砂ピット（Ｈ－２９）などがみられる。時期は円筒土器下層ｂ～ｄ

１式で、放射性年代測定や床面出土土器から、Ｈ－８・２２が古く、Ｈ－７・２３・２４・２９があり、Ｈ－

２５・９・１１が新しいと考えられる。

縄文時代後期前葉の竪穴住居跡は、６軒（Ｈ－４・６・１４・１５・１７・１８）検出した。

平面形は円形が多く、Ｈ－１８のみ六角形に近い形状となる。大きさはすべて４�未満で、３�をき
るものもある。炉跡はすべてで確認され、Ｈ－４・１５以外は、中心より南東壁側の床面に、石組炉が

ある。Ｈ－１４では、壁際にほぼ全周する周溝と出入口構造がみられた。

土坑は１５３基検出した。平面形が円形・不整形で、長径が３０�～１�未満となるものが１２２基あり、
このうち半数近くは、断面形がフラスコ状になる。これらの土坑は調査区４～１０ライン、３０～３２ライ

ン、３７～５５ラインなどに集中する傾向がある。時期は出土遺物から４～１０ラインは縄文時代前期後半

・後期前葉、３０～５５ラインは縄文時代早期後半（東釧路�式土器期）の可能性がある。
直径１�以上の土坑は３１基で、平面形は楕円形・不整形となる。遺物を伴うものが多く、特に縄文
時代早期後半（�群ｂ－１類Ｐ－１０４・１０５・１０８・１１３）の土坑からは、土器やフレイクを中心に遺物
が多く出土した。このほかに縄文時代早期後半（中茶路式Ｐ－１０２）、縄文時代前期前半（Ｐ－１００・

１０７）、縄文時代前期後半（Ｐ－５８～６１・８９・９９）、縄文時代後期前葉（Ｐ－１１・１９）の土坑がある。

また近世期以降の土坑墓（Ｐ－１２）が１基あり、人骨が検出している。

溝状遺構は、溝底面に柱穴があることから、木柵設置のための布掘り跡と考える。時期はＢ－Ｔ�
降下（１０世紀）以前で、溝覆土の炭化材の放射性炭素年代測定では、８世紀中～９世紀初頭という結

果がでた。柱穴がみられる範囲は２７�中、西側の６�程で、それ以外は底面に鋤と思われる工具痕が
残るのみである。柵は溝すべてに設置されてはいない可能性がある。

柱穴を有する溝状遺構は、道内では類例がないが、北東北地方では多く、集落を区画する柵跡と考

えられている。年代は９～１１世紀である。青森県向田（３５）遺跡報告書でまとめられた県内例では、

青森市細越遺跡、野木遺跡、朝日山（２）遺跡、鯵ヶ沢町杢沢遺跡、深浦町蓙野遺跡、浪岡町羽黒平

�章 まとめ

２８５



（１）遺跡、野辺地町向田（３５）遺跡がある。

本遺跡では、擦文文化期の竪穴住居跡２軒（８世紀末・放射性年代測定では７世紀中～８世紀）を

検出したが、溝状遺構とは８０�程西へ離れて所在する。放射性年代測定での年代のずれもあり、溝状
遺構と竪穴住居跡の関連は不明である。

２．遺物について
縄文時代早期後半の�群ｂ－１類土器が、Ｈ－２０・２１、Ｐ－１０４・１０５・１０８・１１３などから、まとまっ
て出土した。遺構出土の土器について、文様ごとの集成図を作成した（図�－１）。
以下特徴を述べる。

器形：口径と底部の差が大きい深鉢を基本とし、鉢形土器、小型鉢形土器（Ｈ－２０・９１）がある。

口縁は平縁であるが、Ｐ－１０５・７４のように波状になるものもある。口唇断面形状は角型が多く、ほ

かに外側にやや肥厚するもの、丸型などがある。器壁は凹凸があり、Ｐ－１０８・７９など全体にゆがむ

ものがある。底部は小型で、外側にやや張り出す。底部外面の周縁には貼付帯を巡らし、やや上げ底

としている。底部外面には縄文が施され、内面には指頭圧痕がみられる例がある。

内面：内面はササラ状工具による横位調整、指頭によるナデ調整がみられる。また口縁付近に縄文

を施す例も多い。明瞭な貝殻条痕があるものはない。

胎土：比較的緻密で、砂粒が混じるものが多い。色調は、にぶい黄橙色、にぶい橙色などがある

文様：貼付文、縄線文、縄端圧痕文、縄端回転文、刺突文、綾絡文、縄文がみられる。

貼付帯があるものは、Ｐ－１０８・８１のみである。貼付上には縄の側面圧痕が縦位に施されている。

縄線文は横位、斜位、波形に施文され、これに縄端圧痕文を加えて、文様帯を構成する。このほか

円弧を組み合わせた文様（Ｐ－１０８・８７、Ｐ－１１３・９７）、平組紐の圧痕文（Ｐ－１０８・８８）などがみら

れる。文様は無文地に施文されるものが多い。

縄端回転文はＨ－２０・８２の復原土器にみられたもので、無節原体の縄端側面を横位回転させ、円弧

状の文様を連続させるものである。

綾絡文は縄文地に横位に施されるもので、数条を１セットにして帯状になるものや、綾絡文のみみ

られる破片もある。

縄文は狭い幅での斜行縄文が主体的である。施文の向きを変え、切り合う例も多い。また縄端を意

識して施文し、端部に段差ができるものがある（Ｐ－１０５・７４）。原体はＬＲ・ＲＬで、０段多条とな

るものが多い。また無節の原体も使用される。

上記の土器群は、道内では函館市中野Ｂ遺跡（�群Ｆ類土器）、松前町高野遺跡（�群土器）、長万
部町オバルベツ２遺跡出土土器などに類似し、道外では青森県表館�群土器と類する。中野Ｂ遺跡�
群Ｆ類は赤御堂式に後続し、東釧路�式に相当するものと考えられている（熊谷 北埋９７・冨永２００４）。

道南地方では、この時期、折り返し口縁や貼付、内面条痕を特徴とする仮称「西桔梗式」土器があ

り、長万部町富野３遺跡などで、赤御堂式土器との共伴が知られる。本土器群は、それに後続するも

ので、東釧路�式相当の土器の一例と考えられる。
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図�－１ 遺構出土の	群ｂ－１類土器集成
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３．自然科学的分析結果の評価について
（１）黒曜石原産地同定（付篇１）

１０点の試料中、６点が赤井川産と同定された（表�－１）。他に赤石山
、置戸が１点である。残
りのうち２点は、試料Ｋｉ－１（Ｈ－１出土 石錐）は、第２・４図は産地群の外にみられ、６・８

図では丸瀬布群の範囲内にあり、丸瀬布群で被熱を受けたと推定された。また、Ｋｉ－３（Ｈ－２０

原石）は、すべての図のいずれの原産地群の範囲内にみられず、産地は特定できなかった。

前者のように黒曜石が被熱を受けた際に生じる化学組成の変化を知るため、また、後者のように不

明となる結果のものを同定できうる分析元素の設定、これらの化学的変化、対照標準資料の体系化が

さらに必要である。

（２）放射性炭素年代（ＡＭＳ測定）（付篇２）

平成２２年度に２０点（Ｋｉ－１～２０）、平成２３年度に３点（ｋｉ－２１～２３）を測定した。これらの結

果のうち、暦較正年代に注目し、１・２標準偏差が５０％以上の試料２１点について、年代の新しい順に

並べた表�－２を作成した。
溝状遺構、ＳＨ－１・２は擦文文化期である。ＳＨ－１・２は、７世紀中頃～８世紀と想定より古

い数値で、溝状遺構はこれら住居跡よりも若干新しい年代である。関連する遺構と考えていたが、再

検討が必要となった。また、Ｈ－２３ 床面出土の試料：Ｋｉ－２３（IAAA－１０３３３２）も７世紀代の値

であるが、Ｈ－２３は発掘調査で縄文時代前期の住居跡である。遺構図を再検討した結果、試料である

炭化材の出土位置と床面には１０�程度高さが異なるので、この炭化材が本住居跡に伴わないと判断す
る。

縄文時代後期の住居跡は、Ｈ－１７・１４・６で、縄文時代前期の住居跡は、新しい年代が示された順

に、Ｈ－１１・９・７・２９・８・２２である。縄文時代早期の住居跡はＨ－１３・２０があり、前者は早期後

半、後者はこれよりも約１７００年古い。

Ｈ－１８は縄文時代後期の住居跡であるが、標準偏差が５０％未満の測定値は、縄文時代中期を示して

いる。

（３）炭化材の樹種同定（付篇３）

同定結果から、時代により使用する木を使い分けていることがわかる。すなわち、擦文文化期（Ｓ

Ｈ－２）では、トネリコ属で、縄文時代はクリである。いずれも遺跡周辺の植生にみられるもので、

そこから入手したと推測される。

（４）出土の種実（付篇４）

種実には、炭化したものと未炭化のものがみられた。後者は、低湿地性遺跡等の還元層に残存する

もので、本遺跡の立地環境に該当せず、発掘調査や水洗・整理作業中に混入した可能性が高いとの結

論であった。このことは時代が新しい擦文文化期の遺構にもみられ、フローテーション法を用いる場

合、注意しなければならない事項である。

炭化種子と未炭化種子を表�－３にまとめた。遺構に伴うと考えられる炭化種子については、多く
が偶発的に遺構内に持ち込まれたと推測されるが、擦文文化期のＳＨ－１の「オニグルミ」と、縄文

時代前期の住居跡、Ｈ－２２内のＨＰ－１覆土中の「ユリ科炭化鱗茎」は食用の可能性が高い。なおＨ

－２２ＨＰ－１ではオニグルミが大量に出土している。
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（５）Ｐ－１２出土人骨について

人類学的鑑定では以下の所見が得られた。

・人骨の残りは悪く、歯冠の情報から、年齢・性別を推測した。

・歯の咬耗から壮年と判断され、切歯には和人特有の形状が認められた。

・残存する歯の歯冠計測値の組み合わせによる線形判別法により、母集団を江戸時代の関東地方の

和人、アイヌ民族として分析し、いずれも男性と判断された。

・同じく歯冠計測値から、江戸時代和人か北海道アイヌかを判別し、和人と判断された。

また、遺構の状況は、屈葬であること、副葬品がないことから、和人であると推測された。

以上、人類学的鑑定や遺構の状況から、被葬者は和人の壮年男性であると判断される。

（６）Ｐ－１２出土人骨の放射性年代測定

Ｐ－１２出土の人骨のうち、依存状態が良好だった部位は頭部と左右の脛骨であった。この脛骨（左

右は不明）から抽出したコラーゲンから年代測定を行った。

暦年較正年代で高い確率の値は、西暦１８３３－１８８０年（１標準偏差 ３６．４％）、１８０５－１８９２年（２標

準偏差 ５４．８％）で１９世紀である。

しかし、コラーゲン試料の性質の分析から、Ｃ／Ｎ（炭素／窒素）比では、本試料は外部汚染を受

けていること、さらに摂取タンパク源は、草食性の陸上動物と海産魚貝類の両者が認められたことが

判明した。

本遺跡は、調査前は住宅地で上位の層が削平されており、人骨コラーゲンが外部汚染を受けている。

加えて、海産魚貝類を少なからず摂取してことから、海洋リザーバー効果の影響を受けていることを

考慮すると、１７世紀後葉以降と推測される。 （愛場）

表�－１ 黒曜石原産地同定結果一覧（産地別）

試料名 器種 出土地点 時期 原産地 SiO2 AI2O3 Fe2O3 TiO2 K2O CaO Rb（I） Sr（I）

Ｋｉ－４ 石鏃 Ｈ－２１ 縄文時代早期 赤井川 ７７．１７３９ １１．９０３７ １．１４５６ ０．１１６３ ４．６６９６ ０．８０５１ ９４９ ５７１

Ｋｉ－５ フレイク Ｈ－２６ 縄文時代前期 赤井川 ７６．８４７６ １１．７８４９ １．２１６６ ０．１０８５ ４．８７６１ ０．８５７０ ９２４ ４０５

Ｋｉ－６ フレイク Ｈ－２９ 縄文時代前期 赤井川 ７６．９５９２ １１．７５３７ １．０９５０ ０．１０１５ ４．５８４２ ０．７８３８ １１０１ ６４９

Ｋｉ－７ フレイク Ｐ－５６ 縄文時代 赤井川 ７７．２３２２ １１．７４２４ １．１０５０ ０．０９６８ ４．５７５８ ０．７５６５ １０６３ ４８５

Ｋｉ－９ 石鏃 包含層 縄文時代 赤井川 ７６．９８２８ １１．９９０６ １．１４９６ ０．０９６６ ４．６５８９ ０．８１３１ １０５４ ７７２

Ｋｉ－１０ 石鏃 包含層 縄文時代 赤井川 ７６．９０６７ １２．０１４７ １．１８７２ ０．１１２１ ５．０４２４ ０．８３９８ １１８０ ４４３

Ｋｉ－２ フレイク Ｈ－２０ 縄文時代早期 赤石山� ７６．６９９８ １２．１４３８ １．０９５７ ０．０８９５ ４．６２５１ ０．５３０８ １３７８ １０７

Ｋｉ－８ フレイク Ｐ－８９ 縄文時代前期 置戸 ７７．９５６７ １１．４８９３ １．１８９４ ０．１６６７ ３．５２０４ １．１３２６ ６３３ １１２４

Ｋｉ－３ 原石 Ｈ－２０ 縄文時代早期 不明 ７４．１３３５ ９．６８１１ ２．１０１７ ０．３０９９ ３．８８０９ ２．７２６９ ６２２ ９４８

Ｋｉ－１ 石錐 Ｈ－１ 縄文時代早期 丸瀬布系？ ７６．７３５８ １１．４６９６ １．５４６６ ０．２１５６ ３．８００１ １．２５５１ ９６８ ９９１
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表�－２ 放射性炭素年代測定結果一覧（時代順）

測定番号 調査年度 試料名 採取場所 １σ
暦年代範囲

２σ
暦年代範囲 時代等

IAAA‐１１２２１５ 平成２３年度 Ｋｉ－２３ 溝状遺構 覆土
777calAD － 831calAD (43.2%) 718calAD － 743calAD ( 6.8%) 擦文文化期

８世紀中頃～９世紀初頭837calAD － 869calAD (25.0%) 768calAD － 889calAD (88.6%)

IAAA‐１０３３１５ 平成２２年度 Ｋｉ－３ ＳＨ－２ 床面
683calAD － 722calAD (38.5%)

669calAD － 777calAD (95.4%) 擦文文化期
７世紀中頃～８世紀後半741calAD － 770calAD (29.7%)

IAAA‐１０３３１３ 平成２２年度 Ｋｉ－１ ＳＨ－１ カマド
655calAD － 689calAD (64.8%) 650calAD － 715calAD (81.1%) 擦文文化期

７世紀中頃～８世紀初頭754calAD － 758calAD ( 3.4%) 745calAD － 768calAD (14.3%)

IAAA‐１０３３１４ 平成２２年度 Ｋｉ－２ ＳＨ－１ 炉跡（ＨＦ－１）

664calAD － 694calAD (43.4%) 658calAD － 724calAD (66.9%)
擦文文化期

７世紀中頃～８世紀中頃702calAD － 707calAD ( 4.3%) 739calAD － 771calAD (28.5%)

748calAD － 765calAD (20.5%) ―

IAAA‐１０３３３２ 平成２２年度 Ｋｉ－２０ Ｈ－２３ 床面 645calAD － 670calAD (68.2%) 613calAD － 686calAD (95.4%) 擦文文化期
７世紀代

IAAA‐１０３３１６ 平成２２年度 Ｋｉ－４ ＳＨ－２ 炉跡（ＨＦ－１）
434calAD － 469calAD (26.5%)

420calAD － 545calAD (95.4%) 続縄文時代
５世紀前半～６世紀中頃481calAD － 535calAD (41.7%)

IAAA‐１０３３２５ 平成２２年度 Ｋｉ－１３ Ｈ－１７ 炉跡（ＨＦ－１） 2024calBC － 1941calBC (68.2%)
2113calBC － 2101calBC ( 1.8%) 縄文時代中・後期

約Ｂ．Ｃ．２０００2036calBC － 1894calBC (93.6%)

IAAA‐１０３３２４ 平成２２年度 Ｋｉ－１２ Ｈ－１４ 炉跡（ＨＦ－１）

2488calBC － 2438calBC (41.1%) 2566calBC － 2525calBC (10.8%)
縄文時代中期
約Ｂ．Ｃ．２４００年2421calBC － 2404calBC (10.5%) 2497calBC － 2341calBC (84.6%)

2378calBC － 2350calBC (16.7%) ―

IAAA‐１０３３１７ 平成２２年度 Ｋｉ－５ Ｈ－６ 床面
2562calBC － 2535calBC (35.4%)

2574calBC － 2462calBC (95.4%) 縄文時代中期
約Ｂ．Ｃ．２５００2493calBC － 2470calBC (32.8%)

IAAA‐１０３３２２ 平成２２年度 Ｋｉ－１０ Ｈ－１１ 床面（ＨＣ－１）

3491calBC － 3470calBC (18.7%) 3499calBC － 3450calBC (24.4%)

縄文時代前期
約Ｂ．Ｃ．３３００

3374calBC － 3341calBC (49.5%) 3444calBC － 3439calBC ( 0.4%)

― 3379calBC － 3330calBC (53.3%)
― 3215calBC － 3181calBC ( 9.5%)

― 3158calBC － 3124calBC ( 7.9%)

IAAA‐１０３３２１ 平成２２年度 Ｋｉ－９ Ｈ－９ 炉跡（ＨＦ－１）

3518calBC － 3496calBC (15.4%) 3627calBC － 3597calBC ( 8.8%)
縄文時代前期
約Ｂ．Ｃ．３５００3460calBC － 3376calBC (52.8%) 3526calBC － 3483calBC (22.3%)

― 3476calBC － 3370calBC (64.3%)

IAAA‐１０３３１８ 平成２２年度 Ｋｉ－６ Ｈ－７ 床面
3639calBC － 3630calBC (10.9%) 3647calBC － 3621calBC (18.3%) 縄文時代前期

約Ｂ．Ｃ．３５００3581calBC － 3533calBC (57.3%) 3606calBC － 3522calBC (77.1%)

IAAA‐１１２２１４ 平成２３年度 Ｋｉ－２２ Ｈ－２９ 床面

3632calBC － 3561calBC (49.5%) 3635calBC － 3551calBC (55.4%)
縄文時代前期
約Ｂ．Ｃ．３５００3536calBC － 3518calBC (13.5%) 3542calBC － 3501calBC (20.3%)

3395calBC － 3386calBC ( 5.2%) 3429calBC － 3380calBC (19.7%)

IAAA‐１０３３２０ 平成２２年度 Ｋｉ－８ Ｈ－８ 炉跡（ＨＦ－２）

3632calBC － 3560calBC (51.6%) 3636calBC － 3501calBC (77.4%)
縄文時代前期
約Ｂ．Ｃ．３５００3537calBC － 3518calBC (13.5%) 3428calBC － 3381calBC (18.0%)

3394calBC － 3388calBC ( 3.1%) ―

IAAA‐１１２２１３ 平成２３年度 Ｋｉ－２１ Ｈ－２９ 床面
3636calBC － 3629calBC ( 7.3%)

3641calBC － 3520calBC (95.4%) 縄文時代前期
約Ｂ．Ｃ．３５００3585calBC － 3531calBC (60.9%)

IAAA‐１０３３３１ 平成２２年度 Ｋｉ－１９ Ｈ－２２ 床面

3634calBC － 3626calBC ( 6.9%) 3641calBC － 3516calBC (92.4%)
縄文時代前期
約Ｂ．Ｃ．３５００3599calBC － 3551calBC (45.8%) 3409calBC － 3406calBC ( 0.4%)

3542calBC － 3526calBC (15.5%) 3399calBC － 3384calBC ( 2.6%)

IAAA‐１０３３３０ 平成２２年度 Ｋｉ－１８ Ｈ－２２ 床面
3638calBC － 3629calBC ( 8.9%)

3645calBC － 3520calBC (95.4%) 縄文時代前期
約Ｂ．Ｃ．３５００3584calBC － 3531calBC (59.3%)

IAAA‐１０３３１９ 平成２２年度 Ｋｉ－７ Ｈ－８ 床面
3694calBC － 3682calBC (11.5%) 3706calBC － 3631calBC (86.1%) 縄文時代前期

約Ｂ．Ｃ．３５００3664calBC － 3636calBC (56.7%) 3561calBC － 3537calBC ( 9.3%)

IAAA‐１０３３２３ 平成２２年度 Ｋｉ－１１ Ｈ－１３ 床面
4355calBC － 4327calBC (54.4%) 4436calBC － 4427calBC ( 1.0%) 縄文時代早期

約Ｂ．Ｃ．４３００4284calBC － 4271calBC (13.8%) 4369calBC － 4259calBC (94.4%)

IAAA‐１０３３２８ 平成２２年度 Ｋｉ－１６ Ｈ－２０ 床面
6018calBC － 5981calBC (51.0%) 6055calBC － 5968calBC (66.1%) 縄文時代早期

約Ｂ．Ｃ．６０００5943calBC － 5926calBC (17.2%) 5956calBC － 5904calBC (29.3%)

IAAA‐１０３３２９ 平成２２年度 Ｋｉ－１７ Ｈ－２０ 床面

6076calBC － 6018calBC (68.2%) 6205calBC － 6191calBC ( 2.2%)

縄文時代早期
約Ｂ．Ｃ．６０００

― 6184calBC － 6170calBC ( 1.9%)

― 6162calBC － 6141calBC ( 3.3%)

― 6111calBC － 5999calBC (87.9%)

IAAA‐１０３３２６ 平成２２年度 Ｋｉ－１４ Ｈ－１８ 床面

2562calBC － 2535calBC (28.8%) 2572calBC － 2512calBC (40.6%)

縄文時代中期
約Ｂ．Ｃ．２５００

2493calBC － 2465calBC (39.4%) 2505calBC － 2438calBC (47.7%)

― 2421calBC － 2404calBC ( 2.8%)

― 2379calBC － 2349calBC ( 4.3%)

IAAA‐１０３３２７ 平成２２年度 Ｋｉ－１５ Ｈ－１８ 床面

2562calBC － 2535calBC (29.3%) 2573calBC － 2512calBC (41.9%)

縄文時代中期
約Ｂ．Ｃ．２５００

2493calBC － 2466calBC (38.9%) 2505calBC － 2450calBC (46.5%)

― 2445calBC － 2439calBC ( 0.6%)

― 2420calBC － 2404calBC ( 2.5%)

― 2378calBC － 2350calBC ( 3.9%)
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表�－３ 遺構出土炭化種実同定結果一覧

試料
番号 遺構 層位 試料

点数 時代・時期 炭化種子 未炭化種子 備 考

Ｋｉ－１

ＳＨ－１
床面

２

擦文文化期

オニグルミ核：１

ウルシ属－ヌルデ属
炭化内果皮：１

タニソバ果実
イヌタデ果実
アカザ属種子
エノキグサ種子

等

Ｋｉ－２ ３
Ｋｉ－３ １
Ｋｉ－４ ２
Ｋｉ－５ １
Ｋｉ－６ １
Ｋｉ－７ １
Ｋｉ－８ ３
Ｋｉ－９ １
Ｋｉ－１０ １
Ｋｉ－１１ ２
Ｋｉ－１２ ３
Ｋｉ－１３ ２
Ｋｉ－１４ １
Ｋｉ－１５ １
Ｋｉ－１６ ２
Ｋｉ－１７ ５
Ｋｉ－１８ ７
Ｋｉ－１９ １
Ｋｉ－２０ １
Ｋｉ－２１ ４
Ｋｉ－２２ １
Ｋｉ－２３ １
Ｋｉ－２４ １
Ｋｉ－２５ １
Ｋｉ－２６ １
Ｋｉ－２７ １
Ｋｉ－２８ ２
Ｋｉ－２９ ４
Ｋｉ－３０ １
Ｋｉ－３１ ２
Ｋｉ－３２ １
Ｋｉ－３３ １
Ｋｉ－３４ ２
Ｋｉ－３５ １
Ｋｉ－３６ ２
Ｋｉ－３７ ２
Ｋｉ－３８ １
Ｋｉ－３９ １
Ｋｉ－４０ ２
Ｋｉ－４１ １
Ｋｉ－４２ ３
Ｋｉ－４３ ２
Ｋｉ－４４ ＨＦ－１ １ ― タニソバ種子
Ｋｉ－４５ カマド周辺 ５ イネ科種子：２ エノキグサ種子
Ｋｉ－４６

ＳＨ－２
床面

１

擦文文化期

ウルシ属－ヌルデ属
炭化内果皮：１

タデ科果実：１

タニソバ果実
アカザ属種子
エノキグサ種子

等

Ｋｉ－４７ １
Ｋｉ－４８ １３
Ｋｉ－４９ １
Ｋｉ－５０ ３
Ｋｉ－５１ ２
Ｋｉ－５２ ２
Ｋｉ－５３ １
Ｋｉ－５４ ３
Ｋｉ－５５ １
Ｋｉ－５６ １
Ｋｉ－５７ １
Ｋｉ－５８ ２
Ｋｉ－５９ ６
Ｋｉ－６０ ２
Ｋｉ－６１ １
Ｋｉ－６２ １
Ｋｉ－６３ ２
Ｋｉ－６４ ＨＦ－１ ６ イネ科種子：１ タニソバ種子

アカザ属種子等Ｋｉ－６５ １

Ｋｉ－６６ Ｈ－１ 床面 ３ 縄文時代早期 ― タニソバ種子

Ｋｉ－６７ Ｆ－１ 焼土 ３ 縄文時代 ― タニソバ種子
Ｋｉ－６８ １ アカザ属種子

Ｋｉ－６９ Ｆ－２ 焼土 ４ 縄文時代 ― タニソバ種子

Ｋｉ－７０
Ｈ－８

ＨＦ－２ ５
縄文時代前期

イヌビエ属種子：１
イネ科種子：１ ―

Ｋｉ－７１ ＨＦ－３ ２８ イヌビエ属種子：１
タデ科果実：１

タニソバ種子
イヌダデ果実

Ｋｉ－７２ Ｈ－９ ＨＦ－１ ２ 縄文時代前期 ― タニソバ種子
アカザ属種子

Ｋｉ－７３ Ｈ－１４ ＨＦ－１ ２ 縄文時代
中期末～後期初頭

サナエタデ－オオイヌタデ果実
：１ タニソバ種子

Ｋｉ－７４ Ｈ－１５ ＨＦ－１ １ 縄文時代
中期末～後期初頭 エノコログサ属種子：１ ―

Ｋｉ－７５ Ｈ－１７ ＨＦ－１ ３ 縄文時代
中期末～後期初頭 ― タニソバ種子

エノキグサ種子

Ｋｉ－７６ Ｈ－１８ ＨＦ－１ １ 縄文時代
中期末～後期初頭

ウルシ属－ヌルデ属
炭化内果皮：１ ―

Ｋｉ－７７ Ｈ－２２ ＨＰ－１ 覆土 ５ 縄文時代前期 ユリ科
炭化鱗茎：１ ―
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１．黒曜石原産地同定

第四紀地質研究所 井上 巌

１ 実験条件

分析はエネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（日本電子製 JSX－３２００）で行なった。

この分析装置は標準試料を必要としないファンダメンタルパラメータ法（ＦＰ法）による自動定量

計算システムが採用されており、６Ｃ～９２Ｕまでの元素分析ができ、ハイパワーＸ線源（最大３０ｋＶ、

４ｍＡ）の採用で微量試料～最大２９０�ф×８０�Ｈまでの大型試料の測定が可能である。小形試料で
は１６試料自動交換機構により連続して分析できる。

分析はバルクＦＰ法でおこなった。ＦＰ法とは試料を構成する全元素の種類と濃度、Ｘ線源のスペ

クトル分布、装置の光学系、各元素の質量吸収係数など装置定数や物性値を用いて、試料から発生す

る各元素の理論強度を計算する方法である。

実験条件はバルクＦＰ法（スタンダードレス方式）、分析雰囲気＝真空、Ｘ線管ターゲット素材＝

Ｒｈ、加速電圧＝３０ｋＶ、管電流＝自動制御、分析時間＝２００秒（有効分析時間）である。

分析対象元素は Si、Ti、Al、Fe、Mn、Mg、Ca、Na、K、P、Rb、Sr、Y、Zrの１４元素、分析値

は黒曜石の含水量＝０と仮定し、酸化物の重量％を１００％にノーマライズし、表示した。

地質学的には分析値の重量％は小数点以下２桁で表示することになっているが、微量元素の Rb、

Sr、Y、Zrは重量％では小数点以下３～４桁の微量となり、小数点以下２桁では０と表示される。

ここでは分析装置のソフトにより計算された小数点以下４桁を用いて化学分析結果を表示した。

主要元素と微量元素の酸化物濃度（重量％）で SiO２-Al２O３、Fe２O３-TiO２、K２O-CaOの各相関図、Rb-Sr

は積分強度の相関図の４組の組み合わせで図を作成した。

２ 分析結果

第１表 化学分析表には分析結果に基づいて原産地も記載してある。

最も多く検出されたのは赤井川産で１０個中６個が該当する。Ｋ－１は弱被熱した丸瀬布系？、Ｋ－

３は原石で表面が風化し、新鮮な面での分析ができず、原産地不明とした。Ｋ－８の置戸産は弱被熱

したもので図中の領域にばらつきがある。

第１表 化学分析表

試料名 Na2O MgO AI2O3 SiO2 P2O5 K2O CaO TiO2 MnO Fe2O3 Rb2O SrO Y2O3 ZrO2 Total Rb（I） Sr（I） 原産地 器種 時期

Ｋｉ－１ ４．２０３２ ０．００００ １１．４６９６ ７６．７３５８ ０．６５２０ ３．８００１ １．２５５１ ０．２１５６ ０．０７３３ １．５４６６ ０．０１４４ ０．０１５１ ０．００００ ０．０１９０ ９９．９９９８ ９６８ ９９１ 丸瀬布系？ 石錐 Ｈ－１縄文時代早期

Ｋｉ－２ ４．０５０４ ０．００００ １２．１４３８ ７６．６９９８ ０．６６５６ ４．６２５１ ０．５３０８ ０．０８９５ ０．０６７９ １．０９５７ ０．０１７７ ０．００１４ ０．００１２ ０．０１１１ １００．００００ １３７８ １０７ 赤石山� フレイク Ｈ－２０縄文時代早期

Ｋｉ－３ ４．１９８４ ０．００００ ９．６８１１ ７４．１３３５ ２．６９３０ ３．８８０９ ２．７２６９ ０．３０９９ ０．２０１８ ２．１０１７ ０．０１６８ ０．０２６２ ０．００３７ ０．０２６１ １００．００００ ６２２ ９４８ 不明 原石 Ｈ－２０縄文時代早期

Ｋｉ－４ ３．４４２８ ０．００００ １１．９０３７ ７７．１７３９ ０．６３６５ ４．６６９６ ０．８０５１ ０．１１６３ ０．０６５５ １．１４５６ ０．０１４０ ０．００８６ ０．００３９ ０．０１４３ ９９．９９９８ ９４９ ５７１ 赤井川 石鏃 Ｈ－２１縄文時代早期

Ｋｉ－５ ３．５６６７ ０．００００ １１．７８４９ ７６．８４７６ ０．６３２２ ４．８７６１ ０．８５７０ ０．１０８５ ０．０７８０ １．２１６６ ０．０１３０ ０．００５８ ０．００２５ ０．０１１０ ９９．９９９９ ９２４ ４０５ 赤井川 フレイク Ｈ－２６縄文時代前期

Ｋｉ－６ ３．９４９４ ０．００００ １１．７５３７ ７６．９５９２ ０．６６０７ ４．５８４２ ０．７８３８ ０．１０１５ ０．０７６８ １．０９５０ ０．０１３９ ０．００８４ ０．００２３ ０．０１１２ １００．０００１ １１０１ ６４９ 赤井川 フレイク Ｈ－２９縄文時代前期

Ｋｉ－７ ３．７２２６ ０．００００ １１．７４２４ ７７．２３２２ ０．６５８４ ４．５７５８ ０．７５６５ ０．０９６８ ０．０７３９ １．１０５０ ０．０１４０ ０．００６６ ０．００２５ ０．０１３５ １００．０００２ １０６３ ４８５ 赤井川 フレイク Ｐ－５６縄文時代

Ｋｉ－８ ３．７０１６ ０．００００ １１．４８９３ ７７．９５６７ ０．７２７６ ３．５２０４ １．１３２６ ０．１６６７ ０．０７３４ １．１８９４ ０．００８３ ０．０１５１ ０．００２６ ０．０１６３ １００．００００ ６３３ １１２４ 置戸 フレイク Ｐ－８９縄文時代前期

Ｋｉ－９ ３．５３６６ ０．００００ １１．９９０６ ７６．９８２８ ０．６５６９ ４．６５８９ ０．８１３１ ０．０９６６ ０．０７１４ １．１４９６ ０．０１５１ ０．０１１３ ０．００４５ ０．０１２７ １００．０００１ １０５４ ７７２ 赤井川 石鏃 縄文時代

Ｋｉ－１０ ３．１０６７ ０．００００ １２．０１４７ ７６．９０６７ ０．６７６４ ５．０４２４ ０．８３９８ ０．１１２１ ０．０７５７ １．１８７２ ０．０１６２ ０．００６２ ０．００３９ ０．０１２１ １００．０００１ １１８０ ４４３ 赤井川 石鏃 縄文時代
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第１図 北海道の黒曜石SiO2－Al2O3図（標準図）

第２図 木古内遺跡の黒曜石SiO2－Al2O3図
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第３図 北海道の黒曜石 Fe2O3－TiO2図（標準図）

第４図 木古内遺跡の黒曜石 Fe2O3－TiO2図
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第５図 北海道の黒曜石K2O－CaO図（標準図）

第６図 木古内遺跡の黒曜石K2O－CaO図
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第７図 北海道の黒曜石Rb－Sr 図（標準図）

第８図 木古内遺跡の黒曜石Rb－Sr 図
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２．放射性炭素年代（AMS測定）

�加速器分析研究所

１ 測定対象試料

木古内遺跡は、北海道木古内町字木古内５５－１ほか（北緯４１°４０′５７″、東経１４０°２６′４１″）に所在す

る。測定対象試料は、住居跡出土木炭２３点（Ｋｉ－１：IAAA－１０３３１３～Ｋｉ－２０：IAAA－１０３３３２）

で（表１）、Ｋｉ－１、３、５～７、１０、１１、１４～２０、２１、２３は調査現場にて直接採取、Ｋｉ－２、

４、８、９、１２、１３、２２はフローテーション法で回収され、Ｋｉ－２３を包含する覆土は、白頭山－苫

小牧火山灰（Ｂ－Ｔｍ）より下位である。なお、Ｋｉ－１～２０は平成２２年度、ｋｉ－２１～２３は平成２３

年度の採取である。

２ 測定の意義

住居跡や溝状遺構の年代を知り、遺跡の性格を理解する。

３ 化学処理工程

（１）メス・ピンセットを使い、根・土等の付着物を取り除く。

（２）酸－アルカリ－酸（AAA : Acid Alkali Acid）処理により不純物を化学的に取り除く。その後、

超純水で中性になるまで希釈し、乾燥させる。ＡＡＡ処理における酸処理では、通常１mol／�
（１Ｍ）の塩酸（HCl）を用いる。アルカリ処理では水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液を用い、

０．００１Ｍから１Ｍまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。アルカリ濃度が１Ｍに達した時には

「AAA」、１Ｍ未満の場合は「AaA」と表１に記載する。

（３）試料を燃焼させ、二酸化炭素（CO２）を発生させる。

（４）真空ラインで二酸化炭素を精製する。

（５）精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト（C）を生成させる。

（６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、測
定装置に装着する。

４ 測定方法

３ＭＶタンデム加速器（NEC Pelletron９SDH－２）をベースとした１４C-AMS専用装置を使用

し、１４Ｃの計数、１３Ｃ濃度（１３Ｃ／１２Ｃ）、１４Ｃ濃度（１４Ｃ／１２Ｃ）の測定を行う。測定では、米国国立標準

局（NIST）から提供されたシュウ酸（HOx�）を標準試料とする。この標準試料とバックグラウン
ド試料の測定も同時に実施する。

５ 算出方法

（１）δ１３Ｃは、試料炭素の１３Ｃ 濃度（１３Ｃ／１２Ｃ）を測定し、基準試料からのずれを千分偏差（‰）

で表した値である（表１）。AMS装置による測定値を用い、表中に「AMS」と注記する。

（２）１４Ｃ年代（Libby Age : yrBP）は、過去の大気中１４Ｃ濃度が一定であったと仮定して測定され、

１９５０年を基準年（0yrBP）として遡る年代である。年代値の算出には、Libbyの半減期（５５６８年）

を使用する（Stuiver and Polach１９７７）。１４Ｃ年代は δ１３Ｃによって同位体効果を補正する必要があ
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る。補正した値を表１に、補正していない値を参考値として表２に示した。１４Ｃ年代と誤差は、

下一桁を丸め１０年単位で表示され、１４Ｃ年代の誤差（±１σ）は、試料の１４Ｃ年代がその誤差範囲

に入る確率が６８．２％であることを意味する。

（３）pMC（percent Modern Carbon）は、標準現代炭素に対する試料炭素の１４Ｃ濃度の割合である。

pMCが小さい（１４Ｃが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが１００以上（１４Ｃの量が標準現代炭素

と同等以上）の場合Modernとする。この値も δ１３Ｃによって補正する必要があるため、補正し

た値を表１に、補正していない値を参考値として表２に示した。

（４）暦年較正年代とは、年代が既知の試料の１４Ｃ濃度を元に描かれた較正曲線と照らし合わせ、過

去の１４Ｃ濃度変化などを補正し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、１４Ｃ年代に対応す

る較正曲線上の暦年代範囲であり、１標準偏差（１σ＝６８．２％）あるいは２標準偏差（２σ＝

９５．４％）で表示される。グラフの縦軸が１４Ｃ年代、横軸が暦年較正年代を表す。暦年較正プログ

ラムに入力される値は、δ１３Ｃ補正を行い、下一桁を丸めない１４Ｃ年代値である。なお、較正曲線

および較正プログラムは、データの蓄積によって更新される。また、プログラムの種類によって

も結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージョンを確認する必要がある。こ

こでは、暦年較正年代の計算に、IntCal０９データベース（Reimer et al.２００９）を用い、OxCalv4.1

較正プログラム（Bronk Ramsey２００９）を使用した。暦年較正年代については、特定のデータベー

ス、プログラムに依存する点を考慮し、プログラムに入力する値とともに参考値として表２に示

した。暦年較正年代は、１４Ｃ年代に基づいて較正（calibrate）された年代値であることを明示す

るために「cal BC／AD」（または「cal BP」）という単位で表される。

６ 測定結果

住居跡のうち、覆土中にＢ－Ｔｍ火山灰が認められる住居跡出土試料の１４Ｃ年代は、ＳＨ－１カマ

ド出土のＫｉ－１が１３３０±３０yrBP、同炉跡（ＨＦ－１）出土のＫｉ－２が１３１０±３０yrBP、ＳＨ－２

床面出土のＫｉ－３が１２８０±３０yrBP、同炉跡（ＨＦ－１）出土のＫｉ－４が１５８０±３０yrBPである。

ＳＨ－１出土の２点の値は誤差（±１σ）の範囲で重なり、近い年代を示す。他方、ＳＨ－２出土の

２点の間には年代差が認められる。暦年較正年代（１σ）は、Ｋｉ－１が６５５～７５８cal AD、Ｋｉ－２

が６６４～７６５cal AD、Ｋｉ－３が６８３～７７０cal AD、Ｋｉ－４が４３４～５３５cal ADの間に各々複数の範囲

で示される。いずれもＢ－Ｔｍ火山灰の降灰年代より古く、調査所見に整合する。

その他の住居跡出土試料の１４Ｃ年代は、Ｈ－６床面出土のＫｉ－５が３９８０±３０yrBP、Ｈ－７床面出

土のＫｉ－６が４８００±３０yrBP、Ｈ－８床面出土のＫｉ－７が４８６０±３０yrBP、同炉跡（ＨＦ－２）出

土のＫｉ－８が４７４０±３０yrBP、Ｈ－９炉跡（ＨＦ－１）出土のＫｉ－９が４６９０±３０yrBP、Ｈ－１１床

面ＨＣ－１（炭化材集中）出土のＫｉ－１０が４５９０±３０yrBP、Ｈ－１３床面出土のＫｉ－１１が５４８０±３０

yrBP、Ｈ－１４炉跡（ＨＦ－１）出土のＫｉ－１２が３９４０±３０yrBP、Ｈ－１７炉跡（ＨＦ－１）出土のＫ

ｉ－１３が３６２０±３０yrBP、Ｈ－１８床面出土のＫｉ－１４が３９７０±３０yrBP、同Ｋｉ－１５が３９７０±３０yrBP、

Ｈ－２０床面出土のＫｉ－１６が７１１０±４０yrBP、同Ｋｉ－１７が７２００±４０yrBP、Ｈ－２２床面出土のＫｉ－

１８が４７９０±３０yrBP、同Ｋｉ－１９が４７７０±３０yrBP、Ｈ－２３床面出土のＫｉ－２０が１３７０±３０yrBP、Ｈ－

２９床面出土のｋｉ－２１が４７８０±３０yrBP、ｋｉ－２２が４７４０±３０yrBPである。同じ住居跡で２点測定さ

れた例を見ると、Ｈ－１８・２２・２９の試料各３点の値は、各々誤差（±１σ）の範囲で重なり、近い年

代を示す。Ｈ－８とＨ－２０の試料各２点の間には、各々若干年代差が認められるものの、おおよそ近

接した年代値と言える。暦年較正年代（１σ）は、Ｋｉ－５が２５６２～２４７０cal BCの間に２つの範囲、
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Ｋｉ－６が３６３９～３５３３cal BCの間に２つの範囲、Ｋｉ－７が３６９４～３６３６cal BCの間に２つの範囲、

Ｋｉ－８が３６３２～３３８８cal BCの間に３つの範囲、Ｋｉ－９が３５１８～３３７６cal BCの間に２つの範囲、

Ｋｉ－１０が３４９１～３３４１cal BCの間に２つの範囲、Ｋｉ－１１が４３５５～４２７１cal BCの間に２つの範囲、

Ｋｉ－１２が２４８８～２３５０cal BCの間に３つの範囲、Ｋｉ－１３が２０２４～１９４１cal BCの範囲、Ｋｉ－１４が

２５６２～２４６５cal BCの間に２つの範囲、Ｋｉ－１５が２５６２～２４６６cal BCの間に２つの範囲、Ｋｉ－１６が

６０１８～５９２６cal BCの間に２つの範囲、Ｋｉ－１７が６０７６～６０１８cal BCの範囲、Ｋｉ－１８が３６３８～３５３１cal

BCの間に２つの範囲、Ｋｉ－１９が３６３４～３５２６cal BCの間に３つの範囲、Ｋｉ－２０が６４５～６７０cal AD

の範囲、ｋｉ－２１が３６３６～３５３１cal BC、ｋｉ－２２が３６３２～３３８６cal BC、Ｋｉ－２３が７７７～８６９cal ADの

間に複数の範囲で示される。Ｋｉ－１６、１７は縄文時代早期後葉頃、Ｋｉ－１１は縄文時代前期前半頃、

Ｋｉ－６～８、１８、１９、２１、２２は縄文時代前期後葉頃、Ｋｉ－９、１０は縄文時代前期末葉から中期初

頭頃、Ｋｉ－５、１２、１４、１５は縄文時代中期末葉から後期初頭頃、Ｋｉ－１３は縄文時代後期前葉頃、

Ｋｉ－２０は擦文文化期に相当する年代値である。また、白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ－Ｔｍ）の下位に

位置する、溝状遺構の覆土の木炭、ｋｉ－２３の１４Ｃ年代は１２１０±２０yrBPで矛盾しない。

試料の炭素含有率を見ると、Ｋｉ－１～１９・２１～２３はすべて５０％を超え、化学処理、測定上の問題

は認められない。Ｋｉ－２０は約４１％と若干低く、微細な炭化物と観察されているが、木炭ではない可

能性も指摘される。

表１

測定番号 試料名 採取場所 試料
形態

処理
方法

δ１３Ｃ（‰）
（AMS）

δ１３Ｃ補正あり

Libby Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐１０３３１３ Ｋｉ－１ ＳＨ－１ カマド 木炭 AAA －２６．７７±０．５５ １，３３０±３０ ８４．７４±０．２７

IAAA‐１０３３１４ Ｋｉ－２ ＳＨ－１ 炉跡（ＨＦ－１） 木炭 AAA －２４．１９±０．４０ １，３１０±３０ ８４．９７±０．２７

IAAA‐１０３３１５ Ｋｉ－３ ＳＨ－２ 床面 木炭 AAA －２７．９４±０．６０ １，２８０±３０ ８５．２８±０．２８

IAAA‐１０３３１６ Ｋｉ－４ ＳＨ－２ 炉跡（ＨＦ－１） 木炭 AAA －２６．２８±０．６７ １，５８０±３０ ８２．１７±０．２８

IAAA‐１０３３１７ Ｋｉ－５ Ｈ－６ 床面 木炭 AAA －２４．９０±０．５３ ３，９８０±３０ ６０．９３±０．２１

IAAA‐１０３３１８ Ｋｉ－６ Ｈ－７ 床面 木炭 AAA －２７．５０±０．６０ ４，８００±３０ ５５．０４±０．２１

IAAA‐１０３３１９ Ｋｉ－７ Ｈ－８ 床面 木炭 AaA －２４．９５±０．５４ ４，８６０±３０ ５４．６３±０．２１

IAAA‐１０３３２０ Ｋｉ－８ Ｈ－８ 炉跡（ＨＦ－２） 木炭 AAA －２４．２９±０．５５ ４，７４０±３０ ５５．４１±０．２１

IAAA‐１０３３２１ Ｋｉ－９ Ｈ－９ 炉跡（ＨＦ－１） 木炭 AAA －２７．３５±０．６８ ４，６９０±３０ ５５．７９±０．２１

IAAA‐１０３３２２ Ｋｉ－１０ Ｈ－１１ 床面ＨＣ－１ 木炭 AAA －２６．８０±０．４３ ４，５９０±３０ ５６．４９±０．２０

IAAA‐１０３３２３ Ｋｉ－１１ Ｈ－１３ 床面 木炭 AAA －２４．４１±０．５７ ５，４８０±３０ ５０．５５±０．１９

IAAA‐１０３３２４ Ｋｉ－１２ Ｈ－１４ 炉跡（ＨＦ－１） 木炭 AAA －２８．００±０．５１ ３，９４０±３０ ６１．２２±０．２２

IAAA‐１０３３２５ Ｋｉ－１３ Ｈ－１７ 炉跡（ＨＦ－１） 木炭 AAA －２６．７７±０．５５ ３，６２０±３０ ６３．７４±０．２２

IAAA‐１０３３２６ Ｋｉ－１４ Ｈ－１８ 床面 木炭 AaA －２５．６７±０．５９ ３，９７０±３０ ６１．０４±０．２２

IAAA‐１０３３２７ Ｋｉ－１５ Ｈ－１８ 床面 木炭 AAA －２４．４３±０．４２ ３，９７０±３０ ６１．０３±０．２２

IAAA‐１０３３２８ Ｋｉ－１６ Ｈ－２０ 床面 木炭 AAA －２５．４５±０．５２ ７，１１０±４０ ４１．２９±０．１８

IAAA‐１０３３２９ Ｋｉ－１７ Ｈ－２０ 床面 木炭 AAA －２６．１５±０．６７ ７，２００±４０ ４０．８２±０．１８

IAAA‐１０３３３０ Ｋｉ－１８ Ｈ－２２ 床面 木炭 AAA －２９．０９±０．７３ ４，７９０±３０ ５５．０９±０．２２

IAAA‐１０３３３１ Ｋｉ－１９ Ｈ－２２ 床面 木炭 AAA －２６．３４±０．３６ ４，７７０±３０ ５５．２３±０．２１

IAAA‐１０３３３２ Ｋｉ－２０ Ｈ－２３ 床面 木炭 AaA －２７．４２±０．５３ １，３７０±３０ ８４．３２±０．３０

IAAA‐１１２２１３ ｋｉ－２１ Ｈ－２９床面 木炭 AAA －２５．４０±０．４６ ４，７８０±３０ ５５．１４±０．２０

IAAA‐１１２２１４ ｋｉ－２２ Ｈ－２９床面 木炭 AAA －２１．７９±０．４２ ４，７４０±３０ ５５．４３±０．２０

IAAA‐１１２２１５ ｋｉ－２３ 溝状遺構覆土 木炭 AAA －２１．２１±０．４６ １，２１０±２０ ８６．０１±０．２６

付 篇
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表２

測定番号
δ１３Ｃ補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐１０３３１３ １，３６０±２０ ８４．４３±０．２５ １，３３０±２５
６５５calAD －６８９calAD（６４．８％）

７５４calAD －７５８calAD（３．４％）

６５０calAD －７１５calAD（８１．１％）

７４５calAD －７６８calAD（１４．３％）

IAAA‐１０３３１４ １，３００±３０ ８５．１１±０．２６ １，３０８±２５

６６４calAD －６９４calAD（４３．４％）

７０２calAD －７０７calAD（４．３％）

７４８calAD －７６５calAD（２０．５％）

６５８calAD －７２４calAD（６６．９％）

７３９calAD －７７１calAD（２８．５％）

IAAA‐１０３３１５ １，３３０±３０ ８４．７７±０．２６ １，２７８±２６
６８３calAD －７２２calAD（３８．５％）

７４１calAD －７７０calAD（２９．７％）
６６９calAD －７７７calAD（９５．４％）

IAAA‐１０３３１６ １，６００±３０ ８１．９５±０．２５ １，５７７±２７
４３４calAD －４６９calAD（２６．５％）

４８１calAD －５３５calAD（４１．７％）
４２０calAD －５４５calAD（９５．４％）

IAAA‐１０３３１７ ３，９８０±３０ ６０．９５±０．２０ ３，９７９±２７
２５６２calBC －２５３５calBC（３５．４％）

２４９３calBC －２４７０calBC（３２．８％）
２５７４calBC －２４６２calBC（９５．４％）

IAAA‐１０３３１８ ４，８４０±３０ ５４．７６±０．２０ ４，７９６±３０
３６３９calBC －３６３０calBC（１０．９％）

３５８１calBC －３５３３calBC（５７．３％）

３６４７calBC －３６２１calBC（１８．３％）

３６０６calBC －３５２２calBC（７７．１％）

IAAA‐１０３３１９ ４，８６０±３０ ５４．６３±０．２０ ４，８５７±３１
３６９４calBC －３６８２calBC（１１．５％）

３６６４calBC －３６３６calBC（５６．７％）

３７０６calBC －３６３１calBC（８６．１％）

３５６１calBC －３５３７calBC（９．３％）

IAAA‐１０３３２０ ４，７３０±３０ ５５．４９±０．２０ ４，７４３±３０

３６３２calBC －３５６０calBC（５１．６％）

３５３７calBC －３５１８calBC（１３．５％）

３３９４calBC －３３８８calBC（３．１％）

３６３６calBC －３５０１calBC（７７．４％）

３４２８calBC －３３８１calBC（１８．０％）

IAAA‐１０３３２１ ４，７３０±３０ ５５．５２±０．２０ ４，６８７±３０
３５１８calBC －３４９６calBC（１５．４％）

３４６０calBC －３３７６calBC（５２．８％）

３６２７calBC －３５９７calBC（８．８％）

３５２６calBC －３４８３calBC（２２．３％）

３４７６calBC －３３７０calBC（６４．３％）

IAAA‐１０３３２２ ４，６２０±３０ ５６．２８±０．２０ ４，５８７±２９
３４９１calBC －３４７０calBC（１８．７％）

３３７４calBC －３３４１calBC（４９．５％）

３４９９calBC －３４５０calBC（２４．４％）

３４４４calBC －３４３９calBC（０．４％）

３３７９calBC －３３３０calBC（５３．３％）

３２１５calBC －３１８１calBC（９．５％）

３１５８calBC －３１２４calBC（７．９％）

IAAA‐１０３３２３ ５，４７０±３０ ５０．６１±０．１８ ５，４７９±３０
４３５５calBC －４３２７calBC（５４．４％）

４２８４calBC －４２７１calBC（１３．８％）

４４３６calBC －４４２７calBC（１．０％）

４３６９calBC －４２５９calBC（９４．４％）

IAAA‐１０３３２４ ３，９９０±３０ ６０．８４±０．２１ ３，９４２±２８

２４８８calBC －２４３８calBC（４１．１％）

２４２１calBC －２４０４calBC（１０．５％）

２３７８calBC －２３５０calBC（１６．７％）

２５６６calBC －２５２５calBC（１０．８％）

２４９７calBC －２３４１calBC（８４．６％）

IAAA‐１０３３２５ ３，６５０±３０ ６３．５１±０．２１ ３，６１７±２８ ２０２４calBC －１９４１calBC（６８．２％）

２１１３calBC －２１０１calBC（１．８％）

２０３６calBC －１８９４calBC（９３．６％）
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表２

測定番号
δ１３Ｃ補正なし 暦年較正用

（yrBP）
１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

Age（yrBP） pMC（％）

IAAA‐１０３３２６ ３，９８０±３０ ６０．９５±０．２０ ３，９６５±２８
２５６２calBC －２５３５calBC（２８．８％）

２４９３calBC －２４６５calBC（３９．４％）

２５７２calBC －２５１２calBC（４０．６％）

２５０５calBC －２４３８calBC（４７．７％）

２４２１calBC －２４０４calBC（２．８％）

２３７９calBC －２３４９calBC（４．３％）

IAAA‐１０３３２７ ３，９６０±３０ ６１．１１±０．２１ ３，９６６±２８
２５６２calBC －２５３５calBC（２９．３％）

２４９３calBC －２４６６calBC（３８．９％）

２５７３calBC －２５１２calBC（４１．９％）

２５０５calBC －２４５０calBC（４６．５％）

２４４５calBC －２４３９calBC（０．６％）

２４２０calBC －２４０４calBC（２．５％）

２３７８calBC －２３５０calBC（３．９％）

IAAA‐１０３３２８ ７，１１０±３０ ４１．２５±０．１８ ７，１０５±３５
６０１８calBC －５９８１calBC（５１．０％）

５９４３calBC －５９２６calBC（１７．２％）

６０５５calBC －５９６８calBC（６６．１％）

５９５６calBC －５９０４calBC（２９．３％）

IAAA‐１０３３２９ ７，２２０±３０ ４０．７２±０．１７ ７，１９８±３５ ６０７６calBC －６０１８calBC（６８．２％）

６２０５calBC －６１９１calBC（２．２％）

６１８４calBC －６１７０calBC（１．９％）

６１６２calBC －６１４１calBC（３．３％）

６１１１calBC －５９９９calBC（８７．９％）

IAAA‐１０３３３０ ４，８６０±３０ ５４．６３±０．２０ ４，７８８±３１
３６３８calBC －３６２９calBC（８．９％）

３５８４calBC －３５３１calBC（５９．３％）
３６４５calBC －３５２０calBC（９５．４％）

IAAA‐１０３３３１ ４，７９０±３０ ５５．０８±０．２１ ４，７６９±３０

３６３４calBC －３６２６calBC（６．９％）

３５９９calBC －３５５１calBC（４５．８％）

３５４２calBC －３５２６calBC（１５．５％）

３６４１calBC －３５１６calBC（９２．４％）

３４０９calBC －３４０６calBC（０．４％）

３３９９calBC －３３８４calBC（２．６％）

IAAA‐１０３３３２ １，４１０±３０ ８３．９０±０．２８ １，３６９±２８ ６４５calAD －６７０calAD（６８．２％） ６１３calAD －６８６calAD（９５．４％）

IAAA‐１１２２１３ ４，７９０±３０ ５５．０９±０．２０ ４，７８２±２９
３６３６calBC －３６２９calBC（７．３％）

３５８５calBC －３５３１calBC（６０．９％）
３６４１calBC －３５２０calBC（９５．４％）

IAAA‐１１２２１４ ４，６９０±３０ ５５．７９±０．２０ ４，７４０±２８

３６３２calBC －３５６１calBC（４９．５％）

３５３６calBC －３５１８calBC（１３．５％）

３３９５calBC －３３８６calBC（５．２％）

３６３５calBC －３５５１calBC（５５．４％）

３５４２calBC －３５０１calBC（２０．３％）

３４２９calBC －３３８０calBC（１９．７％）

IAAA‐１１２２１５ １，１５０±２０ ８６．６８±０．２５ １，２１０±２４
７７７calAD －８３１calAD（４３．２％）

８３７calAD －８６９calAD（２５．０％）

７１８calAD －７４３calAD（６．８％）

７６８calAD －８８９calAD（８８．６％）

［参考値］
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３．炭化材樹種同定

黒沼保子（パレオ・ラボ）

１．はじめに

木古内遺跡は上磯郡木古内町に所在する、縄文時代から擦文文化期の遺跡である。ここから出土し

た炭化材の樹種同定結果を報告する。

２．試料と方法

試料はいずれも住居構築材と考えられる炭化材である。擦文文化期の竪穴住居跡ＳＨ－２から５点

（Ｋｉ－０１～０５）、縄文時代後期の竪穴住居跡Ｈ－１４から１点（Ｋｉ－０６）とＨ－１８から５点（Ｋｉ

－０７～１０）、縄文時代前期の竪穴住居跡Ｈ－２２から２点（Ｋｉ－１１～１２）とＨ－２９から８点（Ｋｉ－

１３～２０）、計２０点である。

方法は、試料の三断面（横断面・接線断面・放射断面）を、手あるいはカッターナイフを用いて割

り出し、直径１�の真鍮製試料台に試料を両面テ－プで固定、銀ペーストを塗布した。乾燥後、金蒸
着して走査型電子顕微鏡（日本電子�製 JSM－５９００LV型）を用いて樹種の同定を行った。

３．結果

針葉樹が一分類群と、広葉樹はクリ、コナラ属コナラ節、トネリコ属の三分類群、計四分類群が確

認された。樹種同定結果を表１に示す。以下に同定根拠となった木材組織の特徴を記載する。

（１）針葉樹 Coniferous wood

仮道管、放射組織からなる針葉樹である。

（２）クリ Castanea crenata Siebold et Zucc. ブナ科

大型の道管が年輪のはじめに数列並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する環孔

材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性で主に単

列である。道管放射組織間壁孔は柵状となる。

クリは温帯下部から暖帯に分布する落葉高木で、材は耐朽性・耐湿性に優れ、保存性が高い。

（３）コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus ブナ科

大型の道管が年輪のはじめに１列程度並び、晩材部では薄壁で角張った小道管が火炎状に配列する

環孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管の穿孔は単一である。放射組織は同性、単

列と広放射組織の２種類がある。

コナラ節は温帯下部および暖帯に分布する落葉高木で、カシワ、ミズナラ、コナラ、ナラガシワが

ある。材は全体的に重硬で加工困難である。

（４）トネリコ属 Fraxinus モクセイ科

晩材部では、非常に厚壁の小道管が単独もしくは放射方向に２～３個複合して、散在する環孔材で

ある。道管の穿孔は単一、放射組織は同性で１～３列幅である。

トネリコ属は温帯に分布する落葉高木で、シオジとヤチダモを含むシオジ節とトネリコ、アオダモ

などを含むトネリコ節に分かれる。材は、トネリコ節は中庸～やや重硬、切削加工は容易で保存性も

中庸、シオジ節はトネリコ節より重硬で強く粘りがあり、加工・保存性は中庸である。

付 篇
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表１ 樹種同定結果

試料番号 遺構 現場取り上げ番号 重量（�） 時期 種別 樹種 形状（残存径、残存年輪数）

Ｋｉ－０１ ＳＨ－２ サンプル� ０．２２ 擦文文化期 住居構築材 トネリコ属 破片（１．０×１．３�、２４年輪）

Ｋｉ－０２ ＳＨ－２ サンプル� ２．２７ 擦文文化期 住居構築材 トネリコ属 破片（２．０×１．５�、２８年輪）

Ｋｉ－０３ ＳＨ－２ サンプル１ ０．１６ 擦文文化期 住居構築材 針葉樹 破片（１．３×０．３�、５年輪）

Ｋｉ－０４ ＳＨ－２ サンプル４ ２．５３ 擦文文化期 住居構築材 トネリコ属 破片（３．５×１．８�、３４年輪）

Ｋｉ－０５ ＳＨ－２ サンプル５ ０．３６ 擦文文化期 住居構築材 トネリコ属 破片（０．７×１．０�、４年輪）

Ｋｉ－０６ Ｈ－１４ 遺物番号１０ ０．４６ 縄文時代後期 住居構築材 クリ 破片（１．０×１．０�、１１年輪）

Ｋｉ－０７ Ｈ－１８ サンプル� ０．８ 縄文時代後期 住居構築材 クリ 破片（１．２×１．０�、８年輪）

Ｋｉ－０８ Ｈ－１８ サンプル	 ５．２２ 縄文時代後期 住居構築材 コナラ属コナラ節 破片（不明）

Ｋｉ－０９ Ｈ－１８ サンプル
 ０．８３ 縄文時代後期 住居構築材 クリ 破片（１．８×１．０�、４年輪）

Ｋｉ－１０ Ｈ－１８ サンプル� ０．２９ 縄文時代後期 住居構築材 クリ 破片（１．２×０．６�、３年輪）

Ｋｉ－１１ Ｈ－２２ 炭２ ０．２４ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（１．２×０．３�、３年輪）

Ｋｉ－１２ Ｈ－２２ 炭７ ０．１２ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（０．６×０．８�、１年輪）

Ｋｉ－１３ Ｈ－２９ サンプル� ０．２６ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（０．７×０．３�、２年輪）

Ｋｉ－１４ Ｈ－２９ サンプル� ２．１１ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（３．２×２．０�、３０年輪）

Ｋｉ－１５ Ｈ－２９ サンプル
 ０．７７ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（１．３×１．３�、５年輪）

Ｋｉ－１６ Ｈ－２９ サンプル� ３．２８ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（１．９×１．８�、６年輪）

Ｋｉ－１７ Ｈ－２９ サンプル� １．８ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（２．３×１．１�、４年輪）

Ｋｉ－１８ Ｈ－２９ サンプル� ０．７ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（２．４×１．８�、２５年輪）

Ｋｉ－１９ Ｈ－２９ サンプル� ５．５ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（不明）

Ｋｉ－２０ Ｈ－２９ サンプル� ０．４３ 縄文時代前期 住居構築材 クリ 破片（１．６×０．７�、５年輪）

（平成２４年２月２９日 受領）

（平成２４年度 愛場 点検・編集）
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４．種実の同定

中村賢太郎・バンダリ スダルシャン（パレオ・ラボ）

１．はじめに

木古内遺跡は、上磯郡木古内町字木古内に所在し、標高６～１１�ほどの海岸段丘上に立地する。こ
こでは、縄文時代（時期不明）の焼土、縄文時代早期後半の竪穴住居跡、縄文時代前期後半の竪穴住

居跡、縄文時代後期前葉の竪穴住居跡、擦文文化期の竪穴住居跡から出土した種実の同定結果を報告

する。

２．試料と方法

同定対象試料は、Ｋｉ－１～７７の７７試料である。試料は、縄文時代（時期不明）の焼土Ｆ－１（Ｋ

ｉ－６８）、Ｆ－２（Ｋｉ－６９）、縄文時代早期後半の竪穴住居跡Ｈ－１（Ｋｉ－６６、６７）、縄文時代前

期後半の竪穴住居跡Ｈ－８（Ｋｉ－７０、７１）、Ｈ－９（Ｋｉ－７２）、Ｈ－２２（Ｋｉ－７７）、縄文時代後

期前葉の竪穴住居跡Ｈ－１４（Ｋｉ－７３）、Ｈ－１５（Ｋｉ－７４）、Ｈ－１７（Ｋｉ－７５）、Ｈ－１８（Ｋｉ－

７６）、擦文文化期の竪穴住居跡ＳＨ－１（Ｋｉ－１～４５）、ＳＨ－２（Ｋｉ－４６～６５）の各遺構から採

取された。（公財）北海道埋蔵文化財センターにより各遺構から採取された土壌についてフローテー

ションが行われ、最小０．４２５�の篩目で回収された試料から、種実の抽出が行われ、カプセル状容器
に乾燥保存されていた。同定は、パレオ・ラボにおいて行い、実体顕微鏡下で検鏡し同定と計数を行った。

３．結果

同定した結果、木本植物ではオニグルミ炭化核とウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮の二分類群、草本

植物ではユリ科炭化鱗茎、イヌビエ属炭化種子、エノコログサ属炭化種子、イネ科炭化種子、タニソ

バ未炭化果実、イヌタデ未炭化果実、サナエタデ－オオイヌタデ炭化果実、タデ科炭化果実、アカザ

属未炭化種子、エノキグサ未炭化種子の十分類群の、計十二分類群であった。この他に、科以下の同

定ができなかったものを不明炭化種実、残存が悪く同定不能な種実を同定不能炭化種実とした。表１

・２に採取位置別の同定結果を示し、遺構別の産出傾向を記載する（不明と同定不能炭化種実は除く）。

［Ｆ－１：縄文時代（時期不明）］

アカザ属未炭化種子１点が出土した。

［Ｆ－２：縄文時代（時期不明）］

タニソバ未炭化果実４点が出土した。

［Ｈ－１：縄文時代早期後半］

床面直上と焼土ＨＦ－１からタニソバ未炭化果実が出土した。

［Ｈ－８：縄文時代前期後半］

焼土ＨＦ－２からイヌビエ属炭化種子、イネ科炭化種子、ＨＦ－３からイヌビエ属炭化種子、タニ

ソバ未炭化果実、イヌタデ未炭化果実、タデ科炭化果実が出土した。

［Ｈ－９：縄文時代前期後半］

タニソバ未炭化果実、アカザ属未炭化種子が出土した。

付 篇
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［Ｈ－２２：縄文時代前期後半］

ユリ科炭化鱗茎１点が出土した。

［Ｈ－１４：縄文時代後期前葉］

タニソバ未炭化果実とサナエタデ－オオイヌタデ炭化果実が出土した。

［Ｈ－１５：縄文時代後期前葉］

エノコログサ属炭化種子１点が出土した。

［Ｈ－１７：縄文時代後期前葉］

タニソバ未炭化果実とエノキグサ未炭化種子が出土した。

［Ｈ－１８：縄文時代後期前葉］

ウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮１点が出土した。

表１ 縄文時代の遺構から出土した種実（括弧は破片を示す）

時期 縄文（時期不明） 早期後半 前期後半 後期前葉

遺構 Ｆ－１ Ｆ－２ Ｈ－１ Ｈ－１ＨＦ－１ Ｈ－８ＨＦ－２ Ｈ－８ＨＦ－３ Ｈ－９ＨＦ－１ Ｈ－２２ＨＰ－１ Ｈ－１４ＨＦ－１ Ｈ－１５ＨＦ－１ Ｈ－１７Ｆ－１ Ｈ－１８ＨＦ－１

層位 焼土 焼土 床面直上 焼土 （焼土） （焼土） 焼土上面 覆土 （焼土） （焼土） （焼土） （焼土）

水洗量（�） １，６００ ３２，３００ １，８００ １３，１００ ８，０００ ３，０００ ４，０００ １２，２００ ３，０００ １，０００ ２，０００ １，５００

分類群 部位／サンプル番号 Ｋｉ－６８ Ｋｉ－６９ Ｋｉ－６６ Ｋｉ－６７ Ｋｉ－７０ Ｋｉ－７１ Ｋｉ－７２ Ｋｉ－７７ Ｋｉ－７３ Ｋｉ－７４ Ｋｉ－７５ Ｋｉ－７６

ウルシ属－ヌルデ属 炭化内果皮 １

ユリ科 炭化鱗茎 １

イヌビエ属 炭化種子 １ １

エノコログサ属 炭化種子 １

イネ科 炭化種子 １

タニソバ 未炭化果実 ４ １ ２ ２ １ １ １

イヌタデ 未炭化果実 １

サナエタデ－オオイヌタデ 炭化果実 （１）

タデ科 炭化果実 １

アカザ属 未炭化種子 １ １

エノキグサ 未炭化種子 １

不明 炭化種実 （１） ２

同定不能 炭化種実 ２ １

炭化材 破片 ３ ２

昆虫卵 炭化 １３

礫 ― ２

［ＳＨ－１：擦文文化期］

床面直上では、タニソバ未炭化果実とエノキグサ未炭化種子が多く、その他にオニグルミ炭化核、

ウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮、イヌタデ未炭化果実、アカザ属未炭化種子が出土した。焼土ＨＦ－

１では、タニソバ未炭化果実が出土した。また、カマド周辺では、イネ科炭化種子とエノキグサ未炭

化種子が出土した。

［ＳＨ－２：擦文文化期］

床面直上では、タニソバ未炭化果実が多く、その他にウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮、タデ科炭化

果実、アカザ属未炭化種子、エノキグサ未炭化種子が出土した。焼土ＨＦ－１では、タニソバ未炭化

果実がやや多く、その他にイネ科炭化種子とアカザ属未炭化種子が出土した。
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表２ 擦文文化期の遺構から出土した種実

遺構 ＳＨ－１ ＳＨ－１ＨＦ－１ ＳＨ－１ ＳＨ－２ ＳＨ－２ＨＦ－１
層位 床面直上 焼土 カマド周辺 床面直上 焼土上面

水洗量（�） ５９，０００ １，３００ ６，７００ ５０，０５０ ４，６００
分類群 部位／サンプル番号 Ｋｉ－１～４３ Ｋｉ－４４ Ｋｉ－４５ Ｋｉ－４６～６３ Ｋｉ－６４、６５
オニグルミ 炭化核 （１）
ウルシ属－ヌルデ属 炭化内果皮 １ １
イネ科 炭化種子 ２ １
タニソバ 未炭化果実 １４ １ ２３ ４
イヌタデ 未炭化果実 １
タデ科 炭化果実 １
アカザ属 未炭化種子 ３（１） １ １
エノキグサ 未炭化種子 １７ １ ４
不明 炭化種実 １ ２
同定不能 炭化種実 （２）
炭化材 破片 １ １
植物？ 炭化 １ １
虫えい 炭化 ９ ２
子嚢菌 炭化子嚢 ２５ ２ ７
昆虫卵 炭化 １

未炭化 １
植物以外 不明 １

次に、種実の形態的特徴を記載し、図版に写真を示して同定根拠とする。

（１）オニグルミ Juglans ailanthifolia Carr. 炭化核

小破片である。核壁は緻密で堅く、表面には緩やかな起伏があり、浅い溝状の彫紋が見られる。

（２）ウルシ属－ヌルデ属 Toxicodendron － Rhus 炭化内果皮 ウルシ科

上面観は中央がやや膨らむ扁平、側面観は中央がややくびれた広楕円形で、片方が膨れる三角形状

になる。やや光沢があり、ざらついた質感がある。長さ２．９�、幅２．１�。
（３）ユリ科 Liliaceae 炭化鱗茎

形状は球形に近い。鱗片葉が密に層状に重なる点などからユリ科の鱗茎に類似する。長さ２．３�、
幅２．５�。
（４）イヌビエ属 Echinochloa sp. 炭化種子 イネ科

側面観が卵形ないし楕円形、断面は片凸レンズ形であるが、厚みは薄くやや扁平である。胚は幅が

広くうちわ型で、長さは全長の２／３程度と長い。長さ１．２�、幅１．１�。
（５）エノコログサ属 Setaria sp. 炭化種子 イネ科

上面観は楕円形、側面観は楕円形。腹面下端中央の窪んだ位置に細長い楕円形の胚があり、長さは

全長の２／３程度。長さ１．３�、幅１．２�。
（６）イネ科 Gramineae 炭化種子

種子の上面観は楕円形、側面観は先端がやや尖る長楕円形。長さ１．２�、幅０．５�。
（７）タニソバ Persicaria nepalensis (Meisn.) H. Gross 未炭化果実 タデ科

上面観は両凸レンズ形、側面観は円形。先端部が突出する。表面には微細な網目模様がある。長さ

１．９�、幅１．６�。炭化、未炭化の判断に迷うものも含む。
（８）イヌタデ Persicaria longiseta (De Bruyn) Kitagawa 未炭化果実 タデ科

上面観は三角形、側面観は広卵形。先端部が突出する。表面は平滑で光沢がある。また、稜となる

部分が幅広である。長さ１．９�、幅１．２�程度。
（９）サナエタデ－オオイヌタデ Persicaria scabra (Moench) Mold. － P.lapathifolia (L.) S.F.Gray

炭化果実 タデ科

破片である。上面観は扁平で両凸レンズ形。先端がやや尖る。表面は平滑で光沢はない。残存長１．５

�、幅１．２�。

付 篇
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（１０）タデ科 Polygonaceae 炭化果実

上面観は三角形、側面観は卵形。先端がやや尖る。表面には微細な網目模様がある。長さ２．０�、
幅１．４�。
（１１）アカザ属 Chenopodium spp. 未炭化種子 アカザ科

上面観はやや扁平、側面観は円形。表面には強い光沢があり、硬い。着点の一端がやや突起し、中

心部方向にむかって浅い溝がある。長さ１．２�、幅１．１�。
（１２）エノキグサ Acalypha australis L. 未炭化種子 トウダイグサ科

側面観は倒卵形。表面には細かい網目模様がある。長さ１．７�、幅１．２�。炭化、未炭化の判断に迷
うものも含む。

（１３）虫えい Gall

上面観は円形で、側面観は楕円形。表面は粗い。長さ３．０�、残存幅２．１�。
（１４）子嚢菌 Ascomycotina 炭化子嚢

球形あるいはゆがんだ球形で、表面には微細な網目模様がある。径１�程度。

４．考察

時期の異なる複数の遺構からタニソバ未炭化果実、イヌタデ未炭化果実、アカザ属未炭化種子、エ

ノキグサ未炭化種子が多く出土したが、未炭化種実は水分に富む還元的な環境でなければ残存しない

と考えられる。木古内遺跡は立地から判断して非還元的な環境であり、遺構の使用・廃棄当時の種実

は遺存しないと考えられる。したがって未炭化種実は、生物の活動によって後世に地表から二次的に

移動したか、あるいは土壌の採取やフローテーションの際に風などにより運ばれ混入した現生の種実

と考えられる。

以下、炭化種実に絞って考察する。

縄文時代前期後半の竪穴住居跡からは、ユリ科炭化鱗茎、イヌビエ属炭化種子、イネ科炭化種子、

タデ科炭化果実が出土した。イヌビエ属、イネ科、タデ科は周囲に生えていたものが偶発的に炭化し

混入した可能性の他、野生種が食用にされた可能性も考えられる。ユリ科炭化鱗茎は覆土からの出土

であるが、食用にされた可能性が考えられる。

縄文時代後期前葉の竪穴住居跡からは、ウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮、エノコログサ属炭化種子、

サナエタデ－オオイヌタデ炭化果実が出土した。ウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮は、おそらく意図的

に竪穴住居跡に持ち込まれたと考えられるが、利用法は不明である。エノコログサ属は、周囲に生え

ていたものが偶発的に炭化し混入した可能性の他、野生種が食用された可能性も考えられる。

擦文文化期の竪穴住居跡からは、オニグルミ炭化核、ウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮、イネ科炭化

種子、タデ科炭化果実が出土した。オニグルミ炭化核はおそらく利用後の残滓と考えられる。ウルシ

属－ヌルデ属炭化内果皮は、縄文時代後期前葉と同様におそらく意図的に竪穴住居跡に持ち込まれた

と考えられるが、利用法は不明である。イネ科やタデ科は周囲に生えていたものが偶発的に炭化し混

入した可能性の他、野生種が食用された可能性も考えられる。

（平成２４年２月２９日 受領）

（平成２４年度 愛場 点検・編集）
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図版１ 木古内遺跡出土種実の実体顕微鏡写真
１．オニグルミ炭化核（Ｋｉ－４）２．ウルシ属－ヌルデ属炭化内果皮（Ｋｉ－４６）３．ユリ科炭化鱗茎（Ｋｉ－７７）
４．イヌビエ属炭化種子（Ｋｉ－７０）５．エノコログサ属炭化種子（Ｋｉ－７４）６．イネ科炭化種子（Ｋｉ－６４）
７．タニソバ未炭化果実（Ｋｉ－６４）８．イヌタデ未炭化果実（Ｋｉ－７１）９．サナエタデ－オオイヌタデ炭化果実（Ｋｉ－７３）
１０．タデ科炭化果実（Ｋｉ－５０）１１．アカザ属未炭化種子（Ｋｉ－３３）１２．エノキグサ未炭化種子（Ｋｉ－２１）
１３．虫えい（Ｋｉ－３５）１４．子嚢菌（Ｋｉ－４０）

付 篇
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５．Ｐ－１２出土人骨について

松村博文（札幌医科大学）

北海道渡島半島に位置する木古内遺跡のＰ－１２土坑墓より、近世（江戸時代相当期）の時期のもの

とみられる人骨が１体検出された。保存状態ならびに部位同定の結果と、性別、年齢、帰属集団の推

定結果などの人類学的所見を記す。保存状態の比較的良好な歯については、取り上げ時に遺物番号が

与えられている。それらの歯種の同定結果は、冠計測値とともに表１に示した。また図１にこれらの

歯とともに残存する比較的大きな骨片の写真を付した。

所見

人骨の遺存状態は不良であり、頭部については、土坑墓内では輪郭は明瞭ではあったが、形を保っ

て取り上げられたのは右頭頂骨と歯および右上顎骨と右下顎骨の一部のみである。これらの骨片はい

ずれも表面は保たれているが、内部は溶融が進んでおり、骨厚が極めて薄くなっている。歯は１７点の

歯冠が良好に残存し、うち１６点については歯種の同定が可能であった。咬耗は、第１大臼歯以外は歯

髄までいたらない軽度のレベル（第１大臼歯 Broca１度、その他の歯 Broca２度）である。従って年

齢は、壮年（２０－４０歳）と推定される。切歯には和人特有の強いシャベル形を呈しているのが認めら

れる。四肢と体幹については、土坑墓内で輪郭を確認されていたが、比較的大きな部位として取り上

げることができたのは左右の脛骨の一部のみであった。頭部と同様に、かなり溶融が進んでおり、緻

密質が失われ薄くなっているため、かなり変形している

性別

性別については、歯の大きさから推定するほかはない状態にある。一般にヒトには歯冠の大きさに

有意な性差が存在することが知られていることから、残存する歯の歯冠計測値の組み合わせを用いた

線形判別分析により、性別の判定をおこなった。判別関数を導くにあたっては、どのグループを母集

団として用いるかが問題になる。被葬者は屈葬の様式で埋葬されており、アイヌ文化に特有の副葬品

も検出されていないこと、和人が入植していた松前という地理的位置からも、和人の可能性が高いと

みられるので、江戸時代の関東地方の和人を母集団として用いた。とはいえ、被葬者の帰属集団は明

確とはいえないので、アイヌをもとにした性判別分析も試みた。結果は表２に示されるとおりである。

係数の算出にはステップワイズ法を用いている。これらの係数を用いて算出された判別得点が正なら

男性、負なら女性である。江戸時代の和人をもとにした分析では、高い正答率の判別式が導かれてお

り、この式を適用し計算された本被葬者の判別得点は正の値となり男性と判別された。その確率は

９９．２％と極めて高い。アイヌを用いた性判別分析の結果でも９９．３％の確率で男性と判別された。従っ

て、帰属集団がどちらであっても、本被葬者は男性とみなしてよい。

帰属

埋葬様式が屈葬であることから本被葬者が和人ではないかとみられているが、より客観的な推定を

おこなうため、歯冠計測値から帰属集団の判別をおこなった。結果は表３に示されるとおりである。

母集団である江戸時代和人と北海道アイヌから、ステップワイズ法により算出された、これら２グルー

プを判別するための係数が示されている。これらの係数で９８％の精度で判別が可能である。これらの
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係数を用いて算出された判別得点が正なら和人、負ならアイヌである。結果として本被葬者は、９９．９％

の確率をともなって和人と判別された。

まとめ

木古内遺跡Ｐ－１２土坑墓出土の人骨は保存状態が極めてよくない状態であったが、残存する歯の計

測データから、かなり高い確率をともなって和人の壮年男性と推定された。

（平成２３年３月２５日 受領）

（平成２４年度 愛場 点検）

表１．木古内遺跡Ｐ－１２出土人骨の検出された歯種と歯冠計測値（単位：�）

左 右

記号 近遠心径 頬舌径 記号 近遠心径 頬舌径

上顎 中切歯

側切歯 Ｋ ７．２７ ５．８１

犬歯 Ｌ ８．２１ ９．１０

第１小臼歯 Ｂ ７．６７ ９．２７ Ｅ ７．３０ ９．５２

第２小臼歯

第１大臼歯 Ａ １０．３４ １１．７８

第２大臼歯 Ｃ ９．７５ 舌側破損

第３大臼歯 Ｆ ８．１７ １０．４０

下顎 中切歯 Ｐ ５．１０ ６．２３

側切歯 Ｑ ６．３０ ６．７０

犬歯 Ｈ ６．９９ ７．７６

第１小臼歯 Ｍ ７．８１ ８．２１

第２小臼歯 Ｎ ７．２２ ８．１８

第１大臼歯 Ｉ １１．７０ １０．５６

第２大臼歯 Ｊ １１．２１ ９．９１

第３大臼歯 Ｄ １１．０１ ９．８７ Ｇ １０．７２ ９．５４

記号：検出取り上げの際に附された整理記号、Ｏは歯種不明
イタリック数値：性判別分析に用いた計測値

付 篇
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表２ 木古内遺跡Ｐ－１２出土人骨の歯冠計測値にもとづく
性判別分析の結果

江戸時代和人に
よる判別係数

アイヌによる判
別係数

歯冠近遠心径

上顎 犬歯 １．９２２

上顎 第１小臼歯 ２．０９７

上顎 第１大臼歯 －３．１５６

上顎 第２大臼歯 －１．５８０

下顎 犬歯 －５．８４１

歯冠頬舌径

上顎 犬歯 －１．７９０ －１．２６４

上顎 第１小臼歯 １．５９７ －２．９１７

上顎 第１大臼歯 ０．６１２

下顎 犬歯 －２．６８９

下顎 第１小臼歯 －１．３６９ ５．４８３

下顎 第１大臼歯 ２．９１０

定数 １８．５９２ ２４．３８２

判別分析に用いた個体数 ３８ ５１

元の関数の判別正答率 ８６．８％ ９７．６％

木古内Ｐ－１２の性判別得点 ２．３３８ ０．８７６

木古内Ｐ－１２の性判別結果 男性 男性

木古内Ｐ－１２の性判別確率 ９９．２％ ９９．３％

表３ 木古内遺跡Ｐ－１２出土人骨の歯冠計測値にもとづく
帰属集団の判別分析の結果

江戸時代和人とアイヌをもとにした判別係数

歯冠近遠心径

上顎 第１小臼歯 －１．３５１

上顎 第１大臼歯 ０．８２１

上顎 第２大臼歯 －０．７９０

下顎 第１小臼歯 ２．１９２

歯冠頬舌径

上顎 犬歯 －１．１４２

下顎 第１小臼歯 －２．６７８

下顎 第２小臼歯 －０．６２２

下顎 第１大臼歯 １．７９２

定数 ８．７８６

判別分析に用いた個体数 ４６

元の関数の判別正答率 ９７．８％

木古内Ｐ－１２の帰属集団判別得点 ２．２０６

木古内Ｐ－１２の帰属集団判別結果 和人

木古内Ｐ－１２の帰属集団判別確率 ９９．９％
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図１ 木古内遺跡Ｐ－１２出土人骨

付 篇
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６．Ｐ－１２出土人骨の放射性炭素年代測定

パレオ・ラボ ＡＭＳ年代測定グループ
中村賢太郎・山形秀樹・伊藤 茂・尾嵜大真・丹生越子・廣田正史

小林紘一・Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani

１ はじめに

北海道木古内町に位置する木古内遺跡より検出された、近世以降と推測される人骨について、加速

器質量分析法（AMS法）による放射性炭素年代測定を行った。また、人骨コラーゲンが土壌中の有

機物などにより骨の外部から汚染されていないかを評価するために炭素窒素比（Ｃ／Ｎ比）も測定し

た。さらに、海産物の摂取による１４Ｃ年代への海洋リザーバー効果の影響を検討するため、炭素安定

同位体比（δ１３Ｃ）、窒素安定同位体比（δ１５Ｎ）に基づいて、摂取された食物の種類について検討した。

２ 試料と方法

測定試料の情報、調製データは表１のとおりである。

Ｐ－１２は方形の土坑墓であり、その中から埋葬された人骨が検出された。残存部位は頭部と左右の

脛部であった。測定対象は一方の腓骨である。人骨には時期を推定できる遺物が伴っていなかった。

腓骨は状態が非常に悪く、発掘調査現場での取上げのためにコーティング剤（パラロイドＢ７２）が

塗布されていた。超音波洗浄及びアセトン洗浄を施し、表面の汚れとパラロイドＢ７２を除去した後、

試料からコラーゲンを抽出し、それを用いて１４Ｃ年代、Ｃ／Ｎ比、δ１３Ｃ、δ１５Ｎの測定を行った。
１４Ｃ年代の測定では、試料調製後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクト AMS：ＮＥＣ製

１．５SDH）を用いて測定した。得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正（AMSで測定した δ１３Ｃ

による）を行った後、１４Ｃ年代、暦年代を算出した。

炭素含有量および窒素含有量の測定には、ＥＡ（ガス化前処理装置）である Flash EA１１１２（Thermo

Fisher Scientific社製）を用いた。得られた炭素含有量と窒素含有量に基づいてＣ／Ｎ比（原子数比）

を算出した。

炭素安定同位体比（δ１３ＣPDB）および窒素安定同位体比（δ１５ＮAir）の測定には、質量分析計 DELTA

V（Thermo Fisher Scientific社製）を用いた。

表１ 測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理

ＰＬＤ－１６４９３
遺構：Ｐ－１２
その他：方形の墓

試料の種類：ヒト腓骨
状態：dry
その他：一部パラロイドＢ７２処理

アセトン処理
超音波洗浄
コラーゲン抽出

３ 結果

（１）放射性炭素年代測定

表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３Ｃ）、同位体分別効果の補正を行って暦

年較正に用いた年代値、慣用に従って年代値と誤差を丸めて表示した１４Ｃ年代、１４Ｃ年代を暦年代に較

正した年代範囲を、図１に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸めて

いない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うために記載
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した。
１４Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４Ｃ年代（yrBP）の算出には、１４Ｃ

の半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差内に入る確率が６８．２％

であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動、及び半減期の違い（１４Ｃの半減期５７３０±

４０年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
１４Ｃ年代の暦年較正には OxCal４．１（較正曲線データ：Intcal０９）を使用した。なお、１σ暦年代範

囲は、OxCalの確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲で

あり、同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、その

範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布を示し、二重

曲線は暦年較正曲線を示す。

表２ 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号 δ１３Ｃ
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代
（yrBP±１σ）

１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲

１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

ＰＬＤ－１６４９３ －１７．２４±０．１２ １２３±１６ １２５±１５

１６８５AD（９．９％）１６９９AD
１７２１AD（７．０％）１７３２AD
１８０８AD（６．５％）１８１８AD
１８３３AD（３６．４％）１８８０AD
１９１６AD（８．５％）１９２８AD

１６８２AD（２７．２％）１７３６AD
１８０５AD（５４．８％）１８９２AD
１９０７AD（１３．４％）１９３５AD

（２）炭素窒素比

表３にＣ／Ｎ比を示す。Ｃ／Ｎ比は抽出したコラーゲンの質を確認する方法として用いられる。現

生動物骨から抽出したコラーゲンのＣ／Ｎ比は２．９～３．６を示すとされる。今回の結果は３．８５であり、

大きく外れてはいないものの、人骨コラーゲンは土壌中の有機物などにより骨の外部から汚染されて

いる可能性がある。

（４）炭素・窒素安定同位体比

表３に抽出したコラーゲンの δ１３Ｃと δ１５Ｎを示す。図２では、生前に摂取していたタンパク源を推

定するために食物の範囲と共にプロットした。また、比較のために伊達元成の報告（伊達 ２０１０）か

ら引用した北海道伊達市有珠４遺跡の近世アイヌ（１６４０年以降）の値（ｎ＝７）を示した。有珠４遺

跡は海岸近くに立地する遺跡であり、アイヌ墓から検出された人骨が分析されている。その他、南川

雅男の論文（南川 ２００１）から引用した樺太と北海道の近世アイヌ（ｎ＝５）および愛媛県の近世和

人（ｎ＝４）の値も示した。人が食物中のタンパク質を利用して体組織を構成する際に同位体分別が

起き、δ１３Ｃは４．５‰、δ１５Ｎは３．５‰、重い

同位体が濃縮する。図２では人骨コラー

ゲンの値から濃縮分を差し引いてある。

表３ 炭素・窒素安定同位体比測定結果

遺構 試料種 Ｃ／Ｎ比
安定同位体比

δ１３ＣPDB δ１５ＮAIR

遺構：Ｐ－１２
その他：方形の墓

ヒト腓骨 ３．８５ －１７．３ １０．６

付 篇

３１９



４ 考察

炭素・窒素安定同位体比を示した図２において、木古内遺跡Ｐ－１２出土人骨は、Ｃ３植物や草食動

物といった陸産物と海棲哺乳類や海産魚類などの海産物との中間にプロットされた。陸産物側に偏っ

ているが、海産物もある程度摂取していた可能性も考えられる。したがって、Ｐ－１２出土人骨の１４Ｃ

年代は海洋リザーバー効果の影響を受け古く出ている可能性がある。
１４Ｃ年代の暦年較正を行った結果、２σ暦年代範囲は１６８２－１７３６cal AD（２７．２％）、１８０５－１８９２cal AD

（５４．８％）、１９０７－１９３５cal AD（１３．４％）を示した。較正曲線が比較的平坦な時期に該当するため、

暦年代範囲が複数にわたり、年代を絞り込むことが難しい。上に述べたとおり、海洋リザーバー効果

の影響で年代値が古くなっている可能性があるため、人骨の年代は１７世紀後葉よりも新しい「ある時

期」と考えることが妥当である。

また、図２における他遺跡との比較では、木古内遺跡Ｐ－１２出土人骨は陸産物側に偏る傾向が見ら

れ、海産物に大きく依存する伊達市有珠４遺跡のアイヌとはタンパク源の摂取割合が異なっていたと

言える。食物摂取の仕方に関して、木古内遺跡Ｐ－１２出土人骨が、どういった集団と近いのかは、比

較対象を増やして改めて検討する必要がある。

なお、Ｃ／Ｎ比は人骨コラーゲンが土壌中の有機物などにより骨の外部から汚染されている可能性

を示唆しており、１４Ｃ年代、δ１３Ｃ、δ１５Ｎが本来の値とは異なっている可能性を考慮する必要がある。
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北海道新幹線

建設事業に伴

う事前調査

種 別 集落跡

主 な 時 代 縄文時代早期後半、前期後半、後期前葉、擦文文化期

主 な 遺 物 縄文時代早期後半（東釧路�式）、前期後半（円筒土器下層ｂ～ｄ式）の土器・石器等

要 約

縄文時代
竪穴住居跡２９軒（縄文時代早期後半、縄文時代前期後半、縄文時代後期前葉など）
土坑１５２基（縄文時代早期後半～縄文時代後期前葉）
擦文文化期
竪穴住居跡２軒、溝状遺構１か所（木柵設置のための布掘り跡？）
近世～近代
土坑墓１基
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